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4 委  員 伊 藤   隆 株式会社リヴァックス 経営企画室 室長 

5 委  員 川 瀬 幸 久 川瀬産業株式会社 代表取締役 

6 委  員 神 田 浩 治 野村興産株式会社 関西営業所 所長 

7 委  員 國 中 賢 一 株式会社国中環境開発 代表取締役 

8 委  員 神 藤 信 六 株式会社丸六 代表取締役 

9 委  員 矢 野 裕 二 株式会社植田建設 統括本部長 

10 オブザーバー 川 島 明 修 株式会社中和営繕 顧問 

11 事 務 局 田 中 千 議 公益社団法人大阪府産業廃棄物協会 事業主任 

本冊子は、危機管理委員会が平成23年12月1日に発行した第1版を一部改訂したものであり、

多くの方々のご協力を得て第 2 版として発行するものです。 

上記名簿は第 2 版発行時である平成 26 年度の危機管理委員会の名簿です。第 1 版の編集に携わ

れた委員の方の中には上記名簿にお名前を掲載されていない方もおられますが、第 1 版の編集に

多大なご協力を頂きましたことに厚く御礼申し上げます。 
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はしがき 

 

廃棄物処理業に起因する労働災害（健康障害を含む、以下同じ）が他業種にも増して多発して

いる点は、もはや周知の事実となっている。とりわけ、産業廃棄物処理業においては、多種多様

な廃棄物を取り扱うため、当該廃棄物の性状等に関する分析に加え、事業者による廃棄物情報の

提供をも前提とした労働安全衛生管理体制の確立が自社存続の生命線になってくる。関係法令違

反又はこれに準ずる行為が要因となって労働災害を誘発し、使用者が業務上過失致死傷罪等に問

われた結果、例えば当該業に係る許可の取消処分を受ける可能性は否定され得ないからである。 

平成 18 年 4 月 1 日における改正労働安全衛生法の施行により、「危険性又は有害性等の調査

及びその結果に基づき講ずる措置の実施」（同法第 28 条の 2、以下「リスクアセスメント」とい

う）が努力義務規定として創設され、先に言及した労働安全衛生管理体制の本質が労働災害に係

る事後防止対策から事前防止対策へ変化してきている中、本委員会はそこから更に踏み込み、「よ

り科学的なリスクアセスメント・アプローチ」について実証研究を試行した。即ち、産業廃棄物

処理業者である当協会員からヒヤリ・ハットを収集し、これを整理していくと共に、「どのような

状況において、どのような事故が起こりそうになるのか」という相関について、その傾向を分析

し、危険性又は有害性等といったリスクを効率的に調査するための手法（Statistical Risk - 

Analysis 、以下「ＳＲＡ」という）を検討したものである。このようなアプローチで確認される

こととなる「ヒヤリ・ハット傾向」は、同様の業態を有する産業廃棄物処理業者、更に言えば一

の産業廃棄物処理業者に限って実施すると、より鮮明になって現れてくる。 

以上の趣旨を踏まえ、第Ⅰ部ではＳＲＡによるアプローチについて解説し、第Ⅱ部では実在す

る処理業者をモデルとして実際にＳＲＡに従った「ヒヤリ・ハット傾向」を確認してみる。本冊

子を積極的に活用することにより、自社において効果的なリスクアセスメントを実施していただ

きたい。 

 

公益社団法人大阪府産業廃棄物協会 

危機管理委員長  三ツ川 卓 生 
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第Ⅰ部 解説編 

  





 

１．ヒヤリ・ハット調査票（様式）の整備とその必要性 

ＳＲＡによりリスクアセスメントを実施するにあたって、報告者各々の観点やルールに依存し

てヒヤリ・ハットを収集していては、これらを、①場所、②行為、③原因、④結果等といった「要

素」ごとに区分して整理することができず、従って各要素の相関（「どのような状況において、ど

のような事故が起こりそうになるのか」という相関）について、その傾向を分析することもでき

ない。 

所定の様式として「ヒヤリ・ハット調査票」（以下「調査票」という）を整備し、これを使用し

てヒヤリ・ハットを収集することの理由は、その点にある。以下に、その例を示す。 
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ヒヤリ・ハット調査票の様式 

 

  
事 故 の 型

性 別
年 齢

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

→ → → →

□ 曇 り

摘
出

日

□ 昼

□ 晴 れ

□ 曇 り□ 曇 り

□ 夜
□ 雨

□ 夜

月

□ 昼

□ 晴 れ □ 雨

曜
日

□ 夜
□ 雨

□ 昼

□ 晴 れ

□ 夕
曜

日

□ 夜
□ 雨

□ 夜
□ 雨

□ 曇 り

□ 朝

□ 雨

□ 夕

□ 昼

□ 晴 れ

□ 曇 り

曜
日

摘
出

月
と
曜
日

□ 朝 □ 夕時
間

月

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

□  そ の 他
1
0
年

未
満

1
0
年

以
上

3
年

未
満

5
年

未
満

6

□  仮 想

□  実 際

□  収 集 運 搬 時

□ 昼

5
年

未
満

1
0
年

未
満

曜
日

曜
日

□ 朝 □ 夕

□ 晴 れ

□ 曇 り

□ 男 □ 女

月

曜
日 月

□ 朝 □ 夕

踏
み

抜
き

16
お

ぼ
れ

17

低
減

措
置

後

評 価

重 篤 度

可 能 性

頻 度

月

3
年

未
満

備
考

（
残

留
リ
ス
ク
の

取
扱

い
等

）

□ 夜
□ 雨

□  そ の 他

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

7

□  仮 想

□  実 際

□  収 集 運 搬 時

□ 夕
1
0
年

以
上

□ 朝
月

曜
日

□ 男 □ 女

5
年

未
満

1
0
年

未
満

□ 男

3
年

未
満

1
0
年

以
上

5

□  仮 想

□  実 際

□  収 集 運 搬 時

□ 女 □ 女

□  そ の 他

□ 男

□  そ の 他

5
年

未
満

1
0
年

未
満

□ 夕
1
0
年

以
上

□ 朝
月

3

□  仮 想

□  実 際

3
年

未
満

1
0
年

未
満

□ 女□ 男

4

□  仮 想

□  実 際

□  収 集 運 搬 時

□ 男 □ 女

2

□  仮 想

□  実 際

□  収 集 運 搬 時

処
理

業

□  仮 想

□ 女

□  収 集 運 搬 時

□  そ の 他

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

□ 朝

□  そ の 他

N
o
.

1

ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
事

例
に
つ
い
て

属
性

□ 男

□ 昼

□ 晴 れ

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

1
0
年

以
上

□ 夜

5
年

未
満

1
0
年

未
満

1
0
年

以
上

3
年

未
満

4 5□  実 際

□  収 集 運 搬 時 墜
落

・
転

落

3
年

未
満

5
年

未
満

1
0
年

未
満

1
0
年

以
上

分
類

項
目

型
番

号

1 2
9

該 当 番 号

低
減

措
置

災
害
に
至
る
プ
ロ
セ
ス

【
Ａ
】
＋

【
Ｂ
】
＋

【
Ｃ
】
＋

【
Ｄ
】

低
減

措
置

前
の

リ
ス
ク 評 価

重 篤 度

可 能 性

頻 度

5
年

未
満

ど
う
す
れ

ば
危

険
性

を
除

去
で
き
る
と
思

い
ま
す
か

？
【
Ｅ
】
（
今
後
ど
う
す
る
か
／
要
望
等
）

□ 曇 り

□ 晴 れ

勤
続

年
数

□ 昼

天
候

ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
を
感

じ
た
日

ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
を
感

じ
た
場

所
【
Ａ
】
（
ど
こ
で
）

事 務 局

報
告
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

3
年

未
満

そ
の

時
何

を
し
て
い
ま
し
た
か

？
【
Ｂ
】
（
作
業
／
行
為
／
何
を
し
て
い
て
）

災
害
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
（
危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
） 結
果

、
ど
う
な
り
ま
し
た
か

？
【
Ｄ
】
（
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
？
／
ど
う
な
っ
た
）

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
調

査
票

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

□  そ の 他

安 全 委 員

事 故 の 型 分 類 票

可
能

性

可
能

性
が

あ
る

ほ
と

ん
ど

な
い

型
番

号
分

類
項

目
型

番
号

分
類

項
目

火
災

3
10

激
突

高
温

の
物

と
の

接
触

18
11

転
倒

交
通

災
害

（
道

路
）

重
　

傷
可

能
性

が
高

い
４

リ
ス
ク
評

価
参

考
資

料

頻
　

度
点

数

ひ
ん

ぱ
ん

点
数

時
　

々
ほ

と
ん

ど
な

い
１

２
飛

来
・

落
下

低
温

の
物

と
の

接
触

19
交

通
災

害
（

そ
の

他
）

１
薬

傷

優
先

度
（

内
容

）

崩
壊

・
倒

壊
1 2

有
害

要
因

と
の

接
触

20
１

５
以

下
動

作
の

反
動

・
無

理
な

動
作

軽
　

微

7
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
14

爆
発

6
激

突
さ

れ
13

感
電

管
理

的
対

策
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
の

整
備

、
立

入
り

禁
止

措
置

、
ば

く
露

管
理

、
教

育
訓

練
等

－
－

対
策

方
法

と
そ
の
詳
細

99
分

類
不

能
90

そ
の

他

8
切

れ
・

こ
す

れ
15

破
裂

必
要

に
応

じ
て

低
減

措
置

を
実

施
す

る
多

少
問

題
が

あ
る

工
学

的
対

策
ｶ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
、

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾛ
ｯ
ｸ
、

安
全

装
置

、
局

所
排

気
装

置
の

設
置

等
本

質
的

対
策

危
険

な
作

業
の

廃
止

・
変

更
な

ど
、

設
計

や
計

画
の

段
階

か
ら

作
業

者
の

就
業

に
係

る
危

険
性

又
は

有
害

性
の

除
去

又
は

低
減

３
６

～
８

ⅠⅡ
軽

　
傷

２

合
計

点
数

評
価

（
リ

ス
ク

レ
ベ

ル
）

重
篤

度
点

数
致

命
傷

確
実

で
あ

る
６

４

何
が

原
因

で
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
と
感

じ
た
の

で
す
か

？
【
Ｃ
】
（
原
因
／
な
ぜ
？
）

　
９

～
１

１
ⅢⅣ

重
大

な
問

題
が

あ
る

直
ち

に
解

決
す

べ
き

問
題

が
あ

る
６

１
０

１
２

～
２

０
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２．調査票の様式と記載方法 

 

前節で示した調査票の記載項目について項目別に解説する。 

①摘出日 

ヒヤリ・ハットが発生した期間を記載する。 

例 調査票記載のヒヤリ･ハットの発生した月が平成２３年４月、５月、７月、８月、１０月、１１月

のとき→平成２３年４月～１１月と記載する 

 

②事務局、安全委員 

ヒヤリ･ハットを収集する部署や担当者が置かれている場合などにおいては、受領印等を押

す。 

 

③ヒヤリ・ハット事例について 

（１）属性 該当するものにチェックを入れる。 

実際：実際にヒヤリとしたり、ハットしたりした事例 

例 建設現場に置いているコンテナの引き取り作業中、入っていた廃棄物が崩れてきて

きそうになりヒヤッとした 

仮想：実際にヒヤリとしたり、ハットしていないが、ヒヤリとしたり、ハットすることを想像

できる事例 

例 コンテナを設置している建設現場を訪問した際、作業員が無造作に廃棄物を投入し

ているように見え、このままでは、廃棄物があふれて崩れるのではないかと感じた 

（２）処理業 該当するものにチェックを入れる。 

※ 報告を受けた産業廃棄物処理業者が、許可を受けている全業種にではなく、ヒヤ

リ・ハットの発生に直接関係する業種のみにチェックを入れる。中間処理業者でも

廃棄物を運搬している作業中の事例である場合には、収集運搬時を選択する。 

例  産業廃棄物中間処理業者が廃棄物を引き取ってきて、ヤードに廃棄物を下ろし

た時に発生したヒヤリ･ハットについて 

・運転手がヒヤリ･ハットを感じた場合→収集運搬時にチェックを入れる 

・ヤードで受入作業の者がヒヤリ･ハットを感じた場合 

→処分時（工場内）にチェックを入れる 
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（３）事故の型 中央労働災害防止協会の分類に従って選択し、番号で記載する。 

1 墜落・転落 
人が樹木、建築物、足場、機械、乗物、はしご、階段、斜面等から落ちる

ことをいう。 

2 転倒 
人がほぼ同一平面上で転ぶ場合をいい、躓き又は滑りにより倒れた場合等

をいう。 

3 激突 

１・２を除き、人が主体となって静止物又は動いている物に当たった場合

をいい、吊荷、機械の部分等に人からぶつかった場合、飛び降りた場合等

をいう。 

4 飛来・落下 飛んでくる物、落ちてくる物等が主体となって人に当たった場合をいう。

5 崩壊・倒壊 
堆積した物（灰等も含む）、足場、建築物等が崩れ落ち又は倒壊して人に

当たった場合をいう。 

6 激突され ４・５を除き、物が主体となって人に当たった場合をいう。 

7 はさまれ・巻き込まれ 物に挟まれる状態及び巻き込まれる状態で潰され、ねじられる等をいう。

8 切れ・こすれ 擦られる場合、擦られる状態で切られた場合等をいう。 

9 踏み抜き 釘、金属片等を踏み抜いた場合をいう。 

10 おぼれ 水中に墜落して溺れた場合を含む。 

11 
高温の物との接触 高温の物との接触をいう。 

低温の物との接触 低温の物との接触をいう。 

12 有害要因との接触 
放射線による被曝、有害光線による障害、ＣＯ中毒、酸素欠乏症並びに高

気圧、低気圧等有害環境下に暴露された場合を含む。 

13 感電 帯電体に触れ又は放電により人が衝撃を受けた場合をいう。 

14 爆発 
圧力の急激な発生又は開放の結果として爆音を伴う膨張等が起こる場合

をいう。 

15 破裂 容器又は装置が物理的な圧力によって破裂した場合をいう。 

16 火災 

火災に関連して連鎖的に発生する現象としては⑭とか⑫（ガス中毒）等が

あるが、その場合には事故の型の分類方法に従い⑭とか⑫は火災より優先

される。 

17 交通災害（道路） 交通事故のうち道路交通法適用のものをいう。 

18 交通災害（その他） 
交通事故のうち船舶、航空機及び公共輸送用の列車、電車等による事故を

いう。 

19 
動作の反動・無理な

動作 

①～⑱に分類されない場合であって、重い物を持ち上げて腰をぎっくりさ

せたというように身体の動き、不自然な姿勢、動作の反動等が起因して、

筋を違える、挫く、ぎっくり腰及びこれに類似した状態になる場合をいう。

20 薬傷 
廃液に含まれている有機溶剤、アルカリ性、酸性等が目、皮膚等に付着し

たことにより薬傷した場合をいう。 

90 その他 上記のいずれにも分類されない傷の化膿、破傷風等をいう。 

99 分類不能 分類する判断資料に欠け、分類困難な場合をいう。 

 

④報告された方 

（１）性別 該当するものにチェックを入れる。 

（２）年齢 報告者の年齢を記載する。 

（３）勤続年数 該当するものにチェックを入れる。 

 

⑤ヒヤリ・ハットを感じた日 

（１）摘出月と曜日 報告された事例が発生した月と曜日を記載する。 

（２）時間 該当するものにチェックを入れる。 

（３）天候 該当するものにチェックを入れる。 
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⑥ヒヤリ・ハットを感じた場所【Ａ】（どこで） 

ヒヤリ・ハットが発生した場所を具体的に記載する。ただし、固有名称は避ける。 

例 コンクリートガラの中間処理場の破砕施設の投入口で 

中間処理前の木くず置き場で 

 

⑦その時何をしていましたか？【Ｂ】（作業／行為／何をしていて） 

ヒヤリ・ハットが発生したときに行っていた作業内容を具体的に記載する。ただし、固有

名称は避ける。 

例 破砕機の投入口に上がり、詰まっていた廃棄物を取り出そうとしていたとき 

フォークリフトで、車両から廃プラスチックの破砕品が入ったフレコンバッグを降ろしていたと

き 

 

⑧何が原因で、ヒヤリ・ハットと感じたのですか？【Ｃ】（原因／なぜ？） 

ヒヤリ･ハットが発生した原因を具体的に記載する。ただし、固有名称は避ける。 

例 落ちている物を拾おうとして、ホイルローダーの死角にしゃがみ込んだため 

タンクからガスが発生しているにもかかわらず近づいて作業したため 

 

⑨結果、どうなりましたか？【Ｄ】（どのようになった？／どうなった） 

発生したヒヤリ・ハットを具体的に記載する。ただし、固有名称は避ける。 

例 長尺の塩ビパイプが転がり、重機の運転席に当たりそうになった。 

足を滑らせて転倒しそうになった。 

 

⑩どうすれば危険性を除去できると思いますか？【Ｅ】（今後どうするか／要望等） 

今後、同様のヒヤリ･ハットを発生させない方法を考えて記載する。ただし、固有名称は避

ける。 

例 フォークリフトの運転手は積込みが終わるまでリフトから降りて待機する。 

作業前にコンテナ周辺の確認をし、クラクション等合図をしてから作業する。 

 

 

 

以上の点を踏まえ、記載例を以下に示す。なお、巻末に、当調査票を用いて会員から報告を受

けたヒヤリ・ハットの一覧表を“第Ⅲ部 資料編”として掲載しているので参考にしていただき

たい。 
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ヒヤリ・ハット調査票の記載例 

 

 

 

 

  

事 故 の 型

性 別
年 齢

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

→ → → →

安 全 委 員

１

重
大

な
問

題
が

あ
る

直
ち

に
解

決
す

べ
き

問
題

が
あ

る
６

１
０

１
２

～
２

０

何
が

原
因

で
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
と
感

じ
た
の

で
す
か

？
【
Ｃ
】
（
原
因
／
な
ぜ
？
）

　
９

～
１

１

軽
　

傷
２

合
計

点
数

評
価

（
リ

ス
ク

レ
ベ

ル
）

重
篤

度
点

数

ⅠⅡⅢⅣ

管
理

的
対

策
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
の

整
備

、
立

入
り

禁
止

措
置

、
ば

く
露

管
理

、
教

育
訓

練
等

必
要

に
応

じ
て

低
減

措
置

を
実

施
す

る
多

少
問

題
が

あ
る

工
学

的
対

策
ｶ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
、

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾛ
ｯ
ｸ
、

安
全

装
置

、
局

所
排

気
装

置
の

設
置

等
本

質
的

対
策

危
険

な
作

業
の

廃
止

・
変

更
な

ど
、

設
計

や
計

画
の

段
階

か
ら

作
業

者
の

就
業

に
係

る
危

険
性

又
は

有
害

性
の

除
去

又
は

低
減

３
６

～
８

8
切

れ
・

こ
す

れ
15

破
裂

－
－

対
策

方
法

と
そ
の
詳
細

99
分

類
不

能
90

そ
の

他
7

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

14
爆

発
6

激
突

さ
れ

13
感

電

薬
傷

優
先

度
（

内
容

）

崩
壊

・
倒

壊
1 2

有
害

要
因

と
の

接
触

20
１

５
以

下
動

作
の

反
動

・
無

理
な

動
作

軽
　

微
ほ

と
ん

ど
な

い
１

２
飛

来
・

落
下

低
温

の
物

と
の

接
触

19
交

通
災

害
（

そ
の

他
）

交
通

災
害

（
道

路
）

重
　

傷
可

能
性

が
高

い
４

リ
ス
ク
評

価
参

考
資

料

頻
　

度
点

数

ひ
ん

ぱ
ん

点
数

時
　

々
3 4 5

転
倒

10
激

突
高

温
の

物
と

の
接

触
18

11

火
災

致
命

傷
確

実
で

あ
る

６
４

1 2
事 故 の 型 分 類 票

可
能

性

可
能

性
が

あ
る

ほ
と

ん
ど

な
い

型
番

号
分

類
項

目
型

番
号

分
類

項
目

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

調
査

票
（
ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
摘

出
内

容
一

覧
表

）

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

□  そ の 他

結
果

、
ど
う
な
り
ま
し
た
か

？
【
Ｄ
】
（
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
？
／
ど
う
な
っ
た
）

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

事 務 局

報
告
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

3
年

未
満

5
年

未
満

ど
う
す
れ

ば
危

険
性

を
除

去
で
き
る
と
思

い
ま
す
か

？
【
Ｅ
】
（
今
後
ど
う
す
る
か
／
要
望
等
）

□ 曇 り□ 曇 り

分
類

項
目

型
番

号

該 当 番 号

低
減

措
置

災
害
に
至
る
プ
ロ
セ
ス

【
Ａ
】
＋

【
Ｂ
】
＋

【
Ｃ
】
＋

【
Ｄ
】

低
減

措
置

前
の

リ
ス
ク 評 価

重 篤 度

可 能 性

頻 度

□  実 際

□  収 集 運 搬 時

□ 昼

□ 晴 れ

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

1
0
年

以
上

□ 夜

□ 晴 れ

5
年

未
満

□ 雨

関
係

者
以

外
で

は
分

か
ら

な
い

固
有

名
詞

は
避

け
て

下
さ

い
。

例
え

ば
社

内
で

選
別

作
業

場
を

第
３

ヤ
ー

ド
と

読
ん

で
い

る
よ

う
な

場
合

は
、

第
３

ヤ
ー

ド
と

記
入

す
る

の
で

は
な

く
、

“
選

別
作

業
所

”
と

い
う

よ
う

な
記

述
に

し
て

下
さ

い
。

踏
み

抜
き

16
お

ぼ
れ

17
墜

落
・

転
落

9

勤
続

年
数

□ 昼

1
0
年

未
満

1
0
年

以
上

3
年

未
満

□ 朝

□  そ の 他

N
o
.

1

ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
事

例
に
つ
い
て

属
性

□ 男

処
理

業

□  仮 想

□ 女

2

□  仮 想

□  実 際

□  収 集 運 搬 時

1
0
年

未
満

□ 女□ 男

3

□  仮 想

□  実 際

□  収 集 運 搬 時

3
5

3
年

未
満

□  そ の 他
4

□ 男 □ 女

5
年

未
満

1
0
年

未
満

1
0
年

以
上

4

□  仮 想

□  実 際

□  収 集 運 搬 時

□ 夕
1
0
年

以
上

□ 朝□ 朝

月

3
年

未
満

5
年

未
満

1
0
年

未
満

□  そ の 他

□ 男□ 女 □ 女

□  そ の 他

□ 男

5

□  仮 想

□  実 際

□  収 集 運 搬 時

5
年

未
満

1
0
年

未
満

□ 夕
1
0
年

以
上

□ 朝
月

曜
日

3
年

未
満

7

□  仮 想

□  実 際

□  収 集 運 搬 時

□  そ の 他

□ 男 □ 女

5
年

未
満

1
0
年

未
満

曜
日

3
年

未
満

1
0
年

以
上

月

備
考

（
残

留
リ
ス
ク
の

取
扱

い
等

）

低
減

措
置

後

評 価

重 篤 度

可 能 性

頻 度

月

□ 朝 □ 夕

□ 昼

曜
日

6

□  仮 想

□  実 際

□  収 集 運 搬 時

□  処 分 時

　 　 （ 工 場 内 ）

□  そ の 他

□ 男 □ 女

1
0
年

未
満

1
0
年

以
上

3
年

未
満

5
年

未
満

□ 夕時
間

□ 朝 □ 夕

□ 晴 れ

□ 曇 り

ヒ
ヤ

リ
・

ハ
ッ

ト
事

例
を

報
告

し
た

方
が

、
自

分
な

り
の

危
険

性
の

低
減

策
を

考
え

て
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

天
候

ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
を
感

じ
た
日

ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
を
感

じ
た
場

所
【
Ａ
】
（
ど
こ
で
）

そ
の

時
何

を
し
て
い
ま
し
た
か

？
【
Ｂ
】
（
作
業
／
行
為
／
何
を
し
て
い
て
）

災
害
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
（
危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

月

曜
日

摘
出

月
と
曜
日

□ 朝

□ 夜
□ 雨

□ 夕
曜

日

ド
ラ

ム
缶

を
、

強
引

に
手

前
に

引
っ

張
っ

た
た

め
ド

ラ
ム

缶
を

倒
し

か
け

、
足

の
上

に
落

と
し

そ
う

に
な

っ
た

８
月

□ 昼

□ 晴 れ

□ 曇 り

□ 夕

ド
ラ

ム
缶

を
ト

ラ
ッ

ク
に

積
む

と
き

に
は

、
パ

レ
ッ

ト
に

乗
せ

て
、

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
を

使
っ

て
慎

重
に

作
業

を
す

る

金
曜

日

□ 夜
□ 雨

排
出

事
業

場
内

の
屋

外
に

あ
る

廃
棄

物
の

集
積

場
で

廃
油

が
入

っ
た

ド
ラ

ム
缶

を
ト

ラ
ッ

ク
に

積
も

う
と

し
て

い
た

と
き

月

□ 昼

□ 晴 れ

曜
日

□ 夜
□ 雨

□ 昼

□ 晴 れ

□ 夜
□ 雨

□ 夜□ 昼

□ 晴 れ

□ 曇 り□ 曇 り

□ 夜
□ 雨

２
０

１
０

年
８

月
１

０
日

～
１

５
日

摘
出

日

□ 雨

□ 曇 り

記
入

例

仮
想

の
場

合
、

そ
の

事
例

が
現

実
と

な
っ

た
場

合
、

収
集

運
搬

時
か

処
分

時
の

ど
ち

ら
で

発
生

す
る

の
か

、
そ

し
て

ど
の

よ
う

な
事

故
の

型
と

な
る

の
か

お
答

え
く

だ
さ

い
。
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３．ヒヤリ・ハットのデータベース化 

 

データベース化にあたっては、調査票により収集したヒヤリ・ハットを「要素」ごとに区分し

て整理する。 

データベース作成にあたって、ヒヤリ・ハットの各項目を入力するとき、その都度、各項目の

名称を入力していては、非効率だけではなく入力ミスが発生することが考えられる。効率的で入

力ミスを少なくするためには番号入力すると項目が自動的に入力されるようにする必要がある。 

例えば、事故の型において１と入力すると“墜落・転落”が、２と入力すると“転倒”という

項目が自動的に入力するようにする方法である。 

Excel には VLOOKUP 関数があり、この関数を用いると自動入力が可能となる。以下に、

VLOOKUP 関数の設定方法を解説する。なお、Excel のバージョンは 2010 である。 

例）事業所ごとの事故の型を入力するための台帳を作成する。 

※ 事業所は 3 ヶ所、事故の型は 6 種類あるものとする。 

1 コード表の作成 

・事業所、事故の型はコード番号の昇順（小さいも

のから大きいものへ）に並べる。 

 

・事業所は 3 種類なので、コード番号は 1～3 とな

る。間違えて 4 以上の数字を入力すると入力ミス

と分かるように、4 に“★入力ミス”を設け、未

入力があったときのため、0 に“未回答”を設け

ている。 

必ずしもシートの名称変更が必要なわけではない

が、ここでは機能の説明上「コード表」に名称変更

している。 

2 データベースシートの作成 

[B 列]に[コード表]シートの[事業所コード番号]を

入力すると[C 列]に事業所名が、[D 列]に[コード表]

シートの[事故の型コード番号]を入力すると[E 列]

に事故の型名が自動入力するようにする。 

 

この行は無くても構わ

ないが、あった方が分か

りやすい 

それぞれの項目に該当する

数字です（コード番号） 
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3 事業所名が C 列に自動入力される関数の設定 

１．[C2]セルをクリックする。 

 

２．［関数の挿入］ボタンをクリックする。 

 

３．関数名から［VLOOKUP］をクリックする。 

 

４．［OK］ボタンをクリックする。 

関数名に［VLOOKUP］が無い場合 

※関数名に［VLOOKUP］が無い場合 

 １．関数の分類のプルダウンメニューを開く。 

↓ 

２．［最近使用した関数］の表示を［全て表示］

にする。 

↓ 

３．関数名に全ての関数が表示されるので

［VLOOKUP］関数を選択する。 

4 関数の引数への必要事項の入力 

引数の入力が終わったら 

VLOOKUP 関数は、指定した範囲の中から検索条件

に一致したデータを検索し、取り出してくれる関数

で、次のような指示ができる。 

このデータ（検索値）をこの一覧表（範囲）から探し出

し、対応したものの左から何列目（列番号）のデータを

入れなさい。 

ここでのケースで指示したいことを、上記表現を用

いて言い換えると、次のようになる。 

[B2]セルに入力したデータ（検索値）を、[コード表]

シートで指定している範囲（範囲）から探し出し、対応

したものの左から 2 列目（列番号）のデータを入れな

さい。 
 

よって検索値(A)、範囲(B)、列番号(C)には次のよう

に入力する。 

・検索値(A)：[B2] 

・範囲(B)：コード表!$A$3:$B$7 

[コード表]シートの[事業所名]と[コード番号]が入

力されている範囲である[A3]セルから[B7]セルを

ドラッグし、一旦マウスから指を離してキーボード

の F4 キーを 1 回押して“$”を入れる。 

・列番号(C)：2 

 

引数の入力が終わったら OK をクリックする 

A 
B 
C 
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5 [C2]セル以下への関数の入力 

１．[C2]セル左下にマウスポインタを持って行き、

ポインタが“＋”になったらマウスの左ボタン

を押さえたまま、関数を入力したい行までドラ

ッグして関数をコピーする。 

 

２．同じ要領で[E 列]にも[VLOOKUP 関数]を入力

し、事故の型の自動入力ができるように設定す

る。 

9 自動入力ができるデータベースが完成 

 
 

  

この辺りにマウスポインタ

を持っていくと“＋”になる。 
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４．ピポットテーブルを使っての集計 

 

“３．ヒヤリ・ハットのデータベース化”の手法でデータベースが完成したら、区分された各

要素の相関（「どのような状況において、どのような事故が起こりそうになるのか」という相関）

について、その傾向を単純集計やクロス集計を用いて分析する。集計に利用するアプリケーショ

ン・ソフトとしては様々なものがあるが、一般に広く認知されている Excel（マイクロソフト社）

の「ピボットテーブル」という機能を使用することでも、単純集計やクロス集計は可能である。 

 

例）下記のような事業所ごとのヒヤリ・ハットをまとめたデータベースがあり、それぞれの事業

所における従業員の勤続年数別に報告のあった事故の型を、ピポットテーブルを使って調べ

てみる。 

データベース 

 

1 ピポットテーブルの作成 

１．データベース内の任意のセルをクリック

する。 

 

２．[挿入]タブをクリックして、［ピポットテ

ーブル］を選択する。 

16



 

2 [テーブル/範囲]に入力されているデータの範囲の確認 

範囲が正しく設定されている場合 

⇒ OK をクリックし、「3 ピポットテ

ーブルを使っての集計」へと進む 

 

データが無い時や訂正等が必要な場合 

⇒ 「2-1 範囲の訂正等の方法」へと

進む 

2-1 範囲の訂正等の方法 

 １．図１の［テーブル/範囲］ボックスをクリックす

る。 

ボタンを押すとダイアログボックスが図 2 のよ

うに小さくなるので、必要に応じて使って頂きたい。

 

２．データベースの範囲（ここでは[A1]セルから

[L101]セル）をドラッグして指定する。（図 3）

 

３．[テーブル/範囲]ボックス]（図 4 の B）に選択

したテーブルの範囲が入っていることを確認す

る。 

 

４．新規ワークシートにチェック（図 4 の C）が入

っていることを確認する。 

既存のワークシートをチェックしても機能上の問題

は無いが、ここでは説明の関係上、新規ワークシート

にチェックを入れることとする。 

 

５．ＯＫボタン（図４の D）をクリック 

 

次に解説しているようにピポットテーブルのレイア

ウト画面が表示されます。 

A 

図 1 

図 2 

B 

C

D

図 3 

図 4 
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3 ピポットテーブルを使っての集計 

上記 2、2-1 の解説の OK ボタンをクリックするとピポットテーブルが作られる。 

例として、ここでは事業所ごとの従業員の勤続年数別の事故の型を調べることとする。 

 
 

 
 

 
 

 

「事故の型」を列のフィールドまで

ドラッグする 

「勤続年数」を行のフィールドまで

ドラッグする 

ドロップゾーン 

項目リスト 

「事業所」を行のフィールド

（勤続年数）までドラッグする

「事故の型」をデータフィールドま

でドラッグする 
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4 事業所ごとの従業員の勤続年数別の事故の型のリストが完成 
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５．データベースに基づくデータ分析 

 

集計の結果をグラフ化することは、ヒヤリ・ハットの傾向を視覚的に理解できるという意味に

おいて有用であるが、その傾向の本質を示し得るタイプのグラフを選択しなければ有用性は薄れ

る。以下に集計する要素別に有用となるグラフのタイプを示しておくので参考にされたい。 

 

棒グラフ 
同じ幅の棒を並べて、その棒の長さによって、大小を比べる

グラフである。一目で全体の大小関係がわかるため、他のも

のと比較するのに適している。また、年ごと、月ごとなど時

系列で（時間の流れに沿って）推移を表すのにも適している。

・ 事故の型、摘出月、曜日それぞれの各要素の大小関係を

調べる時には、棒グラフが適している。 

折れ線グラフ 
時間的経過による変化の様子を表すのに適している。また折

れ線グラフでは、折れ線の傾き加減によって、増減の変化の

仕方も表現することができる。 

・ 事故の型の各要素が時間によってどのような増減をして

いるかなど、時間経過に伴う変化を調べる時には、折れ

線グラフが適している。 

円グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

帯グラフ 

 

円グラフ、帯グラフともに、全体に対する各部分の構成・割

合、各部分の相互関係を表すのに適している。 

円グラフは、帯グラフよりも各部分の相互の比較が簡単にで

き、一目で各部分がだいたい何％前後なのかが分かるのが特

長である。 

帯グラフは、グラフを二つ以上並べて、割合の移り変わりを

比べることができるのが特徴である。 

・ 属性、処理業、性別、年齢、勤続年数、時間、天候、摘

出月、曜日のそれぞれにおいて、各要素の割合を比較し

たい時には円グラフが適している。（男女別に全体の何割

を占めているのか調べるなど） 

・ 勤続年数別の属性の占める割合を出すなどのクロス集計

の時には、帯グラフが適している。 
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データベースに基づくデータ分析を行うとき、単純集計をすることも大切だが、区分された各

要素の相関を調べるためのクロス集計を行うことが重要である。 

クロス集計には様々な組み合わせが考えられるが、以下にクロス集計する場合の要素の組み合

わせを、いくつか示しておくので参考にされたい。 

 

１ 処理業別の実際と仮想の割合を出すことで、処

理業に応じたリスクアセスメント対策が可能

となる。 

例） ヒヤリ・ハットを処理業別に見ると“処分時（工

場内）”は実際の占める割合が大きく、“収集運搬

時”は仮想の占める割合が大きいので、“処分時

（工場内）”の時が労働災害に遭遇する危険性が

大きい傾向がある。 

２ 年齢を年代別に分けて、報告者の年代別の実際

と仮想の割合を出すことで、年代に応じたリス

クアセスメント対策が可能となる。 

例） ヒヤリ・ハットは“５０歳代”が実際の占める割

合が最も大きく、“３０歳代”は仮想の占める割

合が大きいので、“５０歳代”が労働災害に遭遇

する危険性が大きい傾向がある。 

３ 勤続年数別の実際と仮想の割合を出すことで、

勤続年数別に応じたリスクアセスメント対策

が可能となる。 

例） ヒヤリ・ハットは“勤続年数１０年未満”が実際

の占める割合が最も大きく、“勤続年数５年未満”

が仮想の占める割合が大きいので、“勤続年数

１０年未満”の者が労働災害に遭遇する危険性が

大きい傾向がある。 
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４ 時間別の実際と仮想の割合を出すことで、時間

別のリスクアセスメント対策が可能となる。 

例） ヒヤリ・ハットを時間別に見ると、実際の数と占

める割合は“朝”が多く、“昼”が少ないので、

事故は“朝”に起こりやすい傾向がある。 

５ 天候別の実際と仮想の割合を出すことで、天候

別のリスクアセスメント対策が可能となる。 

例） ヒヤリ・ハットを天候別に見ると、実際の数と占

める割合は“曇り”が多く“晴れ”が少ないので、

事故は“曇り”に起こりやすい傾向がある。 

６ 事故の型別の実際と仮想の割合を出すことで、

事故の型別のリスクアセスメント対策が可能

となる。 

例） ヒヤリ・ハットを事故の型別に見ると、実際の数

と占める割合は“はさまれ”が多く、“薬傷”が

少ない傾向がある。“はさまれ”という事故は起

こりやすく、“薬傷”という事故は想定されてい

ても実際に起こっている数は少ないと考えられ

る。 
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７ 摘出月別の実際と仮想の割合を出すことで、月

に応じたリスクアセスメント対策が可能とな

る。 

例） ヒヤリ・ハットを月別に見ると、実際の数と占め

る割合は“８月”が多く、“６月”が少ないので、

事故は“８月”に起こりやすい傾向がある。 

８ 曜日別の実際と仮想の割合を出すことで、曜日

に応じたリスクアセスメント対策が可能とな

る。 

例） ヒヤリ・ハットを曜日別に見ると、実際の数と占

める割合は“月曜日”が多く、“日曜日”が少な

いので、事故は“月曜日”に起こりやすい傾向が

ある。 
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９ 処理業別の事故の型の実際と仮想の割合を出すことで、それぞれの処理業で発生しやすい事

故の型を見つけることができる。 

例） 処理業別の事故の型を実際と仮想別に見ると、実際の事例は、収集運搬時では“はさまれ”が多く、

“激突され”が少ない。処分時（工場内）では“激突”が多く、“激突され”が少ない。収集運搬時

は“はさまれ”、処分時（工場内）は“激突”という事故が多発する傾向がある。 

収集運搬時 処分時（工場内） 

10 年齢を年代別に分けて、それぞれの事故の実際と仮想の割合を出すことで、年代別に起こ

りやすい事故の型を見つけることができる。 

例） 年代別の事故の型を実際と仮想別に見ると、実際の事例は、30 歳代は“はさまれ”、40 歳代は“切

れ・こすれ”が多い。我が社は 30 歳代の従業員が多いので“はさまれ”という事故が多発する危険

性がある。 

30 歳代 40 歳代 
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11 勤続年数別の事故の型の実際と仮想の割合を出すことで、勤続年数別に起こりやすい事故

の型を見つけることができる。 

例） 勤続年数別の事故の型を実際と仮想別に見ると、実際の事例は、就業年数が浅い者（３年未満）は“破

裂”、長い者（１０年以上）は“踏み抜き”が目立つ。よって新入社員には“破裂”という事故、ベ

テランには“踏み抜き”という事故に備えた教育が必要である。 

10 年以上 3 年未満 

12 時間別の事故の型の実際と仮想の割合を出すことで、時間別に起こりやすい事故の型を見

つけることができる。 

例） 時間別の事故の型を実際と仮想別に見ると、実際の事例は、朝では“激突”、昼では“破裂”が目立

つ。朝は我が社でも最も忙しい時間帯なので“激突”に備えたリスクアセスメントが必要である。 

朝 昼 
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13 天候別の事故の型の実際と仮想の割合を出すことで、天候別に起こりやすい事故の型を見

つけることができる。 

例） 天候別の事故の型を実際と仮想別に見ると、実際の事例は、晴れでは“破裂”、曇りでは“火災”が

目立つ。我が社では晴れの事例が多いので“破裂”に備えたリスクアセスメントが必要である。 

晴れ 曇り 

14 摘出月別の事故の型の実際と仮想の割合を出すことで、月別に起こりやすい事故の型を見

つけることができる。 

例） 来月は事例報告件数が多い７月で、この月の実際の事例が占める割合の高い事故の型は“切れ・こす

れ”なので、“切れ・こすれ”という事故に気をつけるように従業員に注意しておく必要がある。 

7 月 9 月 
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15 曜日別の事故の型の実際と仮想の割合を出すことで、曜日別に起こりやすい事故の型を見

つけることができる。 

例） 曜日別の事故の型を実際と仮想別に見ると、実際の事例は、週明けは“激突”、週末は“感電”が多

いようである。 

月曜日 金曜日 
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６．リスク対策 

 

①ヒヤリ・ハットの要素分けと分析の合理性 

リスクアセスメントの理念や方法に関しては、産業廃棄物処理業界においても浸透しつつある

が、それらの多くは、従業員などから報告のあったヒヤリ･ハットに対し対症療法的にリスク低減

策を考えるなど、科学的傾向分析が活用されないままに行われているようである。 

事業所におけるヒヤリ・ハットは、会社の事業内容や事業所の環境によって多種多様ではある

が、そこには何らかの傾向が存在する。全てのヒヤリ・ハットに対してリスクアセスメントを行

うことができれば理想的だが、それでは非効率になってしまう。また、リスクの傾向分析の無い

対策を行っていると、頻繁な事例より、ほとんどない事例への対策が先に進んでしまうなど、効

果の低い結果となることも考えられる。（もちろん、稀な事例への対策も必要であるが、それより

も先に多発している事例への対策を立てることが大切である） 

このような非効率、非効果的なリスクアセスメントから脱却するためには、事例の要素分けを

して科学的に分析をすることで社内におけるリスクの傾向を把握し、事例の優先順位を付けて対

策を進めることが必要である。 

そのためにも「４．ピポットテーブルを使っての集計」の手法を参考にして、社内でのヒヤリ・

ハットの傾向を分析するとともに、分析結果に即したリスクアセスメントをすることが望まれる。 

 

②リスクアセスメントを行うにあたって 

労働災害防止のために事業者が講じるべき措置義務については、従来から労働安全衛生法によ

り定められているが、これらは過去の災害等を教訓として作られた最低の基準であり、これを守

るだけでは、多種多様な作業が行われている職場の安全衛生対策として万全とはいえない。法遵

守だけではなく、個々の事業所の作業の実態や特性を的確にとらえた事業所自らが行う自主的な

安全衛生対策をすることが重要であり、自主的な対応をすることの一つがリスクアセスメントで

ある。 

リスクアセスメントとは、事業者自らが職場にある危険性又は有害性を特定し、それによる労

働災害（健康障害を含む）の重篤度（災害の程度）とその災害が発生する可能性を組み合わせて

リスクを見積り、そのリスクの大きさに基づいて対策の優先度を決め、結果を記録する一連の手

法である。このリスクアセスメントの結果を踏まえ、リスクの除去、低減措置を検討・実施する。 

リスクアセスメントは、労働災害のための予防的手段（先取り型）であり、従来までの自社で

発生した（他者で発生した）労働災害から学び、労働災害発生後に行う事後対策（後追い型）と

は異なる仕組みである。 
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③リスクの見積り方法 

リスクの見積りは①リスクが発生する頻度、②リスクが発生したときに負傷又は疾病になる可

能性、③負傷又は疾病の重篤度の３つの要素による「加算方式」で行う。（出典：厚生労働省・中

央労働災害防止協会「産業廃棄物処理業におけるリスクアセスメント」） 

 

頻 度：作業中に危険性又は有害性と労働者が接触し、リスクが発生する頻度（接している時間）

を判断する。 

可能性：リスクが発生したときに労働災害を避けることができるのかを、安全方策の状況や作業者

の行動から判断する。 

重篤度：リスクが発生し、労働災害になったときに想定される最も大きな負傷又は疾病を判断する。

 
頻 度 可能性 重篤度 リスク

ﾎﾟｲﾝﾄ 
 

ヒヤリ・ハットを抽出後、頻度、可能性、重篤度それぞれの点数を下記から選び、リスクポイ

ントを計算する。 

頻 度 点数 内 容 の 目 安 

頻 繁 ４ １日に１回 

時 々 ２ 週に１回程度 

ほとんどない １ 半年に１回程度 

※ 頻度とは、作業回数ではなくリスクが発生する頻度である。 

 

 

 

 

可 能 性 点数 
内 容 の 目 安 

危険検知の可能性 危険回避の可能性 

確 実 で あ る ６ 
事故が発生するまで危険を検地する手段

がない 
危険に気が付いた時点では、回避できない

可能性が高い ４ 
十分な注意を払っていなければ危険がわ

からない 

専門的な訓練を受けていなければ回避の

可能性が低い 

可能性がある ２ 
危険性又は有害性に注目していれば危険

が把握できる 

回避手段を知っていれば十分に危険が回

避できる 

ほとんどない １ 容易に危険が検知できる 
危険に気がつけば、けがをせずに危険が回

避できる 
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重 篤 度 点数 災害の程度・内容の程度 

致 命 傷 １０ 脂肪や永久労働不能につながるけが・障害が残るけが 

重 傷 ６ 休業災害（完治可能なけが） 

軽 傷 ３ 不休災害（医師による措置が必要なけが） 

軽 微 １ 手当後直ちに元の作業に戻れる軽微なけが 

リスクポイントが出たら、下記を参考にリスクアセスメントの計画を立てる。点数が高いほど

優先度が高いので、点数が高いものから計画を立てていく。 

リス

ク 
ﾘｽｸﾎﾟｲﾝﾄ 優先度 災害発生の可能性 取扱基準 

Ⅳ 12～20 直ちに解決すべき問題がある 重篤災害の可能性大 直ちに中止または改善する 

Ⅲ 9～11 重大な問題がある 休業災害の可能性大 早急な改善が必要 

Ⅱ 6～8 多少問題がある 不休災害 改善が必要 

Ⅰ 5 以下 
必要に応じて低減措置を実施す

べきリスク 
軽微な災害 

残っているリスクに応じて

教育や人材配置をする 

ヒヤリ・ハットを感じた事例だけのリスクを見積りするのではなく、リスクの低減措置案を実

施した結果を想定して見積りをし、可能な限りリスクポイントを小さくする。 

ヒヤリ・ハットを感じた事例 
リスクの見積り 

頻度 可能性 重篤度 リスク

廃棄物の荷下ろし中、ダンプがバックしているとき、トラックの死角

に入ってしまい、トラックに轢かれそうになった 
２ ４ ６ 

Ⅳ 

（１２）

↓ 

リスク低減措置案 
リスクの見積り 

頻度 可能性 重篤度 リスク

・作業する時にはトラックの死角に入らないように教育を徹底 

・作業区域と運行区域の色別区分の実施 
１ １ ６ 

Ⅱ 

（８）
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第Ⅱ部 実証編 

  





 

第Ⅱ部では、第Ⅰ部の解説編で説明した手法に基づいて、実在する処理業者をモデルとして実際

にＳＲＡに従ったヒヤリ・ハットの分析を行う。分析するにあたって協力いただいた処理業者の

内容は下記のとおりである。 

 

●収集運搬：燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック（積替え保管含

む）、紙くず（積替え保管含む）、木くず（積替え保管含む）、繊維くず（積

替え保管含む）、動植物性残渣、ゴムくず（積替え保管含む）、金属くず（積

替え保管含む）、ガラス・陶器くず（積替え保管含む）、鉱さい、がれき類

（積替え保管含む）、ばいじん、令第１３号 

●中間処理：汚泥、廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、

ガラス・陶器くず、鉱さい、がれき類、令第１３号の“選別破砕、破砕、

破砕・乾燥、減容固化” 

燃え殻、汚泥、廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残

渣、ゴムくず、金属くず、ガラス・陶器くず、鉱さい、がれき類、ばいじ

ん、令第１３号の“圧縮成型、焼却、脱水、乾燥、圧縮、再生、破砕” 

燃え殻、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維くず、

動植物性残渣、ゴムくず、金属くず、ガラス・陶器くず、がれき類の“焼

却、固形燃料、破砕・選別” 

廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラ

ス・陶器くず、がれき類の“選別、破砕、圧縮梱包” 

●最終処分：管理型最終処分場 

 

今回は、実際に労働災害へ波及し得る要因を考察するという観点から、属性が“実際”である

事例に的を絞り、現実に発生しているヒヤリ・ハットを分析することとする。 
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単純集計 

１ 処理業別の単純集計を行ったところ、処分時（工場内）が８８％を占め、収集運搬時は５％

ほどであった。 

収集運搬業もしているにもかかわらず、処分時（工場内）が全体の８８％を占めていること

から、いかに処分時で事故につながる要因が多く潜んでいるのかが分かる。 

 

処理業 集計 % 

収集運搬時 4 4.4%

処分時（工場内） 80 87.9%

その他 7 7.7%

総計 91 100%

 

 

 

２ 事故の型別の単純集計を行ったところ、“激突”と“飛来・落下”が多かった。 

激突では、“プラント点検のためにカーテンをくぐったところ、頭上から突き出ているものが

見えずに頭を打ちそうになる”など、見通しの悪さが関係していることが多い。 

飛来・落下では、“積込み又は積み降ろし中に廃棄物が崩れ落ちてくる事例”や“選別中に手

を滑らしての廃棄物の落下、選別行為の反動で廃棄物が飛んでくる”など、積込み作業、選

別作業をしている場合に多発している。 

 

事故の型 集計 

墜落・転落 5

転倒 8

激突 23

飛来・落下 15

激突され 2

はさまれ・巻き込まれ 7

切れ・こすれ 5

高温・低温の物との接触 2

有害要因との接触 1

感電 1

破裂 1

交通災害（道路） 8

交通災害（その他） 3

動作の反動・無理な動作 1

薬傷 1

その他 5

分類不能 3

総計 91
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３ 性別の単純集計を行ったところ、ほとんどが男であり、女は１％ほどであった。なお、この

会社の従業員の構成は男が８２％で女が１８％であった。 

この数字の差から、ヒヤリ・ハットを感じる処理の現場に従事している者の大部分が男であ

ることが分かる。 

 

性別 集計 % 

男 90 98.9%

女 1 1.1%

総計 91 100%

 

 

 

４ 年代別の単純集計を行ったところ、３０歳代が最も多く全体の３５％ほどを占め、６０歳代

以上は最も少なく全体の３％ほどである。 

なお、この会社の年代別従業員構成比は３０歳代が一番多く３１％を占め、続いて２０歳代

（２５％）、４０歳代（１７％）、５０歳代（１５％）、６０歳代以上（１２％）の順であった。 

事例報告件数に占める割合が３％に過ぎない“６０歳代以上”が、従業員数では全体の１２％

も占めている。 

 

年代 集計 % 

20 代 17 18.7%

30 代 31 34.1%

40 代 26 28.6%

50 代 14 15.4%

60 代以上 3 3.3%

総計 91 100%

 

 

 

５ 勤続年数別の単純集計を行ったところ、１０年未満が最も多く全体の３０％を占め、５年未

満は最も少なく全体の１５％ほどである。 

なお、この会社の勤続年数別従業員構成比は１０年以上が一番多く３８％を占め、続いて

１０年未満（２７％）、３年未満（２３％）、５年未満（１２％）の順であった。 

事例報告件数に占める割合で見た時に最も多かった“１０年未満”の者よりも少ない“１０

年以上”の者の方が、従業員数では多い結果となった。 

勤続年数の長い者は報告件数が少ない傾向がある。 

 

勤続年数 集計 % 

10 年以上 26 28.6%

10 年未満 27 29.7%

5 年未満 13 14.3%

3 年未満 23 25.3%

未回答 2 2.2%

総計 91 100%
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未回答
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６ 摘出月別の単純集計を行ったところ、１２月が最も多く全体の２割を占め、１月が最も少な

く全体の２％ほどである。ヒヤリ・ハットの発生件数は、年明けから年度末に向けて事例数

が増えて年度初めに一旦減り、年の半ばから年末に向けて増えて行って年末に最も多くなり、

年明けは急激に減少する動きを取っている。 

 

摘出月 集計 

1 月 2

2 月 8

3 月 8

4 月 6

5 月   

6 月   

7 月 6

8 月 8

9 月 13

10 月   

11 月 19

12 月 20

未回答 1

総計 91

 

 

 

７ 曜日別の単純集計を行ったところ、火曜日と木曜日が同数で最も多くそれぞれが全体の

２０％を占め、土曜日は最も少なく全体の７％ほどである。土曜日が少ないのは、処理の行

為そのものが土曜日になされるのが少ないことが関係していると考えられる。 

月曜日～金曜日の事例数の増減の動きを見ると、増えると次の日は減りそして又増えるとい

う動きをしている。ヒヤリ・ハットが少なくなった次の日は特に注意が必要である。 

 

曜日 集計 

月 17

火 19

水 13

木 19

金 12

土 7

未回答 4

総計 91
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８ 時刻別の単純集計を行ったところ、昼が最も多く全体の半分を占め、夜が最も少なく全体の

３％ほどである。夜や夕方が少ないのは、処理の行為そのものが少ないためであろう。夜・

夕方に引き続き朝が少なく、約半数が昼に集中している理由は、処理の行為自体が昼に集中

していることが関係していると考えられる。 

 

時刻 集計 % 

朝 29 31.9%

昼 46 50.5%

夕 13 14.3%

夜 3 3.3%

総計 91 100%

 

 

 

９ 天候別の単純集計を行ったところ、晴れが最も多く全体の７割近くを占め、雨が最も少なく

全体の６％ほどである。なお、雨の日に発生している事故の型は“墜落・転落、激突、飛来・

落下、激突され、切れ・こすれ、感電”が一件ずつとなり、何か特定の事故の型が突出する

という事がなかった。雨の日は、幾つかの事故の型が目立って多い晴れや曇りとは異なり、

どんな事故が多いのか予測を立てることが困難であるとも言えるだろう。 

 

天候 集計 % 

晴れ 63 69.2%

曇り 21 23.1%

雨 6 6.6%

未回答 1 1.1%

総計 91 100%

 

  

朝 昼 夕 夜

晴れ 曇り 雨 未回答
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クロス集計 

※グラフ作成に関しては、合計件数が５件未満の事故の型に関しては“少数事例”としてまとめ

ている。 

 

１ 属性が“実際”の事例で、処理業別に事故の型別でクロス集計をした結果、処分時（工場内）

の“激突”の事例数が最も多かった。収集運搬時は事例数自体が少ないが、そのほとんどが

交通災害（道路）である。 

 

事故の型 
収集運搬時 処分時（工場内） その他 総計 

数 % 数 % 数 % 数 % 

墜落・転落   **** 5 6.3%  **** 5 5.5% 

転倒   **** 8 10.0%  **** 8 8.8% 

激突   **** 22 27.5% 1 14.3% 23 25.3% 

飛来・落下   **** 15 18.8%  **** 15 16.5% 

激突され   **** 2 2.5%  **** 2 2.2% 

はさまれ・巻き込まれ 1 25.0% 6 7.5%  **** 7 7.7% 

切れ・こすれ   **** 5 6.3%  **** 5 5.5% 

高温・低温の物との接触   **** 2 2.5%  **** 2 2.2% 

有害要因との接触   **** 1 1.3%  **** 1 1.1% 

感電   ****   **** 1 14.3% 1 1.1% 

破裂   **** 1 1.3%  **** 1 1.1% 

交通災害（道路） 3 75.0%   **** 5 71.4% 8 8.8% 

交通災害（その他）   **** 3 3.8%  **** 3 3.3% 

動作の反動・無理な動作   **** 1 1.3%  **** 1 1.1% 

薬傷   **** 1 1.3%  **** 1 1.1% 

その他   **** 5 6.3%  **** 5 5.5% 

分類不能   **** 3 3.8%  **** 3 3.3% 

総計 4 100% 80 100% 7 100% 91 100% 
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２ 属性が“実際”の事例で、年代別に事故の型別のクロス集計をした結果、３０代の“激突”

の事例数が最も多かった。４０代、５０代でも“激突”が最も多いが、２０代だけは“激突”

と“飛来・落下”が同数で最も多い。 

 

事故の型 
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 総計 

数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 

墜落・転落 1 5.9% 1 3.2%  **** 2 14.3% 1 33.3% 5 5.5%

転倒 1 5.9% 4 12.9% 2 7.7% 1 7.1%   **** 8 8.8%

激突 4 23.5% 8 25.8% 7 26.9% 4 28.6%   **** 23 25.3%

飛来・落下 4 23.5% 3 9.7% 5 19.2% 2 14.3% 1 33.3% 15 16.5%

激突され 1 5.9% 1 3.2%  ****  ****   **** 2 2.2%

はさまれ・巻き込まれ 2 11.8% 1 3.2% 3 11.5% 1 7.1%   **** 7 7.7%

切れ・こすれ   ****  **** 3 11.5% 2 14.3%   **** 5 5.5%

高温・低温の物との接触   **** 2 6.5%  ****  ****   **** 2 2.2%

有害要因との接触   **** 1 3.2%  ****  ****   **** 1 1.1%

感電   **** 1 3.2%  ****  ****   **** 1 1.1%

破裂 1 5.9%  ****  ****  ****   **** 1 1.1%

交通災害（道路） 1 5.9% 4 12.9%  **** 2 14.3% 1 33.3% 8 8.8%

交通災害（その他）   **** 2 6.5% 1 3.8%  ****   **** 3 3.3%

動作の反動・無理な動作   ****  **** 1 3.8%  ****   **** 1 1.1%

薬傷   **** 1 3.2%  ****  ****   **** 1 1.1%

その他 1 5.9% 2 6.5% 2 7.7%  ****   **** 5 5.5%

分類不能 1 5.9%  **** 2 7.7%  ****   **** 3 3.3%

総計 17 100% 31 100% 26 100% 14 100% 3 100% 91 100%
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３ 属性が“実際”の事例で、勤続年数別に事故の型別のクロス集計をした結果、１０年未満の

“激突”の事例数が最も多かった。５年未満と１０年以上も“激突”が最も多いが、３年未

満だけは“激突”と“飛来・落下”と“はさまれ・巻き込まれ”が同数で１番多い。 

勤続年数５年未満は全体の１４．３％を占めているが、“飛来・落下”に占める割合は６．７％

と少ない 

 

事故の型 
3 年未満 5 年未満 10 年未満 10 年以上 未回答 総計 

数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 

墜落・転落 2 8.7%  ****  **** 3 11.5%  **** 5 5.5%

転倒 3 13.0% 2 15.4% 2 7.4% 1 3.8%  **** 8 8.8%

激突 4 17.4% 4 30.8% 9 33.3% 6 23.1%  **** 23 25.3%

飛来・落下 4 17.4% 1 7.7% 5 18.5% 3 11.5% 2 100.0% 15 16.5%

激突され 1 4.3%  **** 1 3.7%  ****  **** 2 2.2%

はさまれ・巻き込まれ 4 17.4% 1 7.7% 2 7.4%  ****  **** 7 7.7%

切れ・こすれ   ****  **** 3 11.1% 2 7.7%  **** 5 5.5%

高温・低温の物との接触   ****  ****  **** 2 7.7%  **** 2 2.2%

有害要因との接触   ****  ****  **** 1 3.8%  **** 1 1.1%

感電   **** 1 7.7%  ****  ****  **** 1 1.1%

破裂 1 4.3%  ****  ****  ****  **** 1 1.1%

交通災害（道路） 2 8.7%  **** 3 11.1% 3 11.5%  **** 8 8.8%

交通災害（その他）   **** 2 15.4% 1 3.7%  ****  **** 3 3.3%

動作の反動・無理な動作   ****  ****  **** 1 3.8%  **** 1 1.1%

薬傷 1 4.3%  ****  ****  ****  **** 1 1.1%

その他   **** 2 15.4%  **** 3 11.5%  **** 5 5.5%

分類不能 1 4.3%  **** 1 3.7% 1 3.8%  **** 3 3.3%

総計 23 100% 13 100% 27 100% 26 100% 2 100% 91 100%
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４ 属性が“実際”の事例で、月別に事故の型別のクロス集計をした結果、１２月の“激突”の

事例数が最も多かった。全体の事例数（９１件）の約２割を占める１２月に、“激突”の事例

（２３件）の約４割が集中している。 

 

事故の型 1 月 2 月 3 月 4 月 7 月 8 月 9 月 11 月 12 月 未回答 総計

墜落・転落     2     1 2       5

転倒   1           4 3   8

激突 1   1 2 2 1 1 5 10   23

飛来・落下   4 1       2 5 3   15

激突され   1       1         2

はさまれ・巻き込まれ   1 1       2 2 1   7

切れ・こすれ   1   1     1   2   5

高温・低温の物との接触           2         2

有害要因との接触       1             1

感電     1               1

破裂         1           1

交通災害（道路）     2   1   4     1 8

交通災害（その他）       1 2           3

動作の反動・無理な動作           1         1

薬傷       1             1

その他 1         2 1   1   5

分類不能               3     3

総計 2 8 8 6 6 8 13 19 20 1 91
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５ 属性が“実際”の事例で、曜日別に事故の型別のクロス集計をした結果、水曜日の“激突”

の事例数が最も多かった。 

 

事故の型 月 火 水 木 金 土 未回答 総計 

墜落・転落 1 2   1     1 5

転倒 3 2 1 1 1     8

激突 4 4 6 5 1 3   23

飛来・落下 4 2 1 4 3 1   15

激突され 1       1     2

はさまれ・巻き込まれ   3   2 2     7

切れ・こすれ     1 2 1 1   5

高温・低温の物との接触             2 2

有害要因との接触   1           1

感電   1           1

破裂           1   1

交通災害（道路） 1   1 3 1 1 1 8

交通災害（その他）   1 1   1     3

動作の反動・無理な動作   1           1

薬傷   1           1

その他 3     1 1     5

分類不能   1 2         3

総計 17 19 13 19 12 7 4 91
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６ 属性が“実際”の事例で、時間別に事故の型別のクロス集計をした結果、昼の“激突”の事

例数が最も多かった。 

朝は全体の３１．９％を占めているが、“はさまれ・巻き込まれ”に占める割合が７１．４％

に達している。 

昼は全体の５０．５％を占めているが、“墜落・転落”に占める割合が８０％に達している。 

夕は全体の１４．３％を占めているが、“飛来・落下”に占める割合は６．７％と少ない反面、

“切れ・こすれ”では４０％に達している。 

 

事故の型 
朝 昼 夕 夜 総計 

数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 

墜落・転落   **** 4 8.7% 1 7.7%  **** 5 5.5% 

転倒 2 6.9% 4 8.7% 2 15.4%  **** 8 8.8% 

激突 6 20.7% 13 28.3% 3 23.1% 1 33.3% 23 25.3% 

飛来・落下 5 17.2% 9 19.6% 1 7.7%  **** 15 16.5% 

激突され 1 3.4% 1 2.2%  ****  **** 2 2.2% 

はさまれ・巻き込まれ 5 17.2% 2 4.3%  ****  **** 7 7.7% 

切れ・こすれ 1 3.4% 2 4.3% 2 15.4%  **** 5 5.5% 

高温・低温の物との接触   ****  **** 2 15.4%  **** 2 2.2% 

有害要因との接触   **** 1 2.2%  ****  **** 1 1.1% 

感電 1 3.4%  ****  ****  **** 1 1.1% 

破裂   **** 1 2.2%  ****  **** 1 1.1% 

交通災害（道路） 2 6.9% 2 4.3% 2 15.4% 2 66.7% 8 8.8% 

交通災害（その他） 1 3.4% 2 4.3%  ****  **** 3 3.3% 

動作の反動・無理な動作 1 3.4%  ****  ****  **** 1 1.1% 

薬傷   **** 1 2.2%  ****  **** 1 1.1% 

その他 1 3.4% 4 8.7%  ****  **** 5 5.5% 

分類不能 3 10.3%  ****  ****  **** 3 3.3% 

総計 29 100% 46 100% 13 100% 3 100% 91 100% 
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７ 属性が“実際”の事例で、天候別に事故の型別のクロス集計をした結果、晴れの“激突”の

事例数が最も多かった。曇りでは“転倒”と“激突”の占める割合が他の天候に比べて大き

い。 

曇りは全体の２３．１％を占めているが、“転倒”に占める割合が５０％に達している。 

雨は全体の６．６％を占めているが、“墜落・転落、切れ・こすれ”に占める割合が２０％に

達している。 

 

事故の型 
晴れ 曇り 雨 未回答 総計 

数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 

墜落・転落 3 4.8% 1 4.8% 1 16.7%  **** 5 5.5%

転倒 4 6.3% 4 19.0%  ****  **** 8 8.8%

激突 14 22.2% 8 38.1% 1 16.7%  **** 23 25.3%

飛来・落下 11 17.5% 3 14.3% 1 16.7%  **** 15 16.5%

激突され 1 1.6%  **** 1 16.7%  **** 2 2.2%

はさまれ・巻き込まれ 5 7.9% 1 4.8%  **** 1 100.0% 7 7.7%

切れ・こすれ 2 3.2% 2 9.5% 1 16.7%  **** 5 5.5%

高温・低温の物との接触 2 3.2%  ****  ****  **** 2 2.2%

有害要因との接触 1 1.6%  ****  ****  **** 1 1.1%

感電   ****  **** 1 16.7%  **** 1 1.1%

破裂 1 1.6%  ****  ****  **** 1 1.1%

交通災害（道路） 8 12.7%  ****  ****  **** 8 8.8%

交通災害（その他） 2 3.2% 1 4.8%  ****  **** 3 3.3%

動作の反動・無理な動作 1 1.6%  ****  ****  **** 1 1.1%

薬傷 1 1.6%  ****  ****  **** 1 1.1%

その他 5 7.9%  ****  ****  **** 5 5.5%

分類不能 2 3.2% 1 4.8%  ****  **** 3 3.3%

総計 63 100% 21 100% 6 100% 1 100% 91 100%
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８ 属性が“実際”の事例で、時間別の事例件数を年代別にクロス集計をした結果、“２０代”

“３０代”“４０代”は共通して“昼”の事例数が半数以上を占めていた。特に２０代は昼の

占める割合が高く、５０代は“朝”“昼”“夜”がほぼ同数で、偏りが少ない。 

 

時間 
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 総計 

数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 

朝 4 23.5% 11 35.5% 9 34.6% 4 28.6% 1 33.3% 29 31.9% 

昼 11 64.7% 16 51.6% 13 50.0% 5 35.7% 1 33.3% 46 50.5% 

夕 1 5.9% 4 12.9% 4 15.4% 4 28.6%  0.0% 13 14.3% 

夜 1 5.9%   0.0%  0.0% 1 7.1% 1 33.3% 3 3.3% 

総計 17 100% 31 100% 26 100% 14 100% 3 100% 91 100% 

 

 

９ 属性が“実際”の事例で、時間別の事例件数を勤続年数別にクロス集計をした結果、“３年未

満”“５年未満”“１０年未満”は昼の事例数が最も多く、特に“３年未満”“１０年未満”の

６割以上は“昼”であった。“夜”の事例の全ては１０年以上であり、１０年以上の“朝”“昼”

“夕”はほぼ同数で、偏りが少ない。 

勤続年数１０年以上は全体の２８．６％を占めているが、“夕”に占める割合が６１．５％に

達している 

 

時間 
3 年未満 5 年未満 10 年未満 10 年以上 未回答 総計 

数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 

朝 8 34.8% 5 38.5% 7 25.9% 8 30.8% 1 50.0% 29 31.9% 

昼 15 65.2% 6 46.2% 17 63.0% 7 26.9% 1 50.0% 46 50.5% 

夕   0.0% 2 15.4% 3 11.1% 8 30.8%  0.0% 13 14.3% 

夜   0.0%   0.0%  0.0% 3 11.5%  0.0% 3 3.3% 

総計 23 100% 13 100% 27 100% 26 100% 2 100% 91 100% 

 

  

24%

35%

35%

29%

33%

32%

65%

52%

50%

36%

33%

51%

6%

13%

15%

29%

0%

14%

6%

0%

0%

7%

33%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代

30代

40代

50代

60代以上

総計

朝

昼

夕

夜

35%

38%

26%

31%

32%

65%

46%

63%

27%

51%

0%

15%

11%

31%

14%

0%

0%

0%

12%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3年未満

5年未満

10年未満

10年以上

総計

朝

昼

夕

夜

45



 

10 属性が“実際”の事例で、天候別の事例件数を年代別にクロス集計をした結果、すべての年

代で“晴れ”の事例数が最も多く、全体の６割以上を占めていた。６０代以上のみ“曇り”

の事例がない。 

６０代以上の者は全体の３．３％を占めているが、“雨”に占める割合が１６．７％に達し

ている。 

 

天候 
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 総計 

数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 

晴れ 11 64.7% 23 74.2% 18 69.2% 9 64.3% 2 66.7% 63 69.2% 

曇り 5 29.4% 6 19.4% 6 23.1% 4 28.6%  0.0% 21 23.1% 

雨 1 5.9% 2 6.5% 1 3.8% 1 7.1% 1 33.3% 6 6.6% 

未回答   0.0%   0.0% 1 3.8%  0.0%  0.0% 1 1.1% 

総計 17 100% 31 100% 26 100% 14 100% 3 100% 91 100% 
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11 属性が“実際”の事例で、天候別の事例件数を勤続年数別にクロス集計をした結果、すべて

の勤続年数に共通して“晴れ”の事例数が最も多かった。１０年未満は全事例（９１件）の

約３割を占めているにもかかわらず、曇り（２１件）の約半数を占めている。 

勤続年数１０年未満の者は全体の２９．７％を占めているが、“曇り”に占める割合が５２．４％

に達している。 

勤続年数１０年以上の者は全体の２８．６％を占めているが、“曇り”に占める割合が９．５％

と少ない反面、“雨”では５０％を占めている。 

 

天候 
3 年未満 5 年未満 10 年未満 10 年以上 未回答 総計 

数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 

晴れ 17 73.9% 9 69.2% 15 55.6% 21 80.8% 1 50.0% 63 69.2% 

曇り 4 17.4% 3 23.1% 11 40.7% 2 7.7% 1 50.0% 21 23.1% 

雨 1 4.3% 1 7.7% 1 3.7% 3 11.5%  0.0% 6 6.6% 

未回答 1 4.3%   0.0%  0.0%  0.0%  0.0% 1 1.1% 

総計 23 100% 13 100% 27 100% 26 100% 2 100% 91 100% 
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12 属性が“実際”の事例で、事故の型を処理業毎の天候別にクロス集計をした結果、“処分時(工

場内）で晴れ”の事例数が全体の５９％を占め、中でも“激突”が最も多かった。総事例数

で“激突”の次に多い“飛来･落下”の事例数（１５件）の７割以上は“処分時(工場内）で

晴れ”に集中している。 

 

事故の型 
収集運搬時 処分時（工場内） その他 

総計
晴れ 曇り 雨 未回答 晴れ 曇り 雨 未回答 晴れ 曇り 雨 未回答 

墜落・転落         3 1 1           5

転倒         4 4             8

激突         13 8 1   1       23

飛来・落下         11 3 1           15

激突され         1   1           2

はさまれ・巻き込まれ       1 5 1             7

切れ・こすれ         2 2 1           5

高温・低温の物との接触         2               2

有害要因との接触         1               1

感電                     1   1

破裂         1               1

交通災害（道路） 3               5       8

交通災害（その他）         2 1             3

動作の反動・無理な動作         1               1

薬傷         1               1

その他         5               5

分類不能         2 1             3

総計 3 0 0 1 54 21 5 0 6 0 1 0 91

総事例数に占める割合 3% 0% 0% 1% 59% 23% 5% 0% 7% 0% 1% 0% 100%

 

 

13 属性が“実際”の事例で、事故の型を時間帯毎の天候別にクロス集計をした結果、“昼の晴

れ”の事例数が全体の３８％を占め、中でも“激突”が最も多かった。“はさまれ・巻き込

まれ”は、全事例数の約７％に過ぎないが、“朝の晴れ”では２１％を占めている 

 

事故の型 
朝 昼 夕 夜 

総計
晴れ 曇り 雨 未回答 晴れ 曇り 雨 晴れ 曇り 雨 晴れ 曇り 雨 

墜落・転落         2 1 1 1           5

転倒 1 1     3 1     2         8

激突 3 2 1   10 3   1 2     1   23

飛来・落下 3 2     8 1       1       15

激突され 1           1             2

はさまれ・巻き込まれ 4     1 1 1               7

切れ・こすれ   1     1 1   1   1       5

高温・低温の物との接触               2           2

有害要因との接触         1                 1

感電     1                     1

破裂         1                 1

交通災害（道路） 2       2     2     2     8

交通災害（その他） 1       1 1               3

動作の反動・無理な動作 1                         1

薬傷         1                 1

その他 1       4                 5

分類不能 2 1                       3

総計 19 7 2 1 35 9 2 7 4 2 2 1 0 91

総事例数に占める割合 21% 8% 2% 1% 38% 10% 2% 8% 4% 2% 2% 1% 0% 100%
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第Ⅲ部 資料編 





属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

3
9

3
0
代

3
年

未
満

6
月

土
曜
日

夕
晴

れ
構

内
の

荷
卸

場
荷

卸
さ

れ
た

廃
材

を
集

積
、

疎
選

別
の

作
業

を
し

て
い

る
時

に
、

作
業

重
機

の
横

に
人

を
発

見

お
客

が
忘

れ
物

に
気

づ
き

慌
て

て
飛

び
込
ん
で
き
た

オ
ペ

は
廃

材
の

中
に

忘
れ

物
が

あ
る

の
に

気
づ

き
、

作
業

を
中

断
し

た
直

後
で

あ
っ

た
た

め
事

無
き

に
済

ん
だ
。

重
機

の
作

業
範

囲
内

に
入

ら
な

い
よ

う
客
、
作
業
員
に
注
意
を
促
す
。

2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
9

3
0
代

3
年

未
満

6
月

水
曜
日

朝
曇

り
構

内
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
積

み
込

み
時

、
シ

ョ
ベ

ル
の

近
く

を
作

業
員

が
歩

い
て

い
た

。

作
業

員
か

ら
は

重
機

は
人

が
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
て

い
る

と
思

っ
て

い
る
。

オ
ペ

は
周

囲
確

認
し

て
い

て
事

無
き

に
済
ん
だ
。

重
機

作
業

中
は

範
囲

内
に

入
ら

な
い

よ
う
注
意
し
た
。

3
実

際
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

不
明

未
回

答
6
月

未
回
答

朝
晴

れ
構

内
重

機
で

鉄
く

ず
の

積
み

込
み

時
に

近
く

に
作

業
員

が
い

て
鉄

く
ず

が
当

た
り

そ
う

に
な

る

作
業

員
は

飛
び

出
し

た
鉄

く
ず

を
拾

っ
て

い
た

た
め

、
周
囲

の
確

認
を

怠
っ
て
い
た
。

オ
ペ

は
危

険
を

察
知

し
、

す
ぐ

作
業

を
止
め
、
事
無
き
に
済
ん
だ
。

積
み

込
み

作
業

が
完

全
に

終
わ

る
ま

で
近

寄
ら

な
い

よ
う

作
業

員
に

注
意

し
た
。

4
実

際
未

回
答

未
回

答
男

不
明

3
年

未
満

6
月

未
回

答
朝

未
回

答
構

内

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
で

パ
レ

ッ
ト

B
O
X

の
移

動
の

た
め

バ
ッ

ク
を

し
て

い
た

時
に

、
後

方
に

通
常

は
作

業
を

し
な

い
と

こ
ろ

に
作

業
員

が
い

た
。

運
転

手
は

周
囲

の
確

認
を

怠
っ

て
い

た
。

接
触

寸
前

で
気

づ
き

、
事

無
き

に
済

ん
だ
。

作
業

班
長

と
運

転
手

の
連

絡
の

徹
底

と
運

転
手

は
周

囲
の

確
認

を
怠

ら
な

い
よ
う
指
示
し
た
。

5
実

際
そ

の
他

転
倒

男
3
8

3
0
代

3
年

未
満

1
月

水
曜
日

昼
晴

れ
工

場
敷

地
（

車
両

通
行

道
路

）

友
好

業
者

の
ト

ラ
ッ

ク
搬

入
に

気
付

き
挨

拶
を

行
う

べ
く

接
触

を
図

ろ
う

と
し

た
と

き
に

転
倒

。
被

災
者

は
作

業
員

で
は

な
く

事
務

員

ト
ラ

ッ
ク

が
継

走
し

そ
う

に
な

り
慌

て
て
近
づ
い
た
こ
と

骨
折

（
全

治
1
ヶ

月
）

・
労

災
申

請
せ
ず

構
内
で
の
駆
け
足
歩
行
を
禁
止

6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

2
4

2
0
代

3
年

未
満

3
月

火
曜
日

昼
晴

れ
工

場
内

破
砕

機
の

不
具

合
を

感
じ

、
投

入
口

に
手

を
入

れ
た

と
こ

ろ
金

属
チ

ェ
ー

ン
に

指
が

絡
ま

る

電
源

オ
フ

に
せ

ず
投

入
口

に
手

を
入

れ
た
こ
と

親
指

第
一

間
接

骨
折

（
全

治
1
ヶ

月
）
・
労
災
申
請

機
械

の
使

用
ル

ー
ル

を
徹

底
検

証
・

I
S
O
教
育
に
盛
り
込
む

7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
3
0

3
0
代

3
年

未
満

6
月

火
曜
日

昼
晴

れ
産

業
廃

棄
物

処
理

工
場

内
に

て
搬

入
車

両
を

誘
導

中
木

く
ず

の
小

割
り

作
業
中

の
重

機
後

方
を
通
っ
た
為

割
れ

た
木

く
ず

が
飛

ん
で

き
て

ヒ
ヤ
ッ
と
し
た

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

に
無

線
連

絡
を

し
た

上
で

、
作

業
が

中
断

し
た

こ
と

を
確

認
し
て
か
ら
通
過
す
る

8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
5

3
0
代

5
年

未
満

6
月

土
曜
日

昼
曇

り
産

業
廃

棄
物

処
理

工
場

内
に

て
搬

入
車

両
出

入
口

付
近

歩
行

中
歩

行
者

が
左

右
の

確
認
を

怠
っ

た
た

め
搬
入
車
両
と
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た

①
搬

入
車

両
に

ス
ピ

ー
ド

制
限

を
告

知
す
る

②
歩

行
者

に
左

右
確

認
を

徹
底

す
る

よ
う
に
指
示

9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
5
8

5
0
代

1
0
年

以
上

6
月

月
曜

日
昼

晴
れ

産
業

廃
棄

物
処

理
工

場
内

に
て

回
転

式
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

に
て

1
㎥

分
別

カ
ー

ト
の

荷
物

を
あ

け
る

際
１

㎥
分

別
カ

ー
ト

か
ら
は

み
出

て
い

た
長
尺
物
へ
の
対
応
を
怠
っ
た
た
め

手
前
に
倒
れ
て
き
て
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た

長
尺

物
は

あ
ら

か
じ

め
、

手
下

し
す

る
よ
う
に
指
示

1
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
0

3
0
代

5
年

未
満

6
月

月
曜
日

昼
曇

り
産

業
廃

棄
物

処
理

工
場

内
に

て
ホ

イ
ル

ロ
ー

ダ
ー

に
よ

る
荷

役
作

業
中

歩
行

者
が

不
用

意
に

バ
ケ

ッ
ト

の
傍

ら
を
通
っ
た
た
め

当
る

の
で

は
な

い
か

と
ヒ

ヤ
ッ

と
し

た

歩
行

者
（

当
事

者
）

に
実

際
に

運
転

席
に

座
っ

て
も

ら
い

、
重

機
の

死
角

を
認
識
さ
せ
る
教
育
を
実
施

1
1
実

際
そ

の
他

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
3

2
0
代

3
年

未
満

5
月

未
回
答

朝
晴

れ
事

務
所

で
事

務
作

業
を

し
て

い
て

サ
ン

プ
ル

容
器

が
ガ

ラ
ス

瓶
で

あ
り
、
床
に
置
い
て
い
た
た
め

サ
ン

プ
ル

容
器

が
倒

れ
て

割
れ

、
廃

液
が
手
に
付
着
し
薬
症
を
お
こ
す

サ
ン

プ
ル

は
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
容

器
に

入
れ

て
も

ら
い

、
受

取
後

す
ぐ

に
分

析
室
へ
提
出
す
る
。

1
2
実

際
そ

の
他

転
倒

女
3
4

3
0
代

1
0
年

以
上

6
月

火
曜

日
朝

雨
安

全
通

路
付

近
で

事
務

所
に

向
か

う
途

中
の

側
溝

に
設

置
し

て
い

る
鉄

板
の

上
を

通
っ

た
時

に
、

雨
で

鉄
板

や
靴

底
が

濡
れ

て
い

て
滑

り
や
す
い
状
態
だ
っ
た
た
め

鉄
板

の
上

で
足

を
滑

ら
せ

て
転

倒
し

そ
う
に
な
っ
た
。

鉄
板

の
上

を
通

ら
な

い
。

滑
り

難
い

履
物

を
履

く
。

鉄
板

の
上

に
滑

り
難

く
な
る
何
か
を
敷
く
。

1
3
実

際
収

集
運

搬
時

転
倒

男
5
6

5
0
代

1
0
年

以
上

6
月

水
曜

日
朝

晴
れ

取
引

先
で

１
０

ｔ
平

で
ド

ラ
ム

の
積

み
込

み
が

済
み

シ
ー

ト
を

張
っ

て
い

る
と

き
ド

ラ
ム

缶
の

天
板

に
雨
水

が
た

ま
っ

て
い
た
。

荷
台

か
ら

は
し

ご
で

降
り

る
時

に
足

が
す
べ
っ
て
ヒ
ラ
リ
と
し
た

足
の
う
ら
を
ウ
エ
ス
で
ふ
く
。

1
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
5
0

5
0
代

1
0
年

未
満

6
月

金
曜

日
未

回
答

未
回

答
自

社
荷

卸
し

作
業

中
残
液
が
飛
散
し
た
の
で
。

サ
ブ

タ
ン

ク
内

の
残

液
を

抜
き

取
る

時
コ
ッ
ク
を
大
き
く
開
け
す
ぎ
た
為

コ
ッ

ク
を

少
し

ず
つ

開
放

し
保

護
メ

ガ
ネ
を
着
用
す
る
。

1
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
2

3
0
代

3
年

未
満

6
月

水
曜
日

朝
曇

り
自

社
リ

フ
ト

か
ら

降
り

よ
う

と
し

た
と

き
軍
手
で
手
を
つ
い
た
と
き

す
べ
っ
て
こ
け
そ
う
に
な
っ
た

す
べ

り
そ

う
な

と
こ

ろ
に

は
手

を
つ

か
ず
ハ
ン
ド
ル
バ
ー
を
持
つ

1
6
実

際
未

回
答

転
倒

男
3
2

3
0
代

3
年

未
満

6
月

水
曜
日

未
回

答
晴

れ
取

引
先

で
ｺ
ﾞ
ﾑ
粉

を
積

ん
で

い
る

コ
ン

テ
ナ

に
シ

ー
ト

を
す

る
時

ビ
ニ

ー
ル

の
袋

の
上

に
乗

っ
た

の
で

す
べ
っ
た

シ
ー

ト
を

広
げ

よ
う

と
コ

ン
テ

ナ
の

う
え

に
乗

っ
た

時
ビ

ニ
ー

ル
の

袋
で

足
が
す
べ
っ
て
お
ち
そ
う
に
な
っ
た

ビ
ニ

ー
ル

は
す

べ
り

や
す

い
の

で
上

に
乗
ら
な
い
よ
う
に
す
る

1
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
0

4
0
代

3
年

未
満

7
月

未
回
答

夕
晴

れ
現

場
作

業
所

剥
線

作
業

中
手

袋
を

し
て

い
た

が
刃
物

対
応

の
も

の
で
は
な
か
っ
た

指
を
切
っ
た

適
す
る
道
具
を
使
用
す
る

1
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
0

4
0
代

5
年

未
満

7
月

未
回
答

昼
晴

れ
分

別
作

業
場

場
内

重
機

に
て

分
別

作
業

中
運

転
手

の
下

ろ
し

た
荷
物

を
広

げ
よ

う
と
し
て

つ
ま

み
損

ね
た

も
の

が
飛

ん
で

運
転

手
に
当
た
っ
た

車
に

乗
っ

て
立

ち
去

る
ま

で
作

業
を

開
始
し
な
い

1
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
破

裂
男

2
5

2
0
代

3
年

未
満

7
月

土
曜
日

昼
晴

れ
工

場
内

に
て

平
ボ

デ
ィ

搬
入

車
両

上
の

瓦
礫

を
ホ

イ
ル

ロ
ー

ダ
ー

で
荷

下
ろ

し
し

て
い

る
時

タ
イ

ヤ
保

護
板

の
設

置
が

不
十

分
だ
っ
た
為

（
パ

ン
ク

防
止

の
為

、
コ

ン
パ

ネ
等

で
保
護
）

タ
イ

ヤ
周

辺
に

瓦
礫

が
入

り
込

み
パ

ン
ク
し
そ
う
に
な
っ
た

・
荷
下
ろ
し
手
順
の
再
教
育
を
行
う

・
タ

イ
ヤ

保
護

版
の

使
用

方
法

に
関

す
る
教
育
を
行
う

2
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
交

通
災

害
（

そ
の

他
）

男
3
0

3
0
代

5
年

未
満

7
月

水
曜
日

朝
晴

れ
工

場
内

に
て

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

エ
ン

ジ
ン

を
か

け
、

動
き

始
め

た
時

ハ
ン

ド
ル

が
真

っ
直

ぐ
に

な
っ

て
い

な
か
っ
た
為

思
い

も
し

な
い

方
向

に
動

い
て

ヒ
ヤ
ッ
と
し
た

・
停

止
時

は
必

ず
ハ

ン
ド

ル
を

真
っ

直
ぐ
に
す
る
よ
う
に
指
示

・
動

き
始

め
る

時
は

ゆ
っ

く
り

操
作

を
行
う
よ
う
に
指
示

2
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
交

通
災

害
（

そ
の

他
）

男
3
5

3
0
代

5
年

未
満

7
月

火
曜
日

昼
晴

れ
工

場
内

に
て

搬
入

車
両

の
後

方
に

待
機

中
の

重
機

を
誘

導
し

よ
う

と
合

図
を

だ
し

た
時

誘
導

員
の

指
示

が
誰

に
出

し
た

合
図

か
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
為

双
方

が
同

時
に

動
き

出
し

接
触

し
そ

う
に
な
っ
た

・
は

っ
き

り
と

合
図

を
出

す
よ

う
に

指
示

・
遠

方
か

ら
で

は
な

く
、

必
ず

近
づ

い
て
合
図
を
出
す
よ
う
に
指
示

2
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

7
月

月
曜

日
夕

晴
れ

工
場

内
に

て
歩

行
中

１
立

米
分

別
カ

ー
ト

の
側

を
通

る
時
、
長
尺
物
が
飛
び
出
て
い
た
為

顔
に
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た

・
通

路
側

に
長

尺
物

が
出

な
い

よ
う

に
置
く
事
を
指
示

・
長

尺
物

の
入

っ
た

分
別

カ
ー

ト
を

優
先
的
に
片
付
け
る
よ
う
に
指
示

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

2
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
6
3

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

7
月

火
曜

日
昼

未
回

答
取

引
先

で
バ

キ
ュ

ー
ム

車
の

車
上

よ
り

降
り

る
時

に
滑

り
止

め
の

な
い

所
に
足

を
か

け
た

為
。

足
が

滑
っ

て
転

落
し

そ
う

に
な

っ
た
。

雨
の

時
は

と
く

に
す

べ
り

や
す

い
の

で
足
元
を
確
か
め
て
降
り
る
。

2
4
実

際
未

回
答

転
倒

男
4
4

4
0
代

1
0
年

未
満

7
月

未
回

答
昼

雨
ド

ラ
ム

ヤ
ー

ド
漏

洩
が

あ
っ

た
為

掃
除

を
し

て
い

て
道

具
取

り
に

い
っ

て
走

っ
て

漏
洩

し
た

の
で

あ
わ

て
て

走
っ

て
道

具
を
取
り
に
い
っ
た
為

足
を
骨
折
す
る

鉄
板

の
上

に
す

べ
り

止
め

の
テ

ー
プ

等
を
は
る

2
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
5
0

5
0
代

1
0
年

未
満

7
月

金
曜

日
未

回
答

未
回

答
自

社
荷

卸
し

作
業

中
残
液
が
飛
散
し
た
の
で
。

サ
ブ

タ
ン

ク
内

の
残

液
を

抜
き

取
る

時
コ
ッ
ク
を
大
き
く
開
け
す
ぎ
た
為

コ
ッ

ク
を

少
し

ず
つ

開
放

し
保

護
メ

ガ
ネ
を
着
用
す
る
。

2
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
9

3
0
代

3
年

未
満

8
月

未
回
答

昼
晴

れ
自

社
構

内
重

機
で

廃
材

積
込

み
中

ト
ラ

ッ
ク

の
荷

台
か

ら
飛

び
出

た
木

片
が
作
業
員
に
当
た
り
か
け
た
。

周
囲

の
作

業
員

が
注

意
し

、
場

所
を

移
動
し
て
回
避
し
た
。

積
込

み
半

径
中

に
立

ち
入

ら
な

い
よ

う
に
作
業
す
る
。

2
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
9

3
0
代

3
年

未
満

8
月

月
曜
日

昼
晴

れ
自

社
構

内
ガ

ラ
ス

処
理

中
作

業
員

が
ガ

ラ
ス

を
処
理

中
に

近
く

に
お

客
さ

ん
が

お
り

、
破

片
が

飛
ん

だ
。

お
客

さ
ん

に
そ

の
場

か
ら

離
れ

る
よ

う
に
促
し
、
危
険
を
回
避
し
た
。

作
業

員
に

も
っ

と
回

り
を

よ
く

見
て

処
理
す
る
よ
う
注
意
し
た
。

2
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
9

3
0
代

3
年

未
満

8
月

未
回
答

夕
晴

れ
自

社
構

内
廃

プ
ラ

積
込

み
時

ア
ム

ロ
ー

ル
車

に
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
積

込
み

中
、

破
片

が
と

び
作

業
員

に
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た
。

す
ぐ
に
離
れ
る
よ
う
指
示
し
た
。

完
全

に
積

み
終

わ
る

ま
で

近
づ

か
な

い
よ
う
注
意
し
た
。

2
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
9

3
0
代

3
年

未
満

8
月

未
回
答

朝
晴

れ
自

社
構

内
コ

ン
ガ

ラ
処

理
時

コ
ン

ガ
ラ

を
シ

ョ
ベ

ル
で

突
き

こ
み

中
、
作
業
員
が
飛
び
出
し
て
き
た
。

作
業

を
中

止
し

、
作

業
員

を
注

意
し

た
。

作
業

員
は

1
ヶ

月
足

ら
ず

の
新

人
で

、
重

機
作

業
の

範
囲
内

に
絶

対
入

ら
な
い
よ
う
注
意
し
た
。

3
0
実

際
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

2
9

2
0
代

3
年

未
満

8
月

未
回
答

昼
晴

れ
自

社
構

内
3
ｔ

ダ
ン

プ
に

ゴ
ミ

収
集

時
荷

台
内

の
ゴ

ミ
を

整
理
中

、
落

下
し

そ
う
に
な
っ
た
。

横
ド

ア
に

つ
か

ま
り

、
落

下
を

免
れ

た
。

足
元

、
周

囲
確

認
の

上
落

ち
着

い
て

作
業
す
る
。

3
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
9

3
0
代

3
年

未
満

8
月

未
回
答

朝
晴

れ
自

社
構

内
お

客
さ

ん
が

廃
材

を
ダ

ン
プ

時
廃

材
を

ダ
ン

プ
時

、
作
業

員
が

近
く

に
お

り
、

木
片

が
当

た
り

そ
う

に
な
っ
た
。

ダ
ン

プ
時

は
範

囲
内

に
近

づ
か

な
い

よ
う
に
注
意
し
た
。

範
囲

内
に

近
づ

か
な

い
よ

う
に

回
り

も
声
を
掛
け
合
う
。

3
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
9

3
0
代

3
年

未
満

8
月

未
回
答

昼
未

回
答

自
社

構
内

土
砂

を
ふ

る
い

機
に

混
入

時
ふ

る
い

機
か

ら
ガ

レ
キ

が
は

ね
出

し
、

作
業

員
に

当
た

り
そ

う
に

な
る
。

ふ
る

い
機

作
業

中
は

範
囲

内
に

立
ち

入
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
。

作
業

内
容

を
確

認
し

、
立

ち
入

り
禁

止
範
囲
を
明
示
す
る
。

3
3
実

際
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

3
3

3
0
代

5
年

未
満

8
月

木
曜
日

夕
晴

れ
廃

棄
物

引
き

取
り

現
場

廃
材

積
込

み
時

廃
材

の
釘

に
手

が
刺

さ
り

そ
う

に
な
っ
た
。

す
ぐ

に
気

付
き

手
を

離
し

た
の

で
、

大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

手
元

に
気

を
つ

け
る

。
厚

手
の

手
袋

着
用
。

3
4
実

際
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

3
3

3
0
代

5
年

未
満

8
月

火
曜
日

朝
晴

れ
自

社
構

内
ト

ン
袋

を
ト

ラ
ッ

ク
に

積
込

み
時

ト
ン

袋
の

ベ
ル

ト
が

切
れ

落
下

し
た
。

周
囲

に
人

が
い

な
か

っ
た

為
、

大
事

に
至
ら
な
か
っ
た
。

周
囲

に
人

が
い

な
い

事
を

確
認

す
る

。
ト

ン
袋

の
ベ

ル
ト
の

状
態

を
作

業
前
に
確
認
す
る
。

3
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
5
0

5
0
代

1
0
年

未
満

7
月

土
曜

日
朝

晴
れ

再
生

砕
石

置
場

で
ペ

ー
ロ

ー
ダ

ー
で

砕
石

の
積

み
込

み
作

業
を

し
て

い
て

周
囲

の
確

認
が

不
十

分
で

あ
っ

た
た

め
ゴ

ミ
取

り
の

作
業

員
と
接

触
し

そ
う

に
な
っ
た

ゴ
ミ

取
り

の
作

業
員

に
合

図
を

し
、

周
囲

の
確

認
を

し
て

か
ら

積
み

込
み

作
業
を
す
る

3
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
そ

の
他

男
6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

7
月

火
曜

日
昼

晴
れ

産
業

廃
棄

物
中

間
処

理
場

の
屋

外
で

木
く

ず
の

分
別

作
業

を
し

て
い

て
気
温
及
び
湿
度
が
高
か
っ
た
た
め

熱
中
症
の
よ
う
な
症
状
に
な
っ
た

・
水
分
を
し
っ
か
り
取
る

・
日
影
を
作
り
適
度
に
休
憩
を
す
る

3
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
崩

壊
・

倒
壊

男
6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

7
月

木
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

中
間

処
理

場
の

再
生

砕
石

置
場

で
砕

石
に

混
じ

っ
て

い
る

ゴ
ミ

を
除

去
し

て
い

て
崩

れ
そ

う
に

な
っ

て
い
る

部
分

を
確

認
せ
ず
に
不
注
意
で
近
づ
い
た

砕
石

の
山

が
崩

れ
て

下
敷

き
に

な
り

そ
う
に
な
っ
た

・
崩

れ
そ

う
な

山
は

重
機

で
先

に
崩

し
て
お
く

・
山

に
近

づ
く

前
に

崩
れ

そ
う

に
な

っ
て

い
な

い
か

確
認
し

崩
れ

そ
う

な
所
に
は
入
ら
な
い

3
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

7
月

木
曜

日
昼

雨
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
破

砕
処

分
場

に
あ

る
重

機
ス

ロ
ー

プ
を

重
機

で
降

り
て

い
て

ス
ロ

ー
プ

上
を

よ
く

確
認

し
て

い
な

か
っ
た

ク
ロ

ー
ラ

が
滑

っ
て

重
機

が
転

倒
し

そ
う
に
な
っ
た

ス
ロ

ー
プ

上
の

昇
降

道
を

し
っ

か
り

確
認
し
て
昇
降
す
る

3
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
有

害
要

因
と

の
接

触
男

6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

7
月

金
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
の

中
間

処
理

場
で

木
く

ず
の

分
別

作
業

を
し

て
い

て
保

護
具

を
着

用
し

て
い
な

か
っ

た
た

め
木

を
引

っ
張

っ
た

時
に
釘

が
手

に
当

た
り
そ
う
に
な
っ
た

分
別

作
業

で
は

必
ず

保
護

具
を

着
用

す
る

4
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

7
月

月
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
の

中
間

処
理

場
で

ス
ロ

ー
プ

を
重

機
で

昇
降

し
て

い
て

脱
輪
し
て

重
機
が
転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た

ス
ロ

ー
プ

上
を

整
理

整
頓

し
、

足
元

を
し

っ
か

り
確

認
し

て
か

ら
昇

降
す

る

4
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

7
月

金
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
の

中
間

処
理

場
で

破
砕

し
た

木
く

ず
の

チ
ッ

プ
を

掻
い

て
い

て
勢
い
余
っ
て

転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た

チ
ッ

プ
を

掻
く

時
は

チ
カ

ラ
を

加
減

す
る

4
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

8
月

月
曜

日
朝

晴
れ

処
分

場
内

で
重

機
の

始
業

前
点

検
を

し
て

い
て

手
す
り
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め

足
を

滑
ら

せ
て

重
機

か
ら

落
ち

そ
う

に
な
っ
た

手
す

り
及

び
滑

り
止

め
を

十
分

活
用

す
る

4
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

8
月

火
曜

日
昼

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
置

場
で

重
機

を
旋

回
さ

せ
た

時
周

囲
を

よ
く

確
認

し
て
い

な
か

っ
た

た
め

作
業
員
と
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た

旋
回

す
る

前
に

合
図

を
し

て
お

互
い

が
確
認
す
る

4
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

8
月

土
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

処
分

場
内

で
ペ

ー
ロ

ー
ダ

を
バ

ッ
ク

さ
せ

た
時

合
図
不
徹
底
で

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ー

プ
ラ

ン
ト

の
建

屋
内

か
ら

出
て

き
た

作
業

員
と

接
触

し
そ

に
な
っ
た

作
業

員
は

建
屋

か
ら

出
る

時
、

手
で

合
図
を
送
る

4
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

8
月

木
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

破
砕

処
分

場
に

あ
る

重
機

ス
ロ

ー
プ

を
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
上

っ
て

い
た

時
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
で

リ
フ
ト
が
転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た

ス
ロ

ー
プ

を
昇

降
す

る
時

は
徐

行
す

る

4
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

8
月

土
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
置

場
で

重
機

を
使

い
ガ

ラ
を

押
し

て
い

た
時

作
業
員
が
重
機
に
近
づ
き
す
ぎ
て

重
機
と
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た

ガ
ラ

を
押

す
作

業
を

始
め

る
時

は
、

周
囲
を
確
認
し
合
図
を
送
る

4
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
男

3
5

3
0
代

1
0
年

以
上

8
月

未
回

答
夕

晴
れ

焼
却

2
F

覗
き

窓
清

掃
炉
内
か
ら
熱
風
が
吹
き
出
て
き
た
。

火
傷
し
そ
う
に
な
っ
た
。

中
央

と
の

連
絡

を
密

に
し

、
負

圧
に

保
つ

4
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
男

3
4

3
0
代

1
0
年

以
上

8
月

未
回

答
夕

晴
れ

焼
却

1
F

水
噴

霧
ﾉ
ｽ
ﾞ
ﾙ
清

掃
炉
内
か
ら
熱
風
が
吹
き
出
て
き
た

火
傷
し
そ
う
に
な
っ
た
。

中
央

と
の

連
絡

を
密

に
し

、
負

圧
に

保
つ

4
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
5
2

5
0
代

1
0
年

以
上

8
月

未
回

答
夕

晴
れ

薬
注

装
置

薬
品

補
充

ﾊ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ｽ
を
崩
し
た
。

ｽ
ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟ
台
か
ら
落
ち
そ
う
に
な
っ
た

容
器

が
重

い
の

で
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ﾞ
ｮ
ｯ
ｷ
等

に
移

し
か
え
て
補
充
す
る
。
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

5
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

3
6

3
0
代

3
年

未
満

8
月

金
曜
日

朝
晴

れ
コ

ン
ベ

ヤ
リ

タ
ー

ン
ダ

ス
ト

シ
ュ

ー
ト

巡
回

点
検

の
為

、
通

行
し

よ
う

と
し

て
い

た
。

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
が

、
リ

タ
ー

ン
ダ

ス
ト
入
替
え
の
為
進
入
し
て
き
た
。

接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

通
路

と
リ

フ
ト

作
業

場
所

が
混

在
す

る
為

、
危

険
表

示
を

す
る
。

リ
フ

ト
作

業
を

行
う

場
合

は
、

通
行

止
め

、
リ

フ
ト

の
ラ

イ
ト
を

付
け

て
作

業
す
る
。

5
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

未
満

8
月

水
曜

日
昼

晴
れ

現
場

建
屋

内
コ

ン
テ

ナ
へ

の
積

込
み

作
業

方
向

を
変

え
積

込
み

を
し

よ
う

と
し

た
時

、
重

機
バ

ケ
ッ

ト
視

覚
に

作
業

員
が
い
た
。

接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

作
業

員
の

通
路

を
確

保
す
る

。
積

込
み
場
所
の
変
更
。

5
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

4
8

4
0
代

3
年

未
満

9
月

金
曜
日

朝
晴

れ
修

理
工

場
ユ

ニ
ッ

ク
で

手
す

り
を

積
込

作
業

を
し

て
い

た
と

き

ユ
ニ

ッ
ク

操
作

者
が

積
荷

を
下

ろ
し

た
と

き
バ

ラ
ン

ス
が

悪
く

自
分

の
ほ

う
に
倒
れ
て
き
た
。

体
が

ユ
ニ

ッ
ク

車
体

と
挟

ま
れ

そ
う

に
な
っ
た
。

荷
下

ろ
し

時
の

周
囲

の
確

認
及

び
積

荷
の

状
態

を
し

っ
か

り
と

把
握

し
作

業
を
行
う
。

5
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
そ

の
他

男
3
5

3
0
代

1
0
年

以
上

8
月

月
曜

日
昼

晴
れ

埋
立

処
分

場
埋

立
作

業
（

ダ
ン

プ
荷

降
ろ

し
作

業
）

ダ
ン

プ
扉

の
ロ

ッ
ク

が
掛

か
っ

た
ま

ま
ダ
ン
プ
ア
ッ
プ
操
作
を
行
っ
た
。

キ
ャ
ビ
ン
が
浮
き
上
が
っ
た
。

ダ
ン

プ
扉

の
ロ

ッ
ク

の
目

視
確

認
。

誘
導
員
配
置
。

5
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
そ

の
他

男
4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

8
月

木
曜

日
昼

晴
れ

埋
立

処
分

場
埋

立
作

業
（

ダ
ン

プ
荷

降
ろ

し
作

業
）

ダ
ン

プ
ア

ッ
プ

で
の

荷
降

ろ
し

時
、

積
荷
が
途
中
で
ひ
っ
か
っ
か
っ
た
。

キ
ャ
ビ
ン
が
浮
き
上
が
っ
た
。

積
込

み
の

際
、

ダ
ン

プ
荷

台
後

方
は

荷
物
を
多
く
積
ま
な
い
。

勢
い
よ
く
ダ
ン
プ
を
し
な
い
。

5
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

5
2

5
0
代

1
0
年

以
上

9
月

土
曜

日
朝

晴
れ

埋
立

処
分

場
重

機
埋

立
作

業
重

機
旋

回
時

、
旋

回
方
向

に
人

が
い

た
。

旋
回

を
中

止
し

、
注

意
を

う
な

が
し

た
。

目
視

確
認

を
行

っ
て

か
ら

旋
回

す
る

。
死

角
の

多
い

重
機
は

ス
ロ

ー
旋

回
を

行
う

。
連

絡
が

取
れ

な
い

状
態

で
の

作
業

員
の

重
機

作
業

場
内

へ
の

立
入
り
禁
止
。

5
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
3
1

3
0
代

3
年

未
満

9
月

月
曜
日

昼
曇

り
埋

立
処

分
場

ブ
ル

ド
ー

ザ
ー

に
よ

る
覆

土
作

業
ブ

レ
ー

キ
操

作
が

遅
れ
、

法
面

よ
り

ブ
ル

ド
ー

ザ
ー

の
キ

ャ
タ

ピ
ラ

が
出

た
時
。

滑
落
の
危
険
が
あ
っ
た
。

法
面

か
ら

の
距

離
を

十
分

確
保

し
、

法
面

接
近

作
業

に
な

る
場

合
は

、
ロ

ー
ギ

ヤ
で

の
作

業
を
徹

底
す

る
。

監
視
員
の
配
置
。

5
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

8
月

火
曜

日
朝

晴
れ

破
砕

プ
ラ

ン
ト

　
コ

ン
ベ

ヤ
プ

ラ
ン

ト
点

検
、

異
物

除
去

足
元

が
不

安
定

な
状

態
で

、
力

ま
か

せ
に
引
っ
張
っ
た
。

体
制

を
大

き
く

崩
し

、
右

肘
を

打
ち

つ
け
そ
う
に
な
っ
た
。

足
元

を
確

保
し

、
無

理
に

引
っ

張
る

の
で

は
な

く
少

し
づ

つ
切

り
な

が
ら

除
去
す
る
。

5
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

9
月

火
曜

日
夕

雨
場

内
坂

道
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

に
よ

る
鉄

箱
運

搬
作

業

下
り

坂
を

前
向

き
走

行
に

て
走

行
中

、
対

向
車

が
あ

り
ブ
レ

ー
キ

を
踏

ん
だ

際
、

フ
ォ

ー
ク

の
爪

か
ら

鉄
箱

が
滑
っ
た
。

抜
け
落
ち
る
寸
前
で
と
ま
っ
た
。

坂
道

手
前

で
止

ま
り

、
荷

物
が

安
定

す
る
よ
う
操
作
す
る
。

下
り
阪
は
バ
ッ
ク
に
て
走
行
す
る
。

5
9
実

際
収

集
運

搬
時

そ
の

他
男

4
5

4
0
代

3
年

未
満

8
月

月
曜
日

昼
晴

れ
収

集
作

業
所

建
物

の
出

入
口

収
集

作
業

後
、

車
を

発
信

さ
せ

た
際

出
入

口
付

近
の

見
通

し
が

悪
く

、
カ

ー
ブ

ミ
ラ

ー
等

も
な
く

、
歩

行
者

が
死

角
に

入
っ

て
急

ブ
レ

ー
キ

を
踏

ん
だ

左
右
の
安
全
確
認
を
再
度
行
っ
た

収
集

時
間

を
変

更
も

し
く

は
２

人
乗

り
の
コ
ー
ス
に
変
更

6
0
実

際
収

集
運

搬
時

火
災

男
5
3

5
0
代

1
0
年

未
満

8
月

水
曜

日
昼

晴
れ

収
集

コ
ー

ス
中

不
燃

ご
み

の
収

集
で

パ
ッ

カ
ー

車
を

移
動

さ
せ

て
い

る
時

ゴ
ミ

の
分

別
が

き
っ

ち
り

行
わ

れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
ボ
ヤ
が
発
生

廃
ラ

イ
タ

ー
の

ガ
ス

が
残

っ
て

い
た

た
め
発
火
。
消
火
器
で
消
火
を
す
る

分
別

の
徹

底
化

、
積

み
込

む
際

の
再

度
の
危
険
物
の
確
認

6
1
実

際
収

集
運

搬
時

墜
落

・
転

落
男

3
8

3
0
代

5
年

未
満

9
月

木
曜
日

夕
雨

建
設

業
の

お
客

様
の

資
材

置
き

場
平

ボ
デ

ー
車

だ
っ

た
の

で
、

廃
棄

物
を

積
み

込
み

し
た

あ
と

に
、

シ
ー

ト
を

か
け

よ
う

と
し

て
い

た
。

雨
で
シ
ー
ト
が
濡
れ
て
い
た
た
め
。

時
間

に
追

わ
れ

て
い

て
焦

っ
て

い
た

た
め
。

一
般

の
手

袋
で

、
滑

り
止

め
が

あ
ま

り
機
能
し
な
い
た
め
。

シ
ー

ト
を

掴
ん

で
い

た
手

が
滑

り
、

荷
台
か
ら
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
。

慌
て
て
作
業
を
し
な
い
。

手
袋

を
滑

り
止

め
の

多
い

仕
様

に
変

え
る
。

6
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
5
3

5
0
代

1
0
年

以
上

9
月

水
曜

日
昼

晴
れ

選
別

作
業

場
金

属
く

ず
の

選
別

を
し

て
い

た
排
出
事
業
者
の
確
認
ミ
ス

中
身

の
入

っ
た

ガ
ス

ボ
ン

ベ
（

小
）

が
混

ざ
っ

て
お

り
、

触
っ

た
瞬

間
に

ガ
ス

ボ
ン

ベ
が

天
井

に
勢

い
よ

く
飛

ん
で
い
っ
た
。

排
出

事
業

者
へ

現
状

報
告

を
行

い
、

今
後

こ
の

よ
う

な
も

の
を

混
在

さ
せ

な
い
よ
う
注
意
し
た
。

6
3
実

際
未

回
答

転
倒

男
3
4

3
0
代

3
年

未
満

8
月

月
曜
日

朝
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

で
ド

ラ
ム

を
積

み
込

む
時

ド
ラ

ム
缶

が
思

っ
た

よ
り

軽
い

か
っ

た
の
で

ド
ラ

ム
を

動
か

す
時

に
手

前
に

起
こ

そ
う

と
し

た
ら

後
ろ

に
こ

け
て

お
尻

を
強
打
し
た
。

軽
く

押
し

て
み

て
重

さ
を

確
か

め
て

か
ら
起
こ
す
。

6
4
実

際
そ

の
他

墜
落

・
転

落
男

5
1

5
0
代

1
0
年

未
満

8
月

木
曜

日
朝

晴
れ

取
引

先
で

機
械

廻
り

清
掃

作
業

時

機
械

の
手

前
に

地
下

ピ
ッ

ト
が

あ
り

、
天

板
を

踏
ん

だ
ら
落

下
し

幸
い

下
ま

で
落

下
せ

ず
、

天
板

受
で

両
腕

が
挟
ま
り
止
っ
た
。

左
わ
き
腹
、
右
足
ひ
ざ
打
撲

今
回

地
下

ピ
ッ

ト
が

老
化

が
激

し
い

の
で
作
り
変
え
る
と
の
事

6
5
実

際
収

集
運

搬
時

有
害

要
因

と
の

接
触

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

8
月

月
曜

日
朝

晴
れ

得
意

先
1
0
t
V
で

汚
泥

吸
引

作
業

時
に

切
の

い
い

と
こ

ろ
ま

で
仕

事
を

し
よ

う
と
し
た
為

死
亡
し
た

こ
ま
め
に
休
憩
す
る

6
6
実

際
そ

の
他

転
倒

男
3
6

3
0
代

3
年

未
満

8
月

土
曜
日

朝
晴

れ
取

引
先

で
積

込
時

、
現

場
を

歩
行

中
下

に
配

管
が

並
ん

で
い
る

狭
い

場
所

を
通
っ
た
為

配
管

に
油

が
付

着
し

て
い

た
為

足
が

す
べ
り
転
倒
し
頭
を
打
ち
骨
折

足
元
を
確
認
し
通
る

6
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

3
6

3
0
代

1
0
年

以
上

8
月

水
曜

日
朝

晴
れ

自
社

の
処

理
工

場
で

タ
ン

ク
か

ら
荷

卸
し

時
圧
が
強
い
過
ぎ
た
為

残
圧

で
液

が
体

に
か

か
り

そ
う

に
な
っ
た

終
わ
る
直
前
に
圧
を
弱
め
る
。

6
8
実

際
未

回
答

飛
来

・
落

下
男

不
明

1
0
年

以
上

8
月

火
曜
日

夕
曇

り
構

内
混

合
廃

棄
物

を
ダ

ン
プ

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
が
飛

び
、

近
く

の
作

業
員

に
当

た
り

そ
う

に
な

っ
た
。

作
業

員
が

気
付

き
、

事
無

き
を

得
た
。

周
囲

の
確

認
作

業
指

揮
者

を
定

め
る
。

6
9
実

際
未

回
答

飛
来

・
落

下
男

不
明

3
年

未
満

9
月

未
回

答
朝

晴
れ

構
内

廃
材

を
破

砕
し

て
い

る
時

近
く

の
従

業
員

に
木

片
が

当
た

り
そ

う
に
な
っ
た
。

作
業

員
に

離
れ

て
作

業
す

る
よ

う
注

意
し
た
。

重
機

の
作

業
範

囲
内

に
入

ら
な

い
よ

う
、
従
業
員
に
注
意
を
促
す
。

7
0
実

際
未

回
答

未
回

答
男

不
明

3
年

未
満

9
月

未
回

答
昼

晴
れ

構
内

パ
レ

ッ
ト

B
O
X
を

２
台

の
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
移

動
し

て
い

た
。

１
台

が
周

囲
を

見
て

い
な

く
ぶ

つ
か

り
か
け
た
。

も
う

1
台

の
作

業
員

は
来

る
の

で
は

？
と

予
測

し
て

い
た
た

め
回

避
し

た
。

フ
ォ

ー
ク

運
転

時
は

、
周

囲
の

確
認

に
注

意
す

る
。

複
数

台
で

作
業

す
る

と
き
は
、
作
業
指
揮
者
を
定
め
る
。
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

7
1
実

際
そ

の
他

有
害

要
因

と
の

接
触

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

分
析

室
で

廃
棄

物
の

サ
ン

プ
ル

の
臭

気
の

確
認

で
、

あ
お

ぎ
な

が
ら

繰
り

返
し

臭
い

を
嗅

い
だ

廃
棄

物
の

サ
ン

プ
ル

の
臭

気
の

原
因

が
あ

と
で

硫
化

水
素

と
わ

か
っ

た
た

め
ど
う
も
な
ら
な
か
っ
た

廃
棄

物
の

臭
気

を
実

際
に

確
認

す
る

前
に

、
廃

棄
物

の
情

報
（

Ｍ
Ｓ

Ｄ
Ｓ

等
）
を
先
に
確
認
す
る

7
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
5
4

5
0
代

1
0
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
で

廃
棄

物
を

１
０

ｔ
コ

ン
テ

ナ
車

で
焼

却
炉

ピ
ッ

ト
へ

移
動

し
よ

う
と

コ
ン

テ
ナ

を
引

き
上

げ
た

引
き

上
げ

た
コ

ン
テ

ナ
の

フ
ッ

ク
の

か
か
り
が
あ
ま
か
っ
た
た
め

コ
ン
テ
ナ
が
落
下
し
た

入
っ

て
い

る
だ

ろ
う

と
い

う
思

い
込

み
が

あ
っ

た
の

で
、

今
後

は
指

差
呼

称
に
よ
る
確
認
を
行
う

7
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
5
3

5
0
代

5
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
（

粗
選

別
場

）
で

廃
棄

物
の

解
体

作
業

中
重

機
も

横
で

解
体

し
て
お

り
、

解
体

物
の
か
け
ら
が
飛
ん
で
き
た
た
め

廃
棄

物
の

か
け

ら
が

あ
た

り
そ

う
に

な
っ
た

防
護
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
作
業
す
る

7
4
実

際
そ

の
他

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
男

3
0

3
0
代

3
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
で

（
炉

内
清

掃
作

業
時

）
ク

リ
ン

カ
の

は
つ

り
作

業
時

は
つ

っ
て

い
る

ク
リ

ン
カ

の
中

か
ら

火
の
粉
が
飛
び
散
っ
た
た
め

火
傷
し
そ
う
に
な
っ
た

火
の

粉
を

確
認

し
た

ら
、

散
水

を
充

分
に
行
っ
て
か
ら
作
業
す
る

7
5
実

際
収

集
運

搬
時

墜
落

・
転

落
男

3
4

3
0
代

1
0
年

未
満

未
回

答
未

回
答

朝
未

回
答

客
先

で
廃

棄
物

（
油

付
き

廃
ウ

エ
ス

）
収

集
（

積
み

込
み

）
で

バ
ッ

カ
ン

内
で

の
作

業
時

靴
底

に
油

が
付

着
し

た
状

態
で

、
バ

ッ
カ

ン
に

足
を

か
け
て

出
よ

う
と

し
た
た
め

滑
り
そ
う
に
な
っ
た

足
拭

き
用

の
ウ

エ
ス

を
準

備
し

て
お

き
、

靴
底

と
足

を
か

け
る

バ
ッ

カ
ン

を
拭
い
て
か
ら
出
る
よ
う
に
す
る

7
6
実

際
そ

の
他

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
男

4
0

4
0
代

1
0
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

焼
却

２
号

炉
で

タ
ー

ビ
ン

の
振

動
測

定
実

施
時

蒸
気

の
配

管
に

す
ね

が
触

れ
て

し
ま
っ
た
た
め

火
傷
し
そ
う
に
な
っ
た

作
業

前
の

Ｋ
Ｙ

を
き

っ
ち

り
行

い
、

蒸
気

配
管

等
の

危
険

を
把

握
し

て
お

く

7
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
5

3
0
代

1
0
年

未
満

8
月

金
曜

日
昼

晴
れ

非
鉄

処
理

場
分

析
用

に
ペ

ン
チ

で
細

か
く

裁
断

し
て

い
た

硬
か

っ
た

為
力

を
入

れ
て

切
っ

て
い

た

切
れ

た
と

き
、

ス
ク

ラ
ッ

プ
が

弾
い

て
体

に
あ

た
り

ケ
ガ

を
し

そ
う

に
な
っ
た

危
険

予
知

を
行

い
、

切
る

も
の

に
合

わ
せ
た
カ
ッ
タ
ー
等
を
使
用
す
る

7
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
6
1

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

8
月

木
曜

日
昼

晴
れ

ス
ク

ラ
ッ

プ
処

理
場

ス
ク

ラ
ッ

プ
の

前
降

ろ
し

直
後

の
選

別
と

ク
レ

ー
ン

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

ネ
ッ

ト
で

片
付

け

暑
さ

と
忙

し
さ

で
焦

り
、

ク
レ

ー
ン

の
動
き
に
気
が
付
か
な
か
っ
た

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

ネ
ッ

ト
に

接
触

し
、

ケ
ガ
を
し
そ
う
に
な
っ
た

常
に

落
ち

着
い

た
行

動
を

心
掛

け
る

。
現

場
作

業
員

は
ク
レ

ー
ン

の
動

き
を

よ
く

見
、

ク
レ

ー
ン

運
転

は
出

来
る

限
り

人
の

近
く

で
作

業
し

な
い

。
ス

ピ
ー

カ
ー

等
で
の

連
絡

を
確

実
に
行
う
。

7
9
実

際
未

回
答

分
類

不
能

男
3
0

3
0
代

5
年

未
満

未
回

答
平

日
昼

晴
れ

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

分
離

槽
清

掃
作

業
中

来
店

さ
れ

た
お

客
様

が
、

嫌
が

ら
せ

の
ご

と
く

猛
ス

ピ
ー

ド
で

作
業

員
の

真
横

を
通

り
過

ぎ
た

。
作

業
車

両
が

大
き
く
邪
魔
に
感
じ
ら
れ
た
よ
う
だ

作
業

員
が

事
前

に
気

配
を

感
じ

、
作

業
を

と
め

た
為

、
大

事
に

は
至

ら
な

か
っ
た

混
雑

時
間

帯
を

可
能

な
限

り
避

け
る

。
安

全
な

作
業

車
両
の

駐
車

エ
リ

ア
の

確
保

と
ス

タ
ン

ド
ス

タ
ッ

フ
の

協
力

8
0
実

際
未

回
答

分
類

不
能

男
3
0

3
0
代

5
年

未
満

未
回

答
平

日
昼

晴
れ

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

分
離

槽
清

掃
の

為
、

給
油

機
横

の
水

道
に

よ
り

、
水

を
取

得
し

て
い

た

給
水

ホ
ー

ス
上

に
、

お
客

様
が

載
り

、
給

水
が

止
ま

っ
た
。

給
油

停
止

エ
リ

ア
外

を
取

り
回

し
て

い
た

に
も

か
か
わ
ら
ず

車
両

が
移

動
し

た
瞬

間
、

水
が

勢
い

良
く

周
囲

に
飛

び
散

っ
た

。
作

業
員

が
濡
れ
た
だ
け
で
済
ん
だ

給
水

ホ
ー

ス
が

踏
ま

れ
た

時
に

蛇
口

を
閉
め
、
作
業
を
中
断
す
る

踏
ま

れ
た

時
に

お
客

様
に

若
干

の
移

動
を
依
頼
す
る

8
1
実

際
未

回
答

分
類

不
能

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

未
回

答
平

日
昼

晴
れ

お
客

様
の

建
設

現
場

設
置

中
の

コ
ン

テ
ナ

回
収

時

敷
い

て
い

た
鉄

板
サ

イ
ズ

が
若

干
小

さ
く

、
又

、
他

業
者

の
工

事
土

砂
が

コ
ン

テ
ナ

に
掛

け
て

い
た

た
め

、
回

収
中

に
コ

ン
テ

ナ
が

傾
き

、
コ

ン
テ

ナ
車
の
レ
ー
ル
か
ら
外
れ
た

自
力

で
は

回
収

で
き

ず
、

応
援

車
を

依
頼
し
協
力
の
も
と
無
事
回
収

・
適
正
な
鉄
板
サ
イ
ズ
の
設
置

・
他

業
者

と
の

作
業

エ
リ

ア
、

運
用

の
確
認

・
排

出
業

者
へ

の
余

裕
あ

る
設

置
エ

リ
ア
の
確
保
依
頼

8
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

4
1

4
0
代

1
0
年

未
満

9
月

木
曜

日
昼

晴
れ

処
分

場
工

具
倉

庫
扉

修
理

中
、

充
電

ﾄ
ﾞ
ﾗ
ｲ

ﾊ
ﾞ
ｰ
使

用
中

に
力

を
入

れ
す

ぎ
て

ビ
ス

の
頭

（
セ

ン
タ

ー
か

ら
）

ｽ
ﾞ
ﾚ

て
手

に
ビ

ッ
ト

が
刺

さ
り
そ

う
に

な
っ

た
下

穴
を

開
け

て
か

ら
ビ
ス

を
縫

う
よ

う
に
す
る

8
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
5
0

5
0
代

1
0
年

以
上

9
月

火
曜

日
昼

晴
れ

破
砕

物
搬

送
ラ

イ
ン

コ
ン

ベ
ヤ

ー
ス

カ
ー

ト
に

挟
ま

っ
た

木
片

を
バ

ー
ル

で
突

い
て

い
た

。

突
く

事
に

意
識

が
い

き
す

ぎ
て

た
為

、
足

元
が

滑
り

落
下

い
そ

う
に

な
っ
た
。

手
摺

が
近

く
に

あ
っ

た
為

落
ち

る
事

は
な
か
っ
た
。

足
場
を
確
保
し
て
か
ら
作
業
す
る
。

8
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
そ

の
他

男
2
8

2
0
代

5
年

未
満

9
月

月
曜
日

昼
晴

れ
積

み
込

み
場

所
シ

ョ
ベ

ル
に

て
1
0
コ

ン
テ

ナ
に

積
み

込
み

を
し

よ
う

と
し

て
い

た
。

コ
ン

テ
ナ

の
死

角
か

ら
他

の
作

業
員

が
出
て
き
た
。

ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
。

作
業

前
に

コ
ン

テ
ナ

周
辺

の
確

認
を

し
、

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

等
合

図
を

し
て

か
ら
作
業
す
る
。

8
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
4
0

4
0
代

1
0
年

未
満

9
月

金
曜

日
昼

晴
れ

法
面

草
刈

作
業

中
刈

払
い

機
で

草
刈

を
し
て

い
た

時
、

小
石
が
足
に
飛
ん
で
き
た
。

痛
み

は
あ

っ
た

が
、

ケ
ガ

は
し

な
か
っ
た
。

長
靴

の
使

用
や

、
キ

ャ
ハ

ン
等

で
足

元
の
保
護
を
す
る
。

8
6
実

際
収

集
運

搬
時

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

男
4
3

4
0
代

3
年

未
満

9
月

火
曜
日

朝
未

回
答

排
出

業
者

現
場

汚
泥

入
り

ド
ラ

ム
缶

を
ト

ラ
ッ

ク
に

積
ん

で
い

た
。

次
の

ド
ラ

ム
缶

も
重

い
と

思
い

込
み
、
力
一
杯
手
前
に
引
っ
張
っ
た
。

前
回

の
ド

ラ
ム

缶
よ

り
ず

い
ぶ

ん
軽

か
っ

た
為

、
ド

ラ
ム

缶
と

共
に

倒
れ

そ
う
に
な
っ
た
。

思
い

込
み

作
業

は
せ

ず
、

重
さ

の
確

認
を
し
て
か
ら
作
業
す
る
。

8
7
実

際
未

回
答

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

男
3
7

3
0
代

1
0
年

以
上

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

得
意

先
積

込
作

業
針

金
が

袖
に

か
か

り
、
引

き
込

ま
れ

た
。

袖
が
破
れ
擦
り
傷
で
済
ん
だ
。

人
物
(
袋
等
)
を
別
に
す
る
。

8
8
実

際
未

回
答

転
倒

男
不

明
1
0
年

以
上

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

新
池

営
業

所
倉

庫
整

理
コ

ン
テ

ナ
移

動
リ

フ
ト

が
小

さ
い

為
、
後

輪
が

浮
き

上
が
る
。

転
倒
や
接
触
す
る
。

リ
フ
ト
を
大
き
な
リ
フ
ト
に
す
る
。

8
9
実

際
そ

の
他

転
倒

男
3
4

3
0
代

5
年

未
満

9
月

火
曜
日

朝
晴

れ
取

引
先

で
コ

ン
テ

ナ
に

シ
ー

ト
を

掛
け

る
時

前
日
の
雨
で
濡
れ
て
い
た
の
で

足
元

が
す

べ
っ

て
落

ち
そ

う
に

な
っ

た
足

元
を

し
っ

か
り

確
認
し

て
シ

ー
ト

を
掛
け
る

9
0
実

際
未

回
答

転
倒

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

9
月

火
曜

日
昼

晴
れ

自
社

構
内

ド
ラ

ム
荷

卸
し

中
ド
ラ
ム
が
満
了
で
は
な
か
っ
た
為

リ
フ

ト
が

取
り

易
い

よ
う

に
ド

ラ
ム

缶
を

移
動

し
て

い
る

時
に

あ
る

ド
ラ

ム
缶

を
起

こ
そ

う
と

し
た

ら
尻

持
ち

を
つ
い
た
。

力
の
配
分
を
考
え
て
作
業
す
る
。

9
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
9

3
0
代

3
年

未
満

1
0
月

未
回
答

朝
晴

れ
構

内
重

機
で

仕
分

け
作

業
中

重
機

で
廃

材
を

引
き

込
む

作
業

で
、

作
業
員
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

重
機

を
す

ぐ
止

め
、

事
無

き
に

得
た
。

重
機

の
作

業
範

囲
に

入
ら

な
い

よ
う

従
業
員
に
注
意
を
促
す
。

9
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
9

3
0
代

3
年

未
満

1
0
月

未
回
答

昼
晴

れ
構

内
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
荷

分
け

作
業

中
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
荷
分

け
中

に
一

気
に

3
台

の
フ

ォ
ー

ク
が

作
業

し
た

為
、
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

1
台

の
フ

ォ
ー

ク
リ
フ

ト
を

止
め

、
2

台
の
作
業
が
終
わ
る
の
を
待
っ
た
。

複
数

台
で

作
業

す
る

と
き

は
、

作
業

指
揮
者
を
定
め
る
。

54



属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

9
3
実

際
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

3
2

3
0
代

3
年

未
満

1
0
月

未
回
答

昼
晴

れ
構

内
ユ

ニ
ッ

ク
車

で
ブ

ー
ム

を
使

わ
ず

荷
卸

し
中

廃
材

が
少

量
の

為
、

手
卸

し
で

作
業

中
に
頭
部
を
打
ち
そ
う
に
な
る
。

ブ
ー

ム
が

上
に

あ
り

、
頭

部
を

打
ち

そ
う
に
な
っ
た
。

作
業

員
の

周
囲

確
認

と
ヘ

ル
メ

ッ
ト

着
用
を
促
す
。

9
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

2
8

2
0
代

3
年

未
満

1
0
月

水
曜
日

昼
晴

れ
自

社
中

間
処

理
場

内
、

受
入

ヤ
ー

ド
重

機
に

て
廃

棄
物

投
入

作
業

重
機

を
後

退
さ

せ
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

重
機

の
後

ろ
を

人
が

通
過

し
た

た
め

す
ぐ

に
重

機
を

停
止

さ
せ

、
事

な
き

を
得

た
が

、
後

方
を

確
認

せ
ず

に
後

退
さ

せ
る

と
人

身
事

故
の

可
能

性
が

あ
っ
た

重
機

を
後

退
さ

せ
る

時
は

、
常

に
後

方
に
注
意
す
る
。

ま
た

、
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
等

で
合

図
す

る
。

工
場

内
作

業
者

に
反

射
た

す
き

等
の

装
着

を
さ

せ
る

と
作

業
者

の
い

る
場

所
が
分
か
り
や
す
く
な
る
と
思
う
。

9
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

3
1

3
0
代

1
0
年

未
満

1
0
月

月
曜
日

昼
晴

れ
自

社
中

間
処

理
場

、
入

り
口

シ
ャ

ッ
タ

ー
前

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
で

走
行

中

高
さ

の
あ

る
物

を
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

に
て

前
身

走
行

で
運

ん
で

い
た

た
め

、
前

が
見

え
ず

、
歩
行

者
の

発
見

が
遅
れ
た

死
角

か
ら

で
て

く
る

歩
行

者
と

接
触

し
そ
う
に
な
っ
た

高
さ

の
あ

る
物

で
、

死
角

が
遮

ら
れ

る
場

合
は

、
周

り
に

注
意

を
払

い
、

バ
ッ
ク
で
走
行
す
る
。

ど
う

し
て

も
前

進
で

運
ば

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
合

は
、

補
助

作
業

員
を

つ
け
て
作
業
す
る
。

9
6
実

際
収

集
運

搬
時

激
突

男
2
8

2
0
代

5
年

未
満

1
0
月

木
曜
日

昼
晴

れ
自

社
中

間
処

理
場

内
、

受
入

ヤ
ー

ド
積

み
卸

し
の

た
め

、
ダ

ン
プ

車
を

後
退

で
ヤ

ー
ド

に
移

動
中

急
に
ダ
ン
プ
の
後
ろ
を
人
が
通
っ
た

接
触
し
そ
う
に
な
っ
た

作
業

員
は

、
移

動
中

の
車

両
の

後
ろ

に
入

ら
な

い
。

ま
た

、
移

動
の

際
は

誘
導
員
を
配
置
し
て
欲
し
い
。

9
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
2

4
0
代

5
年

未
満

1
0
月

火
曜
日

昼
曇

り
自

社
中

間
処

理
場

内
、

受
入

ヤ
ー

ド
。

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
減

容
設

備
周

辺
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

選
別

作
業

選
別

し
て

い
る

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

（
フ

ィ
ル

ム
）

を
踏

み
、

足
を

滑
ら

せ
た

転
倒

し
た

が
、

幸
い

に
も

ケ
ガ

は
な

か
っ
た

踏
む

と
滑

り
や

す
そ

う
な

物
は

踏
ま

な
い

よ
う

に
し

、
あ

ま
り

置
き

場
所

を
広
げ
ず
、

9
8
実

際
収

集
運

搬
時

墜
落

・
転

落
男

2
8

2
0
代

5
年

未
満

1
0
月

木
曜
日

朝
晴

れ
自

社
中

間
処

理
場

内
、

作
業

場

棚
の

上
に

置
い

て
あ

る
部

品
を

整
理

の
た

め
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
パ

レ
ッ

ト
を

す
く

い
、

そ
の

上
で

作
業

し
て

い
た

①
パ

レ
ッ

ト
の

上
で

高
所

作
業

を
し

た ②
高

所
作

業
で

あ
る

の
に

安
全

帯
を

し
よ
う
と
し
な
か
っ
た

③
作

業
場

の
照

度
が

不
足

し
て

い
て

暗
か
っ
た

作
業

に
夢

中
に

な
り

パ
レ

ッ
ト

の
端

に
寄

り
す

ぎ
、

バ
ラ

ン
ス

を
崩

し
て

転
落
し
そ
う
に
な
っ
た

①
2
ｍ

以
上

の
時

は
安

全
帯

を
使

用
す
る

②
作
業
場
は
極
力
明
る
く
す
る

9
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

5
0

5
0
代

1
0
年

未
満

9
月

水
曜

日
朝

晴
れ

再
生

砕
石

置
場

で
ペ

ー
ロ

ー
ダ

ー
で

砕
石

の
積

み
込

み
作

業
を

し
て

い
て

バ
ッ

ク
し

た
時

後
方
確
認
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め

建
屋

か
ら

出
て

き
た

作
業

員
に

接
触

し
そ
う
に
な
っ
た

・
バ

ッ
ク

す
る

時
は

指
差

呼
称

で
し
っ
か
り
後
方
確
認
を
す
る

・
作

業
員

は
建

屋
か

ら
出

る
時

、
オ

ペ
と
合
図
確
認
を
す
る

1
0
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
踏

み
抜

き
男

6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

9
月

木
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

木
く

ず
の

分
別

作
業

を
し

て
い

て
足
元
が
乱
雑
に
な
っ
て
い
て

木
く

ず
に

付
い

て
い

た
釘

を
踏

み
そ

う
に
な
っ
た

足
元
の
整
理
を
す
る

1
0
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

9
月

月
曜

日
朝

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

中
間

処
理

場
で

重
機

及
び

機
械

の
点

検
を

し
て

い
る

時
足
元
を
確
認
し
な
か
っ
た
た
め

足
を
滑
ら
せ
転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た

足
元
を
よ
く
確
認
す
る

1
0
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
交

通
災

害
（

道
路

）
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

9
月

火
曜

日
昼

曇
り

処
分

場
出

口
か

ら
道

路
に

出
る

時
左
右
を
よ
く
確
認
し
な
か
っ
た
た
め

第
三
者
と
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た

処
分

場
か

ら
出

る
時

は
一

旦
停

止
し

左
右
を
十
分
確
認
す
る

1
0
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

9
月

水
曜

日
昼

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

中
間

処
理

場
の

建
屋

内
で

階
段

を
昇

っ
て

い
た

時
つ
ま
づ
い
て

転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た

建
屋

内
の

階
段

を
昇

降
す

る
時

は
手

す
り
を
し
っ
か
り
持
っ
て
昇
降
す
る

1
0
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

9
月

木
曜

日
昼

雨
木

く
ず

の
中

間
処

理
場

で
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
木

く
ず

の
枝

払
い

を
し

て
い

た
時

チ
ェ
ン
ソ
ー
が
木
に
く
い
込
ん
で

体
を
持
っ
て
い
か
れ
そ
う
に
な
っ
た

チ
ェ

ン
ソ

ー
を

し
っ

か
り

持
っ

て
作

業
す
る

1
0
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

9
月

火
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
の

中
間

処
理

場
で

木
く

ず
の

分
別

を
し

て
い

た
時

分
別
し
た
木
く
ず
を
放
り
投
げ
た
ら

他
の

作
業

員
に

当
た

り
そ

う
に

な
っ

た
ゆ
っ
く
り
投
げ
る

1
0
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
交

通
災

害
（

そ
の

他
）

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

9
月

木
曜

日
朝

雨
再

生
砕

石
置

場
で

ペ
ー

ロ
ー

ダ
ー

を
使

い
ダ

ン
プ

に
再

生
砕

石
の

積
み

込
み

作
業

を
し

て
い

る
時

雨
で
視
界
が
悪
か
っ
た
た
め

ペ
ー

と
ダ

ン
プ

が
接

触
し

そ
う

に
な
っ
た

無
線
で
合
図
を
す
る

1
0
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

9
月

土
曜

日
夕

曇
り

処
分

場
周

辺
の

溝
で

溝
そ

う
じ

を
す

る
た

め
グ

レ
ー

チ
ン

グ
を

開
閉

し
て

い
た

時
不
注
意
で

グ
レ

ー
チ

ン
グ

で
指

を
つ

め
そ

う
に

な
っ
た

手
元
の
安
全
確
認
を
す
る

1
0
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

9
月

月
曜

日
朝

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

処
分

場
内

で
重

機
の

グ
リ

ス
ア

ッ
プ

を
し

て
い

た
時

足
を
滑
ら
せ
て

転
落
し
そ
う
に
な
っ
た

足
元
を
よ
く
確
認
す
る

1
0
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

9
月

火
曜

日
昼

曇
り

チ
ッ

プ
置

場
で

チ
ッ

プ
の

上
に

の
っ

て
チ

ッ
プ

を
引

っ
張

っ
た

時
滑
っ
て

転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た

足
元
を
よ
く
確
認
す
る

1
1
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

9
月

水
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
置

場
で

重
機

を
使

い
ガ

ラ
を

押
し

て
い

た
時

重
機
ど
う
し
が
近
づ
き
す
ぎ
て

接
触
し
そ
う
に
な
っ
た

ガ
ラ
を
押
す
時
は
合
図
を
送
る

1
1
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

5
0

5
0
代

1
0
年

未
満

1
0
月

金
曜
日

昼
晴

れ
再

生
砕

石
置

場
で

ペ
ー

ロ
ー

ダ
ー

で
砕

石
を

ダ
ン

プ
に

積
み

込
ん

で
い

た
時

ペ
ー

ロ
ー

ダ
ー

が
こ

ぼ
れ

た
砕

石
の

上
に

乗
っ

た
た

め
バ

ラ
ン

ス
を

崩
し

た

ペ
ー

ロ
ー

ダ
ー

が
ダ

ン
プ

に
接

触
し

そ
う
に
な
っ
た

重
機
操
作
を
慎
重
に
す
る

1
1
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

4
0

4
0
代

1
0
年

未
満

1
0
月

土
曜
日

昼
晴

れ
木

く
ず

置
場

で
木

く
ず

の
分

別
作

業
を

し
て

い
て

重
機

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

と
作

業
員

と
の

合
図
の
不
徹
底

重
機

を
旋

回
さ

せ
た

時
、

作
業

員
に

接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

と
作

業
員

と
の

合
図

を
徹
底
す
る

1
1
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

5
0

5
0
代

5
年

未
満

1
0
月

月
曜
日

朝
雨

再
生

砕
石

置
場

で
ペ

ー
ロ

ー
ダ

ー
で

ダ
ン

プ
に

再
生

砕
石

の
積

み
込

み
作

業
を

し
て

い
て

ペ
ー

を
バ

ッ
ク

さ
せ

た
時

雨
で
視
界
が
悪
か
っ
た
た
め

建
屋

か
ら

出
て

き
た

作
業

員
に

当
た

り
そ
う
に
な
っ
た

・
ロ

ー
ラ

の
オ

ペ
は

後
方

確
認

を
し

て
か
ら
バ
ッ
ク
す
る

・
バ

ッ
ク

す
る

時
に

作
業

員
を

見
た

ら
一
旦
停
止
す
る

・
作

業
員

は
ロ

ー
ラ

の
後

方
に

入
ら

な
い

1
1
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
そ

の
他

男
6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

1
0
月

木
曜
日

昼
晴
れ
、
曇
り
木

く
ず

置
場

で
木

く
ず

の
分

別
作

業
を

し
て

い
て

釘
に
気
づ
か
な
か
っ
た

木
を

引
っ

張
り

出
し

た
時

に
釘

で
手

を
突
き
そ
う
に
な
っ
た

保
護
具
を
必
ず
着
用
す
る
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

1
1
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

5
0

5
0
代

5
年

未
満

1
0
月

金
曜
日

朝
晴
れ
、
曇
り
再

生
砕

石
置

場
で

ペ
ー

ロ
ー

ダ
ー

で
ダ

ン
プ

に
再

生
砕

石
の

積
み

込
み

作
業

を
し

て
い

た
時

確
認
不
足

場
内

で
一

輪
車

を
押

し
て

い
た

作
業

員
と
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た

作
業

員
を

確
認

し
た

ら
必

ず
一

旦
停

止
す
る

1
1
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

1
0
月

土
曜
日

昼
雨

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

で

プ
ラ

ン
ト

の
修

理
作

業
を

す
る

た
め

ラ
イ

ナ
ー

を
持

っ
て

プ
ラ

ン
ト

内
の

階
段

を
昇

り
降

り
し

て
い

た
時

足
を
滑
ら
せ
た

階
段
か
ら
転
落
し
そ
う
に
な
っ
た

足
元
を
確
認
し
て
昇
降
す
る

1
1
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

1
0
月

木
曜
日

昼
雨

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

で

ベ
ル

ト
コ

ン
ベ

ア
か

ら
流

れ
て

く
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

に
混

入
し

て
い

る
ゴ

ミ
を

取
り

除
く

作
業

を
し

て
い

る
時

手
元
を
よ
く
見
て
い
な
か
っ
た

鉄
筋

が
付

い
た

ガ
ラ

が
流

れ
て

き
て

体
に
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た

手
元
を
確
認
し
て
か
ら
作
業
を
す
る

1
1
8
実

際
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

2
9

2
0
代

3
年

未
満

1
0
月

火
曜
日

朝
晴

れ
廃

棄
物

保
管

シ
ャ

ッ
タ

ー
前

搬
出

す
る

廃
棄

物
を

、
ﾄ
ﾗ
ｯ
ｸ
に

積
も

う
と

ﾕ
ﾝ
ﾎ
ﾞ
で

、
つ

か
み

持
ち

上
げ

て
い

た

つ
か

ん
で

い
た

廃
棄

物
が

、
ﾄ
ﾗ
ｯ
ｸ
に

積
ん

で
い

る
廃

棄
物

に
引

っ
か

か
っ

た

廃
棄

物
が

、
爪

か
ら

外
れ

ﾄ
ﾗ
ｯ
ｸ
の
横

に
落
下
し
た

ﾄ
ﾗ
ｯ
ｸ
の

内
容
物

が
、

飛
び

出
て

い
る

場
合

が
あ

る
の

で
、

あ
ら

か
じ

め
確

認
し
て
お
く

1
1
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
6

3
0
代

1
0
年

以
上

1
0
月

土
曜
日

夕
曇

り
破

砕
ラ

イ
ン

ｺ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ヤ

ー
ｺ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｱ
入

口
で

、
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｺ
ﾞ
状

態
に

な
っ

た
長

尺
物

を
、

ﾎ
ｲ
ｽ
ﾄ
で

吊
り

上
げ

作
業

し
て

い
て

吊
り

上
げ

た
後

、
入

れ
替

え
ﾊ
ﾞ
ｯ
ｶ
ﾝ

方
向

へ
ﾎ
ｲ
ｽ
ﾄ
を

、
移

動
さ

せ
た

時
、

吊
り

上
げ

物
か

ら
板

が
落

下
し

て
き

た

方
向

が
逆

方
向

で
あ

っ
た

為
、

体
の

近
く

に
は

来
ず

、
反

対
側

へ
落

下
し

た

吊
り

上
げ

た
後

、
落

下
し

そ
う

な
物

が
あ
る
か
ど
う
か
、
確
認
す
る

（
当

然
真

下
に

は
入

ら
ず

手
の

届
く

範
囲
で
）

1
2
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
1
0
年

以
上

1
0
月

土
曜

日
夕

曇
り

破
砕

ラ
イ

ン
ｺ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ヤ

ー
ﾎ
ｲ
ｽ
ﾄ
で

吊
り

上
げ

移
動

作
業

を
し

て
い

て

吊
り

上
げ

物
の

方
ば

か
り

に
目

線
が

い
っ

て
い

た
の

で
、

足
元

の
段

差
に

も
う

少
し

で
け

つ
ま

づ
き

そ
う

に
な
っ
た

同
じ

作
業

中
の

作
業

員
の

注
意

に
よ

り
、
手
前
で
止
ま
っ
た

視
線

は
周

辺
、

足
元

確
認

を
行

な
い

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
移
動
す
る

1
2
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
1
0
年

以
上

1
0
月

土
曜

日
夕

曇
り

破
砕

ラ
イ

ン
ｺ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ヤ

ー
ｺ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｱ
の

蛇
行

調
整

（
脚

立
上

で
の

）

道
具

が
手

元
か

ら
落

ち
そ

う
に

な
り

、
体

勢
が

崩
れ

脚
立
か

ら
落

ち
そ

う
に
な
っ
た

高
さ

が
そ

ん
な

に
な

く
、

足
元

に
も

何
も

無
か

っ
た

為
、

片
足

で
着

地
で

き
た

脚
立

使
用

時
の

周
辺

に
は

何
も

な
い

状
態
に
し
て
お
く

1
2
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
2
3

2
0
代

5
年

未
満

1
0
月

木
曜
日

昼
晴

れ
、

雨
R
P
F
成

形
機

横
の

階
段

制
御

室
へ

向
か

う
為

、
階

段
を

昇
っ

て
い

た
雨

で
足

元
が

濡
れ

て
い
た

こ
と

と
、

急
い
で
い
た
為

階
段

に
足

を
と

ら
れ

、
転

倒
し

そ
う

に
な
っ
た

足
元

を
確

認
し

、
手

摺
り

を
し

っ
か

り
持
つ

1
2
3
実

際
未

回
答

未
回

答
男

3
5

3
0
代

3
年

未
満

1
0
月

未
回
答

朝
晴

れ
容

ﾘ
保

管
庫

横
保

管
庫

に
戻

ろ
う

と
し

て
い

た
時

停
車

し
て

い
る

車
が

い
て

、
見

通
し

が
悪
か
っ
た

搬
入

車
両

が
、

い
き

な
り

飛
び

出
し

て
き
て
び
っ
く
り
し
た

左
右

確
認

を
し

っ
か

り
し

て
か

ら
通

行
す
る

1
2
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

3
9

3
0
代

3
年

未
満

1
1
月

未
回
答

朝
晴

れ
自

社
構

内
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
メ

ッ
シ

ュ
パ

レ
ッ

ト
を

積
み

上
げ

中
2
段

目
の

メ
ッ

シ
ュ

パ
レ

ッ
ト

が
転

倒
し
か
け
た

す
ぐ

に
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

の
つ

め
の

差
し

直
し

を
行

な
い

転
倒

し
な

か
っ

た

積
み

上
げ

時
の

作
業

確
認

の
教

育
を

実
施
す
る
。

1
2
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
3
9

3
0
代

3
年

未
満

1
1
月

未
回
答

朝
晴

れ
自

社
構

内
回

転
フ

ォ
ー

ク
で

パ
レ

ッ
ト

ボ
ッ

ク
ス

返
し

時
バ

ッ
カ

ン
に

廃
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク

を
返

し
時
、
真
下
に
作
業
員
が
通
過
し
た

す
ぐ

に
作

業
を

止
め

、
作

業
員

に
注

意
し
た
。

作
業
員
に
安
全
教
育
を
実
施
す
る
。

1
2
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

水
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

２
５

ｔ
ダ

ン
プ

が
ダ

ン
プ

ア
ッ

プ
し

て
い

る
時

搬
入

車
両

・
搬

出
車

両
・

２
５

ｔ
ダ

ン
プ

・
重

機
と

４
台

が
横

に
並

ん
で

し
ま
っ
た
。

接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

無
線

連
絡

を
徹

底
し

、
ダ

ン
プ

ア
ッ

プ
時

は
周

り
に

近
づ

か
せ

な
い

よ
う

に
誘
導
を
行
う
。

1
2
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
分

類
不

能
男

4
8

4
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

水
曜
日

朝
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

重
機

で
廃

棄
物

を
投

入
中

重
機

で
廃

棄
物

を
投

入
中

に
、

燃
料

配
達

の
ロ

ー
リ

ー
車

が
重

機
の

死
角

に
入
っ
て
き
た
。

接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

・
周

囲
の

安
全

確
認

を
徹

底
し

、
死

角
か

ら
人

が
出

て
く

る
と

常
に

思
っ

て
作
業
す
る
。

・
燃

料
屋

に
対

し
て

場
内

ル
ー

ル
を
、
事
前
に
教
育
し
て
お
く
。

1
2
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

2
8

2
0
代

5
年

未
満

1
1
月

水
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

重
機

で
廃

棄
物

を
選

別
中

通
路
か
ら
作
業
員
が
出
て
き
た
。

接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

無
線

連
絡

の
徹

底
及

び
周

囲
の

安
全

確
認
徹
底
。

1
2
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
分

類
不

能
男

2
9

2
0
代

3
年

未
満

1
1
月

水
曜
日

朝
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
で

分
別

カ
ー

ト
内

に
入

っ
て

い
た

廃
棄

物
を

コ
ン

テ
ナ

に
反

し
て

い
た

。

分
別

カ
ー

ト
内

に
中

身
が

残
っ

て
い

た
の

で
、

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

レ
バ
ー
を
上
下
に
さ
せ
た
。

分
別

カ
ー

ト
が

落
ち

そ
う

に
な

っ
た
。

無
理

な
操

作
を

せ
ず

中
身

が
残

っ
て

い
る

時
は

、
カ

ー
ト

脱
着

後
に

取
除

く
。

1
3
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
3
5

3
0
代

3
年

未
満

1
1
月

月
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

選
別

作
業

中
廃

棄
物

を
重

機
（

シ
ョ
ベ

ル
）

の
バ

ケ
ツ
に
入
れ
て
い
た
。

重
機

の
バ

ケ
ツ

か
ら

廃
棄

物
が

跳
ね

返
っ

て
き

て
当

た
り

そ
う

に
な

っ
た
。

慌
て

ず
に

作
業

を
行

い
、

廃
棄

物
を

投
げ
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

1
3
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

3
8

3
0
代

3
年

未
満

1
1
月

月
曜
日

朝
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

選
別

作
業

中
足

元
の

廃
棄

物
に

気
付
か

ず
に

踏
ん

で
し
ま
っ
た
。

転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た
。

常
に

足
元

を
整

理
し

て
お

き
、

確
認

を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

1
3
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
2
6

2
0
代

5
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

朝
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

重
機

で
荷

物
を

か
き

上
げ

作
業

中

重
機

（
シ

ョ
ベ

ル
）

の
タ

イ
ヤ

付
近

に
あ

っ
た

塩
ビ

を
、

重
機

（
シ

ョ
ベ

ル
）

の
タ

イ
ヤ

で
踏

ん
で

し
ま

っ
た
。

キ
ャ

ビ
ン

の
中

ま
で

飛
ん

で
き

て
当

た
り
そ
う
に
な
っ
た
。

常
に

足
元

を
整

理
し

て
お

き
、

確
認

を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

1
3
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

3
3

3
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

出
口

を
清

掃
作

業
中

清
掃

に
集

中
し

過
ぎ

て
車

両
が

目
の

前
ま
で
来
て
い
た
。

接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

周
囲

の
安

全
確

認
を

怠
ら

な
い

よ
う

に
す
る
。

1
3
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

3
7

3
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

木
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

重
機

（
シ

ョ
ベ

ル
）

で
荷

物
を

か
き

上
げ

作
業

中
長

い
塩

ビ
パ

イ
プ

が
フ
ロ

ン
ト

ガ
ラ

ス
に
倒
れ
て
き
た
。

フ
ロ

ン
ト

ガ
ラ

ス
が

割
れ

そ
う

に
な
っ
た
。

バ
ケ

ツ
よ

り
、

は
み

出
す

荷
物

は
す

く
わ

な
い

よ
う

に
し

無
理

な
作

業
を

行
わ
な
い
。

1
3
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

3
5

3
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

木
曜
日

昼
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

荷
物

の
入

っ
た

分
別

カ
ー

ト
の

運
搬

作
業

中
慌

て
て

分
別

カ
ー

ト
を
運

搬
し

て
い

た
。

柱
に
手
を
ぶ
つ
け
そ
う
に
な
っ
た
。

慌
て

ず
に

周
囲

の
安

全
確

認
を

徹
底

す
る
。

1
3
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

5
0

5
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

水
曜
日

夕
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

階
段

を
昇

降
中

清
掃

に
向

か
う

時
に

、
階

段
で

足
を

滑
ら
せ
た
。

転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た
。

足
元

に
注

意
し

て
手

摺
を

持
っ

て
降

り
る
。

1
3
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
4
0

4
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

月
曜
日

昼
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
で

分
別

カ
ー

ト
内

に
入

っ
て

い
た

廃
棄

物
を

ヤ
ー

ド
に

反
し

て
い

た
。

分
別

カ
ー

ト
の

荷
物

を
反

し
た

時
に
、
荷
物
が
跳
ね
る
。

ヤ
ー

ド
付

近
に

い
た

作
業

員
に

荷
物

が
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た
。

無
線

連
絡

を
徹

底
し

、
大

き
な

荷
物

は
手
で
降
ろ
す
。

1
3
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

4
5

4
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

木
曜
日

朝
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
（

手
選

別
ラ

イ
ン

）
手

選
別

作
業

中
重

い
が

れ
き

（
２

０
～
３

０
ｋ

ｇ
）

を
カ
ー
ト
内
に
入
れ
る
と
き
。

が
れ

き
と

カ
ー

ト
の

間
に

指
を

挟
ま

れ
そ
う
に
な
っ
た
。

重
量

物
に

つ
い

て
は

二
人

作
業

を
行

う
。
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

1
3
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

5
0

5
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

火
曜
日

朝
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

清
掃

に
行

く
途

中
の

通
路

無
線

連
絡

を
入

れ
て

場
内

へ
入

っ
た

ら
重

機
が

近
づ

い
て

き
た

の
で

止
ま

っ
た

ら
、

重
機

が
止
ま

っ
た

の
で

通
行

し
た

時
に

、
シ

ョ
ベ

ル
が

動
き

出
し
た
。

重
機

の
タ

イ
ヤ

に
当

た
り

そ
う

に
な
っ
た
。

お
互

い
無

線
連

絡
を

取
り

合
い

居
場

所
を
明
確
に
す
る
。

1
4
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

2
0

2
0
代

3
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

選
別

作
業

中
選

別
作

業
中

に
、

足
元
に

あ
っ

た
繊

維
く
ず
が
足
に
か
ら
ま
っ
た
。

足
に

繊
維

く
ず

が
か

ら
ま

っ
て

転
倒

し
そ
う
に
な
っ
た
。

足
元
の
整
理
と
確
認
を
徹
底
す
る
。

1
4
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
2
5

2
0
代

未
回

答
1
1
月

月
曜
日

昼
晴

れ
積

替
保

管
施

設
重

機
で

積
込

み
作

業
中

重
機

に
て

積
込

み
作

業
中

、
車

両
の

後
ろ
に
荷
物
が
落
ち
た
。

車
両

の
後

方
に

作
業

員
が

い
て

荷
物

が
作

業
員

に
当

た
り

そ
う

に
な

っ
た
。

作
業

員
は

積
込

み
車

両
に

は
近

づ
か

な
い
。

1
4
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
3
7

3
0
代

未
回

答
1
1
月

木
曜
日

朝
曇

り
積

替
保

管
施

設
選

別
作

業
中

選
別

作
業

中
に

、
重

機
選

別
の

荷
物

が
飛
ん
で
き
た
。

重
機

選
別

の
荷

物
が

飛
ん

で
き

て
当

た
り
そ
う
に
な
っ
た
。

選
別

作
業

時
は

、
必

ず
防

護
ネ

ッ
ト

を
使
用
す
る
。

1
4
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
分

類
不

能
男

4
2

4
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

朝
晴

れ
伯

太
前

処
理

場
フ

レ
コ

ン
整

理
作

業
中

パ
レ

ッ
ト

の
上

に
フ

レ
コ

ン
に

積
め

た
（

ト
レ

イ
）

を
乗

せ
て

い
る

時
に
、
パ
レ
ッ
ト
の
板
が
折
れ
た
。

パ
レ

ッ
ト

の
板

が
折

れ
て

、
足

を
踏

み
外
し
た
。

使
用

前
に

必
ず

パ
レ

ッ
ト

の
確

認
を

行
う
。

1
4
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
5

4
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

月
曜
日

夕
曇

り
伯

太
前

処
理

場
ピ

ッ
ト

清
掃

作
業

中
ピ

ッ
ト

内
を

水
を

ま
い
て

清
掃

し
て

い
た
ら
足
元
が
滑
っ
た
。

足
元
が
滑
り
転
び
そ
う
に
な
っ
た
。

慌
て

ず
に

ゆ
っ

く
り

と
、

注
意

し
な

が
ら
作
業
を
行
う
。

1
4
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

3
9

3
0
代

3
年

未
満

1
2
月

未
回
答

昼
晴

れ
自

社
構

内
重

機
で

仕
分

け
作

業
時

重
機

で
ガ

レ
キ

と
土

を
仕

分
け

作
業

中
、

作
業

員
と

重
機

が
接

触
し

か
け

た
。

重
機

は
寸

前
で

作
業

を
止

め
、

事
無

き
に
済
ん
だ
。

作
業

員
に

重
機

の
作

業
範

囲
内

で
は

手
元
作
業
は
し
な
い
よ
う
注
意
。

1
4
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

1
2
月

月
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

重
機

で
廃

棄
物

を
投

入
中

４
ト

ン
コ

ン
テ

ナ
車

が
搬

入
し

て
き

て
ダ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
た
。

荷
台

か
ら

廃
棄

物
が

転
げ

重
機

に
当

た
り
そ
う
に
な
っ
た
。

重
機

か
ら

少
し

離
れ

た
場

所
で

安
全

を
確

保
し

荷
降

ろ
し

す
る

よ
う

に
誘

導
す
る
。

1
4
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
7

4
0
代

1
0
年

未
満

1
2
月

木
曜
日

昼
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

重
機

で
荷

物
を

押
込

み
作

業
中

荷
物

を
押

込
み

中
に

塩
ビ

パ
イ

プ
が

跳
ね
た
。

荷
降

ろ
し

を
待

機
し

て
い

た
車

両
に

当
た
り
そ
う
に
な
っ
た
。

跳
ね

そ
う

な
荷

物
が

あ
る

時
は

、
防

護
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。

1
4
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

3
8

3
0
代

5
年

未
満

1
2
月

土
曜
日

夕
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

重
機

で
荷

物
を

積
み

込
み

作
業

中
バ

ッ
ク

し
よ

う
と

し
た
時

に
、

車
両

が
通
り
過
ぎ
た
。

接
触

し
そ

う
に

な
っ

て
ヒ

ヤ
ッ

と
し

た
。

重
機

を
動

か
す

時
に

は
、

必
ず

周
囲

の
確
認
を
行
う
。

1
4
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

3
5

3
0
代

3
年

未
満

1
2
月

木
曜
日

朝
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

重
機

の
運

転
中

レ
バ
ー
操
作
中
に
手
が
滑
っ
た
。

下
方

向
に

急
速

に
バ

ケ
ツ

が
下

が
り

地
面
に
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

慌
て
ず
に
ゆ
っ
く
り
作
業
を
行
う
。

1
5
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

5
2

5
0
代

1
0
年

未
満

1
2
月

土
曜
日

昼
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
で

分
別

カ
ー

ト
内

に
入

っ
て

い
た

廃
棄

物
を

コ
ン

テ
ナ

に
返

し
て

い
た

。

少
し

速
く

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

ツ
メ

を
反
転
さ
せ
た
。

廃
棄

物
が

コ
ン

テ
ナ

の
端

に
当

た
り

飛
び

跳
ね

て
、

近
く

に
居

た
誘

導
員

に
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た
。

慌
て

ず
に

ゆ
っ

く
り

と
反

転
さ

せ
て
、
誘
導
員
を
移
動
さ
せ
る
。

1
5
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

3
9

3
0
代

3
年

未
満

1
2
月

水
曜
日

朝
雨

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
荷

物
の

運
搬

作
業

中
西
入
口
か
ら
場
内
へ
進
入
し
た
。

車
両

が
飛

び
出

し
て

き
て

接
触

し
そ

う
に
な
っ
た
。

出
入

り
口

手
前

で
は

、
必

ず
一

旦
停

止
し
安
全
確
認
を
行
う
。

1
5
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

5
5

5
0
代

1
0
年

未
満

1
2
月

木
曜
日

昼
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
（

手
選

別
ラ

イ
ン

）
手

選
別

作
業

中
カ

ッ
タ

ー
ナ

イ
フ

を
持
っ

た
ま

ま
、

袋
物

の
荷

物
を

中
身

を
出

し
て

い
た
。

袋
物

の
荷

物
が

重
く

て
手

が
滑

り
、

カ
ッ

タ
ー

ナ
イ

フ
の

刃
が

目
の

近
く

ま
で
き
て
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
。

カ
ッ

タ
ー

ナ
イ

フ
を

待
っ

た
ま

ま
作

業
を
行
わ
な
い
。

1
5
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

3
5

3
0
代

5
年

未
満

1
2
月

火
曜
日

朝
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
（

手
選

別
ラ

イ
ン

）
手

選
別

作
業

中
石

膏
ボ

ー
ド

を
ヤ

ー
ド
に

入
れ

て
い

た
。

他
の

作
業

員
が

ヤ
ー

ド
に

荷
物

を
入

れ
る

と
き

に
、

石
膏

ボ
ー

ド
の

破
片

が
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た
。

慌
て

ず
に

周
囲

の
安

全
確

認
を

行
い
、
ゆ
っ
く
り
作
業
す
る
。

1
5
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

2
8

2
0
代

1
0
年

未
満

1
2
月

月
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

重
機

運
転

中
重

機
で

土
間

か
ら

バ
ッ
ク

で
出

よ
う

と
し
た
。

車
両

が
無

線
連

絡
な

し
で

進
入

し
て

き
た
の
で
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

無
線
連
絡
を
徹
底
す
る
。

1
5
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

1
2
月

土
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

重
機

で
荷

物
を

押
込

み
作

業
中

重
機
で
荷
物
を
押
込
ん
で
い
た
。

廃
棄

物
を

投
入

し
て

い
た

重
機

の
、

フ
ロ

ン
ト

ガ
ラ

ス
に

当
た

り
そ

う
に

な
っ
た
。

荷
物

を
十

分
に

確
認

し
、

重
機

の
そ

ば
で

は
、

ゆ
っ

く
り

と
押

込
み

す
る
。

1
5
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
6
1

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

1
2
月

木
曜
日

朝
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
（

手
選

別
ラ

イ
ン

）
手

選
別

作
業

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
が
大

量
に

流
れ

て
き
た
。

カ
ー

ト
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

を
入

れ
よ

う
と

し
た

時
に

、
手

を
滑

ら
せ

足
元

に
落

ち
て

当
た

り
そ

う
に

な
っ

た
。

大
量

に
荷

物
が

流
れ

て
き

た
時

は
、

ラ
イ

ン
を

停
止

さ
せ

て
、

ゆ
っ

く
り

と
作
業
す
る
。

1
5
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
そ

の
他

男
4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

1
2
月

金
曜
日

朝
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
（

手
選

別
ラ

イ
ン

）
手

選
別

作
業

中
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
取
ろ
う
と
し
た
。

ダ
ン

ボ
ー

ル
を

持
ち

上
げ

た
時

に
、

中
に

砂
が

入
っ

て
い

て
目

に
入

り
そ

う
に
な
っ
た
。

荷
物

の
確

認
を

行
い

、
慌

て
ず

に
ゆ
っ
く
り
と
作
業
す
る
。

1
5
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

5
8

5
0
代

1
0
年

未
満

1
2
月

金
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

コ
ン

ベ
ア

の
清

掃
作

業
中

カ
ー

ト
に

溜
ま

っ
た

廃
棄

物
を

出
し

て
い
た
。

カ
ー

ト
を

運
び

出
す

と
き

に
、

コ
ン

ベ
ア

の
ア

ン
グ

ル
で

肩
を

打
ち

か
け

た
。

狭
い

場
所

な
の

で
、

周
囲

の
安

全
確

認
を
、
し
っ
か
り
と
行
う
。

1
5
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
5

4
0
代

1
0
年

未
満

1
2
月

水
曜
日

朝
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

コ
ン

ベ
ア

シ
ュ

ー
ト

部
の

閉
塞

物
の

除
去

作
業

中
コ

ン
ベ

ア
落

ち
口

シ
ュ
ー

ト
の

詰
ま

り
除
去
作
業
を
行
っ
て
い
た
。

除
去

作
業

を
終

え
て

、
戻

る
時

に
柱

の
鉄
柱
で
頭
を
打
ち
そ
う
に
な
る
。

一
つ

一
つ

確
実

に
、

安
全

確
認

を
行

い
作
業
す
る
。

1
6
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

5
2

5
0
代

3
年

未
満

1
2
月

火
曜
日

朝
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
（

手
選

別
ラ

イ
ン

）
手

選
別

作
業

中
大
き
な
石
が
流
れ
て
き
た
。

カ
ー

ト
に

石
を

入
れ

よ
う

と
し

た
時

に
、

手
を

滑
ら

せ
足

元
に

落
ち

て
当

た
り
そ
う
に
な
っ
た
。

大
き

な
荷

物
が

流
れ

て
き

た
時

は
、

コ
ン

ベ
ア

を
停

止
さ

せ
て

応
援

を
依

頼
す
る
。

1
6
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

3
7

3
0
代

1
0
年

以
上

1
2
月

木
曜
日

朝
晴

れ
積

替
保

管
施

設
選

別
作

業
中

一
般

廃
棄

物
の

選
別

作
業

中
に

足
元

が
悪
か
っ
た
。

足
を

滑
ら

せ
て

転
倒

し
そ

う
に

な
っ

た
。

常
に

足
元

の
整

理
整

頓
を

行
い

作
業

す
る
。

1
6
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

1
2
月

金
曜
日

朝
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

廃
棄

物
を

ヤ
ー

ド
に

落
と

し
込

み
作

業
中

廃
棄

物
を

ヤ
ー

ド
に

落
と

し
込

ん
で

い
た
。

ヤ
ー

ド
付

近
に

居
た

作
業

員
に

当
た

り
そ
う
に
な
っ
た
。

無
線

連
絡

を
徹

底
し

て
、

ヤ
ー

ド
内

に
人

が
居

な
い

か
確

認
し

て
落

と
し

込
む
。

1
6
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

3
6

3
0
代

5
年

未
満

1
2
月

火
曜
日

昼
晴

れ
石

膏
ボ

ー
ド

施
設

パ
イ

プ
を

切
断

作
業

中
一

人
で

パ
イ

プ
を

切
断
す

る
の

に
足

で
押
さ
え
て
い
た
。

足
元

が
滑

り
転

倒
し

そ
う

に
な

っ
た
。

二
人

作
業

を
徹

底
し

て
、

無
理

な
姿

勢
で
は
作
業
し
な
い
。
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

1
6
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

4
2

4
0
代

1
0
年

未
満

1
2
月

水
曜
日

朝
曇

り
前

処
理

場
手

選
別

作
業

中
手

選
別

作
業

中
に

、
瓶
を

取
り

バ
ケ

ツ
に
入
れ
て
い
た
。

入
れ

た
勢

い
が

強
す

ぎ
て

瓶
が

割
れ

て
顔
付
近
に
飛
ん
で
き
た
。

割
れ

物
や

危
険

物
は

、
慎

重
に

入
れ

る
よ
う
に
す
る
。

1
6
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

3
8

3
0
代

5
年

未
満

1
2
月

月
曜
日

昼
晴

れ
前

処
理

場
フ

レ
コ

ン
積

上
げ

作
業

中
フ

レ
コ

ン
に

入
っ

た
廃
棄

物
を

積
上

げ
て
い
た
。

積
上

げ
作

業
中

に
バ

ラ
ン

ス
を

崩
し

て
転
び
そ
う
に
な
っ
た
。

二
人

作
業

を
徹

底
し

て
、

無
理

な
姿

勢
で
は
作
業
し
な
い
。

1
6
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

2
8

2
0
代

3
年

未
満

1
0
月

金
曜
日

朝
未

回
答

産
業

廃
棄

物
中

間
処

理
作

業
場

（
屋

内
分

析
室

）
ガ

ス
ボ

ン
ベ

切
り

替
え

作
業

多
量

の
ガ

ス
ボ

ン
ベ

を
保

管
し

て
お

り
、
容
器
の
入
れ
替
え
作
業
中

ガ
ス

ボ
ン

ベ
の

間
で

手
を

挟
み

そ
う

に
な
っ
た

ガ
ス

ボ
ン

ベ
は

重
量

が
あ

る
の

で
保

護
手
袋
を
着
用
す
る

1
6
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

2
2

2
0
代

3
年

未
満

1
0
月

金
曜
日

昼
未

回
答

産
業

廃
棄

物
解

体
作

業
場

（
屋

内
）

解
体

し
た

廃
棄

物
の

取
り

出
し

作
業

中
解

体
物

を
纏

め
る

た
め
に

金
属

製
バ

ン
ド
で
固
縛
中

金
属

バ
ン

ド
で

指
先

を
切

傷
し

た
（
保
護
手
袋
着
用
）

固
縛
作
業
の
ル
ー
ル
を
統
一
す
る

1
6
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

女
2
2

2
0
代

3
年

未
満

1
1
月

金
曜
日

昼
未

回
答

産
業

廃
棄

物
中

間
処

理
作

業
場

（
屋

内
）

ロ
ッ

カ
ー

上
部

に
保

管
さ

れ
て

い
る

段
ボ

ー
ル

を
取

ろ
う

と
し

て
引

き
出

し
た

際

段
ボ

ー
ル

の
上

に
置

か
れ

て
い

た
金

具
付
き
の
ロ
ー
プ
バ
ン
ド
が
落
下
し

ロ
ー

プ
バ

ン
ド

が
顔

面
に

当
た

り
そ

う
に
な
っ
た

高
所

保
管

の
段

ボ
ー

ル
の

上
に

さ
ら

に
物
を
保
管
し
な
い

1
6
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
1

4
0
代

3
年

未
満

1
1
月

月
曜
日

昼
未

回
答

産
業

廃
棄

物
中

間
処

理
作

業
場

（
屋

内
）

作
業

場
内

を
歩

い
て

い
る

と
き

机
の

端
か

ら
は

み
出

し
て

ペ
ー

パ
ー

カ
ッ
タ
ー
が
置
か
れ
て
い
た

カ
ッ
タ
ー
の
握
り
部
分
に
接
触
し
た

カ
ッ

タ
ー

類
は

机
か

ら
は

み
出

さ
な

い
よ
う
に
場
所
を
決
め
て
保
管
す
る

1
7
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
そ

の
他

男
3
9

3
0
代

3
年

未
満

1
月

未
回
答

昼
晴

れ
自

社
構

内
タ

イ
ヤ

シ
ョ

ベ
ル

で
土

を
か

き
上

げ
作

業
時

か
き

上
げ

中
、

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
が

わ
り
込
ん
で
作
業
を
し
て
き
た
。

シ
ョ

ベ
ル

を
す

ぐ
止

め
、

フ
ォ

ー
ク

リ
フ
ト
の
作
業
員
を
注
意
し
た
。

作
業

員
に

重
機

の
作

業
範

囲
内

に
立

ち
入
ら
な
い
よ
う
注
意
。

1
7
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
2
4

2
0
代

3
年

未
満

1
月

火
曜
日

朝
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

土
間

選
別

作
業

中
動
い
て
い
る
重
機
に
近
づ
き
す
ぎ
た

重
機

に
近

づ
き

過
ぎ

て
接

触
し

そ
う

に
な
っ
た
。

防
護
ネ
ッ
ト
の
使
用
を
徹
底
す
る
。

1
7
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
9

3
0
代

1
0
年

未
満

1
月

火
曜

日
朝

曇
り

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
土

間
選

別
作

業
中

服
を
着
す
ぎ
て
動
き
に
く
か
っ
た

足
元

の
木

く
ず

に
つ

ま
ず

い
て

、
こ

け
そ
う
に
な
っ
た
。

動
き
や
す
い
服
装
を
心
掛
け
る
。

1
7
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
0

4
0
代

1
0
年

未
満

1
月

水
曜

日
昼

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
重

機
で

積
込

作
業

中
重

機
で

フ
ォ

ー
ク

リ
フ
ト

（
バ

ケ
ツ

リ
フ

ト
）

に
木

く
ず

を
積

込
み

作
業

中
に
木
が
跳
ね
る
。

跳
ね

た
木

が
、

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

運
転
手
に
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た
。

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

運
転

手
は

積
込

み
が

終
わ

る
ま

で
リ

フ
ト

か
ら

降
り

て
待
機
す
る
。

1
7
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
2
5

2
0
代

5
年

未
満

1
月

木
曜
日

朝
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

土
間

選
別

作
業

中
カ

ッ
タ

ー
ナ

イ
フ

を
持
っ

て
選

別
作

業
を
し
て
い
た

振
り

返
っ

た
と

き
に

、
別

の
選

別
作

業
員
に
刺
さ
り
そ
う
に
な
っ
た
。

周
囲

の
安

全
確

認
を

徹
底

し
、

カ
ッ

タ
ー

ナ
イ

フ
を

持
っ

た
ま

ま
作

業
を

行
わ
な
い
。

1
7
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
2

4
0
代

1
0
年

未
満

1
月

金
曜

日
昼

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
手

選
別

作
業

中
手

選
別

作
業

中
に

袋
物
が

流
れ

て
き

た
の
で
手
で
破
っ
て
い
た

袋
の

中
の

水
分

が
飛

び
散

り
目

に
入

り
そ
う
に
な
っ
た
。

荷
物

の
中

身
を

確
認

し
、

慌
て

ず
に

ゆ
っ
く
り
作
業
す
る
。

1
7
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
5
4

5
0
代

1
0
年

未
満

1
月

木
曜

日
夕

曇
り

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
コ

ン
ベ

ア
清

掃
作

業
中

ピ
ッ

ト
に

溜
ま

っ
た

土
砂

を
コ

ン
ベ

ア
に
投
入
し
て
い
た

土
砂

が
コ

ン
ベ

ア
で

跳
ね

返
っ

て
目

に
土
が
入
り
そ
う
に
な
っ
た
。

保
護

具
（

ゴ
ー

グ
ル

）
の

着
用

を
徹

底
し

、
慌

て
ず

に
ゆ

っ
く

り
作

業
す

る
。

1
7
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
5
6

5
0
代

1
0
年

未
満

1
月

水
曜

日
昼

曇
り

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
手

選
別

作
業

中
手

選
別

作
業

中
に

木
を
取

ろ
う

と
し

た
近

く
に

あ
っ

た
ガ

ラ
ス
で

手
を

切
り

そ
う
に
な
っ
た
。

荷
物

の
安

全
確

認
を

徹
底

し
、

慌
て

ず
に
ゆ
っ
く
り
作
業
す
る
。

1
7
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
5
4

5
0
代

5
年

未
満

1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

手
選

別
作

業
中

手
選

別
作

業
中

に
ペ

ン
キ

の
缶

が
流

れ
て
き
た

シ
ン

ナ
ー

臭
く

て
目

・
喉

・
頭

が
痛

く
な
っ
た
。

土
間

選
別

で
徹

底
し

て
、

ペ
ン

キ
類

は
ラ

イ
ン

に
流

さ
な

い
よ

う
に

徹
底

す
る
。

1
7
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
9

3
0
代

1
0
年

未
満

1
月

金
曜

日
夕

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
分

別
カ

ー
ト

内
に

入
っ

て
い

た
廃

棄
物

を
コ

ン
テ

ナ
に

返
し

て
い

た
。

カ
ー

ト
を

か
え

し
た

時
に

、
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク
が
跳
ね
返
っ
た

ヤ
ー

ド
前

に
停

車
し

て
い

た
車

両
に

当
た
り
そ
う
に
な
っ
た
。

無
線

連
絡

と
周

囲
の

安
全

確
認

を
徹

底
す
る
。

1
8
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
4

4
0
代

1
0
年

未
満

1
月

木
曜

日
昼

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
手

選
別

作
業

中
手

選
別

作
業

中
に

足
元
に

落
ち

て
い

た
塩
ビ
パ
イ
プ
を
踏
ん
だ

足
首
を
捻
り
捻
挫
し
そ
う
に
な
っ
た

足
元
の
整
理
整
頓
を
徹
底
す
る
。

1
8
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
9

3
0
代

5
年

未
満

1
月

木
曜
日

朝
曇

り
積

替
保

管
施

設
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
荷

物
の

運
搬

作
業

中
積

替
保

管
施

設
か

ら
出
よ

う
と

し
た

と
き

待
機

し
て

い
た

ダ
ン

プ
が

急
に

動
き

出
し
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

出
入

口
で

は
、

一
旦

停
止

を
行

い
無

線
連
絡
を
徹
底
す
る
。

1
8
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
5

3
0
代

1
0
年

未
満

1
月

土
曜

日
昼

晴
れ

石
膏

施
設

重
機

で
コ

ン
テ

ナ
に

入
っ

て
い

る
ボ

ー
ド

を
押

さ
え

作
業

中
押

さ
え

作
業

を
終

え
、
重

機
を

旋
回

さ
せ
た
と
き

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
が

横
に

い
て

接
触

し
そ
う
に
な
っ
た
。

旋
回

前
に

は
、

必
ず

周
囲

の
安

全
確

認
を
徹
底
す
る
。

1
8
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
2
9

2
0
代

3
年

未
満

1
月

水
曜
日

朝
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

手
選

別
作

業
中

選
別

物
を

重
機

の
バ

ケ
ツ

に
入

れ
て

い
た

他
の

作
業

員
が

投
げ

入
れ

た
建

材
が

飛
ん

で
き

て
当

た
り

そ
う

に
な

っ
た
。

慌
て

ず
に

ゆ
っ

く
り

作
業

し
、

選
別

物
は

投
げ

入
れ

な
い

よ
う

に
徹

底
す

る
。

1
8
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
5
年

未
満

1
月

金
曜

日
朝

曇
り

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
荷

物
の

運
搬

作
業

中

選
別

場
か

ら
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
出

よ
う

と
し

た
と

き
、

横
で

シ
ョ

ベ
ル

が
荷

物
を

か
き

上
げ

て
い

た
の

で
待

機
し
て
い
た

シ
ョ

ベ
ル

が
塩

ビ
パ

イ
プ

を
踏

ん
で

勢
い

良
く

飛
ん

で
き

て
当

た
り

そ
う

に
な
っ
た
。

無
線

連
絡

を
入

れ
、

先
に

通
し

て
も

ら
う
。

1
8
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
2
9

2
0
代

1
0
年

未
満

1
月

火
曜

日
朝

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
重

機
選

別
作

業
中

荷
物

を
重

機
で

選
別

作
業

中
に

鉄
の

棒
を
掴
み
損
ね
た

掴
み

損
ね

た
鉄

の
棒

が
、

勢
い

良
く

飛
ん
で
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
。

荷
物

の
安

全
確

認
を

徹
底

し
て

、
無

理
な

作
業

は
行

わ
な

い
よ

う
に

す
る
。

1
8
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
5

4
0
代

1
0
年

未
満

1
月

土
曜

日
夕

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
分

別
カ

ー
ト

昇
降

作
業

中
分

別
カ

ー
ト

に
ワ

イ
ヤ
ー

を
通

し
て

い
る
と
き

ヤ
ー

ド
の

看
板

の
針

金
が

切
れ

、
真

横
に
落
ち
て
き
て
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
。

日
頃

か
ら

、
看

板
の

設
置

状
況

を
確

認
し
て
お
く
。

1
8
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
5

3
0
代

5
年

未
満

1
月

木
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

重
機

で
積

込
作

業
中

重
機

で
積

込
作

業
中

に
ヤ

ー
ド

か
ら

バ
ッ
ク
し
よ
う
と
し
た
と
き

車
両
と
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

バ
ッ

ク
す

る
と

き
は

、
必

ず
後

方
確

認
を
行
う
。

1
8
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
0

3
0
代

5
年

未
満

1
月

土
曜
日

朝
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

土
間

選
別

作
業

中
土
間
に
て
選
別
作
業
中
に

足
元

に
あ

っ
た

釘
を

踏
み

そ
う

に
な
っ
た
。

足
元

の
整

理
整

頓
を

、
常

に
行

っ
て

作
業
す
る
。

1
8
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
2
9

2
0
代

5
年

未
満

1
月

土
曜
日

朝
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

重
機

で
荷

物
の

か
き

上
げ

作
業

中
重

機
で

荷
物

の
か

き
上
げ

作
業

中
に

長
尺
の
塩
ビ
パ
イ
プ
が
あ
っ
た

長
尺

の
塩

ビ
パ

イ
プ

が
転

が
り

、
重

機
の

運
転

席
に

当
た

り
そ

う
に

な
っ

た
。

荷
物

の
安

全
確

認
を

行
い

、
無

理
な

作
業
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。

1
9
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
5

4
0
代

1
0
年

未
満

1
月

木
曜

日
昼

曇
り

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
誘

導
作

業
中

初
め

て
の

持
込

み
の

、
お

客
様

が
搬

入
し
て
き
た

お
客

様
が

間
違

え
て

入
口

か
ら

出
よ

う
と

し
て

他
の

車
両

と
接

触
し

そ
う

に
な
っ
た
。

初
め

て
の

お
客

様
に

は
、

場
内

ル
ー

ル
を

事
前

に
説

明
し

、
最

後
ま

で
き

ち
ん
と
誘
導
を
行
う
。
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

1
9
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
8

4
0
代

1
0
年

未
満

1
月

土
曜

日
朝

曇
り

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
重

機
で

荷
物

の
か

き
上

げ
作

業
中

重
機
で
荷
物
を
か
き
上
げ
作
業
中
に

か
き

上
げ

て
い

た
荷

物
が

転
げ

落
ち

て
き

て
、

重
機

に
当

た
り

そ
う

に
な
っ
た
。

無
理

な
積

上
げ

作
業

は
行

わ
な

い
よ

う
に
す
る
。

1
9
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
5
4

5
0
代

1
0
年

未
満

1
月

火
曜

日
朝

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
コ

ン
ベ

ア
閉

塞
除

去
作

業
中

コ
ン

ベ
ア

の
閉

塞
物

除
去

作
業

中
に

操
作

禁
止

札
の

設
置

を
し

な
か

っ
た
。

別
の

作
業

員
が

電
源

を
入

れ
て

巻
込

ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

作
業

手
順

書
を

遵
守

し
、

連
絡

合
図

を
徹
底
す
る
。

1
9
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
5

4
0
代

1
0
年

未
満

1
月

金
曜

日
昼

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
分

別
カ

ー
ト

入
替

作
業

中
磁

選
機

下
の

分
別

カ
ー
ト

を
後

ろ
向

き
に
引
っ
張
り
出
し
た
と
き

清
掃

中
の

清
掃

車
（

ス
マ

イ
ル

）
と

接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

分
別

カ
ー

ト
を

引
っ

張
り

出
す

と
き

は
、
必
ず
後
方
確
認
を
行
う
。

1
9
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
5
2

5
0
代

1
0
年

未
満

1
月

木
曜

日
昼

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
廃

棄
物

運
搬

作
業

中
廃

棄
物

を
運

搬
作

業
中
に

出
口

を
出

る
と
き

違
う

車
両

と
接

触
し

そ
う

に
な

っ
た
。

出
入

口
で

は
、

必
ず

一
旦

停
止

を
し

左
右
確
認
を
徹
底
す
る
。

1
9
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
5

4
0
代

1
0
年

未
満

1
月

金
曜

日
昼

曇
り

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
廃

棄
物

運
搬

作
業

中
場
内
の
カ
ー
ブ
を
走
行
中
に

一
般

車
両

と
接

触
し

そ
う

に
な

っ
た
。

見
通

し
の

悪
い

場
所

で
は

、
確

認
が

取
れ
る
ま
で
再
徐
行
を
徹
底
す
る
。

1
9
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
2

4
0
代

1
0
年

未
満

1
月

木
曜

日
朝

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
車

両
に

シ
ー

ト
掛

け
作

業
中

荷
台

で
シ

ー
ト

掛
け

時
、

荷
物

を
手

直
し
し
て
い
る
と
き

足
を

滑
ら

せ
て

転
倒

し
そ

う
に

な
っ

た
。

足
元

の
安

全
確

認
を

行
い

、
慌

て
ず

に
ゆ
っ
く
り
作
業
す
る
。

1
9
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
8

4
0
代

1
0
年

未
満

1
月

土
曜

日
朝

曇
り

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
磁

選
機

清
掃

作
業

中
ド

ラ
ム

磁
選

機
に

巻
き
付

い
た

廃
棄

物
を
引
っ
張
っ
て
い
た
と
き

勢
い
余
り
転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た
。

慌
て
ず
に
ゆ
っ
く
り
作
業
す
る
。

1
9
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
6

4
0
代

1
0
年

未
満

1
月

火
曜

日
夕

曇
り

前
処

理
場

ピ
ッ

ト
清

掃
作

業
中

ピ
ッ
ト
の
網
を
取
り
替
え
る
と
き

網
の

紐
が

足
に

引
っ

掛
か

り
転

倒
し

そ
う
に
な
っ
た
。

足
元

の
安

全
確

認
を

し
っ

か
り

行
い

、
慌

て
ず

に
ゆ

っ
く

り
作

業
す

る
。

1
9
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

1
月

木
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

で
重

機
を

使
い

ガ
ラ

を
押

す
作

業
を

し
て

い
て

重
機

を
旋

回
さ

せ
た

時
周

囲
の

確
認

を
十

分
に

行
な

わ
な

か
っ
た
た
め

他
の
重
機
と
接
触
し
た

重
機

旋
回

前
に

周
囲

を
十

分
に

確
認

す
る

2
0
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

1
月

金
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

重
機

を
使

い
木

く
ず

の
分

別
を

し
て

い
て

重
機

を
旋

回
さ

せ
た

時
人
払
い
を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

重
機
が
作
業
員
に
接
触
し
た

重
機

を
旋

回
す

る
前

に
人

払
い

を
す

る

2
0
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

1
月

土
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

重
機

を
使

い
木

く
ず

の
分

別
を

し
て

い
て

、
木

を
引

っ
張

り
出

し
た

時
人
払
い
を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

木
が
跳
ね
て
作
業
員
に
当
た
っ
た

木
を

引
っ

張
り

出
す

時
は

人
払

い
を

す
る

2
0
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

1
月

月
曜

日
朝

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

で
重

機
の

点
検

を
し

て
い

た
時

足
を
滑
ら
せ

転
倒
し
た

足
元

を
確

認
し

て
か

ら
点

検
作

業
を

す
る

2
0
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

1
月

火
曜

日
昼

晴
れ
、
曇
り
再

生
砕

石
置

場
で

ペ
ー

ロ
ー

ダ
ー

を
使

い
ダ

ン
プ

に
再

生
砕

石
の

積
み

込
み

作
業

を
し

て
い

た
時

周
囲
へ
の
合
図
を
怠
っ
た
た
め

作
業
員
に
接
触
し
た

作
業

員
を

見
た

ら
重

機
か

ら
合

図
を

送
る

2
0
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

1
月

木
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
置

場
で

重
機

を
使

い
ガ

ラ
を

押
し

て
い

た
時

ス
ロ
ー
プ
を
確
認
し
な
か
っ
た
た
め

ス
ロ

ー
プ

を
下

か
ら

上
が

っ
て

き
た

ダ
ン
プ
と
重
機
が
接
触
し
た

重
機

作
業

を
し

て
い

る
時

は
ス

ロ
ー

プ
を
確
認
す
る

2
0
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
交

通
災

害
（

そ
の

他
）

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

1
月

木
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
置

場
を

歩
い

て
い

た
時

進
入

し
て

き
た

ダ
ン

プ
の

死
角

に
入
っ
た
た
め

ダ
ン
プ
と
接
触
し
た

ダ
ン

プ
の

死
角

に
入

ら
な

い
よ

う
に

通
行
す
る

2
0
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

2
月

水
曜

日
昼

晴
れ

再
生

砕
石

置
場

で
ペ

ー
ロ

ー
ダ

ー
を

使
い

ダ
ン

プ
に

再
生

砕
石

の
積

み
込

み
作

業
を

し
て

い
た

時
後
方
確
認
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め

建
屋

か
ら

出
て

き
た

作
業

員
と

接
触

し
た

バ
ッ
ク
す
る
時
は
後
方
を
確
認
す
る

2
0
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

2
月

木
曜

日
昼

晴
れ

焼
却

炉
に

C
O
濃

度
計

を
設

置
す

る
作

業
を

し
て

い
た

時
重

機
の

ア
ウ

ト
リ

ガ
ー
の

足
を

出
し

忘
れ
て

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
横
転
し
た

ア
ウ

ト
リ

ガ
ー

を
出

し
て

い
る

こ
と

を
確
認
す
る

2
0
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

2
月

月
曜

日
朝

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

で
重

機
の

点
検

を
し

て
い

た
時

無
理
な
体
勢
を
し
て
い
た
た
め

足
を
滑
ら
せ
転
倒
し
た

無
理
な
体
勢
で
作
業
を
し
な
い

2
0
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

2
月

火
曜

日
朝

曇
り

木
く

ず
置

場
で

重
機

を
使

い
木

く
ず

を
分

別
し

て
い

て
人
払
い
を
怠
っ
た
た
め

引
っ

張
り

出
し

た
木

が
跳

ね
て

作
業

員
に
当
た
っ
た

人
払

い
を

し
て

か
ら

重
機

作
業

を
す

る

2
1
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

2
月

水
曜

日
昼

雨
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

置
場

で
重

機
を

使
い

ガ
ラ

を
押

し
て

い
た

時
雨
で
視
界
が
悪
か
っ
た
た
め

搬
入
車
両
と
接
触
し
た

雨
天

時
は

ヘ
ッ

ド
ラ

イ
ト

を
点

灯
し

視
界
を
確
保
す
る

2
1
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

2
月

木
曜

日
昼

晴
れ

再
生

砕
石

置
場

で
積

み
込

み
を

し
て

い
た

時
ゴ

ミ
取

り
作

業
員

の
位
置

を
確

認
し

な
か
っ
た
た
め

ゴ
ミ
取
り
の
作
業
員
と
接
触
し
た

ゴ
ミ

取
り

の
作

業
員

の
位

置
を

確
認

し
て
か
ら
重
機
を
動
か
す

2
1
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

2
月

木
曜

日
昼

曇
り

廃
棄

物
焼

却
炉

で
木

く
ず

を
投

入
し

て
い

た
時

重
機
操
作
を
雑
に
し
た
た
め

重
機

を
旋

回
さ

せ
た

ら
焼

却
炉

の
投

入
口
に
接
触
し
た

重
機
操
作
を
慎
重
に
す
る

2
1
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
交

通
災

害
（

そ
の

他
）

男
6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

2
月

金
曜

日
昼

雨
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

中
間

処
理

場
内

を
歩

い
て

い
た

時
場

内
に

い
た

ダ
ン

プ
の
死

角
に

入
っ

て
い
た
た
め

ダ
ン
プ
と
接
触
し
た

ダ
ン
プ
の
死
角
に
入
ら
な
い

2
1
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

2
月

木
曜

日
昼

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

の
プ

ラ
ン

ト
内

を
外

部
の

人
が

見
学

を
し

て
い

た
時

案
内
者
の
不
注
意

コ
ン

ベ
ヤ

の
上

か
ら

物
が

落
ち

て
き

て
見
学
者
に
当
た
っ
た

見
学

者
を

危
険

な
場

所
に

立
ち

入
ら

せ
な
い

2
1
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

2
月

金
曜

日
昼

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

で

コ
ン

ベ
ヤ

か
ら

流
れ

て
く

る
ガ

ラ
に

混
じ

っ
て

い
る

ゴ
ミ

を
除

去
し

て
い

た
時

手
元
を
よ
く
み
て
い
な
か
っ
た
た
め

ガ
ラ

に
付

い
て

い
た

鉄
筋

が
体

に
当

た
っ
た

手
元
を
確
認
し
て
作
業
を
す
る

2
1
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
4
7

4
0
代

3
年

未
満

2
月

月
曜
日

昼
晴

れ
供

給
コ

ン
ベ

ア
で

ラ
イ

ン
を

操
作

し
て

い
る

時
鉄

製
の

部
品

を
供

給
コ
ン

ベ
ア

か
ら

引
き
上
げ
る
時

手
を

滑
ら

せ
て

、
部

品
が

足
元

に
落

下
し
た
。

手
元
、
足
元
の
確
認
を
行
う

2
1
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
2
2

2
0
代

3
年

未
満

2
月

金
曜
日

昼
晴

れ
R
C
２

F
選

別
場

で
ユ

ン
ボ

（
３

０
８

D
)
で

走
行

中
に

塩
ビ
パ
イ
プ
を
踏
ん
で

割
れ

た
塩

ビ
パ

イ
プ

が
作

業
員

に
接

触
し
そ
う
に
な
っ
た

足
元
と
周
囲
の
確
認
を
行
う

2
1
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
5

4
0
代

3
年

未
満

2
月

金
曜
日

昼
晴

れ
積

替
保

管
施

設
で

選
別

作
業

中
に

ビ
ニ
ー
ル
の
上
を
歩
い
て
い
て

足
が
滑
っ
た

足
元
を
整
理
し
た
上
で
作
業
を
行
う

2
1
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
4
7

4
0
代

1
0
年

未
満

2
月

木
曜

日
昼

晴
れ

積
替

保
管

施
設

で
２

５
ｔ

ダ
ン

プ
に

積
み

込
み

作
業

中
バ
ケ
ッ
ト
か
ら
荷
物
が
落
下
し

他
の
作
業
員
に
接
触
し
掛
け
た

バ
ケ

ッ
ト

の
容

量
を

守
り

、
低

速
で

作
業
を
行
う

2
2
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
2
9

2
0
代

1
0
年

未
満

2
月

木
曜

日
朝

晴
れ

積
替

保
管

施
設

で
場

内
４

ｔ
車

が
エ

タ
ノ

ー
ル

原
料

の
荷

下
ろ

し
で

コ
ン
テ
ナ
の
ド
ア
を
開
け
た
時

荷
物
が
落
ち
て
き
て
ヒ
ヤ
リ
と
し
た

ド
ア

を
開

け
る

時
は

荷
物

が
落

ち
て

き
て

も
当

た
ら

な
い

位
置

で
作

業
を

行
う
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

2
2
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

4
8

4
0
代

1
0
年

以
上

2
月

金
曜

日
夕

晴
れ

R
P
F
施

設
内

、
可

燃
ピ

ッ
ト

前
で

可
燃

物
の

梱
包

番
線

を
回

収
し

て
い

た
時

、
番

線
に

長
物

（
ヒ

モ
）

が
絡

ま
っ

て
い

た
の

で

番
線

か
ら

長
物

を
引

き
取

ろ
う

と
し

て

引
き

取
る

タ
イ

ミ
ン

グ
が

ズ
レ

て
番

線
が

顔
の

近
く

ま
で

戻
っ

て
き

て
、

当
た

り
そ

う
に

な
り

、
ヒ

ヤ
リ

と
し

た

力
の

入
れ

具
合

を
考

え
て

作
業

す
る

。
番

線
の

絡
み

具
合
を

確
認

し
て

作
業
を
行
う

2
2
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

1
2
月

水
曜
日

昼
曇

り
木

く
ず

置
場

で
木

く
ず

の
分

別
作

業
を

し
て

い
て

足
元

及
び

周
囲

の
確

認
を

怠
っ

た
た

め
木

を
投

げ
た

ら
自

分
の
体

に
当

た
っ

た
足

元
及

び
周

囲
の

確
認
を

し
て

木
を

投
げ
る

2
2
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
0

4
0
代

1
0
年

未
満

1
2
月

木
曜
日

昼
晴

れ
木

く
ず

置
場

で
木

の
伐

採
を

し
て

い
た

時
安

全
帯

を
着

用
し

て
い
な

か
っ

た
た

め
斜
面
で
足
を
滑
ら
せ
転
倒
し
た

親
綱
を
張
っ
て
安
全
帯
を
使
用
す
る

2
2
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

1
2
月

金
曜
日

朝
雨

木
く

ず
置

場
で

木
く

ず
の

分
別

作
業

を
し

て
い

て
足
元
を
よ
く
確
認
し
な
か
た
た
め

ぬ
か

る
ん

だ
地

面
に

足
を

と
ら

れ
転

倒
し
た

足
元
を
確
認
す
る

2
2
5
実

際
そ

の
他

交
通

災
害

（
道

路
）

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

1
2
月

土
曜
日

昼
晴

れ
側

溝
側

溝
の

補
修

を
し

て
い

て
作

業
範

囲
を

明
示

し
て
い

な
か

っ
た

た
め

通
行
車
両
と
接
触
し
た

カ
ラ

ー
コ

ー
ン

で
作

業
範

囲
を

明
示

す
る

2
2
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
崩

壊
・

倒
壊

男
6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

1
2
月

火
曜
日

昼
曇

り
木

く
ず

置
場

で
木

く
ず

の
分

別
作

業
を

し
て

い
て

木
く

ず
の

山
が

不
安

定
で

あ
っ

た
た

め
木

を
引

っ
張

っ
た

と
き
木

く
ず

の
山

が
崩
れ
て
ケ
ガ
を
し
た

事
前

に
重

機
で

木
く

ず
の

山
を

崩
し

て
お
く

2
2
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

1
2
月

水
曜
日

昼
晴

れ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

中
間

処
理

場
で

ベ
ル

ト
コ

ン
ベ

ア
か

ら
流

れ
て

く
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

に
混

入
し

て
い

る
ゴ

ミ
を

取
り

除
く

作
業

を
し

て
い

る
時

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

に
鉄

筋
が

付
着

し
て
い
た
た
め

鉄
筋

が
服

に
引

っ
掛

か
り

ベ
ル

ト
に

巻
き
込
ま
れ
た

鉄
筋

の
付

い
た

ガ
ラ

は
ベ

ル
ト

の
中

央
に
戻
す

2
2
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

1
2
月

木
曜
日

昼
曇

り
木

く
ず

置
場

で
重

機
で

木
く

ず
の

分
別

作
業

を
し

て
い

て
人
払
い
を
し
な
か
っ
た
た
め

重
機

を
旋

回
さ

せ
た

時
、

作
業

員
と

接
触
し
た

重
機

作
業

を
す

る
時

は
人

払
い

を
す

る

2
2
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

1
2
月

月
曜
日

朝
雨

再
生

砕
石

置
場

で
ペ

ー
ロ

ー
ダ

ー
で

ダ
ン

プ
に

再
生

砕
石

の
積

み
込

み
作

業
を

し
て

い
て

ペ
ー

を
バ

ッ
ク

さ
せ

た
時

雨
で
視
界
が
悪
か
っ
た
た
め

建
屋

か
ら

出
て

き
た

作
業

員
と

接
触

し
た

後
ろ

を
十

分
確

認
し

て
か

ら
バ

ッ
ク

す
る

2
3
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

1
2
月

火
曜
日

昼
晴

れ
再

生
砕

石
置

場
で

ペ
ー

ロ
ー

ダ
ー

で
ダ

ン
プ

に
再

生
砕

石
の

積
み

込
み

作
業

を
し

て
い

た
時

雨
で
視
界
が
悪
か
っ
た
た
め

ダ
ン
プ
と
接
触
し
た

周
囲

を
確

認
し

て
か

ら
積

み
込

み
を

す
る

2
3
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

1
2
月

水
曜
日

朝
晴

れ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

中
間

処
理

場
で

階
段

を
昇

り
降

り
し

て
い

た
時

足
元
を
よ
く
確
認
し
な
か
た
た
め

足
を
滑
ら
せ
転
倒
し
た

手
元
、
足
元
を
よ
く
確
認
す
る

2
3
2
実

際
そ

の
他

転
倒

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

1
2
月

土
曜
日

昼
晴

れ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

置
場

で
重

機
で

ガ
ラ

を
押

し
て

い
た

時
周
囲
を
よ
く
確
認
し
な
か
た
た
め

ゴ
ミ
取
り
の
作
業
員
に
接
触
し
た

ガ
ラ

を
押

す
時

は
作

業
員

の
位

置
を

確
認
す
る

2
3
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

1
2
月

火
曜
日

昼
晴
れ
、
曇
り
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

中
間

処
理

場
で

ベ
ル

ト
コ

ン
ベ

ア
か

ら
流

れ
て

く
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

に
混

入
し

て
い

る
ゴ

ミ
を

取
り

除
く

作
業

を
し

て
い

る
時

製
品
の
落
下
口
に
い
た
た
め

ベ
ル

ト
か

ら
流

れ
て

き
た

長
い

木
が

体
に
当
た
っ
た

製
品
の
落
下
口
に
入
ら
な
い

2
3
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

1
2
月

金
曜
日

昼
晴

れ
再

生
砕

石
置

場
で

ペ
ー

で
ダ

ン
プ

に
積

み
込

み
を

し
て

い
た

時
ゴ

ミ
取

り
の

作
業

員
が
近

く
に

い
た

た
め

ペ
ー
と
作
業
員
が
接
触
し
た

ゴ
ミ

取
り

の
作

業
員

と
ペ

ー
の

安
全

距
離
を
保
つ

2
3
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

1
2
月

月
曜
日

昼
曇

り
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

中
間

処
理

場
で

ガ
ラ

置
場

の
ス

ロ
ー

プ
を

ダ
ン

プ
で

上
っ

て
い

た
と

き
タ
イ
ヤ
が
滑
っ
て

法
肩
か
ら
転
落
し
た

法
肩
に
近
寄
ら
な
い

2
3
6
実

際
そ

の
他

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

3
5

3
0
代

1
0
年

未
満

1
0
月

月
曜
日

未
回

答
晴

れ
取

引
先

の
槽

の
付

近
で

清
掃

工
事

の
準

備
時

、
使

用
す

る
道

具
を

所
定

の
場

所
に

置
い

た
後

、
別

の
道

具
を

取
る

た
め

振
り

返
り

な
が

ら
立

ち
上

が
っ

た
時

に

①
ヘ

ル
メ

ッ
ト

の
ツ

バ
で

視
界

が
さ

え
ぎ
ら
れ
て
い
た
。

②
事

前
に

出
っ

張
り

が
あ

る
こ

と
を

確
認
し
て
い
な
か
っ
た
。

顔
の

高
さ

に
あ

っ
た

山
陽

の
設

備
の

出
っ

張
っ

た
部

分
に

顔
面

を
打

っ
た
。

①
現

場
に

到
着

し
た

時
点

で
現

場
の

安
全
確
認
を
行
う
。
（
細
部
ま
で
）

②
出

っ
張

り
等

を
見

つ
け

た
時

は
、

表
示

や
目

印
を

つ
け

て
危

険
箇

所
を

目
立
た
せ
る
。

2
3
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

8
月

火
曜

日
未

回
答

未
回

答
工

場
内

産
廃

フ
レ

コ
ン

（
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

）
を

枠
パ

レ
ッ

ト
に

セ
ッ

ト
し

て
い

た
く
ち
紐
の
箇
所
が
開
い
て
い
た

雨
水

等
の

侵
入

を
防

ぐ
為

、
く

ち
紐

を
結
び
な
お
し
た

く
ち

紐
は

各
自

で
し

っ
か

り
と

閉
じ

て
い

る
の

が
原

則
で

あ
る

が
、

内
容

物
を

入
れ

す
ぎ

て
い

た
り

、
過

度
の

負
荷

が
か

か
っ

た
り

し
て

ほ
ど

け
て

い
た

の
か

も
し

れ
な

い
の

で
、

注
意

喚
起
す
る

2
3
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

9
月

木
曜

日
未

回
答

曇
り

、
雨

工
場

内
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
処

理
枠

を
搬

送
し

て
い

た
雨
上
が
り
・
坂
道
で
ぬ
れ
て
い
た

タ
イ
ヤ
が
ス
リ
ッ
プ
し
た

坂
道

走
行

の
基

本
動

作
を

守
り

最
徐

行
運
転
を
厳
守
す
る

2
3
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
7

3
0
代

1
0
年

以
上

9
月

日
曜

日
未

回
答

未
回

答
工

場
内

枠
パ

レ
ッ

ト
を

吊
上

げ
る

玉
掛

け
作

業
を

し
て

い
た

吊
り

具
の

安
全

ピ
ン
（

4
本

の
う

ち
1

本
）
が
短
い
も
の
が
あ
っ
た

は
ず

し
づ

ら
く

、
慌

て
て

指
を

挟
み

そ
う
に
な
っ
た

吊
り
具
の
取
替
え

2
4
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
6

3
0
代

1
0
年

以
上

1
0
月

金
曜
日

未
回

答
未

回
答

工
場

内
荷

受
け

作
業

を
し

て
い

た
完

成
し

た
枠

が
規

定
の
ラ

イ
ン

を
は

み
出
し
て
置
い
て
あ
っ
た

安
全

通
路

を
確

保
す

る
為

、
規

定
ラ

イ
ン
内
に
置
き
な
お
し
た

枠
を

置
く

と
き

に
は

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
を

降
り

て
位

置
を

確
認

し
て

か
ら

置
く

他
に

作
業

員
が

い
た

場
合

に
は

そ
の

人
に
誘
導
し
て
も
ら
う

2
4
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
7

3
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

水
曜
日

未
回

答
未

回
答

工
場

内
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
荷

受
け

作
業

を
し

て
い

た
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

の
バ
ッ

ク
レ

ス
ト

が
グ
ラ
グ
ラ
し
て
い
た

固
定

部
を

確
認

す
る

と
固

定
し

て
い

る
ボ

ル
ト

が
ゆ

る
み

、
外

れ
か

け
て

い
た

。
作

業
中

の
事

故
に

つ
な

が
り

、
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

の
故
障

に
も

つ
な

が
る
為
、
締
め
な
お
し
た

ス
プ

リ
ン

グ
ワ

ッ
シ

ャ
等

で
ボ

ル
ト

を
締
め
る

始
業
点
検
時
に
注
意
深
く
確
認

2
4
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

土
曜
日

未
回

答
未

回
答

工
場

内
枠

パ
レ

ッ
ト

に
ポ

リ
容

器
積

み
込

み
作

業
を

し
て

い
た

容
器
が
す
べ
っ
た

頭
に
当
た
っ
た

ゴ
ム

付
き

皮
手

を
使

用
し

、
無

理
な

高
積
み
は
し
な
い

60



属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

2
4
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

土
曜
日

未
回

答
未

回
答

工
場

内
報

告
者

は
荷

受
け

作
業

を
し

て
い

た
（

ト
レ

ー
ラ

ー
は

出
荷

ビ
レ

ッ
ト

積
み

込
み

待
ち

を
し

て
い

た
）

出
荷

ト
レ

ー
ラ

ー
が

坂
道

の
上

に
引

い
て

あ
る

規
定

の
停

止
線

を
オ

ー
バ
ー
し
て
留
ま
っ
て
い
た

過
去

に
ト

レ
ー

ラ
ー

を
坂

道
に

停
め

て
い

た
ら

動
き

出
し

た
事

例
が

あ
っ

た
為

、
直

接
ド

ラ
イ

バ
ー

に
注

意
し

た

各
ド

ラ
イ

バ
ー

に
決

め
事

を
守

る
よ

う
注
意
喚
起

2
4
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
5
2

5
0
代

1
0
年

以
上

1
2
月

火
曜
日

未
回

答
未

回
答

工
場

内
（

搬
入

車
の

）
荷

受
け

作
業

を
し

て
い

た
木
の
パ
レ
ッ
ト
が
破
損
し
て
い
た

転
倒

事
故

等
に

つ
な

が
る

為
、

パ
レ
ッ
ト
の
補
修
を
し
た

破
損

パ
レ

ッ
ト

は
使

用
せ

ず
、

都
度

補
修
を
実
施

2
4
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
そ

の
他

男
3
9

3
0
代

3
年

未
満

3
月

未
回
答

朝
晴

れ
自

社
構

内
タ

イ
ヤ

シ
ョ

ベ
ル

で
コ

ン
ガ

ラ
を

1
0

ｔ
ダ

ン
プ

に
積

込
み

時
バ

ッ
ク

時
に

お
客

様
の

ダ
ン

プ
が

バ
ッ
ク
し
て
き
た
。

シ
ョ

ベ
ル

を
す

ぐ
止

め
、

事
無

き
に

済
ん
だ
。

重
機

の
作

業
範

囲
内

に
立

ち
入

ら
な

い
よ
う
注
意
を
促
す
。

2
4
6
実

際
そ

の
他

感
電

男
3
9

3
0
代

5
年

未
満

3
月

火
曜
日

朝
雨

ス
ロ

ー
プ

下
の

作
業

場
で

溶
接

を
し

て
い

て
雨
で
濡
れ
て
い
た
の
で

電
気
が
体
に
流
れ
た

雨
の

日
、

濡
れ

て
い

る
場

所
で

溶
接

を
し
な
い
。

2
4
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
5

4
0
代

3
年

未
満

3
月

火
曜
日

昼
晴

れ
積

替
保

管
施

設
裏

で
梱

包
物

を
シ

ャ
ー

シ
に

積
み

込
む

際
シ

ャ
ー

シ
の

死
角

か
ら
人

が
出

て
き

て
接
触
し
掛
け
た

見
通

し
の

悪
い

所
は

ス
ピ

ー
ド

を
落

と
し

周
囲
を
確
認
し
て
走
行
す
る

2
4
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
2
6

2
0
代

3
年

未
満

3
月

木
曜
日

昼
晴

れ
R
C
２

F
選

別
場

で
運

転
し

て
い

た
シ

ョ
ベ

ル
ロ

ー
ダ

ー
か

ら
降

り
る

際
安

全
チ

ョ
ッ

キ
が

パ
ー

キ
ン

グ
ブ

レ
ー
キ
に
引
っ
掛
か
り

重
機
か
ら
落
下
し
そ
う
に
な
っ
た

焦
ら
ず
、
服
装
を
き
ち
ん
と
す
る
。

2
4
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
5
1

5
0
代

3
年

未
満

3
月

水
曜
日

昼
晴

れ
R
C
２

F
選

別
場

で
重

機
で

移
動

中
重
機
の
前
輪
で
塩
ビ
パ
イ
プ
を
踏
み

塩
ビ
パ
イ
プ
が
跳
ね
飛
ん
だ

周
辺
確
認
を
行
っ
て
走
行
す
る

2
5
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
6
3

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

3
月

火
曜

日
昼

雨
R
C
２

F
選

別
場

で
選

別
作

業
中

ド
ア
ー
板
が
濡
れ
て
い
て

転
倒
し
た

雨
上
が
り
等
で
ド
ア
ー
板
や

化
粧
板
の
上
は
安
全
確
認
す
る
。

2
5
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

3
月

火
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
置

場
で

搬
入

さ
れ

た
木

く
ず

を
分

別
し

て
い

た
時

木
く
ず
を
引
っ
張
り
出
し
た
ら

木
く

ず
が

跳
ね

て
近

く
に

い
た

作
業

員
に
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た

木
く

ず
を

引
っ

張
り

出
す

時
は

作
業

員
の
人
払
い
を
す
る

2
5
2
実

際
そ

の
他

激
突

男
6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

3
月

水
曜

日
昼

晴
れ

再
生

砕
石

置
場

で
ペ

ー
ロ

ー
ダ

ー
を

使
い

ダ
ン

プ
に

砕
石

の
積

み
込

み
を

し
て

い
た

時
周

囲
を

よ
く

確
認

し
な

い
で

ペ
ー

ロ
ー
ダ
ー
を
バ
ッ
ク
さ
せ
て

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ー

プ
ラ

ン
ト

の
建

屋
か

ら
出

て
き

た
作

業
員

と
接

触
し

そ
う

に
な
っ
た

バ
ッ

ク
す

る
時

は
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ー
プ

ラ
ン
ト
建
屋
の
入
口
を
確
認
す
る

2
5
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

3
月

土
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
置

場
で

搬
入

さ
れ

た
木

く
ず

を
分

別
し

て
い

た
時

木
く
ず
を
引
っ
張
り
出
し
た
ら

自
分

の
方

に
木

が
崩

れ
て

き
て

体
に

当
た
り
そ
う
に
な
っ
た

崩
れ

そ
う

な
時

は
前

も
っ

て
重

機
で

崩
し
て
も
ら
う

2
5
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

3
月

火
曜

日
朝

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ー

プ
ラ

ン
ト

の
建

屋
内

を
歩

い
て

い
た

時
シ
ュ
ー
ト
を
使
わ
ず
手
で
投
げ
た

上
か

ら
投

げ
た

レ
ン

ガ
が

跳
ね

て
当

た
り
そ
う
に
な
っ
た

レ
ン

ガ
は

シ
ュ

ー
ト

を
使

い
投

入
す

る

2
5
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

3
月

月
曜

日
昼

雨
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ー

プ
ラ

ン
ト

で
刃

を
修

理
す

る
た

め
に

ワ
イ

ヤ
ー

で
吊

っ
た

と
こ

ろ
作

業
前

に
ワ

イ
ヤ

ー
の
点

検
を

怠
っ

た
た
め

ワ
イ

ヤ
ー

が
切

れ
て

刃
が

足
に

落
ち

そ
う
に
な
っ
た

作
業
前
の
点
検
を
確
実
に
実
施
す
る

2
5
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

3
月

水
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
置

き
場

で
搬

入
さ

れ
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

を
重

機
で

押
し

て
い

た
時

重
機
操
作
を
雑
に
行
な
っ
た
た
め

置
場

内
に

あ
る

金
属

を
選

別
す

る
磁

石
に
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た

重
機
操
作
は
慎
重
に
す
る

2
5
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
そ

の
他

男
4
0

4
0
代

3
年

未
満

4
月

未
回
答

昼
晴

れ
自

社
構

内
シ

ョ
ベ

ル
で

ガ
レ

キ
の

か
き

上
げ

作
業

中
シ

ョ
ベ

ル
の

後
ろ

に
作

業
員

が
い

た
。

入
社

し
て

間
も

な
い

作
業

員
の

為
、

重
機

作
業

範
囲

内
に

立
ち

入
ら

な
い

よ
う
注
意
。

新
入
作
業
員
に
対
す
る
教
育
の
徹
底

2
5
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
3
年

未
満

4
月

未
回

答
昼

晴
れ

自
社

構
内

残
土

を
ふ

る
い

機
で

選
別

作
業

中
ふ

る
い

機
の

近
く

に
作

業
員

が
お

り
、
石
が
は
ね
近
く
に
落
下

ふ
る

い
機

作
業

時
、

近
づ

か
な

い
よ

う
に
注
意
し
た
。

新
入
作
業
員
に
対
す
る
教
育
の
徹
底

2
5
9
実

際
そ

の
他

激
突

男
6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

4
月

金
曜

日
朝

曇
り

再
生

砕
石

置
場

で
ペ

ー
ロ

ー
ダ

ー
を

使
い

ダ
ン

プ
に

砕
石

の
積

み
込

み
を

し
て

い
た

時
周

囲
を

よ
く

確
認

し
な

い
で

ペ
ー

ロ
ー
ダ
ー
を
動
か
し
た
た
め

再
生

砕
石

置
場

に
い

た
ゴ

ミ
取

り
の

作
業

員
に

ペ
ー

が
接

触
し

そ
う

に
な
っ
た

積
み

込
み

作
業

の
前

に
は

必
ず

ゴ
ミ

取
り
作
業
員
の
位
置
を
確
認
す
る

2
6
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

4
月

土
曜

日
昼

雨
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ー
プ

ラ
ン

ト
の

建
屋

内
で

階
段

を
昇

っ
て

い
た

時
雨
で
靴
が
濡
れ
て
い
た
た
め

滑
っ
て
転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た

階
段

で
は

手
す

り
を

し
っ

か
り

持
っ

て
昇
降
す
る

2
6
1
実

際
そ

の
他

交
通

災
害

（
道

路
）

男
5
5

5
0
代

5
年

未
満

4
月

金
曜
日

昼
晴

れ
、

雨
二

ヶ
所

の
作

業
場

の
間

に
あ

る
市

道
で

作
業

場
か

ら
向

こ
う

側
の

作
業

場
に

移
動

す
る

た
め

間
に

あ
る

市
道

を
横

断
し

た
時

左
右

確
認

が
十

分
で

は
な

か
っ

た
た

め
市

道
を

車
で

通
行

し
て
い

た
第

三
者

と
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た

市
道

を
横

断
す

る
前

に
一

旦
停

止
し

左
右
を
確
認
す
る

2
6
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

4
月

水
曜

日
朝

晴
れ

非
鉄

金
属

置
場

で
ト

ラ
ッ

ク
に

非
鉄

金
属

の
積

込
み

を
し

て
い

た
時

吊
り
荷
が
揺
れ
て

作
業
員
に
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た

玉
掛
け
を
確
実
に
行
な
う

2
6
3
実

際
そ

の
他

転
倒

男
4
8

4
0
代

1
0
年

以
上

4
月

土
曜

日
朝

曇
り

再
生

砕
石

置
場

で
ペ

ー
ロ

ー
ダ

ー
を

使
い

再
生

砕
石

の
運

搬
を

し
て

い
た

時
路
肩
に
寄
り
す
ぎ
て

車
両
が
転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た

路
肩
に
寄
ら
な
い

2
6
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
交

通
災

害
（

そ
の

他
）

男
4
5

4
0
代

1
0
年

未
満

4
月

金
曜

日
昼

曇
り

第
一

計
量

機
前

計
量

を
し

て
い

た
時

向
き

を
変

え
て

ス
ロ

ー
プ

を
上

ろ
う

と
す

る
場

内
４

ｔ
コ

ン
テ

ナ
車

と
、

計
量

後
に

計
量

台
か

ら
出

よ
う

と
す

る
自
社
コ
ン
テ
ナ
車
が

接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

優
先

の
確

認
を

そ
の

都
度

ド
ラ

イ
バ
ー
同
士
で
合
図
す
る
。

2
6
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

3
8

3
0
代

3
年

未
満

4
月

月
曜
日

昼
晴

れ
ヤ

ー
ド

側
マ

ン
ホ

ー
ル

前
で

マ
ン

ホ
ー

ル
開

放
の

為
チ

ェ
ー

ン
ブ

ロ
ッ

ク
を

使
用

し
よ

う
と

し
た

が

正
面

よ
り

正
し

く
吊

り
上

げ
る

場
所

が
な

く
、

作
業

場
所

が
高

所
か

つ
狭

い
為
に

外
し

た
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
と

接
触

し
そ

う
に

な
っ
た
。

作
業

時
の

専
用

足
場

等
の

確
保

を
し

、
吊

り
場

所
の

保
管

又
は

設
置

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
の
作
成
を
実
施
す
る
。

2
6
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
薬

傷
男

3
2

3
0
代

3
年

未
満

4
月

火
曜
日

昼
晴

れ
ア

ン
モ

ニ
ア

ノ
ズ

ル
前

で
ノ

ズ
ル

の
噴

射
テ

ス
ト

を
行

っ
て

い
た

時
逆
風
が
吹
い
て

体
全
体
に
希
釈
水
を
浴
び
た
。

周
囲
の
確
認
を
行
う
。

2
6
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

2
7

2
0
代

1
0
年

以
上

4
月

木
曜

日
夜

曇
り

灰
出

し
コ

ン
ベ

ア
先

端
部

で
点

検
の

為
、

カ
ー

テ
ン

を
く

ぐ
っ

た
所

頭
上

か
ら

突
き

出
て

い
る

Ｈ
鋼

が
見

え
ず
に

頭
を
打
ち
そ
う
に
な
っ
た
。

不
要

な
Ｈ

鋼
は

撤
去

し
、

頭
上

に
ク

ッ
シ

ョ
ン

テ
ー

プ
を
は

る
。

先
端

部
が
暗
い
為
、
照
明
を
設
置
す
る
。

2
6
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
有

害
要

因
と

の
接

触
男

3
1

3
0
代

1
0
年

以
上

4
月

火
曜

日
昼

晴
れ

ば
い

じ
ん

コ
ン

ベ
ア

周
り

ロ
ー

ラ
ー

の
ク

リ
ン

カ
除

去
清

掃
中

に
粉
塵
が
た
っ
て

目
に
入
り
そ
う
に
な
っ
た
。

ゴ
ー
グ
ル
を
着
用
す
る
。

2
6
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
そ

の
他

男
4
0

4
0
代

5
年

未
満

4
月

未
回
答

昼
晴

れ
自

社
構

内
重

機
で

ガ
レ

キ
の

か
き

上
げ

作
業

中
作

業
中

の
重

機
の

回
り

で
、

2
台

の
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

が
荷
移

動
し

始
め

た
。

重
機

の
動

き
を

見
ず

に
作

業
し

て
い

た
の
で
、
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

重
機

作
業

を
優

先
し

、
流

れ
を

見
る

よ
う
に
注
意
。

2
7
0
実

際
そ

の
他

激
突

男
4
8

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

金
曜

日
朝

晴
れ

再
生

砕
石

置
場

で
ペ

ー
ロ

ー
ダ

ー
を

使
い

ダ
ン

プ
に

砕
石

の
積

み
込

み
を

し
て

い
た

時
ペ

ー
移

動
の

際
、

周
囲
に

合
図

を
し

な
か
っ
た
た
め

プ
ラ

ン
ト

建
屋

か
ら

出
て

き
た

作
業

員
に
ペ
ー
が
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た

作
業
員
を
見
た
ら
合
図
を
送
る
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

2
7
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

5
月

土
曜

日
昼

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ー

プ
ラ

ン
ト

の
建

屋
内

で
階

段
を

昇
っ

て
い

た
時

足
を
踏
み
外
し
て

転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た

足
元

を
よ

く
確

認
し

な
が

ら
階

段
を

昇
降
す
る

2
7
2
実

際
そ

の
他

墜
落

・
転

落
男

4
5

4
0
代

1
0
年

未
満

5
月

月
曜

日
朝

曇
り

廃
棄

物
焼

却
炉

で
煙

突
の

掃
除

を
し

て
い

た
時

足
を
滑
ら
せ
て

転
落
し
そ
う
に
な
っ
た

安
全
帯
を
使
用
す
る

2
7
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

5
5

5
0
代

1
0
年

未
満

5
月

火
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
置

場
で

チ
ェ

ン
ソ

ー
を

使
い

材
木

の
切

断
作

業
を

し
て

い
た

時
チ

ェ
ン

ソ
ー

を
し

っ
か
り

持
っ

て
い

な
か
っ
た
た
め

足
を
切
り
そ
う
に
な
っ
た

チ
ェ

ン
ソ

ー
を

し
っ

か
り

持
っ

て
作

業
を
す
る

2
7
4
実

際
そ

の
他

交
通

災
害

（
道

路
）

男
4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

水
曜

日
昼

雨
作

業
場

と
作

業
場

の
間

に
あ

る
市

道
を

横
断

し
よ

う
と

し
た

時
一
旦
停
止
を
怠
っ
た
た
め

一
般
車
両
に
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た

市
道

を
横

断
す

る
前

に
一

旦
停

止
し

目
視
確
認
を
す
る

2
7
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

木
曜

日
朝

雨
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

置
き

場
で

重
機

に
乗

ろ
う

と
し

た
時

強
風
が
吹
い
て
い
て

重
機

の
扉

が
風

に
あ

お
ら

れ
て

急
に

締
ま
り
、
手
を
挟
み
そ
う
に
な
っ
た

扉
を
し
っ
か
り
持
っ
て
開
閉
す
る

2
7
6
実

際
そ

の
他

激
突

男
6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

5
月

金
曜

日
朝

曇
り

再
生

砕
石

置
場

で
ペ

ー
ロ

ー
ダ

ー
を

バ
ッ

ク
で

移
動

さ
せ

て
い

た
時

後
方
を
確
認
し
な
か
っ
た
た
め

建
屋

か
ら

出
て

き
た

作
業

員
と

接
触

し
そ
う
に
な
っ
た

ペ
ー

で
バ

ッ
ク

す
る

時
は

、
建

屋
の

入
口
を
確
認
す
る

2
7
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

未
満

5
月

土
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

重
機

を
使

い
木

く
ず

の
分

別
を

し
て

い
た

時
人
払
い
を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

重
機

を
旋

回
さ

せ
た

時
、

作
業

員
に

当
た
り
そ
う
に
な
っ
た

重
機

作
業

を
す

る
時

は
、

作
業

員
の

人
払
い
を
す
る

2
7
8
実

際
そ

の
他

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

男
6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

5
月

月
曜

日
夕

晴
れ

非
鉄

金
属

置
場

で
積

込
み

作
業

を
し

て
い

た
時

玉
掛

け
が

ち
ゃ

ん
と

出
来

て
い

な
か
っ
た
た
め

吊
り

揚
げ

た
荷

が
揺

れ
て

作
業

員
が

挟
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た

玉
掛
け
を
確
実
に
す
る

2
7
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

4
0

4
0
代

1
0
年

未
満

5
月

金
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

重
機

で
木

く
ず

の
分

別
を

し
て

い
た

時
人
払
い
を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

重
機

で
引

っ
張

り
出

し
た

木
く

ず
が

跳
ね

て
、

近
く

に
い

た
作

業
員

に
当

た
り
そ
う
に
な
っ
た

重
機

作
業

を
す

る
時

は
、

作
業

員
の

人
払
い
を
す
る

2
8
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

月
曜

日
朝

雨
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

置
き

場
で

重
機

の
点

検
を

し
て

い
た

時
雨
で
足
元
が
濡
れ
て
い
た
た
め

滑
っ
て
転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た

足
元
を
よ
く
確
認
す
る

2
8
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

未
満

5
月

土
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

重
機

を
使

い
搬

入
さ

れ
た

木
く

ず
を

押
し

て
い

た
時

周
囲

の
確

認
が

不
十

分
で

あ
っ

た
た

め
重

機
を

バ
ッ

ク
さ

せ
た
ら

、
搬

出
入

す
る
車
両
と
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た

重
機

を
バ

ッ
ク

さ
せ

る
時

は
、

周
囲

の
車
輌
及
び
作
業
員
を
確
認
す
る

2
8
2
実

際
そ

の
他

激
突

男
6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

5
月

金
曜

日
朝

曇
り

再
生

砕
石

置
場

で
ペ

ー
ロ

ー
ダ

ー
を

使
い

再
生

砕
石

を
取

っ
て

い
た

時
作
業
員
へ
の
合
図
を
怠
り

ゴ
ミ

取
り

の
作

業
員

と
接

触
し

そ
う

に
な
っ
た

ペ
ー

を
動

か
す

時
は

、
ゴ

ミ
取

り
の

作
業
員
に
合
図
を
送
る

2
8
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
そ

の
他

男
3
0

3
0
代

5
年

未
満

1
月

月
曜
日

昼
晴

れ
場

内
選

別
場

付
近

に
て

選
別

作
業

員
が

１
立

米
分

別
カ

ー
ト

を
ホ

イ
ル

ロ
ー

ダ
ー

の
後

方
を

通
っ

て
移

動
中

落
ち

て
い

る
物

を
拾

お
う

と
し

て
、

ホ
イ

ル
ロ

ー
ダ

ー
の

死
角

に
し

ゃ
が

み
込
ん
だ
為

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

が
気

付
き

接
触

事
故

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

・
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
に

対
し

後
方

確
認

の
徹
底
を
さ
せ
る
。

・
作

業
員

に
実

際
に

重
機

の
運

転
席

に
乗

車
し

て
も

ら
い

死
角

を
体

験
す

る
教
育
を
行
う
。

2
8
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

2
5

2
0
代

5
年

未
満

1
月

木
曜
日

夕
曇

り
場

内
１

０
ｔ

コ
ン

テ
ナ

前
に

て

回
転

式
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
１

立
米

分
別

カ
ー

ト
の

荷
物

（
金

属
く

ず
）

を
コ

ン
テ

ナ
に

投
入

す
る

作
業

を
行

っ
て

い
て

コ
ン

テ
ナ

の
荷

物
が

溢
れ

そ
う

に
な

っ
て

い
る

と
こ

ろ
に
投

入
し

よ
う

と
し
た
為

金
属

く
ず

が
崩

れ
て

き
て

当
た

り
そ

う
に
な
っ
た
。

・
無

理
を

し
て

溢
れ

そ
う

に
な

っ
て

い
る

と
こ

ろ
に

荷
物

を
入

れ
な

い
よ

う
に
注
意
。

2
8
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

2
5

2
0
代

5
年

未
満

2
月

火
曜
日

朝
晴

れ
場

内
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
保

管
ヤ

ー
ド

前
に

て

４
ｔ

コ
ン

テ
ナ

車
両

に
て

搬
入

さ
れ

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

荷
下

ろ
し

を
し

よ
う

と
後

方
扉

を
開

け
た

際
荷
崩
れ
を
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
為

５
０

㎏
程

あ
る

塊
が

崩
れ

落
ち

て
き

て
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た
。

・
荷

下
ろ

し
手

順
の

再
教

育
を

行
う
。

・
内

容
物

を
よ

く
確

認
し

て
か

ら
扉

を
開
け
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

2
8
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

2
8

2
0
代

1
0
年

未
満

2
月

月
曜

日
昼

雨
場

内
選

別
場

付
近

に
て

バ
ッ

ク
フ

ォ
ー

に
て

作
業

中
旋

回
範

囲
内

で
作

業
員
が

重
機

に
背

を
向

け
た

状
態

で
床

面
の

掃
き

掃
除

を
し
て
い
た
為

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

が
気

付
き

接
触

事
故

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

・
重

機
の

旋
回

範
囲

内
へ

の
立

ち
入

り
厳

禁
で

あ
る

こ
と

の
再

教
育

を
行

う
。

・
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
は

旋
回

の
際

、
見

通
し

の
良

い
状

態
で

行
う

よ
う

に
指

導
す
る
。

2
8
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

2
6

2
0
代

3
年

未
満

3
月

金
曜
日

昼
晴

れ
場

内
荷

下
ろ

し
場

に
て

４
ｔ

ウ
イ

ン
グ

車
両

に
て

搬
入

さ
れ

た
荷

物
を

手
下

ろ
し

作
業

中
荷
崩
れ
を
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
為

崩
れ

て
き

た
荷

物
の

下
敷

き
に

な
り

そ
う
に
な
っ
た
。

・
荷

下
ろ

し
手

順
の

再
教

育
を

行
う
。

2
8
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

5
9

5
0
代

1
0
年

以
上

4
月

土
曜

日
夕

雨
場

内
１

立
米

分
別

カ
ー

ト
保

管
場

所
付

近
に

て
す

ぐ
傍

を
歩

行
中

分
別

カ
ー

ト
か

ら
長

尺
物

鉄
筋

が
は

み
出
し
て
い
る
の
に
気
付
か
ず

顔
面

付
近

に
当

た
り

そ
う

に
な

っ
た
。

・
長

尺
物

が
入

っ
た

分
別

カ
ー

ト
は

優
先

的
に

処
理

を
し

、
長

期
間

保
管

し
な
い
よ
う
に
指
導
す
る
。

・
保

管
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

場
合

、
通

路
側

に
は

み
出
な

い
状

態
で

保
管
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

2
8
9
実

際
そ

の
他

飛
来

・
落

下
男

3
7

3
0
代

1
0
年

以
上

3
月

水
曜

日
昼

曇
り

現
場

内
に

て
ダ

ン
プ

に
積

込
み

中
場

内
が

緩
い

傾
斜

に
な
っ

て
お

り
サ

イ
ド

ブ
レ

ー
キ

が
甘

く
積

込
み

時
の

振
動
で
突
然
動
き
出
し
た

慌
て

て
サ

イ
ド

ブ
レ

ー
キ

を
引

き
直

し
何
事
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

サ
イ

ド
ブ

レ
ー

キ
は

し
っ

か
り

引
き
、
利
き
を
確
認
す
る
。

2
9
0
実

際
そ

の
他

飛
来

・
落

下
男

3
3

3
0
代

1
0
年

以
上

9
月

火
曜

日
朝

晴
れ

現
場

内
に

て
再

生
砕

石
を

荷
卸

し
中

ダ
ン

プ
ア

ッ
プ

し
た

ま
ま

前
進

し
た

た
め

、
場

内
の

架
線

を
引

っ
掛

け
そ

う
に
な
っ
た

誘
導

員
の

合
図

（
笛

）
で

急
停

車
し

切
断
せ
ず
に
済
ん
だ

荷
台

が
降

り
た

事
を

確
認

し
発

進
す

る

2
9
1
実

際
そ

の
他

飛
来

・
落

下
男

4
8

4
0
代

1
0
年

以
上

1
0
月

金
曜
日

朝
晴

れ
現

場
内

に
て

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

を
積

込
み

中
ダ

ン
プ

か
ら

ガ
ラ

が
落
ち

て
き

て
通

行
中

の
作

業
員

の
方

に
転

が
っ

て
行
っ
た
。

声
を

掛
け

た
の

で
作

業
員

が
避

け
る

事
が
で
き
た
。

積
込

み
者

に
注

意
し

て
も

ら
う

事
と

立
ち
入
り
禁
止
措
置
を
行
う
。

2
9
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
4
8

4
0
代

3
年

未
満

5
月

未
回
答

昼
曇

り
ド

ラ
ム

転
倒

機
ド

ラ
ム

転
倒

機
の

網
を

清
掃

中
足
元
が
滑
り
や
す
い
た
め

転
倒
し
た

足
元
に
注
意
し
作
業
す
る

2
9
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
6
0

6
0
代

以
上

3
年

未
満

5
月

未
回

答
夕

晴
れ

汚
泥

槽
ド

ラ
ム

処
理

中
、

中
身

の
入

っ
た

ド
ラ

ム
を

起
こ

す
際

に
ド
ラ
ム
缶
が
前
方
に
滑
っ
た
た
め

前
方
に
転
倒
す
る

ド
ラ

ム
を

起
こ

す
向

き
に

は
注

意
す

る

62



属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

2
9
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

5
月

月
曜

日
朝

晴
れ

破
砕

施
設

内
の

選
別

施
業

所
（

屋
内

）
ユ

ン
ボ

で
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

類
を

選
別

し
て

い
た

選
別

中
に

廃
棄

物
が

飛
来

す
る

こ
と

を
想

定
せ

ず
、

勢
い

よ
く

ユ
ン

ボ
で

選
別
し
た
た
め

硬
質

の
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

が
ユ

ン
ボ

運
転

席
に

飛
来

し
、

運
転

席
の

フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
が
破
損
し
た

・
硬

質
で

、
か

つ
飛

来
の

可
能

性
が

あ
る

物
は

、
ユ

ン
ボ

か
ら

降
り

て
、

取
り
除
く

・
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
補
強
す
る

2
9
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
2
8

2
0
代

5
年

未
満

5
月

水
曜
日

夕
曇

り
中

間
処

理
施

内
の

階
段

（
屋

内
・

高
所

）
両

手
に

荷
物

（
コ

ー
ド

類
）

を
持

っ
た

状
態

で
階

段
を

下
り

た
両

手
が

ふ
さ

が
っ

た
状
態

で
階

段
を

下
り
た
た
め

持
っ

て
い

た
コ

ー
ド

を
踏

ん
で

し
ま

い
、

階
段

か
ら

足
を

踏
み

外
し

そ
う

に
な
っ
た

階
段

の
昇

降
は

片
手

を
開

け
た

状
態

で
お
こ
な
う

2
9
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
3

3
0
代

5
年

未
満

9
月

木
曜
日

夕
晴

れ
中

間
処

理
施

設
内

の
処

理
後

物
保

管
ヤ

ー
ド

（
屋

内
）

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

中
で

2
0
0
Ｖ

コ
ン

セ
ン

ト
を

取
り

外
し

て
い

た
ブ

レ
ー

カ
を

落
と

さ
ず
に

取
り

外
し

を
お
こ
な
っ
た
た
め

火
花

が
飛

び
、

感
電

し
そ

う
に

な
っ

た
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
時

は
ブ
レ

ー
カ

を
落

と
す

2
9
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
2
8

2
0
代

5
年

未
満

1
0
月

火
曜
日

昼
晴

れ
中

間
処

理
施

設
の

荷
卸

し
ヤ

ー
ド

（
屋

内
）

紛
体

物
(
香

辛
料

)
の

荷
卸

し
作

業
中

保
護

具
を

着
用

せ
ず

、
作

業
を

お
こ

な
っ
た
た
め

紛
体

が
、

目
、

口
に

入
り

そ
う

に
な
っ
た

保
護
メ
ガ
ネ
、
マ
ス
ク
の
着
用

2
9
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
2
4

2
0
代

5
年

未
満

8
月

金
曜
日

夕
晴

れ
中

間
処

理
施

設
の

ボ
イ

ラ
ー

室
（

屋
内

）
バ

ル
ブ

の
フ

ラ
ン

ジ
を

取
り

外
す

作
業

中
（

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

中
）

熱
湯

が
垂

れ
出

て
く

る
認

識
が

な
く
、
作
業
を
お
こ
な
っ
た
た
め

熱
湯

が
垂

れ
だ

し
て

き
て

、
手

に
か

か
り
そ
う
に
な
っ
た

保
護

具
（

厚
手

の
ビ

ニ
ー

ル
手

袋
、

メ
ガ
ネ
、
合
羽
）
の
着
用

2
9
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
2
4

2
0
代

5
年

未
満

8
月

金
曜
日

昼
晴

れ
中

間
処

理
施

設
の

処
理

後
物

保
管

ヤ
ー

ド
（

屋
内

）

1
㎥

コ
ン

テ
ナ

が
2
段

積
み

に
さ

れ
て

い
る

場
所

を
歩

行
中

に
コ

ン
テ

ナ
に

体
が

触
れ

た

き
れ

い
に

2
段

積
み

に
さ

れ
て

い
な

か
っ
た
た
め

コ
ン

テ
ナ

が
落

ち
て

き
そ

う
に

な
っ

た
落

下
し

な
い

よ
う

コ
ン
テ

ナ
の

積
み

方
の
手
順
を
決
め
る

3
0
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
2
8

2
0
代

5
年

未
満

6
月

水
曜
日

昼
晴

れ
中

間
処

理
施

設
の

荷
卸

し
ヤ

ー
ド

（
屋

内
）

ド
ラ

ム
缶

の
荷

卸
し

中
廃
棄
物
の
成
分
の
確
認
不
足

気
温

の
上

昇
に

よ
り

塩
素

ガ
ス

が
発

生
し
、
吸
い
込
み
そ
う
に
な
っ
た

・
検
知
管
に
よ
る
ガ
ス
濃
度
の
測
定

・
気

温
の

上
昇

時
は

注
意

す
る

こ
と

を
周
知

3
0
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
3
3

3
0
代

5
年

未
満

5
月

月
曜
日

朝
晴

れ
中

間
処

理
施

設
の

荷
卸

し
ヤ

ー
ド

内
（

屋
内

）
ハ

シ
ゴ

か
ら

降
り

て
い

る
途

中
に

足
裏
に
汚
泥
が
付
着
し
て
い
た
た
め

滑
っ

て
足

を
踏

み
外

し
そ

う
に

な
っ

た
滑
り
止
め
付
き
の
安
全
靴
に
変
更

3
0
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
2
8

2
0
代

5
年

未
満

4
月

水
曜
日

夕
晴

れ
中

間
処

理
施

設
の

荷
卸

し
ヤ

ー
ド

内
（

屋
内

）
開

口
し

て
い

る
マ

ン
ホ

ー
ル

傍
を

歩
行

中
に

マ
ン

ホ
ー

ル
横

に
コ

ー
ン

は
設

置
し

て
い

た
が

、
人

が
通

れ
る

間
隔

は
あ
っ
た
た
め

マ
ン

ホ
ー

ル
に

落
下

し
そ

う
に

な
っ

た
コ

ー
ン

の
間

に
バ

ー
を
設

置
し

、
人

が
通
れ
な
い
よ
う
に
す
る

3
0
3
実

際
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

4
2

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

月
曜

日
夕

晴
れ

排
出

事
業

者
の

工
場

内
（

廃
液

タ
ン

ク
）

タ
ン

ク
上

部
か

ら
廃

液
を

引
き

抜
き

中
に

タ
ン

ク
上

部
と

い
う

足
場

が
不

安
定

な
場
所
で
作
業
を
行
っ
た
た
め

※
安
全
帯
を
か
け
れ
る
場
所
が
な
い

タ
ン

ク
上

部
か

ら
落

下
し

そ
う

に
な
っ
た

排
出

事
業

者
と

協
議

し
、

タ
ン

ク
下

部
に
フ
ラ
ン
ジ
を
設
置

3
0
4
実

際
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

3
4

3
0
代

1
0
年

以
上

6
月

未
回

答
昼

晴
れ

排
出

事
業

者
の

工
場

内
コ

ン
テ

ナ
車

の
シ

ー
ト

掛
け

の
際

に
廃

棄
物

が
山

盛
り

に
積

ま
れ

て
い

て
、

足
場

が
不

安
定

で
あ

っ
た

た
め

に

コ
ン

テ
ナ

か
ら

転
落

し
そ

う
に

な
っ

た
排

出
事

業
者

へ
積

載
容
量

の
上

限
を

周
知

3
0
5
実

際
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

5
0

5
0
代

1
0
年

以
上

6
月

未
回

答
朝

晴
れ

排
出

事
業

者
の

工
場

入
口

付
近

（
排

出
事

業
者

の
敷

地
が

狭
い

為
）

工
場

入
口

付
近

の
一

般
道

で
コ

ン
テ

ナ
の

脱
着

中
に

一
般

道
で

コ
ン

テ
ナ

の
脱

着
を

お
こ

な
っ
た
た
め

通
行
車
両
と
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た

誘
導
員
を
設
置

3
0
6
実

際
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

2
8

2
0
代

1
0
年

未
満

4
月

未
回

答
昼

晴
れ

廃
棄

物
の

収
集

運
搬

時
一

般
道

を
走

行
中

に
細

い
ロ

ー
プ

で
廃

棄
物
を

固
定

し
た

た
め

ロ
ー

プ
が

切
れ

て
廃

棄
物

が
落

下
し

そ
う
に
な
っ
た

（
ロ

ー
プ

を
通

す
穴

が
小

さ
い

為
細

ロ
ー
プ
を
使
用
し
て
い
た
が
）

ロ
ー

プ
穴

を
大

き
く

し
、

太
い

ロ
ー

プ
を
使
用

3
0
7
実

際
収

集
運

搬
時

墜
落

・
転

落
男

5
6

5
0
代

1
0
年

以
上

6
月

未
回

答
夕

晴
れ

処
分

会
社

の
汚

泥
ピ

ッ
ト

荷
卸

し
の

際
に

コ
ン

テ
ナ

の
扉

（
横

開
き

）
を

開
け

よ
う

と
し

て
、

無
理

な
姿

勢
で

扉
を

開
け

よ
う

と
し

た
た
め

ピ
ッ
ト
へ
転
落
し
そ
う
に
な
っ
た

横
開

き
か

ら
下

開
き

へ
コ

ン
テ

ナ
を

変
更

3
0
8
実

際
そ

の
他

激
突

男
3
2

3
0
代

1
0
年

未
満

7
月

水
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ガ
ラ

再
生

施
設

1
S
O
1
4
0
0
1
内

部
監

査
の

現
場

確
認

で
、

設
備

の
下

を
く

ぐ
ろ

う
と

し
て

い
た

も
う

く
ぐ

り
ぬ

け
た

と
思

い
頭

を
上

げ
た

設
備

（
停

止
し

て
い

る
)
の

角
が

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
掠
め
て
ド
キ
ッ
と
し
た

・
無

理
な

姿
勢

に
な

ら
な

く
て

も
通

れ
る
通
路
を
通
る

・
頭
を
上
げ
る
前
に
目
視
確
認
す
る

3
0
9
実

際
未

回
答

飛
来

・
落

下
男

5
6

5
0
代

1
0
年

以
上

未
回

答
未

回
答

昼
晴

れ
振

動
篩

い
機

　
下

部
篩

い
機

の
網

目
の

ガ
ス

溶
断

作
業

の
補

助
を

し
て

い
る

時

落
ち

て
く

る
溶

断
後

の
鉄

片
が

受
け

板
か

ら
跳

ね
返

っ
て

体
に

当
た

り
そ

う
に
な
っ
た

熱
く

焼
け

た
溶

断
鉄

片
で

火
傷

し
そ

う
に
な
っ
た

落
下

物
の

危
険

正
面

は
も

ち
ろ

ん
跳

ね
返

り
等

も
予

測
し

、
危

険
場

所
か

ら
離
れ
る

3
1
0
実

際
そ

の
他

未
回

答
男

4
2

4
0
代

1
0
年

以
上

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

正
面

　
入

口
場

内
か

ら
道

路
へ

出
る

時
（

運
転

時
）

道
路

か
ら

計
量

へ
入

っ
て

く
る

持
込

業
者
車
輌
と

衝
突
し
そ
う
に
な
っ
た

（
場

内
へ

は
右

方
向

・
左

方
向

の
両

方
か

ら
入

っ
て

こ
れ

る
が

、
指

示
器

が
正

し
く

な
い

業
者

も
あ

り
、

入
っ

て
く

る
か

通
過

す
る

か
分

か
り

に
く

い
）

出
来

れ
ば

計
量

へ
の

入
り

口
を

別
に

設
け

た
方

が
い

い
と

思
う

（
来

場
さ

れ
る

他
の

お
客

様
が

事
故

を
さ

れ
て

か
ら
で
は
遅
い
と
思
い
ま
す
）

3
1
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
5
年

未
満

7
月

火
曜

日
朝

晴
れ

工
場

現
場

で
破

砕
機

に
破

砕
品

を
投

入
す

る
時

破
砕

品
を

入
れ

た
バ

ッ
カ

ン
(
鉄

製
の

ケ
ー

ス
)
が

、
破

砕
機

の
投

入
口

に
接
触
す
る
危
険
性
が
見
受
け
ら
れ

バ
ッ

カ
ン

が
投

入
口

に
ぶ

つ
か

り
、

破
砕

品
・

バ
ッ

カ
ン

共
に

落
下

し
そ

う
に
な
っ
た
。

投
入

口
に

危
険

箇
所

で
あ

る
表

示
（

ト
ラ

テ
ー

プ
e
t
c
)
で

視
覚
的

に
目

立
つ

措
置

を
講

ず
る

と
良

い
と

思
わ

れ
る
。

3
1
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
3
年

未
満

7
月

月
曜

日
昼

晴
れ

工
場

現
場

で
選

別
作

業
を

し
て

い
る

時
、

選
別

作
業

場
の

室
内

温
度

が
３

５
℃

を
超
え
て
い
る
状
態
だ
っ
た
の
で
、

こ
の

ま
ま

で
は

、
熱

中
症

に
な

る
恐

れ
が
あ
る
。

天
井

の
波

板
（

鉄
製

)
が

熱
を

吸
収

し
、

焼
け

た
状

態
に

な
る

の
で

、
散

水
す

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

作
業

者
に

は
「

ス
ポ

ッ
ト

ク
ー

ラ
ー

又
は

扇
風

機
」

に
て

涼
を

取
る

こ
と

が
良

い
と
思
わ
れ
る
。

3
1
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
3
年

未
満

6
月

月
曜

日
昼

晴
れ

軟
質

プ
ラ

切
断

作
業

場
で

切
断

担
当

作
業

者
が

、
重

い
プ

ラ
の

ロ
－

ル
を

切
断

、
又

は
切

断
機

に
載

せ
よ

う
と

し
て

し
て

い
る

時

置
き

台
の

巾
の

小
さ

い
の

と
、

且
つ

そ
の

置
き

台
と

切
断

機
の

高
さ

の
ズ

レ
が

有
る

為
に

作
業

姿
勢

が
必

然
悪

く
な
る

長
い

作
業

時
間

の
中

で
、

腰
痛

等
の

危
険
性
が
あ
る

作
業

台
の

大
き

さ
を

替
え

る
、

又
作

業
台

を
上

げ
下

げ
出

来
る

様
に

改
善

の
必
要
が
あ
る
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

3
1
4
実

際
そ

の
他

未
回

答
男

不
明

1
0
年

未
満

6
月

土
曜
日

朝
曇

り
工

場
、

休
憩

室
で

昼
食

休
憩

及
び

、
午

前
1
回

・
午

後
1

回
の

休
憩

時
で

休
憩

室
の

天
井

が
鉄

板
に

な
っ

て
い

て
、

太
陽

熱
の

吸
収

を
ま

と
も

に
受

け
て

い
る

、
結

果
休

憩
時

に
室

内
温

度
が

エ
ア

コ
ン

で
下

が
ら

な
い

（
平

均
3
6
℃
）
と
な
っ
て
い
た

休
憩

時
に

余
分

な
体

力
の

消
耗

が
あ

り
熱
中
症
の
危
険
性
が
有
っ
た

休
憩

室
の

天
井

上
に
ヨ

シ
ｽ
ﾞ
を

立
掛

け
直

射
日

光
が

懸
か

ら
な

い
様

に
し

て
天

井
が

焼
け

な
い

様
に

し
て

室
内

温
度
を
下
げ
た

3
1
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
3
年

未
満

未
回

答
未

回
答

朝
曇

り
工

場
、

破
砕

機
ロ

－
タ

リ
－

バ
ル

ブ
設

備
上

で
ロ

－
タ

リ
－

バ
ル

ブ
を

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

中
に

手
す

り
及

び
手

す
り

を
繋

ぐ
鎖

が
な

い
の
で

ロ
ー

タ
リ

－
バ

ル
ブ

設
備

上
か

ら
の

落
下
の
危
険
性
が
有
っ
た

ロ
－

タ
リ

－
バ

ル
ブ

設
備

上
部

の
四

方
及

び
中

間
部

に
、

手
す

り
を

溶
接

し
そ

の
手

す
り

間
を

鎖
で

繋
ぎ

作
業

者
の

落
下

防
止

策
を

取
る

必
要

が
あ

る

3
1
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
5

4
0
代

5
年

未
満

8
月

水
曜
日

昼
晴

れ
工

場
内

で

1
0
t

ウ
ィ

ン
グ

車
に

フ
レ

コ
ン

袋
(
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
類

)
を

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
で

積
み

込
み

(
２

段
積

み
)
し

て
い

る
時

、

上
段

の
フ

レ
コ

ン
袋

が
手

前
（

リ
フ

ト
側
）
に
倒
れ
て
き
た

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

に
接

触
す

る
こ

と
は

無
か

っ
た

が
、

フ
レ

コ
ン

袋
が

そ
の

ま
ま

工
場

床
に

落
下
し
た
。

フ
レ

コ
ン

袋
の

２
段

積
み

を
す

る
際

は
、

細
心

の
注

意
を

す
る

こ
と

が
必

要
。

不
安

定
に

な
る

と
判

断
さ

れ
る

場
合

は
、

積
み

込
む

順
番

や
そ

の
方

法
な

ど
を

よ
く

考
慮

し
、

自
身

の
判

断
の

み
で

積
み

込
ま

な
い

こ
と

と
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
注
意
を
促
し
た
。

3
1
7
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

8
月

水
曜

日
夕

晴
れ

工
場

内
で

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
類

の
圧

縮
作

業
中

に
、

圧
縮

機
前

面
に

あ
る

開
閉

扉
の

ス
ト
ッ
パ
ー
が
折
れ
て
し
ま
っ
た

圧
縮

品
・

折
れ

た
部

品
が

作
業

者
に

向
け

て
飛

散
・

飛
来

す
る

こ
と

も
な

く
、

作
業

者
に

対
す

る
直

接
的

な
被

害
は

無
か

っ
た

も
の

の
、

危
う

く
大

事
故
に
繋
が
る
所
だ
っ
た
。

作
業

前
の

点
検

方
法

を
今

一
度

見
直

し
、

方
法

に
不

備
が

無
い

か
を

チ
ェ

ッ
ク

を
行

う
。

又
、

見
直

し
た

作
業

前
点

検
の

方
法
を

作
業

者
に

再
度

教
育

・
訓

練
を

実
施

す
る

こ
と

と
し
た
。

3
1
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
0

4
0
代

1
0
年

未
満

8
月

水
曜

日
昼

晴
れ

工
場

内
で

車
両

か
ら

フ
レ

コ
ン

袋
(
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
破

砕
品

)
を

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
で

降
ろ

し
て

い
る

時
、

フ
レ

コ
ン

袋
に

付
い

て
い

る
ヒ

モ
に

、
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト
の

爪
を

引
っ

掛
け

て
降

ろ
そ

う
と

し
た

時
、

引
っ

掛
け
た
ヒ
モ
が
千
切
れ
て
し
ま
っ
た

フ
レ

コ
ン

袋
が

床
に

落
下

し
、

フ
レ

コ
ン

袋
が

破
れ

て
、

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

破
砕

品
が

少
量

だ
が

こ
ぼ

れ
て

し
ま
っ
た
。

フ
レ

コ
ン

袋
を

車
両

に
積

み
込

む
際

に
、

ヒ
モ

の
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

し
て

欲
し

い
と

ド
ラ

イ
バ

ー
及

び
管

理
担

当
者

に
要

望
を

出
し

た
。

尚
、

降
ろ

す
際

に
も

フ
レ

コ
ン

袋
の

ヒ
モ

を
目

視
で
点
検
す
る
こ
と
と
し
た
。

3
1
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
4
5

4
0
代

5
年

未
満

7
月

月
曜
日

昼
晴

れ
荷

降
ろ

し
先

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
に

2
段

積
み

フ
レ

コ
ン

紐
掛

け
作

業

1
段

目
の

フ
レ

コ
ン
上

に
乗

り
,
下
の

作
業

を
す

る
為

、
降

り
よ

う
と

し
た

時

フ
レ

コ
ン

の
紐

が
足

に
引

っ
掛

か
り

転
落
し
た
。

2
段

積
の

フ
レ

コ
ン

の
積

卸
し

作
業

は
ク

ラ
ン

プ
の

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
で

行
う

3
2
0
実

際
収

集
運

搬
時

転
倒

男
4
1

4
0
代

3
年

未
満

6
月

月
曜
日

昼
晴

れ
荷

主
先

積
荷

へ
の

ロ
ー

プ
掛

け
ロ

ー
プ

を
固

縛
し

た
時
、

ロ
ー

プ
が

切
れ
た

後
ろ
向
き
に
倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

固
縛

道
具

の
点

検
、

劣
化

し
た

ロ
ー

プ
の
使
用
の
禁
止

3
2
1
実

際
収

集
運

搬
時

交
通

災
害

（
道

路
）

男
4
1

4
0
代

5
年

未
満

7
月

木
曜
日

昼
晴

れ
道

路
上

運
転

中
コ
ン
テ
ナ
後
方
扉
が
開
い
た

積
荷
が
路
上
へ
飛
散
し
た
。

コ
ン

テ
ナ

脱
着

時
は

後
方

扉
爪

は
目

視
だ

け
で

な
く

手
で

確
実

に
確

認
す

る
。

3
2
2
実

際
未

回
答

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

4
1

4
0
代

3
年

未
満

7
月

未
回
答

昼
晴

れ
荷

主
先

車
上

で
ド

ラ
ム

の
積

込
み

作
業

ド
ラ

ム
を

手
で

移
動

さ
せ

よ
う

と
し

た
時

物
入
り
ド
ラ
ム
が
横
転
し
た
。

無
理

な
体

勢
で

の
作

業
は

し
な

い
。

適
材
適
所
の
ド
ラ
ム
運
搬
機
の
使
用

3
2
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
4
6

4
0
代

1
0
年

以
上

8
月

月
曜

日
昼

晴
れ

荷
降

ろ
し

場
で

車
両

後
部

扉
を

開
放

し
た

際
荷

崩
れ

を
起

こ
し

て
お
り

、
積

荷
が

落
下
し
た

と
っ

さ
に

身
を

か
わ

し
、

大
事

に
は

至
ら
な
か
っ
た

積
み

方
の

検
討

及
び

扉
を

少
し

ず
つ

開
放

し
落

下
が

な
い

か
を

確
認

す
る

。
ま

た
、

ベ
ル

ト
等
で

積
荷

を
固

定
す
る
。

3
2
4
実

際
収

集
運

搬
時

交
通

災
害

（
そ

の
他

）
男

4
6

4
0
代

1
0
年

以
上

8
月

木
曜

日
昼

晴
れ

収
集

場
所

で
積

込
み

場
所

へ
侵

入
し

た
際

内
部

が
暗

が
り

で
見

通
し

が
悪

か
っ

た

明
る

い
場

所
か

ら
急

に
暗

が
り

へ
侵

入
し
た
為

目
が

慣
れ

ず
に

建
物

と
接

触
し

そ
う

に
な
っ
た

一
時

停
止

を
心

が
け

、
目

が
慣

れ
る

ま
で
待
機
す
る
。

3
2
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
3
3

3
0
代

1
0
年

未
満

7
月

水
曜

日
昼

雨
荷

降
ろ

し
場

で
車

両
に

積
載

さ
れ

た
状

態
の

コ
ン

テ
ナ

箱
の

シ
ー

ト
を

剥
が

し
た

時
雨

で
濡

れ
て

い
た

箇
所
に

足
を

掛
け

た
際
に
滑
っ
た

コ
ン

テ
ナ

箱
か

ら
落

下
し

そ
う

に
な
っ
た

案
全

帯
の

着
用

及
び

足
場

の
水

を
拭

い
、
滑
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

3
2
6
実

際
収

集
運

搬
時

交
通

災
害

（
そ

の
他

）
男

3
3

3
0
代

1
0
年

未
満

7
月

火
曜

日
夕

晴
れ

収
集

場
所

で
車

両
を

停
止

さ
せ

、
降

車
し

よ
う

と
し

た
時

坂
道

で
の

停
止

で
サ

イ
ド

ブ
レ

ー
キ

が
あ
ま
く
、
車
両
が
前
進
し
た

前
進

し
た

車
両

と
建

物
が

接
触

し
そ

う
に
な
っ
た
為
、

あ
わ
て
て
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ

サ
イ

ド
ブ

レ
ー

キ
の

再
確

認
。

及
び

車
輪
止
め
の
徹
底
。

3
2
7
実

際
収

集
運

搬
時

激
突

男
2
7

2
0
代

5
年

未
満

6
月

月
曜
日

昼
晴

れ
収

集
場

所
で

車
両

後
部

扉
を

開
放

し
た

際
扉

止
め

の
固

定
フ

ッ
ク
を

掛
け

ず
に

作
業
を
行
っ
た
為
、
扉
が
動
い
た
。

隣
に

停
車

し
て

い
た

車
両

と
扉

が
接

触
し
そ
う
に
な
っ
た

扉
を

開
け

る
際

は
必

ず
扉

止
め

の
固

定
フ
ッ
ク
を
掛
け
る
。

3
2
8
実

際
収

集
運

搬
時

交
通

災
害

（
そ

の
他

）
男

2
7

2
0
代

5
年

未
満

3
月

金
曜
日

昼
曇

り
市

道
で

廃
棄

物
を

回
収

し
、

車
両

を
発

進
さ

せ
よ

う
と

し
た

際

後
部

扉
の

ロ
ッ

ク
を

掛
け

忘
れ

た
為

、
扉

が
開

放
状

態
で
発

進
し

て
し

ま
っ
た
。

ミ
ラ

ー
で

扉
の

開
放

を
確

認
し

た
為

、
即

座
に

停
止

し
、
扉

の
ロ

ッ
ク

を
掛
け
た
。

目
視
確
認
を
必
ず
行
う
。

3
2
9
実

際
収

集
運

搬
時

交
通

災
害

（
道

路
）

男
3
1

3
0
代

3
年

未
満

6
月

月
曜
日

朝
雨

県
道

で
車

両
を

停
止

さ
せ

、
降

車
し

よ
う

と
し

た
際

後
方

確
認

を
せ

ず
に

運
転

席
側

扉
を

開
け

た
ら

、
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
を

鳴
ら

さ
れ
た

後
方

確
認

を
し

た
ら

、
解

放
し

た
扉

と
後

続
車

が
接

触
し

そ
う

に
な

っ
て

い
た
。

必
ず

後
方

確
認

、
周

囲
の

確
認

を
し

て
、
扉
を
開
け
る
。

3
3
0
実

際
そ

の
他

そ
の

他
男

3
5

3
0
代

1
0
年

未
満

7
月

火
曜

日
夜

晴
れ

国
道

で
の

作
業

中
排

水
施

設
の

吸
引

作
業

を
行

っ
て

い
た

時

放
置

し
て

い
た

吸
引

用
ホ

ー
ス

に
別

の
作

業
員

が
近

づ
き

、
足

を
吸

引
用

ホ
ー
ス
で
吸
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た

と
っ

さ
に

大
声

で
、

従
業

員
の

制
止

を
促
し
た
。

吸
引

状
態

の
ま

ま
で

の
ホ

ー
ス

を
手

離
さ

な
い

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
周

囲
に

カ
ラ

コ
ー

ン
や

柵
な

ど
を

施
し
、
近
づ
け
な
い
よ
う
に
す
る
。
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

3
3
1
実

際
そ

の
他

そ
の

他
男

3
5

3
0
代

1
0
年

未
満

4
月

水
曜

日
夜

晴
れ

国
道

で
の

作
業

中
高

圧
洗

浄
作

業
を

行
っ

て
い

た
際

操
作

時
の

圧
力

設
定

を
確

認
し

な
か

っ
た

為
、

ホ
ー

ス
先
端

が
跳

ね
上

が
り

、
ホ

ー
ス

と
接

触
し

そ
う

に
な
っ
た
。

と
っ

さ
に

身
を

か
わ

し
、

事
な

き
を

得
た
。

操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底
。

3
3
2
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

6
月

土
曜

日
夕

晴
れ

場
内

で
の

作
業

中
ホ

イ
ル

ロ
ー

ダ
ー

で
の

積
込

み
の

際

ホ
イ

ル
ロ

ー
ダ

ー
の

タ
イ

ヤ
で

廃
棄

物
を

踏
ん

で
し

ま
い

、
破

袋
し

た
中

身
が

勢
い

よ
く

飛
び

出
し

、
作

業
員

と
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

と
っ

さ
に

身
を

か
わ

し
、

事
な

き
を

得
た
。

運
転

を
慎

重
に

行
う

。
運

転
中

に
は

作
業

員
を

近
寄

ら
せ

な
い

よ
う

に
徹

底
す
る
。

3
3
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

6
月

水
曜

日
夕

晴
れ

場
内

で
の

作
業

中
ホ

イ
ル

ロ
ー

ダ
ー

で
の

場
内

移
動

時

バ
ッ

ク
で

移
動

し
て

い
た

際
に

、
注

意
を

怠
っ

た
為

、
後

方
を

歩
行

し
て

い
た

作
業

員
と

接
触

し
そ

う
に

な
っ

た
。

歩
行

し
て

い
た

作
業

員
の

声
で

急
停

止
し
た
。

必
ず

周
囲

の
確

認
を

し
、

重
機

類
の

移
動
を
行
う
。

3
3
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

4
月

火
曜

日
夕

雨
場

内
で

の
作

業
中

高
所

作
業

の
為

、
梯

子
を

上
っ

た
際

梯
子

が
雨

で
濡

れ
て

お
り

、
足

を
滑

ら
せ
た
。

梯
子
か
ら
落
下
し
そ
う
に
な
っ
た
。

滑
り

止
め

の
施

工
、

濡
れ

た
箇

所
を

拭
う
。

3
3
5
実

際
そ

の
他

交
通

災
害

（
道

路
）

男
不

明
1
0
年

未
満

7
月

未
回
答

朝
晴

れ
７

番
シ

ャ
ッ

タ
ー

前
通

路
リ

フ
ト

で
バ

ッ
ク

進
行

を
し

て
い

て
後
方
確
認
を
怠
っ
た
た
め

車
両

と
接

触
し

サ
イ

ド
バ

ン
パ

ー
を

変
形
さ
せ
た

後
方
確
認
を
確
実
に
行
う

3
3
6
実

際
そ

の
他

転
倒

男
不

明
5
年

未
満

7
月

未
回

答
未

回
答

未
回

答
一

次
ミ

キ
サ

ー
施

設
階

段
を

降
り

て
い

て
足
の
裏
に
油
が
付
着
し
て
い
た
た
め

足
を
滑
ら
せ
転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た

足
の
裏
の
油
を
拭
き
取
る

3
3
7
実

際
そ

の
他

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

不
明

5
年

未
満

7
月

未
回

答
未

回
答

未
回

答
道

路
リ

フ
ト

で
走

行
中

工
場
手
前
に
高
い
段
差
が
あ
る
た
め

振
動
に
よ
り
腰
を
痛
め
る

段
差

を
な

く
し

ス
ム

ー
ズ

に
走

行
で

き
る
よ
う
に
す
る

3
3
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

不
明

3
年

未
満

7
月

未
回

答
未

回
答

未
回

答
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

で
ド

ラ
ム

転
倒

機
の

網
を

清
掃

中
手
元
の
確
認
不
足
に
よ
り

針
金
で
手
を
刺
し
そ
う
に
な
っ
た

鉄
の
工
具
な
ど
用
い
て
清
掃
を
す
る

3
3
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
3
年

未
満

7
月

未
回

答
未

回
答

未
回

答
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

で
ド

ラ
ム

の
キ

ャ
ッ

プ
を

開
け

る
際

に
中
の
液
が
膨
張
し
て
い
た
た
め

ド
ラ

ム
天

板
に

液
が

た
ま

り
、

服
の

袖
が
液
に
触
れ
薬
傷
す
る

満
タ

ン
に

液
を

入
れ

な
い

よ
う

に
得

意
先
へ
要
望
を
す
る

3
4
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
0

3
0
代

5
年

未
満

8
月

木
曜
日

夕
晴

れ
第

一
ピ

ッ
ト

誘
導

作
業

土
間

に
硝

子
破

片
や

金
属

く
ず

な
ど

が
あ
り
、
パ
ン
ク
の
恐
れ
あ
り

車
両

を
停

止
さ

せ
そ

の
場

で
ダ

ン
プ

ア
ッ
プ
さ
せ
た

常
に

土
間

や
周

囲
の

整
理

整
頓

を
心

が
け

作
業

の
し

や
す

い
状

態
を

作
っ

て
お
く

3
4
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
3
年

未
満

8
月

木
曜

日
夕

晴
れ

投
入

扉
横

物
性

検
収

密
閉

ド
ラ

ム
の

蓋
を

開
け

た
所

、
臭

気
が
強
く
鼻
と
の
ど
に
入
り
ま
し
た

臭
い

だ
け

だ
っ

た
の

で
離

れ
た

ら
収

ま
り
ま
し
た

ド
ラ

ム
を

開
け

る
際

は
臭

気
に

も
気

を
つ
け
風
上
に
立
つ
よ
う
に
す
る

3
4
2
実

際
未

回
答

未
回

答
男

3
5

3
0
代

3
年

未
満

8
月

月
曜
日

未
回

答
未

回
答

第
一

ピ
ッ

ト
リ

フ
ト

作
業

中
ス

テ
ン

レ
ス

の
バ

ッ
カ
ン

が
爪

か
ら

滑
っ
て
落
ち
そ
う
に
な
っ
た

何
も

無
か

っ
た

が
、

よ
く

滑
る

バ
ッ

カ
ン

な
の

で
落

ち
て

い
た

ら
投

入
ピ
ッ
ト
の
落
ち
て
い
た

急
ブ

レ
ー

キ
･
急

ハ
ン

ド
ル

を
切

ら
な
い

3
4
3
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
感

電
男

3
4

3
0
代

3
年

未
満

8
月

火
曜
日

朝
晴

れ
第

二
ピ

ッ
ト

建
屋

内
シ

ャ
ッ

タ
ー

開
閉

作
業

漏
電
に
よ
る
感
電

感
電
し
痛
み
が
走
る

電
器

系
統

に
異

常
が

認
め

ら
れ

た
時

は
極
力
素
手
で
触
ら
な
い

3
4
4
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
0

4
0
代

5
年

未
満

8
月

金
曜
日

昼
晴

れ
第

一
ピ

ッ
ト

重
機

作
業

車
両

か
ら

ド
ラ

ム
缶

を
降

ろ
す

際
、

ド
ラ

ム
ク

リ
ッ

パ
ー

が
確

実
に

か
か
っ
て
お
ら
ず
落
下
し
た

ド
ラ

ム
缶

が
変

形
し

ド
ラ

ム
ク

リ
ッ

パ
ー
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た

確
実

に
ド

ラ
ム

に
ク

リ
ッ

パ
ー

が
か

か
っ

て
い

る
か

を
確

認
し

作
業

を
行

う

3
4
5
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
0

3
0
代

5
年

未
満

8
月

土
曜
日

昼
、

夕
晴

れ
第

一
ピ

ッ
ト

誘
導

大
型

車
両

計
量

バ
ッ

ク
誘

導
時

、
後

方
か

ら
新

規
の

お
客
様

が
入

っ
て

き
た

誘
導

を
中

断
し

、
新

規
お

客
様

を
入

れ
た

周
囲
に
状
況
を
把
握
し
作
業
す
る

3
4
6
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
5
年

未
満

8
月

月
曜

日
朝

晴
れ

第
一

ピ
ッ

ト
場

内
車

の
後

の
タ

イ
ヤ

に
紐

が
絡

ま
っ

て
い

た
の

で
カ

ッ
タ

ー
に

て
切

っ
て

い
た

場
内

車
の

サ
イ

ド
ブ

レ
ー

キ
が

甘
く

車
が
動
い
た

運
転

手
に

言
っ

て
サ

イ
ド

ブ
レ

ー
キ

を
強
く
引
か
せ
た

タ
イ
ヤ
止
め
を
す
る

3
4
7
実

際
未

回
答

未
回

答
男

3
4

3
0
代

3
年

未
満

8
月

火
曜
日

未
回

答
晴

れ
、

雨
第

二
ピ

ッ
ト

建
屋

内
破

砕
作

業
コ

ン
ベ

ア
に

引
っ

か
か
っ

た
フ

レ
コ

ン
を

破
砕

機
運

転
中

に
取

ろ
う

と
し

た
手
を
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た

運
転
を
一
旦
中
断
し
、
作
業
を
行
う

3
4
8
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
3
年

未
満

7
月

金
曜

日
朝

晴
れ

第
一

ピ
ッ

ト
リ

フ
ト

作
業

リ
フ

ト
に

て
廃

プ
ラ

を
踏

ん
だ

ら
飛

散
し
た

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

が
小

さ
か

っ
た

の
で

被
害
は
な
し

リ
フ

ト
作

業
時

は
、

廃
棄

物
を

踏
ま

な
い
よ
う
に
注
意
す
る

3
4
9
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
4

3
0
代

3
年

未
満

7
月

火
曜
日

昼
、

夕
雨

第
二

ピ
ッ

ト
建

屋
内

重
機

作
業

離
れ

た
場

所
に

あ
っ

た
荷

を
掴

も
う

と
ア

ー
ム

を
伸

ば
し

た
ら

車
体

が
不

安
定
に
な
る

車
体
が
浮
い
た

離
れ

た
荷

物
を

取
る

場
合

は
、

重
機

ご
と
近
づ
き
作
業
す
る

3
5
0
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
1
0
年

以
上

7
月

火
曜
日

夕
雨

第
一

ピ
ッ

ト
金

属
く

ず
選

別
場

所
選

別
品

目
除

去
支

持
作

業
員

が
金

属
く

ず
選
別

後
、

後
方

通
行

の
確

認
も

せ
ず

金
属

く
ず

集
積

場
へ
投
げ
た

後
方

通
行

の
作

業
員

へ
当

た
り

か
け

た
作

業
員

は
後

方
確

認
。
通

行
者

は
一

声
か
け
る

3
5
1
実

際
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
1
0
年

以
上

7
月

金
曜
日

昼
晴

れ
第

二
ピ

ッ
ト

飛
散

物
除

去
指

示
廃

棄
物

等
降

ろ
し

時
リ
フ

ト
の

速
度

が
出
す
ぎ
て
い
る

タ
イ
ヤ
が
ス
リ
ッ
プ
を
起
こ
し
た

制
限
速
度
を
決
め
、
順
守
す
る

3
5
2
実

際
未

回
答

未
回

答
男

4
6

4
0
代

1
0
年

以
上

7
月

月
曜

日
朝

晴
れ

第
二

ピ
ッ

ト
灰

出
し

ダ
ン

プ
4
ｔ

で
ダ

ン
プ

ア
ッ

プ
荷

台
フ

ッ
ク

を
掛

け
て
い

る
の

を
忘

れ
て
ダ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
し
た

途
中
で
気
付
き
フ
ッ
ク
を
あ
げ
た

ブ
ザ

ー
が

鳴
る

な
ど

の
設

備
変

更
を

す
れ
ば

3
5
3
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

2
2

2
0
代

3
年

未
満

5
月

水
曜
日

夕
曇

り
選

別
場

選
別

作
業

重
機
の
死
角
部
に
入
っ
た
た
め

接
触
し
そ
う
に
な
っ
た

・
選
別
区
域
の
明
記

・
重
機
へ
ﾊ
ﾞ
ｯ
ｸ
ﾌ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｰ
の
設
置

・
死
角
部
に
進
入
し
な
い

3
5
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
5

3
0
代

3
年

未
満

5
月

金
曜
日

夕
雨

焼
却

炉
内

攪
拌

機
の

異
物

除
去

作
業

手
元
が
見
え
に
く
か
っ
た
た
め

ﾊ
ﾝ
ﾏ
ｰ
で
指
を
強
打
し
た

・
照
明
の
増
設

・
作
業
前
K
Y
の
徹
底
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

3
5
5
仮

想
そ

の
他

飛
来

・
落

下
男

4
0

4
0
代

5
年

未
満

8
月

日
曜
日

昼
曇

り
焼

却
炉

1
F

清
掃

作
業

焼
却

炉
5
F
で

ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ
を

行
っ

て
お

り
、
道
具
を
落
下
さ
せ
た
為

道
具
が
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た

道
工

具
は

紐
等

で
作

業
者

と
結

ん
で

お
く
。

高
所

で
の

ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ
時

は
床

を
養

生
す

る
。

ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
類
は

ﾊ
ﾞ
ｹ
ﾂ
等
入

れ
物

に
保

管
す

る
。

3
5
6
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
破

裂
男

2
5

2
0
代

3
年

未
満

2
月

土
曜
日

夕
曇

り
破

砕
機

破
砕

中
木
の
粉
が
大
量
に
投
入
さ
れ
た
た
め

爆
発
し
た

選
別
基
準
の
明
確
化
。

選
別

作
業

員
・

投
入

者
・

機
械

ｵ
ﾍ
ﾟ

ﾚ
ｰ
ﾀ
へ
の
廃
棄
物
教
育
。

防
爆
装
置
の
設
置
。

3
5
7
仮

想
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

不
明

3
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
工

場
で

廃
棄

物
搬

出
時

の
現

場
立

会
作

業
中

有
害

廃
棄

物
等

の
知

識
不

足
・

経
験

不
足
の
為

ケ
ガ

・
事

故
（

反
応

物
・

爆
発

物
・

有
害

物
等

の
接

触
）

等
が

発
生

す
る

可
能
性
有
り

有
害

物
に

対
す

る
知

識
向

上
の

為
、

講
習
会
の
実
施
。

同
行

営
業

に
よ

る
現

場
立

会
作

業
の

教
育

3
5
8
仮

想
そ

の
他

未
回

答
男

不
明

3
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
工

場
で

工
場

見
学

時
の

お
客

様
対

応
工

場
見

学
通

路
の

安
全
確

保
不

備
の

為
粉

塵
又

は
ガ

ス
等

を
お
客

様
に

か
か

る
可
能
性
有
り

危
険
箇
所
の
立
ち
入
り
禁
止

見
学
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
教
育

3
5
9
仮

想
そ

の
他

未
回

答
男

不
明

3
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

営
業

車
輌

廃
棄

物
の

サ
ン

プ
ル

受
領

及
び

持
ち

帰
り

サ
ン

プ
ル

品
の

車
内

で
の

経
時

変
化

発
生
や
臭
気
が
強
い
物
が
あ
る
為

健
康

被
害

・
体

調
不

良
・

車
内

事
故

等
が
起
こ
る
可
能
性
有
り

サ
ン

プ
ル

品
を

保
管

す
る

別
容

器
に

廃
棄

物
の

サ
ン

プ
ル

品
を

入
れ

持
ち

帰
る
。

3
6
0
仮

想
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

不
明

5
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

本
社

駐
車

場
～

第
一

ピ
ッ

ト
間

廃
棄

物
搬

入
時

公
道

と
工

場
敷

地
内

の
境

界
が

分
か

り
難

い
為

、
誘

導
が

き
っ

ち
り

行
わ

れ
て
い
な
い
為

事
故
に
繋
が
る
可
能
性
有
り

誘
導

員
が

必
ず

付
く

体
制

を
整

え
る
。

境
界

が
分

か
り

難
い

の
は

ペ
イ

ン
ト

な
ど
で
分
か
り
や
す
く
す
る

3
6
1
仮

想
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

不
明

3
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

廃
棄

物
保

管
建

屋
保

管
建

屋
か

ら
搬

入
車

輌
が

出
る

時
誘
導
員
が
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
為

事
故
発
生
の
危
険
性
有
り

誘
導

員
が

必
ず

付
く

体
制

を
整

え
る

又
は

、
安

全
を

確
保

す
る

為
の

装
置

を
設
置
す
る
。

3
6
2
仮

想
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

不
明

5
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
工

場
第

一
ピ

ッ
ト

廃
棄

物
搬

入
車

輌
誘

導
中

北
側

（
煙

突
か

ら
北

側
よ

り
）

か
ら

の
南
行
車
輌
が
見
え
に
く
い
為

公
道

横
断

時
の

車
輌

事
故

の
可

能
性

有
り

荷
卸

し
後

の
通

道
は

北
側

か
ら

の
車

輌
の

有
無

を
確

認
す

る
為

、
受

付
と

連
携

し
２

名
で

安
全

確
認

を
実

施
す

る
。

3
6
3
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
3
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
工

場
第

一
ピ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
に

て
廃

棄
物

パ
レ

ッ
ト

降
ろ

し
作

業
中

パ
レ

ッ
ト

の
フ

ォ
ー

ク
差

込
が

浅
か

っ
た

り
、

荷
物

の
位
置

が
高

い
ま

ま
走

行
し

荷
物

の
落

下
が

見
え

に
く

い
為
。

車
輌

・
重

機
と

の
接

触
事

故
の

可
能

性
有
り

パ
レ

ッ
ト

の
奥

ま
で

差
込

又
、

荷
物

は
地

面
に

近
い

所
ま

で
降

ろ
し

て
走

行
す

る
。

4
月

度
に

作
業

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

。
全

員
に

配
布

し
指

導
を

実
施
。

3
6
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
1
0
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
工

場
（

第
一

ピ
ッ

ト
）

で
重

機
に

よ
る

廃
棄

物
の

破
砕

作
業

中
誘

導
員

・
車

輌
選

別
員
が

予
想

出
来

な
い
周
り
の
環
境
が
あ
る
為

破
砕

と
同

時
に

周
囲

に
液

体
や

破
片

が
飛

び
散

り
、

お
客

様
の

車
や

選
別

し
て

い
る

作
業

員
に

か
か

る
可

能
性

が
あ
る
。

無
線

を
利

用
し

情
報

の
共

有
化

で
安

全
作
業
を
実
施
。

3
6
5
仮

想
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

不
明

1
0
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
工

場
（

第
一

ピ
ッ

ト
）

で
廃

棄
物

搬
入

車
輌

誘
導

後
、

車
輌

の
扉

を
開

閉
す

る
際

後
方

下
開

き
式

ダ
ン

プ
車

輌
の

扉
を

開
け
る
際
に
荷
物
が
落
下
す
る
為

廃
棄

物
の

落
下

に
よ

っ
て

足
等

負
傷

す
る
可
能
性
有
り

安
全
を
確
認
し
、
扉
を
開
け
る

3
6
6
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
不

明
5
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
工

場
（

第
二

ピ
ッ

ト
）

で
廃

棄
物

の
選

別
保

管
時

第
2
ピ

ッ
ト

土
間

が
乾

燥
し

強
風

時
、
砂
塵
が
飛
散
す
る
為

強
風

に
よ

り
砂

塵
が

飛
散

し
近

隣
や

従
業

員
又

は
、

お
得

意
先

運
転

手
な

ど
に

人
体

的
被

害
を

与
え

る
可

能
性

有
り

・
粉

塵
飛

散
し

な
い

よ
う

に
作

業
員

へ
の
散
水
教
育
の
実
施
。

・
小

型
道

路
清

掃
車

（
ス

イ
ー

パ
ー

）
の

購
入

、
又

は
リ

ー
ス

に
て

粉
塵
除
去

3
6
7
仮

想
収

集
運

搬
時

墜
落

・
転

落
男

不
明

5
年

未
満

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

引
取

現
場

コ
ン

テ
ナ

入
替

作
業

中
廃

棄
物

の
上

な
ど

、
高
所

に
て

作
業

を
行
う
為

廃
棄

物
の

荷
崩

れ
や

足
元

の
滑

り
に

よ
り

作
業

員
が

落
下

す
る

危
険

性
が

あ
る
。

作
業

直
前

に
廃

棄
部

の
上

部
を

整
理

し
足

場
を

十
分

に
確

保
し

安
全

に
作

業
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

安
全
帯
の
着
用

3
6
8
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
3
9

3
0
代

3
年

未
満

6
月

月
曜
日

昼
曇

り
構

内

混
合

し
た

ガ
レ

キ
を

ふ
る

い
機

で
選

別
作

業
を

し
て

い
る

時
に

、
ホ

ッ
パ

ー
か

ら
飛

ん
だ

ガ
レ

キ
が

作
業

員
に

当
た

り
そ

う
に

な
る

ホ
ッ

パ
ー

に
入

ら
な

い
サ

イ
ズ

の
大

き
な

ガ
レ

キ
は

外
に

飛
び

出
る

よ
う

に
な

っ
て

お
り

、
作

業
員

は
近

く
で

ガ
ラ
を
あ
け
る
作
業
を
し
て
い
た
。

オ
ペ

は
周

囲
に

気
を

配
っ

て
い

た
た

め
大

声
で

注
意

を
し

た
た

め
危

険
を

回
避
し
た

作
業

員
に

は
ふ

る
い

作
業

中
は

周
囲

・
頭

上
の

安
全

を
確
認

す
る

よ
う

注
意
を
促
す
。

3
6
9
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
3
年

未
満

6
月

未
回

答
未

回
答

晴
れ

構
内

ユ
ン

ボ
で

瓦
処

理
し

て
い

る
時

、
作

業
員

が
後

ろ
に

い
た

作
業

員
は

ガ
ラ

を
拾

っ
て

い
て

、
ユ

ン
ボ

が
バ

ッ
ク

し
て

く
る

と
は

思
っ

て
い
な
か
っ
た
。

オ
ペ

は
何

度
か

そ
う

い
う

時
が

あ
っ

た
た

め
、

周
囲

を
注

意
し

て
い

た
の

で
、
事
無
き
に
済
ん
だ
。

作
業

員
に

は
重

機
の

作
業

範
囲

内
に

は
絶

対
に

入
ら

な
い

よ
う

注
意

し
た
。

3
7
0
仮

想
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

不
明

未
回

答
6
月

未
回
答

朝
未

回
答

構
内

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
で

フ
レ

コ
ン

パ
ッ

ク
を

吊
り

上
げ

移
動

時
に

ベ
ル

ト
が

切
れ

た

吊
り

上
げ

時
、

慌
て

て
一

気
に

上
げ

移
動
し
た
た
め

近
く

に
誰

も
い

な
か

っ
た

た
め

、
落

下
だ
け
で
済
ん
だ
。

吊
り

上
げ

時
、

周
囲

確
認

を
し

、
あ

わ
て

作
業

を
し

な
い

よ
う

心
掛

け
る
。

3
7
1
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
3
2

3
0
代

5
年

未
満

6
月

木
曜
日

昼
晴

れ
産

業
廃

棄
物

処
理

工
場

内
に

て
搬

入
車

両
の

荷
下

し
作

業
中

ダ
ン

プ
車

の
荷

下
し

後
、

残
っ

て
い

た
ゴ

ミ
を

取
る

た
め

に
、

荷
台

が
ま

だ
斜
め
の
状
態
で
人
が
登
っ
た
た
め

滑
っ
て
落
ち
そ
う
に
な
っ
た

荷
台

に
上

が
る

際
は

、
必

ず
荷

台
が

下
が

っ
た

事
を

確
認

し
て

か
ら

行
う

よ
う
に
ル
ー
ル
決
め

3
7
2
仮

想
収

集
運

搬
時

転
倒

男
4
3

4
0
代

1
0
年

未
満

5
月

火
曜

日
未

回
答

未
回

答
取

引
先

で
オ

イ
ル

セ
ラ

ー
の

廃
油

を
吸

引
し

て
い

る
時

に
上

か
ら

下
へ

と
階

段
を

昇
り

降
り

を
し

て
い

て
。

足
の
裏
に
油
が
つ
い
て
い
た
為

足
が

す
べ

っ
て

転
げ

落
ち

そ
う

に
な
っ
た
。

油
の

付
い

た
床

を
歩

い
た

後
は

注
意

す
る
。
足
の
裏
を
拭
い
た
り
す
る
。

3
7
3
仮

想
未

回
答

墜
落

・
転

落
男

3
2

3
0
代

3
年

未
満

6
月

水
曜
日

朝
晴

れ
取

引
先

で
シ

ー
ト

を
掛

け
る

時
に

ド
ラ

ム
の

上
に

油
が

つ
い

て
い

た
た

め
す
べ
り
そ
う
に
な
っ
た

ド
ラ

ム
の

上
に

乗
る

と
き

は
端

に
乗

る
よ
う
に
す
る
。

66



属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

3
7
4
仮

想
未

回
答

墜
落

・
転

落
男

4
2

4
0
代

3
年

未
満

6
月

火
曜
日

未
回

答
晴

れ
得

意
先

の
積

み
込

み
場

で
パ

レ
ッ

ト
の

上
に

乗
っ

て
い

る
ド

ラ
ム

を
ト

ラ
ッ

ク
に

積
も

う
と

し
た

時
に

足
元

を
ま

っ
た

く
見

ず
に

強
引

に
手

前
に
引
っ
張
っ
た
為
。

ト
ラ

ッ
ク

の
横

か
ら

積
も

う
と

し
た

時
に

自
分

の
足

の
上

に
ド

ラ
ム

を
落

と
し
て
し
ま
っ
た
。

足
元

を
確

認
し

つ
つ

ゆ
っ

く
り

手
前

に
持
っ
て
き
た
ら
よ
か
っ
た
。

3
7
5
仮

想
収

集
運

搬
時

墜
落

・
転

落
男

6
0

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

6
月

水
曜

日
朝

雨
取

引
先

で
再

生
燃

料
を

荷
卸

し
中

燃
料

を
積

み
込

ん
だ

時
に

マ
ン

ホ
ー

ル
を
閉
め
た
時
確
認
し
な
か
っ
た
為

上
部

マ
ン

ホ
ー

ル
が

き
っ

ち
と

閉
ま

っ
て

い
な

く
て

油
が
吹

き
こ

ぼ
れ

た
乗
務
員
に
か
か
り
失
明
し
た

荷
卸

時
に

マ
ン

ホ
ー

ル
を

確
認

し
て

か
ら
荷
卸
し
す
る

3
7
6
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

3
6

3
0
代

5
年

未
満

6
月

木
曜
日

未
回

答
晴

れ
自

社
プ

ラ
ン

ト
内

バ
キ

ュ
ー

ム
車

に
於

い
て

サ
ン

プ
ル

採
取

足
元
を
よ
く
見
て
な
か
っ
か
。

レ
シ

ー
バ

ー
タ

ン
ク

上
部

に
上

が
る

際
に

タ
ラ

ッ
プ

か
ら

足
を

滑
ら

せ
落

下
し
そ
う
に
な
っ
た
。

足
元
の
確
認
を
よ
く
す
る
。

3
7
7
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
0

3
0
代

3
年

未
満

6
月

金
曜
日

未
回

答
雨

自
社

構
内

詰
め

所
に

行
こ

う
と

し
た

時
雨

が
降

っ
て

地
面

が
濡
れ

て
い

た
た

め
、

足
を
す
べ
ら
し
た
。

足
元
を
確
認
し
つ
つ
ゆ
っ
く
り
歩
く

3
7
8
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
4

4
0
代

1
0
年

未
満

6
月

月
曜

日
朝

晴
れ

自
社

構
内

シ
ー

ト
を

外
し

て
い

る
と

き
シ
ー
ト
が
濡
れ
て
い
た
為

足
を
滑
ら
し
そ
う
に
な
っ
た
。

足
元

を
確

認
し

な
が

ら
ゆ

っ
く

り
シ
ー
ト
を
外
す

3
7
9
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

6
月

月
曜

日
未

回
答

未
回

答
汚

泥
槽

一
斗

缶
を

処
理

し
て

い
る

時
に

足
元
が
油
で
汚
れ
て
い
た
た
め

足
が
滑
り
転
倒
し
た
。

足
元

が
油

で
汚

れ
て

い
る

時
は

作
業

す
る
前
に
清
掃
す
る
。

3
8
0
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

6
月

火
曜

日
未

回
答

未
回

答
工

場
内

地
下

ポ
ン

プ
の

修
理

を
し

て
い

る
時

に
ポ

ン
プ

の
中

に
残

液
が
残

っ
て

い
た

た
め

ポ
ン

プ
を

ば
ら

し
た

時
に

液
が

ふ
き

だ
し
作
業
員
に
か
か
っ
た
。

ポ
ン

プ
を

ば
ら

す
時

は
必

ず
残

液
を

抜
い
て
か
ら
作
業
す
る
。

3
8
1
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
4
3

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

月
曜

日
未

回
答

未
回

答
汚

泥
槽

一
斗

缶
処

理
中

に
一

斗
缶

の
液

と
汚

泥
槽
の

液
が

反
応

し
た
た
め

汚
泥

槽
か

ら
有

毒
性

の
ガ

ス
が

発
生

し
作

業
員

が
中

毒
に

な
り

倒
れ

死
亡

す
る
。

一
斗

缶
を

処
理

す
る

前
に

反
応

テ
ス

ト
を
行
う
。

3
8
2
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

6
月

火
曜

日
未

回
答

未
回

答
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
ド

ラ
ム

転
倒

機
作

業
中

に
周
り
の
注
意
を
怠
っ
た
た
め

ド
ラ

ム
を

運
ぶ

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
と

接
触
し
転
倒
し
骨
折
す
る
。

転
倒

機
作

業
中

は
リ

フ
ト

の
動

き
に

注
意
す
る
。

3
8
3
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
2

2
0
代

5
年

未
満

6
月

水
曜
日

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
に

あ
る

タ
ン

ク
付

近
で

原
料

油
の

ロ
ー

リ
ー

荷
降

ろ
し

中
に

、
作

業
員

が
立

ち
会

っ
て
い

な
か

っ
た

た
め

会
所

箱
か

ら
液

が
漏

洩
し

地
下

に
い

た
作
業
員
に
か
か
り
薬
傷
す
る
。

ロ
ー

リ
ー

を
荷

降
ろ

し
す

る
時

は
必

ず
作
業
員
が
立
ち
会
う
。

3
8
4
仮

想
未

回
答

薬
傷

男
2
2

2
0
代

5
年

未
満

6
月

火
曜
日

未
回

答
未

回
答

製
品

篩
機

前
製

品
残

渣
を

ド
ラ

ム
に

詰
め

て
い

る
時

に
保
護
メ
ガ
ネ
の
着
用
を
怠
っ
た
た
め

液
が

飛
び

跳
ね

て
作

業
員

の
目

に
入

り
薬
傷
す
る
。

作
業

前
に

必
ず

保
護

メ
ガ

ネ
を

着
用

す
る
。

3
8
5
仮

想
未

回
答

薬
傷

男
2
7

2
0
代

1
0
年

未
満

6
月

火
曜

日
未

回
答

未
回

答
汚

泥
槽

空
ド

ラ
ム

を
手

で
転

が
し

て
運

ん
で

い
る

時
に

空
ド

ラ
ム

の
底

に
残

液
が

残
っ

て
い

た
た
め

ド
ラ

ム
か

ら
液

が
飛

び
跳

ね
て

作
業

員
に
か
か
り
薬
傷
す
る
。

空
ド

ラ
ム

を
運

ぶ
時

は
残

液
が

残
っ

て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

3
8
6
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
2
1

2
0
代

5
年

未
満

6
月

火
曜
日

未
回

答
未

回
答

ド
ラ

ム
ヤ

ー
ド

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
運

転
中

に
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
て
い
た
た
め

作
業
員
に
接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
。

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
を

運
転

す
る

時
は

安
全
運
転
を
心
掛
け
る
。

3
8
7
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

6
月

火
曜

日
未

回
答

未
回

答
工

場
内

通
路

ド
ラ

ム
ポ

ー
タ

ー
で

ド
ラ

ム
運

搬
中

に
前
方
の
注
意
を
怠
っ
た
た
め

作
業

員
と

接
触

し
転

倒
し

骨
折

す
る
。

ド
ラ

ム
運

搬
中

は
作

業
員

に
注

意
し

ゆ
っ
く
り
運
ぶ
。

3
8
8
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

6
月

火
曜

日
未

回
答

未
回

答
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
バ

キ
ュ

ー
ム

車
荷

降
ろ

し
中

篩
機
の
確
認
を
し
な
か
っ
た
た
め

篩
機

か
ら

液
が

漏
洩

し
作

業
員

に
か

か
り
薬
傷
す
る
。

荷
降

ろ
し

前
に

必
ず

篩
機

に
ゴ

ミ
が

な
い
か
確
認
す
る
。

3
8
9
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
4
0

4
0
代

未
回

答
6
月

火
曜

日
未

回
答

未
回

答
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
ド

ラ
ム

転
倒

機
作

業
中

に
足
元
の
注
意
を
怠
っ
た
た
め

ロ
ー

ラ
ー

に
つ

ま
ず

き
転

倒
し

骨
折

す
る
。

足
元
に
注
意
し
て
作
業
す
る
。

3
9
0
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

土
曜

日
朝

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
破

砕
処

分
場

で

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

を
破

砕
機

に
投

入
す

る
作

業
及

び
、

再
生

材
の

積
み

込
み

作
業

を
す

る
た

め
に

重
機

に
乗

降
り

す
る

時

作
業
場
所
の
足
元
が
狭
い
た
め

足
を
踏
み
外
し
て
転
倒
す
る

足
元
を
広
く
し
、
足
場
を
確
保
す
る

3
9
1
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

月
曜

日
朝

雨
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

破
砕

処
分

場
で

破
砕

機
を

点
検

す
る

時
足
元
が
濡
れ
て
い
た
た
め

足
を
滑
ら
せ
転
落
す
る

1
．

足
元

を
確

認
し

か
ら

点
検

す
る

2
．

手
摺

り
及

び
滑

り
止

め
を

有
効

に
活
用
す
る

3
9
2
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

5
月

火
曜

日
昼

雨
木

く
ず

置
場

付
近

で
搬

入
さ

れ
た

木
く

ず
を

分
別

す
る

た
め

場
内

を
歩

く
時

地
面
が
雨
で
ぬ
か
る
ん
で
い
た
た
め

足
を
滑
ら
せ
転
倒
す
る

足
元

を
よ

く
確

認
し

、
足

元
の

良
い

所
を
歩
く

3
9
3
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

水
曜

日
昼

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
破

砕
処

分
場

で

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

を
破

砕
機

に
投

入
す

る
作

業
及

び
、

再
生

材
の

積
み

込
み

作
業

を
す

る
た

め
に

重
機

に
乗

降
り

す
る

時

手
す
り
を
持
た
ず
に
乗
り
降
り
し
て

足
を
滑
ら
せ
転
落
す
る

手
す
り
を
持
っ
て
乗
り
降
り
す
る

3
9
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

木
曜

日
夕

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ー
プ

ラ
ン

ト
で

脚
立

を
用

い
て

機
械

の
高

所
部

分
を

修
理

し
て

い
る

時
安

全
帯

を
着

用
し

て
い
な

か
っ

た
た

め
脚
立
か
ら
転
落
す
る

脚
立

を
使

用
し

て
行

う
作

業
で

は
安

全
帯
を
着
用
す
る

3
9
5
仮

想
収

集
運

搬
時

交
通

災
害

（
道

路
）

男
5
0

5
0
代

3
年

未
満

5
月

金
曜
日

夕
曇

り
産

業
廃

棄
物

中
間

処
理

場
前

の
市

道
で

処
理

場
か

ら
市

道
に

出
る

時
左

右
の

安
全

確
認

が
不
十

分
で

あ
っ

た
た
め

一
般
車
両
と
接
触
す
る

左
右

を
十

分
に

確
認

し
、

第
三

者
の

車
両

が
通

行
し

て
き

た
時

は
進

路
を

譲
る

3
9
6
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

土
曜

日
夕

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ー
プ

ラ
ン

ト
で

ラ
イ

ナ
ー

の
交

換
作

業
を

す
る

た
め

部
品

を
持

っ
て

階
段

を
上

っ
て

い
る

時
足
元
を
見
て
い
な
か
っ
た
た
め

つ
ま
づ
い
て
転
倒
す
る

荷
物

を
も

っ
て

階
段

を
上

り
下

り
す

る
時
は
、
足
元
を
十
分
確
認
す
る

3
9
7
仮

想
そ

の
他

飛
来

・
落

下
男

4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

月
曜

日
昼

晴
れ

非
鉄

の
積

み
込

み
場

で
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

選
別

の
際

に
除

去
し

た
非

鉄
を

ト
ラ

ッ
ク

に
積

み
込

む
時

吊
り
荷
が
崩
れ
て

吊
り
荷
の
下
敷
き
に
な
る

玉
掛
け
を
確
実
に
す
る

3
9
8
仮

想
そ

の
他

激
突

さ
れ

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

火
曜

日
昼

晴
れ

非
鉄

の
積

み
込

み
場

で
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
鉄

く
ず

を
運

ん
で

い
る

時
周

囲
を

よ
く

確
認

し
て
い

な
か

っ
た

た
め

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
が

作
業

員
に

接
触

す
る

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
で

作
業

を
す

る
時

は
、
周
囲
の
確
認
を
徹
底
す
る

3
9
9
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

水
曜

日
昼

雨
木

く
ず

置
場

で
搬

入
さ

れ
た

木
く

ず
を

、
破

砕
す

る
も

の
と

焼
却

す
る

も
の

と
に

重
機

で
分

別
し

て
い

る
時

重
機

で
木

く
ず

を
つ

か
ん

だ
時

に
木

片
が
折
れ
て
跳
ね
返
っ
た
た
め

跳
ね
た
木
片
が
作
業
員
に
当
た
る

作
業
員
は
重
機
か
ら
離
れ
る

4
0
0
仮

想
そ

の
他

激
突

さ
れ

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

5
月

木
曜

日
昼

曇
り

再
生

砕
石

置
場

で
再

生
砕

石
を

ペ
ー

ロ
ー

ダ
ー

で
積

み
込

ん
で

い
た

時
重
機
か
ら
の
視
界
が
悪
い
た
め

作
業
員
と
接
触
す
る

作
業
員
を
見
た
ら
一
旦
停
止
す
る
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

4
0
1
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

6
5

6
0
代

以
上
1
0
年

未
満

5
月

金
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ー
プ

ラ
ン

ト
で

ベ
ル

ト
コ

ン
ベ

ア
か

ら
流

れ
て

く
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

に
混

ざ
っ

て
い

る
ゴ

ミ
を

取
り

除
く

作
業

を
し

て
い

る
時

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

に
鉄

筋
が

付
着

し
て
い
た
た
め

付
着

し
て

い
た

鉄
筋

で
服

を
引

っ
掛

け
ケ
ガ
を
す
る

は
み

出
し

た
鉄

筋
は

ベ
ル

ト
の

中
央

に
戻
す

4
0
2
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

土
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

重
機

で
木

く
ず

を
押

し
て

い
る

時
近
く
に
い
た
作
業
員
に
気
付
か
ず

作
業
員
と
接
触
す
る

重
機

で
木

を
押

す
作

業
を

す
る

時
は

人
払
い
を
す
る

4
0
3
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

月
曜

日
昼

雨
木

く
ず

置
場

で

搬
入

さ
れ

た
木

く
ず

を
、

破
砕

す
る

も
の

と
焼

却
す

る
も

の
と

に
分

別
す

る
た

め
に

重
機

に
乗

ろ
う

と
ド

ア
を

開
け

た
時

ド
ア
が
強
風
に
あ
お
ら
れ
て

ド
ア
で
指
を
つ
め
る

ド
ア

ノ
ブ

を
し

っ
か

り
持

っ
て

開
閉

す
る

4
0
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

6
5

6
0
代

以
上

5
年

未
満

5
月

火
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
置

場
で

木
く

ず
を

引
き

出
し

て
い

る
時

木
く
ず
に
つ
ま
づ
い
て

転
倒
す
る

足
元
を
整
理
し
て
か
ら
作
業
を
す
る

4
0
5
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

水
曜

日
昼

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

で
重

機
を

バ
ッ

ク
で

移
動

さ
せ

て
い

る
時

後
方

を
十

分
に

確
認

し
て

い
な

い
た

め
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ー
プ

ラ
ン
ト

の
建

屋
か

ら
出
て
く
る
作
業
員
と
接
触
す
る

重
機

を
バ

ッ
ク

さ
せ

る
時

は
後

方
確

認
及
び
徐
行
を
徹
底
す
る

4
0
6
仮

想
そ

の
他

墜
落

・
転

落
男

6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

5
月

金
曜

日
昼

曇
り

再
生

砕
石

置
場

で
重

機
に

乗
り

降
り

す
る

時
足
を
踏
み
外
し
て

重
機
か
ら
転
落
す
る

足
元

を
よ

く
確

認
し

て
乗

り
降

り
す

る

4
0
7
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

土
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
の

中
間

処
理

場
で

焼
却

炉
の

煙
突

の
補

修
（

溶
接

）
を

高
所

で
し

て
い

る
時

足
を
踏
み
外
し
て

転
落
す
る

安
全

帯
を

着
用

し
手

す
り

に
確

実
に

取
り
付
け
る

4
0
8
仮

想
そ

の
他

激
突

さ
れ

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

5
月

月
曜

日
昼

晴
れ

再
生

砕
石

置
場

で
ペ

ー
で

砕
石

を
ダ

ン
プ

に
積

み
込

む
作

業
で

、
ペ

ー
を

バ
ッ

ク
さ

せ
た

時
ヤ
ー
ド
が
狭
い
た
め

重
機
と
作
業
員
が
接
触
す
る

作
業

員
の

存
在

を
確

認
し

た
ら

一
旦

停
止
し
作
業
員
を
や
り
過
ご
す

4
0
9
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
6
5

6
0
代

以
上

5
年

未
満

6
月

火
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

搬
入

さ
れ

た
木

く
ず

を
、

破
砕

す
る

も
の

と
焼

却
す

る
も

の
と

に
分

別
す

る
作

業
を

し
て

い
る

時
木
く
ず
を
投
げ
た
ら

他
の
作
業
員
の
顔
に
当
た
る

木
く
ず
は
投
げ
ず
に
そ
っ
と
置
く

4
1
0
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

水
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
の

中
間

処
理

場
で

木
く

ず
を

重
機

で
ダ

ン
プ

に
積

み
込

ん
で

い
る

時
重
機
の
近
く
に
人
が
い
て

重
機
と
接
触
す
る

重
機
作
業
時
は
人
払
い
を
す
る

4
1
1
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

木
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

で
ガ

ラ
を

重
機

で
押

し
て

い
る

時
重

機
ど

う
し

の
合

図
の
不

徹
底

に
よ

り
重
機
と
重
機
が
接
触
す
る

複
数

の
重

機
が

混
在

す
る

作
業

場
で

は
合

図
を

送
り

互
い

の
動

作
が

確
認

出
来
て
か
ら
重
機
を
操
作
す
る

4
1
2
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

6
5

6
0
代

以
上

5
年

未
満

6
月

金
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

搬
入

さ
れ

た
木

く
ず

を
、

破
砕

す
る

も
の

と
焼

却
す

る
も

の
と

に
分

別
す

る
作

業
を

手
で

し
て

い
る

時

引
っ

張
っ

た
木

く
ず

か
ら

釘
が

出
て

い
て

手
に
釘
が
引
っ
掛
か
り
ケ
ガ
を
す
る

分
別

す
る

材
料

に
釘

が
付

い
て

い
な

い
か
木
く
ず
に
触
る
前
に
確
認
す
る

4
1
3
仮

想
そ

の
他

激
突

さ
れ

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

6
月

土
曜

日
昼

晴
れ

再
生

砕
石

置
場

で
再

生
砕

石
を

ペ
ー

で
ダ

ン
プ

に
積

み
込

ん
で

い
る

時
ヤ
ー
ド
が
狭
い
た
め

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ー

プ
ラ

ン
ト

の
建

屋
か

ら
出
て
き
た
作
業
員
に
接
触
す
る

作
業

員
の

存
在

を
確

認
し

た
ら

一
旦

停
止

し
、

合
図

を
送

り
先

に
進

路
を

譲
る

4
1
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

月
曜

日
朝

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

で
重

機
及

び
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ー
プ

ラ
ン

ト
建

屋
内

を
点

検
し

て
い

る
時

足
を
滑
ら
せ
て

転
落
す
る

足
元

を
十

分
に

確
認

し
、

手
す

り
や

滑
り

止
め

を
使

い
な

が
ら

点
検

作
業

を
行
う

4
1
5
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

火
曜

日
昼

曇
り

チ
ッ

プ
置

場
で

チ
ッ

プ
置

場
を

上
り

下
り

す
る

時
滑
っ
て

転
倒
す
る

手
す

り
を

し
っ

か
り

持
っ

て
上

り
下

り
す
る

4
1
6
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

水
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

で

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

に
混

じ
っ

て
い

た
レ

ン
ガ

を
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

で
運

び
出

す
時

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
て

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
が

ス
ロ

ー
プ

で
転

倒
す
る

ス
ロ

ー
プ

を
走

行
す

る
時

は
徐

行
す

る

4
1
7
仮

想
そ

の
他

激
突

さ
れ

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

6
月

木
曜

日
朝

晴
れ

再
生

砕
石

の
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

で
再

生
砕

石
を

ペ
ー

で
ダ

ン
プ

に
積

み
込

ん
で

い
る

時
人
払
い
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
た
め

ゴ
ミ

取
り

の
作

業
員

に
ペ

ー
が

接
触

す
る

作
業

員
が

い
る

場
所

に
重

機
で

近
づ

く
時
は
合
図
を
送
り
人
払
い
を
す
る

4
1
8
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

金
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

木
く

ず
を

重
機

で
積

み
込

む
作

業
を

し
て

い
る

時
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
が

ゴ
ミ
取

り
の

作
業

員
に
気
付
か
ず

重
機
が
作
業
員
に
接
触
す
る

ゴ
ミ

取
り

の
作

業
員

は
セ

ー
フ

テ
ィ

ベ
ス
ト
を
着
用
す
る

4
1
9
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
交

通
災

害
（

そ
の

他
）

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

土
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

で
ガ

ラ
を

重
機

で
押

し
て

い
て

重
機

を
バ

ッ
ク

さ
せ

た
時

合
図
が
不
十
分
で

進
入
し
て
き
た
ダ
ン
プ
と
接
触
す
る

ダ
ン

プ
の

運
転

手
か

ら
無

線
で

進
入

の
合
図
を
送
っ
て
も
ら
う

4
2
0
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

月
曜

日
朝

曇
り

木
く

ず
の

中
間

処
理

場
で

焼
却

炉
の

煙
突

の
掃

除
を

し
て

い
る

時
安
全
帯
を
着
用
し
な
か
っ
た
た
め
に

転
落
す
る

高
所

で
作

業
を

す
る

時
は

安
全

帯
を

着
用
し
手
す
り
に
か
け
る

4
2
1
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

火
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

で
ガ

ラ
を

重
機

で
押

し
て

い
る

時
合
図
の
不
徹
底
に
よ
り

重
機
と
ぺ
ー
が
接
触
す
る

重
機

と
ペ

ー
が

混
在

し
て

作
業

を
す

る
時
は
ペ
ー
を
優
先
す
る

4
2
2
仮

想
収

集
運

搬
時

交
通

災
害

（
そ

の
他

）
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

水
曜

日
朝

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

で
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

搬
入

を
し

て
い

る
時

霧
の
発
生
で
視
界
が
悪
く
な
り

進
入
車
両
と
重
機
が
接
触
す
る

場
内

の
ラ

イ
ト

を
付

け
、

車
両

は
徐

行
す
る

4
2
3
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

6
月

木
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

木
く

ず
の

分
別

作
業

で
チ

ェ
ン

ソ
ー

を
使

用
し

て
い

る
時

無
理
な
体
勢
で
作
業
を
し
て
い
て

チ
ェ
ン
ソ
ー
で
手
、
又
は
足
を
切
る

無
理
な
体
勢
で
作
業
を
し
な
い

4
2
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

6
月

金
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
置

場
で

木
く

ず
を

分
別

し
て

い
る

時
周
囲
を
良
く
見
て
い
な
か
っ
た
た
め

放
り

投
げ

た
木

く
ず

が
他

の
作

業
員

の
体
に
当
た
る

手
元
、
周
囲
を
よ
く
確
認
す
る

4
2
5
仮

想
収

集
運

搬
時

交
通

災
害

（
そ

の
他

）
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

土
曜

日
朝

雨
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

中
間

処
理

場
で

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
搬

入
を

し
て

い
る

時
霧
の
発
生
で
視
界
が
悪
く
な
り

進
入

し
て

き
た

ダ
ン

プ
と

と
重

機
が

接
触
す
る

周
囲
を
確
認
し
な
が
ら
徐
行
す
る

4
2
6
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

月
曜

日
昼

雨
木

く
ず

置
場

で
木

く
ず

を
重

機
で

積
み

込
む

作
業

を
し

て
い

る
時

ゴ
ミ
取
り
の
作
業
員
に
気
付
か
ず

作
業
員
と
重
機
が
接
触
す
る

作
業

員
の

位
置

を
確

認
し

、
作

業
員

が
い

た
ら

合
図

を
送

り
人

払
い

を
す

る

4
2
7
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
交

通
災

害
（

そ
の

他
）

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

6
月

火
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
置

場
で

木
く

ず
の

分
別

作
業

を
し

て
い

る
時

バ
ッ

ク
し

て
き

た
ダ

ン
プ

に
気

付
か

ず
ダ
ン
プ
に
ひ
か
れ
る

搬
入

車
両

が
場

内
で

バ
ッ

ク
す

る
時

は
誘
導
す
る

4
2
8
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

水
曜

日
朝

雨
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
の

中
間

処
理

場
で

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
受

け
入

れ
を

し
て

い
る

時
霧
の
発
生
で
視
界
が
悪
く
な
り

進
入

し
て

き
た

ダ
ン

プ
と

と
重

機
が

接
触
す
る

霧
が

発
生

し
た

時
は

ヘ
ッ

ド
ラ

イ
ト

を
点

灯
し

周
囲

を
確

認
し

な
が

ら
徐

行
す
る
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

4
2
9
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

6
月

木
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

ゴ
ミ

取
り

を
し

て
い

る
時

重
機
の
死
角
に
に
入
り

重
機
に
ひ
か
れ
る

重
機

の
死

角
に

入
ら

な
い

。
ま

た
重

機
が

置
場

に
近

づ
く

時
に

は
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
が

作
業

員
に
退

避
の

合
図

を
送
る

4
3
0
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
交

通
災

害
（

そ
の

他
）

男
5
0

5
0
代

1
0
年

未
満

6
月

金
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

で
ガ

ラ
を

重
機

で
押

し
て

い
る

時
合
図
の
不
徹
底
に
よ
り

重
機
と
重
機
が
接
触
す
る

複
数

の
重

機
が

混
在

し
て

ガ
ラ

を
押

す
作

業
を

す
る

時
は

、
合

図
を

送
っ

て
か
ら
ガ
ラ
を
押
す

4
3
1
仮

想
収

集
運

搬
時

激
突

さ
れ

男
4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

土
曜

日
昼

雨
木

く
ず

置
場

に
木

く
ず

を
搬

入
す

る
時

周
囲

の
確

認
が

不
十

分
で

あ
っ

た
た

め
ゴ
ミ
取
り
の
作
業
員
に
接
触
す
る

廃
棄

物
置

場
に

進
入

す
る

時
は

作
業

員
に

合
図

を
送

り
周

囲
を

確
認

し
徐

行
す
る

4
3
2
仮

想
そ

の
他

激
突

さ
れ

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

6
月

月
曜

日
朝

曇
り

再
生

砕
石

置
場

で
積

み
込

み
作

業
を

す
る

た
め

ペ
ー

を
バ

ッ
ク

さ
せ

た
時

周
囲

の
作

業
員

へ
の

合
図

が
不

十
分

で
あ
っ
た
た
め

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ー

プ
ラ

ン
ト

の
建

屋
か

ら
出
て
き
た
作
業
員
に
接
触
す
る

作
業

員
と

の
合

図
の

確
認

を
確

実
に

す
る

4
3
3
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
崩

壊
・

倒
壊

男
4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

6
月

火
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
置

場
で

木
く

ず
の

分
別

を
し

て
い

る
時

積
ん

で
い

る
木

く
ず

が
不

安
定

な
状

態
に
な
っ
て
い
て

木
を

上
か

ら
取

っ
た

ら
崩

れ
て

木
が

落
ち
て
き
て
足
に
当
た
る

崩
れ

そ
う

な
所

は
先

に
重

機
で

崩
し

て
か
ら
分
別
作
業
を
す
る

4
3
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

6
月

水
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

木
く

ず
の

分
別

を
し

て
い

る
時

木
く
ず
を
無
理
に
引
き
出
し
た
ら

木
く
ず
が
足
に
当
た
り
ケ
ガ
を
す
る

木
く

ず
を

引
き

出
す

時
は

ゆ
っ

く
り

と
引
き
出
す

4
3
5
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
は

さ
ま

れ
・

巻
き

込
ま

れ
男

6
5

6
0
代

以
上

5
年

未
満

7
月

木
曜

日
夕

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

中
間

処
理

場
の

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ー

プ
ラ

ン
ト

で
コ

ン
ベ

ア
の

ベ
ル

ト
を

掃
除

し
て

い
る

時
コ

ン
ベ

ア
を

動
か

し
た
ま

ま
作

業
を

し
て
い
て

ベ
ル
ト
に
巻
き
込
ま
れ
る

コ
ン

ベ
ア

の
ベ

ル
ト

を
掃

除
す

る
時

は
コ

ン
ベ

ア
を

止
め

て
か

ら
作

業
を

す
る

4
3
6
仮

想
収

集
運

搬
時

激
突

さ
れ

男
4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

7
月

金
曜

日
昼

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

で
廃

棄
物

を
搬

入
す

る
時

周
囲

の
確

認
が

不
十

分
で

あ
っ

た
た

め
プ

ラ
ン

ト
建

屋
か

ら
出
て

き
た

作
業

員
と
接
触
す
る

場
内

に
い

る
作

業
員

を
十

分
に

確
認

し
な
が
ら
作
業
を
す
る

4
3
7
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
交

通
災

害
（

そ
の

他
）

男
5
0

5
0
代

1
0
年

未
満

7
月

土
曜

日
昼

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

で
ガ

ラ
を

重
機

で
押

し
て

い
る

時
合
図
の
不
徹
底
に
よ
り

重
機
と
重
機
が
接
触
す
る

複
数

の
重

機
が

混
在

し
て

ガ
ラ

を
押

す
作

業
を

す
る

時
は

、
合

図
を

送
っ

て
か
ら
ガ
ラ
を
押
す

4
3
8
仮

想
そ

の
他

激
突

さ
れ

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

7
月

月
曜

日
朝

晴
れ

再
生

砕
石

の
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

で
再

生
砕

石
を

ペ
ー

で
か

き
あ

げ
た

時
人
払
い
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
た
め

近
く

に
い

た
ゴ

ミ
取

り
の

作
業

員
に

ペ
ー
が
接
触
す
る

再
生

砕
石

の
か

き
上

げ
や

積
み

込
み

を
す

る
時

は
事

前
に

ゴ
ミ

取
り

作
業

員
に
合
図
を
送
る

4
3
9
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

7
月

火
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
置

場
で

木
く

ず
の

積
み

込
み

を
す

る
時

作
業
員
が
重
機
の
死
角
に
入
り

接
触
す
る

積
み

込
み

作
業

を
す

る
時

は
人

払
い

を
す
る

4
4
0
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
踏

み
抜

き
男

6
5

6
0
代

以
上

5
年

未
満

7
月

水
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
置

場
で

木
く

ず
の

分
別

す
る

時
、

木
く
ず
の
上
か
ら
釘
が
出
て
い
て

足
に
刺
さ
る

木
く
ず
の
上
を
歩
か
な
い

4
4
1
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

7
月

木
曜

日
昼

晴
れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

内
で

重
機

を
移

動
さ

せ
る

時
足
元
が
崩
れ
て

重
機
が
横
転
す
る

重
機

の
足

元
を

整
地

し
て

か
ら

重
機

を
移
動
さ
せ
る

4
4
2
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

7
月

金
曜

日
昼

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
中

間
処

理
場

で
重

機
を

移
動

さ
せ

る
時

場
内

が
散

ら
か

っ
て

い
て

狭
く

な
っ

て
い
た
た
め

プ
ラ

ン
ト

建
屋

か
ら

出
て

き
た

作
業

員
に
接
触
す
る

場
内
の
整
理
整
頓
を
す
る

4
4
3
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
崩

壊
・

倒
壊

男
6
5

6
0
代

以
上

5
年

未
満

7
月

土
曜

日
昼

晴
れ

木
く

ず
置

場
で

木
く

ず
の

分
別

を
し

て
い

る
時

木
く

ず
を

引
っ

張
っ

た
ら

柱
が

崩
れ

て
足
に
当
た
る

事
前
に
重
機
で
柱
を
抜
き
取
る

4
4
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
6
5

6
0
代

以
上

5
年

未
満

7
月

月
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
置

場
で

木
く

ず
の

分
別

を
し

て
い

る
時

木
を
放
り
投
げ
た
ら

他
の
作
業
員
に
当
た
る

木
を

投
げ

る
時

は
周

囲
を

確
認

し
、

作
業

員
ど

う
し

の
間

隔
を

十
分

に
と

る

4
4
5
仮

想
収

集
運

搬
時

交
通

災
害

（
そ

の
他

）
男

4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

7
月

火
曜

日
昼

曇
り

木
く

ず
の

中
間

処
理

場
に

木
く

ず
を

搬
入

す
る

時
周
囲
の
確
認
を
怠
り

ゴ
ミ
取
り
の
作
業
員
に
接
触
す
る

徐
行
し
周
囲
を
よ
く
確
認
す
る

4
4
6
仮

想
そ

の
他

激
突

さ
れ

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

7
月

水
曜

日
朝

晴
れ

再
生

砕
石

の
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

で
再

生
砕

石
の

積
み

込
み

作
業

を
す

る
時

雨
で
視
界
が
悪
い
た
め

ダ
ン
プ
に
接
触
す
る

ダ
ン

プ
へ

の
積

み
込

み
作

業
を

す
る

時
は
、
重
機
操
作
を
慎
重
に
す
る

4
4
7
仮

想
そ

の
他

激
突

さ
れ

男
6
0

6
0
代

以
上

5
年

未
満

7
月

木
曜

日
朝

晴
れ

再
生

砕
石

の
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

で
再

生
砕

石
の

積
み

込
み

作
業

を
す

る
た

め
ペ

ー
を

バ
ッ

ク
さ

せ
た

ら
周
囲
の
確
認
が
不
十
分
で

プ
ラ

ン
ト

建
屋

か
ら

出
て

き
た

作
業

員
と
接
触
す
る

ペ
ー
の
作
業
範
囲
を
明
示
す
る

4
4
8
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

6
5

6
0
代

以
上

5
年

未
満

7
月

金
曜

日
昼

曇
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガ
ラ

の
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

で
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ガ

ラ
と

土
を

重
機

で
分

別
し

て
い

る
時

ガ
ラ
が
転
が
り

重
機
に
当
た
る

上
積

み
の

ガ
ラ

を
平

地
に

落
と

し
て

か
ら
分
別
作
業
を
す
る

4
4
9
仮

想
そ

の
他

転
倒

男
6
4

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

6
月

火
曜

日
昼

晴
れ

粉
体

ヤ
ー

ド
内

の
地

下
階

段
で

階
段

を
清

掃
す

る
た

め
階

段
を

降
り

て
い

た
時

に

階
段

の
下

か
ら

高
濃

度
の

有
機

ガ
ス

が
吹

き
上

げ
て

来
た

可
能

性
が

あ
り

、
有

機
ガ

ス
の

吸
収
缶

が
破

過
し

た
。

又
は

既
に

破
過

し
た

吸
収

缶
を

使
っ
て
い
た
。

気
分
が
悪
く
な
っ
た
。

清
掃

作
業

時
は

、
吸

収
缶

の
使

用
期

限
を

確
認

し
、

定
期

的
に

交
換

す
る
。

4
5
0
仮

想
そ

の
他

分
類

不
能

男
3
6

3
0
代

1
0
年

以
上

7
月

金
曜

日
昼

晴
れ

ト
ラ

ッ
ク

駐
車

場
前

で
鉄

板
に

滑
り

止
め

を
防

止
す

る
シ

ー
ル

の
貼

り
付

け
作

業
中

に
し

ゃ
が

ん
で

作
業

し
て
い

て
直

射
日

光
が
あ
た
り
照
り
返
し
が
き
つ
く

立
ち

上
が

る
際

に
立

ち
く

ら
み

が
し

て
倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

出
来

る
限

り
朝

一
番

か
夕

方
に

作
業

す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
。

4
5
1
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
有

害
要

因
と

の
接

触
男

3
5

3
0
代

5
年

未
満

7
月

火
曜
日

昼
晴

れ
客

先
の

清
掃

作
業

で
現

場
を

確
認

す
る

た
め

タ
ン

ク
の

点
検

口
を

の
ぞ

い
た

ら

タ
ン

ク
内

の
コ

ー
ル

タ
ー

ル
か

ら
発

生
し

た
有

機
ガ

ス
が

点
検

口
か

ら
出

て
い

て
、

そ
の

ガ
ス

を
吸

い
込

ん
だ

た
め

軽
い
有
機
ガ
ス
中
毒
に
な
る
。

①
の

ぞ
く

だ
け

で
も

必
ず

有
機

ガ
ス

用
吸

収
缶

を
付

け
た

防
毒

マ
ス

ク
を

着
用
す
る
。

②
作

業
時

は
エ

ア
ラ

イ
ン

マ
ス

ク
を

常
時
着
用

上
記
2
点
を
周
知
徹
底
さ
せ
る

4
5
2
仮

想
そ

の
他

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
男

3
3

3
0
代

1
0
年

未
満

7
月

未
回

答
昼

晴
れ

得
意

先
ド

ラ
ム

吸
い

ガ
ス
が
充
満
し
て
い
た
為

液
が
体
に
か
か
り
そ
う
に
な
っ
た
。

完
全
に
ガ
ス
を
抜
く
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

4
5
3
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
男

6
1

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

7
月

水
曜

日
昼

晴
れ

工
場

内

取
引

先
の

廃
油

を
卸

し
た

後
吸

入
し

て
立

ち
上

が
り

の
部

分
を

吸
引

し
た

時
液

が
は

ね
て

顔
に

か
か

り
目

に
入

っ
た

。

い
つ

も
保

護
メ

ガ
ネ

を
し

て
い

る
が

た
ま

た
ま

そ
の

時
し

て
い

な
か

っ
た
。

顔
を
火
傷
・
失
明
を
し
た
。

荷
卸

し
の

際
は

必
ず

保
護

メ
ガ

ネ
を

着
用
す
る
。

4
5
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

3
6

3
0
代

3
年

未
満

7
月

木
曜
日

昼
晴

れ
自

社
で

シ
ー

ト
を

外
し

て
い

る
時

シ
ー

ト
の

ゴ
ム

が
切

れ
か

け
て

い
た

為
切

れ
て

顔
に

あ
た

り
そ

う
に

な
っ

た
。

夏
場

は
特

に
切

れ
や

す
い

の
で

、
ま

め
に
交
換
す
る
。

4
5
5
仮

想
未

回
答

墜
落

・
転

落
男

3
6

3
0
代

3
年

未
満

7
月

未
回
答

昼
晴

れ
取

引
先

で
車

を
歩

道
に

乗
り

上
げ

て
止

め
る

時
歩
行
者
を
見
落
と
し
て
い
た
為

足
を
骨
折
す
る
。

歩
道

に
乗

り
上

げ
る

時
は

誘
導

し
て

も
ら
う
。

4
5
6
仮

想
未

回
答

墜
落

・
転

落
男

3
2

3
0
代

3
年

未
満

7
月

水
曜
日

朝
晴

れ
取

引
先

で
シ

ー
ト

を
掛

け
る

時
に

ド
ラ

ム
の

上
に

油
が

つ
い

て
い

た
た

め
す
べ
り
そ
う
に
な
っ
た

ド
ラ

ム
の

上
に

乗
る

と
き

は
端

に
乗

る
よ
う
に
す
る
。

4
5
7
仮

想
未

回
答

そ
の

他
男

3
0

3
0
代

3
年

未
満

7
月

未
回
答

昼
晴

れ
取

引
先

で
ピ

ッ
ト

清
掃

作
業

時
酸
素
欠
乏
空
気
を
吸
い

死
亡
し
た
。

ピ
ッ

ト
内

に
入

る
時

は
必

ず
酸

素
濃

度
測
定
を
す
る
。

4
5
8
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
4

4
0
代

1
0
年

未
満

6
月

月
曜

日
朝

晴
れ

自
社

構
内

シ
ー

ト
を

外
し

て
い

る
と

き
シ
ー
ト
が
濡
れ
て
い
た
為

足
を
滑
ら
し
そ
う
に
な
っ
た
。

足
元

を
確

認
し

な
が

ら
ゆ

っ
く

り
シ
ー
ト
を
外
す

4
5
9
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

3
6

3
0
代

5
年

未
満

6
月

木
曜
日

未
回

答
晴

れ
自

社
プ

ラ
ン

ト
内

バ
キ

ュ
ー

ム
車

に
於

い
て

サ
ン

プ
ル

採
取

足
元
を
よ
く
見
て
な
か
っ
か
。

レ
シ

ー
バ

ー
タ

ン
ク

上
部

に
上

が
る

際
に

タ
ラ

ッ
プ

か
ら

足
を

滑
ら

せ
落

下
し
そ
う
に
な
っ
た
。

足
元
の
確
認
を
よ
く
す
る
。

4
6
0
仮

想
未

回
答

未
回

答
男

2
4

2
0
代

3
年

未
満

7
月

平
日

朝
、

昼
晴

れ
屋

外
取

引
先

の
タ

ン
ク

清
掃

炎
天
下
の
為

水
分

補
給

を
十

分
に

取
ら

ず
に

熱
中

症
に
な
る

無
理

を
せ

ず
、

水
分

補
給

や
休

息
を

十
分
に
取
る

4
6
1
仮

想
未

回
答

切
れ

・
こ

す
れ

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

7
月

月
曜

日
昼

晴
れ

ド
ラ

ム
ヤ

ー
ド

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
運

転
中

に
、

後
方
の
注
意
を
怠
っ
た
た
め
。

通
路

に
置

い
て

あ
る

プ
ラ

ン
タ

ー
に

接
触
し
破
片
で
手
を
切
っ
た
。

リ
フ

ト
を

運
転

す
る

時
は

ス
ピ

ー
ド

を
出

し
す

ぎ
な

い
よ

う
に

注
意

す
る
。

4
6
2
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

7
月

火
曜

日
昼

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
に

あ
る

タ
ン

ク
付

近
で

バ
キ

ュ
ー

ム
車

荷
降

ろ
し

中
に

、
篩

機
の

ゴ
ミ

の
確

認
を
し

な
か

っ
た

た
め
。

篩
機

か
ら

液
が

漏
洩

し
近

く
に

い
た

作
業
員
に
か
か
り
薬
傷
す
る
。

荷
降

ろ
し

の
前

に
必

ず
篩

機
に

ゴ
ミ

が
な
い
か
確
認
す
る
。

4
6
3
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
2

2
0
代

5
年

未
満

7
月

月
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
バ

キ
ュ

ー
ム

車
荷

降
ろ

し
中

に
、

バ
キ

ュ
ー

ム
車

の
は

き
だ

し
の

圧
が

強
す
ぎ
た
た
め
。

液
の

確
認

の
た

め
会

所
箱

を
開

け
た

時
に

液
が

飛
び

跳
ね

て
作

業
員

に
か

か
り
薬
傷
す
る
。

バ
キ

ュ
ー

ム
車

の
圧

が
強

い
時

は
運

転
手

に
報

告
し

圧
を

抑
え

て
も

ら
う
。

4
6
4
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

7
月

火
曜

日
昼

晴
れ

汚
泥

槽
ク

ラ
ン

プ
リ

フ
ト

で
汚

泥
ド

ラ
ム

を
処

理
し

て
い

る
時

に
、

ド
ラ

ム
を

し
っ

か
り

挟
ん

で
い

な
か
っ
た
た
め
。

リ
フ

ト
か

ら
ド

ラ
ム

が
落

ち
近

く
に

い
た

作
業

員
に

ド
ラ

ム
が

当
た

り
骨

折
。

ク
ラ

ン
プ

リ
フ

ト
を

操
作

す
る

時
は

ド
ラ

ム
が

し
っ

か
り

は
さ

め
て

い
る

か
確
認
す
る
。

4
6
5
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
2

2
0
代

5
年

未
満

7
月

水
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
バ

キ
ュ

ー
ム

車
荷

降
ろ

し
中

に
、

ア
ー

ス
線

を
接

続
す

る
時

に
コ

ー
ド

が
短
か
っ
た
た
め
。

ア
ー

ス
線

の
コ

ー
ド

に
作

業
員

が
つ

ま
づ
き
転
倒
し
骨
折
す
る
。

ア
ー

ス
線

を
接

続
す

る
時

は
コ

ー
ド

を
長

く
出

し
て

引
っ

か
か

ら
な

い
よ

う
に
す
る
。

4
6
6
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

5
年

未
満

7
月

火
曜
日

昼
晴

れ
工

場
内

通
路

工
場

内
通

路
歩

行
中

に
、

工
具

が
床

に
置

き
っ

ぱ
な

し
に

な
っ

て
い
た
た
め
。

散
乱

し
た

工
具

に
つ

ま
づ

き
転

倒
し

骨
折
す
る
。

作
業

後
は

工
具

を
必

ず
も

と
の

場
所

に
戻
す
。

4
6
7
仮

想
未

回
答

激
突

男
2
8

2
0
代

1
0
年

未
満

7
月

火
曜

日
昼

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
に

あ
る

タ
ン

ク
付

近
で

タ
ン

ク
の

中
に

入
っ

て
清

掃
し

て
い

る
時

、
足

元
に

あ
る

釘
に

気
づ
か

な
か

っ
た

た
め
。

釘
を
踏
ん
で
し
ま
い
足
を
切
っ
た
。

長
靴

を
履

い
て

い
て

も
釘

が
貫

通
す

る
の
で
十
分
注
意
す
る
。

4
6
8
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
2
1

2
0
代

3
年

未
満

7
月

火
曜
日

昼
晴

れ
分

析
室

２
階

ダ
ン

ボ
ー

ル
に

入
っ

た
荷

物
を

運
ん

で
い

る
時

に
、

足
元
が
よ
く
見
え
な
か
っ
た
た
め
。

階
段

で
つ

ま
ず

き
、

転
倒

し
骨

折
す

る
。

荷
物

を
持

っ
て

階
段

を
上

る
と

き
は

足
元
に
十
分
注
意
す
る
。

4
6
9
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

7
月

火
曜

日
昼

晴
れ

5
番

ピ
ッ

ト
ピ

ッ
ト

の
液

を
バ

キ
ュ

ー
ム

車
で

吸
引

作
業

中
に

、
ピ

ッ
ト

の
周

り
が

油
で
汚

れ
て

い
た

た
め
。

転
倒
し
骨
折
す
る
。

ピ
ッ

ト
の

周
り

を
定

期
的

に
清

掃
す

る
。

4
7
0
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

7
月

火
曜

日
昼

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
に

あ
る

タ
ン

ク
付

近
で

タ
ン

ク
の

清
掃

中
に

、
エ

ア
ー

ラ
イ

ン
マ

ス
ク
を

着
用

し
な

か
っ
た
た
め
。

タ
ン

ク
内

で
作

業
員

が
酸

欠
に

な
り

死
亡
す
る
。

タ
ン

ク
内

に
入

る
時

は
必

ず
エ

ア
ー

ラ
イ
ン
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

4
7
1
仮

想
未

回
答

未
回

答
男

3
3

3
0
代

5
年

未
満

8
月

土
曜
日

昼
晴

れ
自

社
構

内
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

積
込

み
時

ア
ー

ム
ロ

ー
ル

車
に

積
込

み
中

破
片

が
飛

び
、

作
業

員
に

あ
た

り
そ

う
に

な
っ
た
。

作
業

員
が

す
ぐ

に
気

付
き

そ
の

場
を

離
れ
た
の
で
、
事
無
き
を
得
た
。

周
囲

に
人

が
い

な
い

事
を

確
認

す
る
。

4
7
2
仮

想
そ

の
他

感
電

男
3
1

3
0
代

3
年

未
満

9
月

月
曜
日

昼
晴

れ
灰

出
し

ﾔ
ｰ
ﾄ
ﾞ
付

近
制

御
盤

の
更

新
工

事
第
三
者
が
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｶ
を
O
N
に
し
た
。

感
電
事
故

ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｶ
付
近

に
「

操
作

禁
止

｣
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾟ
貼

付

4
7
3
仮

想
収

集
運

搬
時

激
突

男
5
0

5
0
代

1
0
年

未
満

8
月

水
曜

日
昼

曇
り

収
集

コ
ー

ス
内

の
急

な
坂

道
収

集
作

業
に

お
け

る
運

転
中

狭
い

道
に

バ
ッ

ク
を

し
て

坂
を

下
り

な
い
と
い
け
な
い

危
険

を
予

測
し

、
少

し
危

険
は

あ
っ

た
が

、
走

っ
て

い
き

、
ゴ

ミ
の

収
集

を
し
た

雨
の

日
な

ど
、

い
つ

も
と

違
う

ケ
ー

ス
に

備
え

て
、

日
頃

の
車

の
メ

ン
テ

ナ
ン
ス
の
強
化

4
7
4
仮

想
収

集
運

搬
時

飛
来

・
落

下
男

4
1

4
0
代

3
年

未
満

8
月

水
曜
日

昼
晴

れ
得

意
先

ド
ラ

ム
を

ト
ラ

ッ
ク

の
荷

台
に

積
も

う
と

し
て

い
る

時
に

。

パ
レ

ッ
ト

の
上

に
乗

っ
て

い
る

ド
ラ

ム
を

自
分

の
方

へ
引

き
寄

せ
た

時
に

勢
い
が
強
す
ぎ
た
為

ド
ラ
ム
を
倒
し
骨
折
し
た
。

パ
レ

ッ
ト

の
上

に
乗

っ
て

い
る

ド
ラ

ム
を

ト
ラ

ッ
ク

の
荷

台
の

方
（

手
前

）
に

引
き

寄
せ

る
時
は

ゆ
っ

く
り

と
確
実
に
引
き
寄
せ
る
。

4
7
5
仮

想
収

集
運

搬
時

転
倒

男
4
2

4
0
代

3
年

未
満

8
月

水
曜
日

朝
晴

れ
取

引
先

で
ホ

ー
ス

を
タ

ン
ク

後
部

か
ら

降
ろ

し
て

い
る

時
に

ホ
ー

ス
を

か
け

て
い

る
所

が
高

か
っ

た
為

ホ
ー

ス
が

重
く

足
が

か
ら

ま
り

こ
け

て
骨
折
し
た

ホ
ー

ス
を

降
ろ

す
と

き
は

タ
ン

ク
を

ダ
ン
プ
し
て
卸
す

4
7
6
仮

想
収

集
運

搬
時

激
突

男
4
2

4
0
代

1
0
年

未
満

8
月

水
曜

日
朝

晴
れ

取
引

先
で

ス
ラ

ッ
ジ

を
吸

引
し

て
い

る
時

空
気
が
か
ん
だ
為

ホ
ー

ス
が

暴
れ

て
当

り
そ

う
に

な
っ

た
ホ
ー
ス
を
番
線
で
固
定
す
る

4
7
7
仮

想
収

集
運

搬
時

転
倒

男
4
5

4
0
代

3
年

未
満

8
月

火
曜
日

昼
晴

れ
得

意
先

一
斗

缶
の

積
込

中
段
差
で
つ
ま
づ
い
た

転
倒
し
足
を
骨
折
し
た

足
元
注
意

4
7
8
仮

想
収

集
運

搬
時

転
倒

男
6
1

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

8
月

火
曜

日
朝

晴
れ

取
引

先
で

廃
油

の
吸

引
作

業
時

ホ
ー

ス
の

暴
れ

る
の

を
見

落
と

し
て

い
た
為

足
に
当
り
転
倒
し
て
骨
折
し
た

ホ
ー
ス
に
注
意
す
る

4
7
9
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
3
0

3
0
代

3
年

未
満

8
月

火
曜
日

昼
晴

れ
自

社
取

引
先

か
ら

の
廃

棄
物

の
荷

卸
し

時
足
元
を
よ
く
確
認
し
な
か
っ
た

落
下
し
た

足
元
確
認

4
8
0
仮

想
そ

の
他

転
倒

未
回
答

不
明

5
年

未
満

8
月

金
曜

日
昼

晴
れ

自
社

再
生

燃
料

積
込

時
足
元
を
よ
く
確
認
し
な
か
っ
た

は
し
ご
か
ら
落
下
し
た

足
元
確
認

4
8
1
仮

想
未

回
答

交
通

災
害

（
道

路
）

男
不

明
1
0
年

以
上

8
月

金
曜
日

朝
晴

れ
汚

泥
作

業
現

場
確

認
で

タ
ン

ク
含

め
て

内
容

物
確

認
時

、
階

段
降

り
る

際
に

足
を

滑
ら

す
階

段
に

汚
泥

付
着

滑
り
易

い
状

況
と

手
す
り
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

階
段

を
踏

外
し

、
足

を
捻

挫
す

る
(
想
定
)

手
す

り
を

持
っ

て
補

助
す

る
事

と
一

歩
一
歩
の
足
場
確
認
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

4
8
2
仮

想
そ

の
他

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

男
3
5

3
0
代

5
年

未
満

8
月

火
曜
日

昼
晴

れ
各

タ
ン

ク
の

攪
拌

機
付

近
で

攪
拌

機
内

の
汚

れ
等

を
と

ろ
う

と
し

て
作

業
服

の
袖

等
が

攪
拌
機

の
回

転
部

分
に
ひ
っ
か
か
っ
た
た
め

攪
拌

機
の

回
転

部
分

に
腕

を
巻

き
込

ま
れ
る
。

①
攪

拌
機

の
回

転
部

分
に

は
手

を
入

れ
な
い
。

②
回

転
部

分
に

手
を

入
れ

ら
れ

な
い

様
、
網
を
張
る
。

4
8
3
仮

想
未

回
答

切
れ

・
こ

す
れ

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

8
月

月
曜

日
昼

晴
れ

汚
泥

槽
天

切
り

し
た

ド
ラ

ム
を

ホ
ー

ス
で

洗
っ

て
い

る
時

に
、

足
元
が
油
で
汚
れ
て
い
た
た
め
、

足
が
滑
り
転
倒
す
る
。

作
業

が
終

わ
っ

た
ら

汚
泥

槽
の

周
り

を
清
掃
す
る
。

4
8
4
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

8
月

火
曜

日
昼

晴
れ

工
場

内
地

下
ポ

ン
プ

修
理

の
た

め
ポ

ン
プ

を
ば

ら
し

て
い

る
時

に
、

重
い

部
品

を
一

人
で

持
ち

上
げ

た
た

め
、

部
品

を
足

の
上

に
落

し
て

し
ま

い
骨

折
す
る
。

ポ
ン

プ
修

理
作

業
は

３
人

以
上

で
行

う
。

4
8
5
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
2

2
0
代

5
年

未
満

8
月

月
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
タ

ン
ク

か
ら

サ
ン

プ
ル

を
採

取
し

て
い

る
時

に
、

保
護

メ
ガ

ネ
を

着
用

し
て

い
な

か
っ

た
た
め
、

液
が

飛
び

跳
ね

て
目

に
入

り
薬

傷
す

る
。

タ
ン

ク
か

ら
サ

ン
プ

ル
を

採
取

す
る

時
は
保
護
メ
ガ
ネ
を
着
用
す
る
。

4
8
6
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

8
月

火
曜

日
昼

晴
れ

汚
泥

槽
ド

ラ
ム

天
切

り
作

業
中

に
、

切
っ

た
天

板
が

ド
ラ

ム
の

底
に

落
ち

た
た
め
、

フ
タ

を
取

ろ
う

と
し

て
頭

を
ド

ラ
ム

の
中

に
入

れ
た

時
に

ド
ラ

ム
の

中
に

ガ
ス

が
溜

ま
っ

て
い

た
た

め
中

毒
に

な
り
死
亡
す
る
。

柄
の

長
い

カ
ギ

棒
な

ど
を

使
い

直
接

ド
ラ

ム
の

中
に

体
を

入
れ

な
い

よ
う

に
す
る
。

4
8
7
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
2

2
0
代

5
年

未
満

8
月

水
曜
日

昼
晴

れ
工

場
内

地
下

工
場

内
地

下
に

降
り

た
と

き
、

有
機

ガ
ス

の
測

定
を

し
な

か
っ

た
た

め
、

有
機
ガ
ス
中
毒
に
な
り
死
亡
す
る
。

地
下

に
下

り
る

時
は

酸
素

濃
度

を
測

定
し
て
か
ら
入
る
。

4
8
8
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

5
年

未
満

8
月

火
曜
日

昼
晴

れ
一

次
ミ

キ
サ

ー
一

次
ミ

キ
サ

ー
か

ら
サ

ン
プ

ル
を

取
る

た
め

撹
拌

機
を

止
め

る
時

に
、

頭
上

の
確

認
を

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

ク
ロ

ス
配

管
に

頭
を

打
ち

打
撲

す
る
。

頭
上

注
意

の
札

を
貼

り
付

け
注

意
を

促
す
。

4
8
9
仮

想
未

回
答

激
突

男
2
8

2
0
代

1
0
年

未
満

8
月

火
曜

日
昼

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
に

あ
る

タ
ン

ク
付

近
で

タ
ン

ク
内

清
掃

中
、

タ
ン

ク
内

が
暗

く
て

、
エ

ア
ー

ラ
イ

ン
マ

ス
ク

が
汚

れ
て

視
界

が
悪

か
っ

た
た
め
、

撹
拌
機
に
足
を
ぶ
つ
け
打
撲
す
る
。

灯
光

器
を

増
や

し
て

明
る

く
す

る
。

マ
ス
ク
の
汚
れ
を
ふ
き
と
る
。

4
9
0
仮

想
未

回
答

激
突

男
2
1

2
0
代

3
年

未
満

8
月

火
曜
日

昼
晴

れ
ド

ラ
ム

ヤ
ー

ド
ド

ラ
ム

運
搬

中
に

、
後
方
の
確
認
を
怠
っ
た
た
め
、

ド
ラ

ム
の

陰
か

ら
作

業
員

が
出

て
き

て
接
触
し
死
亡
す
る
。

死
角

に
な

っ
て

い
る

所
を

通
過

す
る

時
は
一
時
停
止
す
る
。

4
9
1
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

8
月

火
曜

日
昼

晴
れ

工
場

内
地

下
ポ

ン
プ

修
理

の
た

め
ポ

ン
プ

を
ば

ら
し

て
い

る
時

に
、

ポ
ン

プ
の

中
に

残
液

が
残

っ
て

い
た

た
め
、

液
が
作
業
員
に
か
か
り
薬
傷
す
る
。

ポ
ン

プ
を

ば
ら

す
時

は
中

の
残

液
を

抜
い
て
か
ら
作
業
す
る
。

4
9
2
仮

想
収

集
運

搬
時

激
突

男
6
4

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

9
月

木
曜

日
朝

晴
れ

取
引

先
で

バ
キ

ュ
ー

ム
車

で
狭

い
道

路
を

バ
ッ

ク
し

て
い

る
時

低
い

所
に

ヒ
サ

シ
が

で
て

い
る

の
を

見
落
と
し
て
い
た
為

ぶ
つ
か
っ
た

窓
の

ヒ
サ

シ
に

顔
を

ぶ
つ

け
そ

う
に

な
っ
た

4
9
3
仮

想
収

集
運

搬
時

切
れ

・
こ

す
れ

男
3
6

3
0
代

5
年

未
満

9
月

火
曜
日

朝
晴

れ
道

路
処

理
業

者
へ

移
動

中
ゴ
ム
が
古
く
な
っ
て
切
れ
た
為

歩
行
者
の
腕
に
当
り
赤
く
な
っ
た

切
れ
そ
う
な
ゴ
ム
を
替
え
る

4
9
4
仮

想
そ

の
他

お
ぼ

れ
男

5
1

5
0
代

1
0
年

未
満

9
月

金
曜

日
昼

晴
れ

自
社

構
内

岸
壁

で
休

憩
を

し
よ

う
と

し
た

時
足
元
の
ロ
ー
プ
を
見
落
と
し
て
い
て

足
に

ひ
っ

か
か

り
転

び
落

ち
そ

う
に

な
っ
た

足
元
を
確
認
し
て
歩
く

4
9
5
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

6
1

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

9
月

火
曜

日
昼

雨
取

引
先

で
原

液
槽

で
廃

液
を

吸
引

す
る

為
に

階
段

を
昇

っ
て

い
た

雨
で
階
段
が
濡
れ
て
い
た
為

足
を
滑
ら
し
た

階
段

が
濡

れ
て

い
る

時
は

必
ず

手
す

り
を
持
っ
て
昇
る
よ
う
に
す
る

4
9
6
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
3
6

3
0
代

5
年

未
満

9
月

月
曜
日

昼
曇

り
得

意
先

シ
ー

ト
を

し
て

い
る

時
ゴ
ム
が
切
れ
か
け
て
い
た
為

ゴ
ム
が
切
れ
当
り
そ
う
に
な
っ
た

シ
ー

ト
の

ゴ
ム

を
か

け
る

時
軽

く
引
っ
張
り
確
認
す
る

4
9
7
仮

想
そ

の
他

薬
傷

男
3
3

3
0
代

5
年

未
満

9
月

土
曜
日

朝
晴

れ
得

意
先

ホ
ー

ス
を

セ
ッ

ト
し

て
吸

引
し

よ
う

と
思

い
バ

ル
ブ

を
開

け
た

時
フ

ロ
ー

ト
ボ

ー
ル

が
上
が

っ
て

い
た

為
タ

ン
ク

内
の

残
液

が
吹
き

出
て

担
当

者
に
か
か
り
そ
う
に
な
っ
た

連
成

計
を

確
認

後
、

バ
ル

ブ
を

開
放

す
る

4
9
8
仮

想
そ

の
他

薬
傷

男
4
3

4
0
代

1
0
年

未
満

9
月

木
曜

日
昼

晴
れ

自
社

構
内

シ
ャ

フ
ト

に
グ

リ
ス

ア
ッ

プ
を

し
て

い
る

時
ゴ

ム
手

袋
が

グ
リ

ス
で
汚

れ
て

い
た

為
グ

リ
ス

さ
し

が
滑

っ
て
顔

に
落

と
し

そ
う
に
な
っ
た

顔
の
上
で
作
業
し
な
い

4
9
9
仮

想
そ

の
他

交
通

災
害

（
道

路
）

男
3
0

3
0
代

3
年

未
満

9
月

火
曜
日

夕
晴

れ
自

社
構

内
詰

所
へ

翌
日

の
配

車
表

を
貼

り
に

行
こ

う
と

し
た

時
事

務
所

の
前

で
持

込
車
両

と
ぶ

つ
か

り
そ
う
に
な
る

左
右
を
確
認
し
な
か
っ
た

事
務

所
か

ら
詰

所
へ

向
か

う
時

は
左

右
を
指
指
呼
称
し
て
横
断
す
る

5
0
0
仮

想
そ

の
他

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
男

4
4

4
0
代

3
年

未
満

9
月

火
曜
日

昼
晴

れ
取

引
先

で
移

送
作

業
で

先
方

タ
ン

ク
に

投
入

中
フ

タ
を

あ
け

た
状

態
で
作

業
し

て
い

た
為

最
後

に
液

が
跳

ね
返

り
顔

に
か

か
り

そ
う
に
な
っ
た
。

最
後

は
フ

タ
を

使
用

し
保

護
具

を
着

用
す
る
。

5
0
1
仮

想
そ

の
他

★
入

力
ミ

ス
男

3
5

3
0
代

1
0
年

未
満

9
月

金
曜

日
昼

雨
自

社
ト

ラ
ッ

ク
ス

ケ
ー

ル
に

て
自

社
構

内
ス

ケ
ー

ル
上

が
降

雨
に
よ

り
濡

れ
て

滑
り
や
す
か
っ
た
為

ス
ケ

ー
ル

上
で

足
を

滑
ら

せ
転

倒
し

た
天

候
に

関
係

な
く

ス
ケ
ー

ル
上

は
歩

か
な
い
様
に
す
る

5
0
2
仮

想
未

回
答

未
回

答
男

2
4

2
0
代

3
年

未
満

9
月

平
日

朝
～

夕
未

回
答

屋
外

お
客

様
へ

の
訪

問
時

に
駐

車
場

を
出

る
時

搬
入

な
ど

の
ト

ラ
ッ

ク
が

駐
車

場
に

面
し
た
公
道
を
走
行
し
て
い
る
為

横
か

ら
入

っ
て

き
た

ト
ラ

ッ
ク

と
ぶ

つ
か
る

駐
車

場
か

ら
出

る
時

は
一

時
停

止
し
、
徐
行
し
な
が
ら
出
て
い
く

5
0
3
仮

想
未

回
答

未
回

答
男

不
明

1
0
年

未
満

9
月

未
回
答

未
回

答
雨

客
先

で
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
を

行
っ

て
い

る
際

豪
雨

に
よ

り
廃

液
が

漏
え

い
雨
具
の
用
意
不
足

液
が
場
内
に
漏
洩

事
前

に
漏

洩
防

止
キ

ッ
ト

を
持

っ
て

い
く

5
0
4
仮

想
そ

の
他

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

3
6

3
0
代

1
0
年

以
上

9
月

金
曜

日
未

回
答

晴
れ

岸
壁

で

定
修

で
ピ

ッ
ト

の
壁

を
く

り
ぬ

い
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
重

し
と

し
て

再
利

用
し

よ
う

と
移

動
さ

せ
よ

う
と

し
た

時
に

重
い

と
は

思
っ

て
い

た
が

、
予

想
以

上
の
重
さ
で
あ
っ
た
た
め

予
想

以
上

に
重

く
て

ギ
ッ

ク
リ

腰
に

な
っ
た
。

1
人

で
作

業
せ

ず
運

搬
す

る
際

は
リ

フ
ト
な
ど
を
使
用
す
る
。

5
0
5
仮

想
未

回
答

切
れ

・
こ

す
れ

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

9
月

月
曜

日
昼

晴
れ

汚
泥

槽
ク

ラ
ン

プ
リ

フ
ト

で
空

ド
ラ

ム
を

運
搬

中
に

、
空

ド
ラ

ム
の

中
に

液
が
残

っ
て

い
た

た
め
、

空
ド

ラ
ム

か
ら

液
が

飛
び

散
り

近
く

に
い
た
作
業
員
に
か
か
る
。

ド
ラ

ム
の

液
を

処
理

す
る

時
は

な
る

べ
く

液
を

残
さ

な
い

よ
う

注
意

す
る
。

5
0
6
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

9
月

火
曜

日
昼

晴
れ

工
場

内
地

下
工

場
内

の
地

下
を

歩
い

て
い

る
時

に
、

使
わ

な
い

ポ
ン

プ
の

部
品

が
放

置
し

て
い
た
た
め
、

ポ
ン

プ
の

部
品

に
つ

ま
ず

き
転

倒
し

骨
折
す
る
。

す
ぐ

に
使

わ
な

い
部

品
は

放
置

し
な

い
で
片
付
け
て
お
く
。

5
0
7
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
2

2
0
代

5
年

未
満

9
月

月
曜
日

昼
晴

れ
一

次
ミ

キ
サ

ー
脚

立
を

使
っ

て
清

掃
し

て
い

る
時

に
、

脚
立

の
天

辺
に

の
ぼ

り
作

業
し

た
た

め
、

バ
ラ

ン
ス

を
崩

し
脚

立
が

倒
れ

転
倒

し
骨
折
す
る
。

脚
立

を
上

る
時

は
作

業
員

に
支

え
て

も
ら
う
。

5
0
8
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

9
月

火
曜

日
昼

晴
れ

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
に

あ
る

タ
ン

ク
の

前
混

合
テ

ス
ト

を
し

て
い

る
時

、
保

護
メ

ガ
ネ

を
着

用
し
な

か
っ

た
た

め
、

液
が

飛
び

は
ね

て
目

に
入

り
薬

傷
す

る
。

液
を

扱
う

時
は

必
ず

保
護

メ
ガ

ネ
を

着
用
す
る
。

5
0
9
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
2

2
0
代

5
年

未
満

9
月

水
曜
日

昼
晴

れ
制

御
室

制
御

室
の

ド
ア

を
開

け
た

時
、

前
方
の
確
認
を
し
な
か
っ
た
た
め
、

ド
ア

を
開

け
た

時
ド

ア
の

前
に

い
た

作
業
員
に
ド
ア
が
ぶ
つ
か
り
打
撲
。

ド
ア

を
開

け
る

時
は

前
方

に
人

が
い

な
い
か
確
認
し
ゆ
っ
く
り
開
け
る
。

5
1
0
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

5
年

未
満

9
月

火
曜
日

昼
晴

れ
工

場
内

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
運

転
中

、
バ

ッ
テ

リ
ー

の
残

量
が
少

な
く

な
っ

て
お
り
金
属
部
が
露
出
、

金
属

部
が

高
温

に
な

り
発

火
し

爆
発

す
る
。

リ
フ

ト
を

運
転

す
る

時
は

始
業

前
点

検
を
必
ず
行
う
。

5
1
1
仮

想
未

回
答

激
突

男
2
8

2
0
代

1
0
年

未
満

9
月

火
曜

日
昼

晴
れ

汚
泥

槽
歩

行
中

に
、

靴
底
が
汚
れ
て
い
た
為
、

足
が
滑
り
転
倒
し
骨
折
す
る
。

靴
が
汚
れ
て
い
る
時
は
清
掃
す
る
。
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

5
1
2
仮

想
未

回
答

激
突

男
2
1

2
0
代

3
年

未
満

9
月

火
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
ド

ラ
ム

缶
を

搬
入

中
に

、
作

業
員

の
動

き
に

注
意

し
て

い
な

か
っ
た
た
め
、

作
業

員
と

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
が

接
触

し
死
亡
す
る
。

リ
フ

ト
を

運
転

す
る

時
は

作
業

員
の

動
き
に
注
意
す
る
。

5
1
3
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

9
月

火
曜

日
昼

晴
れ

汚
泥

槽
バ

キ
ュ

ー
ム

車
荷

下
ろ

し
中

、
ホ

ー
ス

の
パ

ッ
キ

ン
を
確

認
し

て
い

な
か
っ
た
た
め
、

ホ
ー

ス
か

ら
液

が
漏

れ
て

作
業

員
に

か
か
る
。

ホ
ー

ス
を

接
続

す
る

前
に

パ
ッ

キ
ン

が
入
っ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

5
1
4
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

9
月

火
曜

日
昼

晴
れ

汚
泥

槽
天

切
り

し
た

空
ド

ラ
ム

を
運

ん
で

い
る

時
に

、
天

切
り

し
た

部
分

に
手
を

置
い

た
た

め
、

手
を
切
る
。

天
切

り
し

た
部

分
は

持
た

な
い

よ
う

に
す
る
。

5
1
5
仮

想
そ

の
他

転
倒

男
4
2

4
0
代

5
年

未
満

1
1
月

未
回
答

未
回

答
未

回
答

場
内

通
路

（
ス

ロ
ー

プ
）

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
で

荷
物

の
運

搬
作

業
中

下
り

坂
の

ス
ロ

ー
プ

カ
ー

ブ
を

曲
が

る
時
に
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
た
。

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
が

転
倒

し
て

し
ま

う
。

下
り

坂
で

は
必

ず
減

速
し

、
カ

ー
ブ

で
は
徐
行
運
転
を
徹
底
す
る
。

5
1
6
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

4
2

4
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

未
回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

（
手

選
別

ラ
イ

ン
）

手
選

別
作

業
中

木
材
を
片
手
で
取
っ
た
。

予
想

以
上

に
重

か
っ

た
の

で
手

首
を

傷
め
て
し
ま
う
。

慌
て

ず
に

無
理

な
体

勢
で

作
業

せ
ず

極
力
両
手
で
取
る
様
に
す
る
。

5
1
7
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

3
2

3
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

未
回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
ピ

ッ
ト

清
掃

作
業

中
埃
が
凄
く
て
前
が
み
え
な
く
な
る
。

ピ
ッ
ト
の
柱
に
当
た
り
打
撲
す
る
。

視
界

を
確

保
す

る
為

に
毎

日
、

こ
ま

め
に
清
掃
す
る
。

5
1
8
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
5
2

5
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

未
回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
減

容
物

の
出

来
具

合
の

確
認

作
業

中
減

容
機

の
蓋

を
開

け
、
型

の
出

来
具

合
を

見
て

い
る

と
中

か
ら

物
が

飛
び

出
て
来
る
。

物
が
飛
び
出
て
来
て
火
傷
す
る
。

・
物

が
飛

び
出

て
来

る
可

能
性

が
あ

る
事

を
認

識
し

、
保

護
具

（
ゴ

ー
グ

ル
）
の
着
用
を
徹
底
す
る
。

5
1
9
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
女

3
8

3
0
代

5
年

未
満

1
1
月

未
回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

（
手

選
別

ラ
イ

ン
）

手
選

別
作

業
中

手
選

別
作

業
中

に
、

袋
に

鉄
が

入
っ

て
い
た
。

袋
を

取
る

時
に

鉄
が

入
っ

て
い

た
の

で
手
に
刺
さ
っ
て
し
ま
す
。

・
袋

物
に

関
し

て
は

、
何

が
入

っ
て

い
る

か
分

か
ら

な
い

の
で

、
む

や
み

に
取
り
に
行
か
な
い
。

・
保

護
具

の
選

定
及

び
荷

物
の

確
認

を
徹
底
す
る
。

5
2
0
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

5
3

5
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

未
回
答

未
回

答
未

回
答

自
社

の
処

理
プ

ラ
ン

ト
内

で
清

掃
機

械
（

ス
イ

パ
ー

）
に

て
清

掃
中

場
内

を
清

掃
機

械
（

ス
イ

パ
ー

）
に

て
清

掃
中

に
ト

ラ
ッ

ク
の

横
を

通
っ

た
時

に
、

急
に

ト
ラ

ッ
ク

が
動

き
出

し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
と
接
触
す
る
。

無
線

連
絡

を
し

っ
か

り
と

聞
き

、
状

況
を

把
握

し
て

車
両

に
は

近
づ

か
な

い
よ
う
に
す
る
。

5
2
1
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
2

4
0
代

3
年

未
満

1
2
月

木
曜
日

朝
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

フ
レ

コ
ン

バ
ッ

ク
の

移
動

中
ぎ

っ
し

り
詰

ま
っ

た
フ
レ

コ
ン

バ
ッ

ク
を
一
人
で
引
っ
ぱ
っ
て
い
た
。

手
を

滑
ら

せ
て

後
方

に
転

倒
し

そ
う

に
な
っ
た
。

無
理

せ
ず

に
重

量
物

は
重

機
で

移
動

さ
せ
る
。

5
2
2
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
5

4
0
代

1
0
年

以
上

1
2
月

金
曜
日

朝
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

車
両

の
シ

ー
ト

外
し

作
業

中
道

路
側

で
シ

ー
ト

を
引
っ

ぱ
っ

て
た

た
ん
で
い
た
。

シ
ー

ト
を

引
っ

ぱ
っ

て
い

た
ら

手
が

滑
り

道
路

側
に

倒
れ

て
搬

入
車

両
に

ひ
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

シ
ー

ト
を

た
た

む
場

所
を

変
更

す
る
。

5
2
3
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

4
8

4
0
代

1
0
年

未
満

1
2
月

月
曜
日

昼
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
（

手
選

別
ラ

イ
ン

）
手

選
別

作
業

中
手

選
別

ラ
イ

ン
で

木
材
を

取
ろ

う
と

し
た
。

木
材

か
ら

釘
が

出
て

い
て

手
を

切
り

そ
う
に
な
る
。

荷
物

を
十

分
に

確
認

し
て

慌
て

ず
に

作
業
す
る
。

5
2
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

1
2
月

木
曜
日

朝
曇

り
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

内
で

ホ
イ

ス
ト

に
て

荷
物

の
入

っ
た

カ
ー

ト
を

降
ろ

し
作

業
中

重
機

が
降

ろ
し

範
囲

内
に

入
っ

て
き

た
。

重
機

オ
ペ

が
荷

降
ろ

し
作

業
に

気
付

か
ず
に
接
触
し
そ
う
に
な
る
。

お
互

い
に

無
線

連
絡

を
確

実
に

行
う
。

5
2
5
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

4
2

4
0
代

1
0
年

未
満

1
2
月

月
曜
日

朝
曇

り
積

替
保

管
施

設
ス

イ
パ

ー
で

清
掃

作
業

中
清

掃
作

業
中

に
重

機
が
バ

ッ
ク

し
て

き
た
。

重
機
と
接
触
し
そ
う
に
な
る
。

無
線
連
絡
を
徹
底
す
る
。

5
2
6
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

2
8

2
0
代

5
年

未
満

1
2
月

木
曜
日

朝
曇

り
積

替
保

管
施

設
重

機
で

積
込

み
作

業
中

重
機

で
積

込
み

作
業

中
に

車
両

に
近

づ
き
過
ぎ
た
。

車
両
と
接
触
し
そ
う
に
な
る
。

周
囲

の
安

全
確

認
を

行
い

慎
重

に
作

業
す
る
。

5
2
7
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

6
0

6
0
代

以
上

3
年

未
満

9
月

火
曜

日
昼

未
回

答
産

業
廃

棄
物

中
間

処
理

作
業

場
（

屋
内

）
廃

液
処

理
プ

ラ
ン

ト
の

塔
底

液
層

の
液

抜
き

作
業

中
頭

の
高

さ
に

ダ
ク

ト
が
敷

設
さ

れ
て

お
り

ダ
ク
ト
で
頭
を
打
つ
危
険
性
が
あ
る

本
質

改
善

は
ダ

ク
ト

の
高

さ
を

上
げ

る
こ

と
が

有
効

と
考

え
ら

る
が

、
応

急
対

策
と

し
て

注
意

を
喚

起
す

る
ト

ラ
テ
ー
プ
を
貼
る

5
2
8
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
男

6
4

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

1
0
月

木
曜
日

朝
晴

れ
自

社
構

内
タ

ン
ク

か
ら

荷
卸

し
時

ホ
ー

ス
の

3
イ

ン
チ

の
金

具
が

ゆ
る

ん
で
い
た
為

高
温

の
液

が
体

に
か

か
り

そ
う

に
な
っ
た
。

4
イ

ン
チ

の
金

具
だ

け
で

な
く

他
の

金
具

も
ゆ

る
ん

で
い

な
い

か
確

認
す

る
。

5
2
9
仮

想
そ

の
他

未
回

答
男

3
6

3
0
代

5
年

未
満

1
0
月

土
曜
日

朝
晴

れ
取

引
先

で
移

送
作

業
を

し
て

い
て

ホ
ー
ス
が
破
れ
て
い
た
為

液
が
漏
洩
し
た
。

ホ
ー

ス
に

破
損

が
な

い
か

チ
ェ

ッ
ク

し
て
か
ら
作
業
す
る
。

5
3
0
仮

想
未

回
答

未
回

答
男

5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

1
0
月

火
曜
日

昼
晴

れ
自

社
構

内
ド

ラ
ム

の
荷

卸
し

作
業

を
立

ち
会

っ
て

い
る

時
動

い
て

い
る

リ
フ

ト
に
背

を
向

け
て

い
た
為

荷
卸

し
を

し
て

い
る

リ
フ

ト
以

外
の

リ
フ
ト
に
ひ
か
れ
た

動
い

て
い

る
リ

フ
ト

に
は

注
意

す
る
。

5
3
1
仮

想
そ

の
他

飛
来

・
落

下
男

5
1

5
0
代

1
0
年

未
満

1
0
月

金
曜
日

昼
晴

れ
自

社
オ

イ
ル

倉
庫

前
カ

ラ
ー

ラ
イ

ン
4
φ

を
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
で

切
断

し
て

い
る

時
切
か
す
が
顔
に
飛
ん
で
き
た
か
ら

火
傷
し
そ
う
に
な
っ
た

保
護

メ
ガ

ネ
を

着
用

し
切

カ
ス

が
飛

ん
で
こ
な
い
方
向
に
体
を
預
け
る

5
3
2
仮

想
収

集
運

搬
時

未
回

答
男

6
1

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

1
0
月

火
曜
日

昼
曇

り
取

引
先

で
収

集
作

業
が

終
わ

り
エ

ア
ー

パ
ー

ジ
を

し
て

い
る

時
ホ
ー
ス
の
中
を
空
に
す
る
為

エ
ア

ー
パ

ー
ジ

が
終

わ
っ

た
の

で
ホ

ー
ス

を
外

そ
う

と
し
た

と
き

ホ
ー

ス
内

の
残

液
が

で
て

顔
に

液
が

か
か
っ
た
。

ホ
ー

ス
内

の
エ

ア
ー

を
完

全
に

空
に

す
る
。

5
3
3
仮

想
収

集
運

搬
時

墜
落

・
転

落
男

3
6

3
0
代

5
年

未
満

1
0
月

月
曜
日

昼
曇

り
得

意
先

リ
フ

ト
で

汚
泥

を
移

動
中

汚
泥
の
重
量
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
為

重
量

が
あ

り
リ

フ
ト

の
後

輪
が

浮
い

た
。

少
し
ず
つ
運
ぶ

5
3
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
薬

傷
男

3
3

3
0
代

5
年

未
満

1
0
月

土
曜
日

朝
晴

れ
自

社
構

内
荷

卸
し

中
パ
ッ
キ
ン
が
無
か
っ
た
為

液
が
噴
出
し
体
に
液
が
か
か
っ
た
。

パ
ッ

キ
ン

の
確

認
を

し
て

か
ら

荷
卸

し
を
す
る
。

5
3
5
仮

想
そ

の
他

未
回

答
男

4
3

4
0
代

1
0
年

未
満

1
0
月

木
曜
日

昼
晴

れ
自

社
構

内
タ

ン
ク

内
ダ

ン
パ

ー
を

し
て

い
る

時
ス
ラ
ッ
ジ
が
し
ま
っ
て
い
た
為

ス
ラ
ッ
ジ
が
目
に
入
っ
た
。

保
護

メ
ガ

ネ
を

着
用

し
て

作
業

す
る
。

5
3
6
仮

想
そ

の
他

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

男
4
1

4
0
代

3
年

未
満

1
0
月

水
曜
日

昼
晴

れ
得

意
先

得
意

先
で

ド
ラ

ム
に

入
っ

て
い

る
廃

油
を

引
き

取
り

に
行

き
得

意
先

の
危

険
物

倉
庫

か
ら

ド
ラ

ム
を

出
そ

う
と

し
た

時

危
険

物
倉

庫
と

地
面

の
間

に
段

差
が

あ
り

、
そ

こ
を

ド
ラ

ム
缶

を
斜

め
に

ず
ら

し
な

が
ら

地
面

に
付

い
た

時
に

勢
い

よ
く

手
前

に
ド

ラ
ム

が
傾

い
て

倒
れ
た
。

自
分

の
足

の
上

に
ド

ラ
ム

が
落

ち
た
。

ゆ
っ

く
り

慎
重

に
ド

ラ
ム

を
ず

ら
す
。

5
3
7
仮

想
そ

の
他

薬
傷

男
3
0

3
0
代

3
年

未
満

1
0
月

火
曜
日

夕
晴

れ
自

社
構

内
ホ

ー
ス

切
断

作
業

を
し

て
い

て
ホ
ー
ス
内
に
残
液
が
残
っ
て
い
た
為

ホ
ー

ス
の

先
か

ら
残

液
が

で
て

き
て

体
に
か
か
り
火
傷
す
る
。

ホ
ー

ス
の

先
を

空
ド

ラ
ム

缶
に

い
れ

て
作
業
す
る
。
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

5
3
8
仮

想
収

集
運

搬
時

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
男

4
4

4
0
代

3
年

未
満

1
0
月

火
曜
日

昼
晴

れ
得

意
先

ド
ラ

ム
缶

に
廃

液
を

入
れ

て
る

時
廃
液
が
跳
ね
返
っ
て
き
た
為

目
に
入
り
そ
う
に
な
っ
た

保
護

メ
ガ

ネ
を

着
用

し
て

作
業

す
る
。

5
3
9
仮

想
そ

の
他

薬
傷

男
3
5

3
0
代

1
0
年

未
満

1
0
月

月
曜
日

昼
雨

自
社

構
内

計
量

器
の

上
を

歩
行

中
滑
り
易
い
所
を
歩
い
た
為

滑
っ
て
こ
け
そ
う
に
な
っ
た
。

晴
れ

で
も

計
量

器
の

上
を

歩
行

し
な

い
。

5
4
0
仮

想
そ

の
他

薬
傷

男
4
2

4
0
代

1
0
年

未
満

1
0
月

火
曜
日

昼
晴

れ
得

意
先

4
φ

ホ
ー

ス
で

移
送

作
業

中
ホ

ー
ス

に
穴

が
い

っ
ぱ
い

開
い

て
い

た
為

噴
水
状
態
に
な
っ
た
。

ホ
ー

ス
に

穴
が

開
い

て
い

な
い

か
を

確
認
す
る
。

5
4
1
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
男

6
4

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

1
1
月

木
曜
日

朝
晴

れ
自

社
構

内
ト

ラ
ッ

ク
の

上
で

サ
ン

プ
ル

採
取

時
玉

が
上

が
り

タ
ン

ク
内

が
真

空
に

な
っ
て
い
た
為
。

熱
風
が
吹
き
出
し
そ
う
に
な
っ
た
。

ハ
ッ

チ
を

開
放

す
る

前
に

吸
引

を
か

け
圧
を
完
全
に
抜
く
。

5
4
2
仮

想
そ

の
他

墜
落

・
転

落
男

3
6

3
0
代

5
年

未
満

1
1
月

土
曜
日

朝
晴

れ
自

社
構

内
ド

ラ
ム

に
ラ

イ
ナ

ー
を

い
れ

て
フ

タ
を

し
て

い
る

時
ド

ラ
ム

が
ゆ

が
ん

で
フ
タ

が
入

ら
な

か
っ
た
為

ウ
タ

が
上

手
く

入
ら

ず
に

ふ
た

の
上

に
の

っ
て

フ
タ

を
け

っ
て

い
る

時
に

フ
タ

が
外

れ
て

ド
ラ

ム
か

ら
落

ち
た
。

ド
ラ

ム
の

歪
み

を
直

し
て

か
ら

フ
タ

を
す
る
。

5
4
3
仮

想
未

回
答

墜
落

・
転

落
男

5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
自

社
構

内
1
0
t
V
で

サ
ン

プ
ル

採
取

し
は

し
ご

か
ら

降
り

よ
う

と
し

て
い

る
時

サ
ン

プ
ル

（
大

・
小

）
2
個

と
ウ

エ
ス

を
持

ち
体

を
さ

さ
え
切

れ
な

か
っ

た
。

足
を
骨
折
す
る
。

小
物
を
入
れ
る
袋
を
用
意
す
る
。

気
を
つ
け
る
。

5
4
4
仮

想
そ

の
他

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
男

5
1

5
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

金
曜
日

昼
晴

れ
取

引
先

で
汚

泥
の

ド
ラ

ム
を

し
て

シ
ー

ト
掛

け
そ

し
た

時
1
D
/
M
が

オ
ー

プ
ン

だ
っ

た
事
を

忘
れ

た
為

シ
ー

ト
を

ド
ラ

ム
に

か
け

た
時

シ
ー

ト
の

上
か

ら
乗

っ
て

し
ま

い
ド

ラ
ム

に
足
が
入
り
液
が
足
に
つ
い
た
。

シ
ー

ト
を

掛
け

る
時

ド
ラ

ム
の

上
に

乗
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

5
4
5
仮

想
収

集
運

搬
時

薬
傷

男
6
1

6
0
代

以
上
1
0
年

以
上

1
1
月

火
曜
日

昼
曇

り
取

引
先

で
廃

液
収

集
作

業
を

し
て

終
わ

っ
た

時
ホ

ー
ス

が
き

ち
っ

と
し
ま

っ
て

い
な

か
っ
た

顔
に
か
か
り
火
傷
す
る
。

ホ
ー
ス
接
続
は
き
ち
っ
と
す
る
。

5
4
6
仮

想
収

集
運

搬
時

墜
落

・
転

落
男

3
6

3
0
代

5
年

未
満

1
1
月

月
曜
日

昼
曇

り
得

意
先

フ
レ

コ
ン

積
込

時
フ
レ
コ
ン
の
ひ
も
が
あ
る
為

ひ
も

に
足

が
か

か
り

こ
け

そ
う

に
な
っ
た
。

確
認
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
歩
く
。

5
4
7
仮

想
そ

の
他

薬
傷

男
4
3

4
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

木
曜
日

昼
晴

れ
本

社
（

駐
車

場
）

車
両

の
月

次
点

検
を

し
て

い
る

時
に

ゴ
ム

手
袋

が
グ

リ
ス

で
ベ

タ
つ

い
て

い
た
為

グ
リ

ス
注

し
を

顔
に

落
と

し
そ

う
に

な
っ
た
。

ゴ
ム
手
袋
の
上
ん
に
軍
手
を
す
る
。

5
4
8
仮

想
そ

の
他

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

男
4
1

4
0
代

3
年

未
満

1
1
月

水
曜
日

昼
晴

れ
得

意
先

シ
ー

ト
を

掛
け

て
い

る
時

足
元
を
見
て
い
な
か
っ
た
為

シ
ー

ト
に

け
つ

ま
づ

き
こ

け
そ

う
に

な
っ
た
。

足
元

を
ち

ゃ
ん

と
確

認
し

て
ゆ

っ
く

り
作
業
す
る
。

5
4
9
仮

想
そ

の
他

薬
傷

男
3
0

3
0
代

3
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

夕
晴

れ
自

社
構

内
ホ

ー
ス

切
断

作
業

を
し

て
い

て
ホ
ー
ス
内
に
残
液
が
残
っ
て
い
た
為

ホ
ー

ス
の

先
か

ら
残

液
が

で
て

き
て

体
に
か
か
り
火
傷
す
る
。

ホ
ー

ス
の

先
を

空
ド

ラ
ム

缶
に

い
れ

て
作
業
す
る
。

5
5
0
仮

想
収

集
運

搬
時

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
男

4
4

4
0
代

3
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
取

引
先

で
収

集
作

業
が

終
わ

り
エ

ア
ー

パ
ー

ジ
を

し
て

い
る

時
ホ
ー
ス
の
中
を
空
に
す
る
為

エ
ア

ー
パ

ー
ジ

が
終

わ
っ

た
の

で
ホ

ー
ス

を
外

そ
う

と
し
た

と
き

ホ
ー

ス
内

の
残

液
が

で
て

顔
に

液
が

か
か
っ
た
。

ホ
ー

ス
内

の
エ

ア
ー

を
完

全
に

空
に

す
る
。

5
5
1
仮

想
そ

の
他

薬
傷

男
3
5

3
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

月
曜
日

昼
雨

自
社

再
生

燃
料

積
込

時
足
元
を
よ
く
確
認
し
な
か
っ
た

は
し
ご
か
ら
落
下
し
た

足
元
確
認

5
5
2
仮

想
そ

の
他

薬
傷

男
4
2

4
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
自

社
構

内
岸

壁
で

休
憩

を
し

よ
う

と
し

た
時

足
元
の
ロ
ー
プ
を
見
落
と
し
て
い
て

足
に

ひ
っ

か
か

り
転

び
落

ち
そ

う
に

な
っ
た

足
元
を
確
認
し
て
歩
く

5
5
3
仮

想
未

回
答

切
れ

・
こ

す
れ

男
5
7

5
0
代

3
年

未
満

1
0
月

月
曜
日

昼
晴

れ
汚

泥
槽

汚
泥

槽
の

横
を

歩
い

て
い

る
時

に
、

汚
泥

槽
横

の
槽

の
フ

タ
が

開
い

て
い

た
た
め
、

転
落
し
骨
折
す
る
。

使
用

し
て

い
な

い
時

は
常

時
フ

タ
を

閉
め
る
よ
う
に
徹
底
す
る
。

5
5
4
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
2

2
0
代

5
年

未
満

1
0
月

月
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
タ

ン
ク

か
ら

サ
ン

プ
ル

を
採

取
し

て
い

る
時

、

タ
ン

ク
か

ら
ガ

ス
が

発
生

し
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
近

づ
い

て
作

業
し

た
た
め
、

中
毒
に
な
り
倒
れ
る
。

ガ
ス

が
発

生
し

て
い

る
所

に
は

近
づ

か
な
い
よ
う
に
す
る
。

5
5
5
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

1
0
月

火
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

の
シ

ャ
ッ

タ
ー

の
前

工
場

内
を

歩
い

て
い

る
時

、
工

場
内

に
侵

入
し

て
く
る

リ
フ

ト
に

気
づ
か
な
か
っ
た
た
め
、

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
に

接
触

し
死

亡
す

る
。

死
角

を
通

過
す

る
時

は
一

時
停

止
し

左
右
を
確
認
し
て
か
ら
通
行
す
る
。

5
5
6
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
3

2
0
代

5
年

未
満

1
0
月

水
曜
日

昼
晴

れ
ド

ラ
ム

ヤ
ー

ド
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

運
転

中
に

、
前
方
不
注
意
の
た
め
、

積
ん

で
い

た
ド

ラ
ム

に
リ

フ
ト

の
つ

め
が

刺
さ

り
ド

ラ
ム

に
穴

が
開

き
漏

洩
し
た
液
が
作
業
員
に
か
か
る
。

リ
フ

ト
を

運
転

す
る

時
は

安
全

運
転

を
心
が
け
る
。

5
5
7
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

5
年

未
満

1
0
月

火
曜
日

昼
晴

れ
製

品
篩

機
製

品
篩

機
を

清
掃

し
て

い
る

時
に

、
制

御
室

の
担

当
者

に
連
絡

し
て

い
な

か
っ
た
た
め
、

製
品

篩
機

が
動

き
出

し
液

が
か

か
り

薬
傷
す
る
。

製
品

篩
機

を
清

掃
す

る
時

は
制

御
室

の
担

当
者

に
連

絡
し

ブ
レ

ー
カ

ー
を

落
と
し
て
も
ら
う
。

5
5
8
仮

想
未

回
答

激
突

男
2
8

2
0
代

1
0
年

未
満

1
0
月

火
曜
日

昼
晴

れ
一

次
ミ

キ
サ

ー
点

検
口

か
ら

サ
ン

プ
ル

を
採

取
す

る
時

に
、

撹
拌

機
が

止
ま

っ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

フ
タ

を
開

け
た

時
に

液
が

か
か

り
薬

傷
す
る
。

一
次

ミ
キ

サ
ー

を
開

け
る

時
は

必
ず

撹
拌
機
を
止
め
る
。

5
5
9
仮

想
未

回
答

激
突

男
2
1

2
0
代

3
年

未
満

1
0
月

火
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
ド

ラ
ム

搬
入

時
に

、
雨
で
床
が
濡
れ
て
い
た
た
め
、

ス
リ

ッ
プ

し
作

業
員

と
接

触
し

死
亡

す
る
。

雨
が

降
っ

て
い

る
時

は
特

に
注

意
し

て
運
転
す
る
。

5
6
0
仮

想
未

回
答

切
れ

・
こ

す
れ

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

月
曜
日

昼
晴

れ
汚

泥
槽

前
空

ド
ラ

ム
を

車
両

に
積

み
込

ん
で

い
る

時
に

、
空

ド
ラ

ム
を

し
っ

か
り
は

さ
め

て
い

な
か
っ
た
た
め
、

空
ド

ラ
ム

が
近

く
に

い
た

作
業

員
に

落
下
し
骨
折
す
る
。

積
み

込
む

前
に

し
っ

か
り

は
さ

め
て

い
る
か
確
認
す
る
。

5
6
1
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
地

下
ピ

ッ
ト

地
下

ピ
ッ

ト
作

業
時

に
、

マ
ン

ホ
ー

ル
を

開
け

た
ま

ま
そ

の
場

を
離
れ
た
た
め
、

他
の

作
業

員
が

気
付

か
ず

に
落

下
し

死
亡
す
る
。

作
業

時
以

外
は

マ
ン

ホ
ー

ル
を

閉
め

る
よ
う
徹
底
す
る
。

5
6
2
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
3

2
0
代

5
年

未
満

1
1
月

月
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
タ

ン
ク

か
ら

サ
ン

プ
ル

を
採

取
す

る
時

に
、

ウ
エ
ス
が
放
置
し
て
あ
っ
た
た
め
、

ウ
エ

ス
で

足
が

滑
り

転
倒

し
骨

折
す

る
。

不
要
な
ウ
エ
ス
は
片
付
け
る
。

5
6
3
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
歩

行
中

に
、

足
元

に
注

意
し

て
い

な
か

っ
た

た
め
、

置
い

て
い

た
ペ

ー
ル

缶
に

つ
ま

ず
き

転
倒
し
骨
折
す
る
。

足
元
に
注
意
し
て
作
業
す
る
。

5
6
4
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
3

2
0
代

5
年

未
満

1
1
月

水
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
ド

ラ
ム

転
倒

作
業

中
に

、
タ

ン
ク

が
満

タ
ン

な
の
に

気
付

か
な

か
っ
た
た
め
、

タ
ン

ク
か

ら
液

が
漏

洩
し

作
業

員
に

か
か
る
。

タ
ン

ク
点

検
口

は
目

視
で

確
認

す
る
。

5
6
5
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

5
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
汚

泥
槽

前
粉

体
を

処
理

し
て

い
る

時
、

マ
ス

ク
を

着
用

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

粉
体
を
吸
い
込
み
曝
露
す
る
。

粉
体

を
処

理
す

る
時

は
必

ず
マ

ス
ク

を
着
用
す
る
。

5
6
6
仮

想
未

回
答

激
突

男
2
8

2
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
汚

泥
槽

タ
ン

ク
に

液
を

送
る

時
に

、
バ
ル
ブ
が
閉
ま
っ
て
い
た
た
め
、

液
が

漏
洩

し
作

業
員

に
か

か
り

薬
傷

す
る
。

作
業
前
に
バ
ル
ブ
を
確
認
す
る
。
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

5
6
7
仮

想
未

回
答

激
突

男
2
1

2
0
代

3
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
ド

ラ
ム

ヤ
ー

ド
中

身
の

入
っ

た
ド

ラ
ム

を
手

で
動

か
す

時
、

無
理
な
姿
勢
で
作
業
し
た
た
め
、

ド
ラ
ム
ご
と
転
倒
し
骨
折
す
る
。

中
身

の
入

っ
た

ド
ラ

ム
を

動
か

す
時

は
極
力
リ
フ
ト
を
使
う
。

5
6
8
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
工

場
内

地
下

地
下

へ
降

り
る

階
段

を
上

っ
て

い
る

時
、

両
手
に
荷
物
を
持
っ
て
い
た
た
め
、

バ
ラ

ン
ス

を
崩

し
転

倒
し

骨
折

す
る
。

両
手

に
荷

物
を

持
た

ず
て

す
り

を
持

つ
。

5
6
9
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
汚

泥
槽

汚
泥

ダ
ン

プ
荷

降
ろ

し
時

に
、

バ
ッ

ク
す

る
時

に
誘

導
し

な
か

っ
た

た
め
、

近
く

に
い

た
作

業
員

と
車

両
が

接
触

し
死
亡
す
る
。

荷
降

ろ
し

の
時

は
必

ず
立

会
い

誘
導

す
る
。

5
7
0
仮

想
未

回
答

切
れ

・
こ

す
れ

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

月
曜
日

昼
晴

れ
汚

泥
槽

前
一

斗
缶

処
理

作
業

中
に

、
一

斗
缶

の
切

り
口

に
手
を

入
れ

た
た

め
、

手
を
切
る
。

一
斗

缶
の

切
り

口
は

触
れ

な
い

よ
う

注
意
す
る
。

5
7
1
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
汚

泥
槽

前
一

斗
缶

処
理

作
業

中
に

、
一

斗
缶

を
無

理
し

て
２
つ

運
ん

だ
た

め
、

バ
ラ

ン
ス

を
崩

し
て

転
倒

し
骨

折
す

る
。

無
理
せ
ず
１
つ
ず
つ
運
ぶ
。

5
7
2
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
3

2
0
代

5
年

未
満

1
1
月

月
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
ロ

ー
リ

ー
荷

降
ろ

し
中

に
、

作
業

員
が

立
ち

会
っ

て
い

な
か

っ
た

た
め
、

会
所

箱
に

ゴ
ミ

が
詰

ま
り

液
が

漏
洩

し
運
転
手
に
か
か
り
薬
傷
す
る
。

荷
降
ろ
し
の
時
は
必
ず
立
ち
会
う
。

5
7
3
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
タ

ン
ク

の
ア

ミ
を

掃
除

し
て

い
る

時
に

、
タ

ン
ク

か
ら

ガ
ス

が
発

生
し

た
た

め
、

作
業
員
が
中
毒
に
な
り
死
亡
す
る
。

ガ
ス

が
発

生
し

た
時

は
す

ぐ
に

避
難

す
る
。

5
7
4
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
3

2
0
代

5
年

未
満

1
1
月

水
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

の
地

下
で

タ
ン

ク
の

地
下

に
下

り
た

時
、

ガ
ス
が
充
満
し
て
い
た
た
め
、

作
業
員
が
中
毒
に
な
り
死
亡
す
る
。

地
下

に
下

り
る

時
は

必
ず

酸
素

濃
度

を
測
定
す
る
。

5
7
5
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

5
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
汚

泥
槽

前
歩

行
中

に
、

ウ
エ

ス
が

足
元

に
放

置
し

て
あ

っ
た

た
め
、

気
付

か
ず

に
ウ

エ
ス

を
踏

み
転

倒
し

骨
折
す
る
。

不
要
な
ウ
エ
ス
は
片
付
け
る
。

5
7
6
仮

想
未

回
答

激
突

男
2
8

2
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
製

品
篩

機
前

歩
行

中
に

、
残

渣
を

入
れ

た
ド

ラ
ム
を

通
路

の
真

ん
中
に
置
い
て
い
た
た
め
、

気
付

か
ず

に
ド

ラ
ム

に
接

触
し

打
撲

す
る
。

残
渣
ド
ラ
ム
は
す
ぐ
に
片
付
け
る
。

5
7
7
仮

想
未

回
答

激
突

男
2
1

2
0
代

3
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
ヤ

ー
ド

汚
泥

ダ
ン

プ
荷

降
ろ

し
中

に
、

作
業

員
が

立
ち

会
っ

て
い

な
か

っ
た

た
め
、

ダ
ン

プ
が

積
ん

で
い

た
ド

ラ
ム

に
接

触
し

ド
ラ

ム
が

倒
れ

作
業

員
に

当
り

死
亡
す
る
。

荷
降
ろ
し
の
時
は
必
ず
立
ち
会
う
。

5
7
8
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
ド

ラ
ム

ヤ
ー

ド
ド

ラ
ム

を
並

べ
て

い
る

時
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
た
た
め
、

ド
ラ

ム
に

接
触

し
液

が
こ

ぼ
れ

作
業

員
に
か
か
り
薬
傷
す
る
。

リ
フ

ト
を

運
転

す
る

時
は

、
安

全
運

転
を
心
が
け
る
。

5
7
9
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
ド

ラ
ム

ヤ
ー

ド
歩

行
中

に
、

足
元

に
注

意
し

て
い

な
か

っ
た

た
め
、

鉄
板

が
ず

れ
て

い
て

つ
ま

づ
き

転
倒

し
骨
折
す
る
。

足
元
に
注
意
す
る
。

5
8
0
仮

想
未

回
答

切
れ

・
こ

す
れ

男
5
7

5
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

月
曜
日

昼
晴

れ
汚

泥
槽

取
引

先
の

荷
を

降
ろ

し
時

に
、

臭
気

が
発

生
し

て
い

る
の

に
近

づ
い

た
た
め
、

作
業
員
が
中
毒
に
な
り
倒
れ
る
。

臭
気

の
強

い
廃

棄
物

の
荷

降
ろ

し
中

は
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

5
8
1
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
一

次
ミ

キ
サ

ー
受

け
皿

の
清

掃
中

に
、

高
所

作
業

に
も

か
か

わ
ら

ず
安

全
帯

を
着
用
し
な
か
っ
た
た
め

作
業
員
が
落
下
し
骨
折
す
る
。

必
ず
安
全
帯
を
着
用
す
る
。

5
8
2
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
3

2
0
代

5
年

未
満

1
1
月

月
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
バ

キ
ュ

ー
ム

車
荷

降
ろ

し
中

に
、

保
護

メ
ガ

ネ
を

着
用

し
て

い
な

か
っ

た
た
め
、

液
が

飛
び

作
業

員
の

目
に

は
い

り
薬

傷
す
る
。

必
ず
保
護
メ
ガ
ネ
を
着
用
す
る
。

5
8
3
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

で
ロ

ー
リ

ー
車

荷
降

ろ
し

中
、

作
業

員
が

立
ち

会
っ

て
い

な
か

っ
た

た
め
、

ホ
ー

ス
の

つ
な

ぎ
目

か
ら

液
が

漏
れ

て
い

る
の

に
気

付
か

ず
液

が
漏

洩
す

る
。

荷
降
ろ
し
の
時
は
必
ず
立
ち
会
う
。

5
8
4
仮

想
未

回
答

有
害

要
因

と
の

接
触

男
2
3

2
0
代

5
年

未
満

1
1
月

水
曜
日

昼
晴

れ
製

品
篩

機
製

品
残

渣
を

取
っ

て
い

る
時

に
、

ア
ミ

を
付

け
た

ま
ま

そ
の

場
を

離
れ

た
為
、

残
渣

が
溢

れ
近

く
に

い
た

作
業

員
に

か
か
る
。

離
れ
る
と
き
は
ア
ミ
を
外
す
。

5
8
5
仮

想
未

回
答

転
倒

男
3
8

3
0
代

5
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
工

場
内

地
下

バ
ル

ブ
切

り
替

え
の

た
め

地
下

に
降

り
た

時
に

、
電
灯
を
つ
け
な
か
っ
た
た
め
、

足
元

の
配

管
に

足
を

ぶ
つ

け
て

転
倒

し
骨
折
す
る
。

地
下

に
降

り
る

時
は

必
ず

電
灯

を
つ

け
る
。

5
8
6
仮

想
未

回
答

激
突

男
2
8

2
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
製

品
篩

機
製

品
篩

機
の

点
検

を
行

っ
て

い
る

時
に

、
ブ

レ
ー

カ
ー

を
切

っ
て
い

な
か

っ
た

た
め
、

点
検

中
に

製
品

篩
機

が
動

き
だ

し
て

作
業
員
に
液
が
か
か
り
薬
傷
す
る
。

ポ
ン

プ
や

篩
機

を
点

検
す

る
時

は
、

動
き

出
さ

な
い

よ
う

に
ブ

レ
ー

カ
ー

を
切
る
。

5
8
7
仮

想
未

回
答

激
突

男
2
1

2
0
代

3
年

未
満

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
一

次
ミ

キ
サ

ー
の

下
通

行
中

に
、

足
元

に
道

具
が

乱
雑

に
置

か
れ

て
い

た
た
め
、

道
具

に
足

を
ぶ

つ
け

て
転

倒
し

骨
折

す
る
。

ミ
キ
サ
ー
の
下
を
整
理
す
る
。

5
8
8
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
製

品
篩

機
製

品
残

渣
を

取
っ

て
い

る
時

に
、

保
護

メ
ガ

ネ
や

マ
ス

ク
を

着
用

し
て

い
な
か
っ
た
為
、

臭
気

が
発

生
し

作
業

員
が

中
毒

に
な

り
倒
れ
る
。

必
ず

保
護

メ
ガ

ネ
と

マ
ス

ク
を

着
用

す
る
。

5
8
9
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
3
8

3
0
代

1
0
年

以
上

1
1
月

火
曜
日

昼
晴

れ
工

場
内

地
下

地
下

か
ら

階
段

を
上

っ
て

い
る

時
に

、
両

手
に

中
身

の
入

っ
た
ぺ

ー
ル

缶
を

持
っ
て
い
た
た
め
、

重
く

て
バ

ラ
ン

ス
を

く
ず

し
、

転
倒

し
ペ

ー
ル

缶
の

中
身

が
か

か
り

薬
傷

す
る
。

無
理
せ
ず
ペ
ー
ル
缶
を
片
手
で
持
つ

5
9
0
仮

想
未

回
答

交
通

災
害

（
道

路
）

男
不

明
1
0
年

以
上

1
0
月

月
曜

日
昼

晴
れ

取
引

先
で

入
門

す
る

際
、

受
付

終
え

て
車

輛
乗

り
入

れ
時

、
ゲ

ー
ト

(
電

動
)
が

閉
ま

り
車

輛
が

挟
ま

り
そ

う
に

な
る

前
受

付
者

に
続

い
て

車
輛

乗
り

入
れ

た
為

ゲ
ー

ト
が

閉
ま

る
前

に
車

輛
を

構
内

に
入
れ
る

完
全

に
ゲ

ー
ト

が
開

い
た

と
同

時
に

車
輛
を
乗
り
入
れ
る

5
9
1
仮

想
未

回
答

交
通

災
害

（
道

路
）

男
不

明
未

回
答

1
1
月

月
曜

日
昼

曇
り

取
引

先
で

サ
ン

プ
ル

採
取

時
に

小
缶

動
か

そ
う

と
し

た
時

に
小
缶
高
く
積
ん
で
い
る
為

小
缶

が
倒

れ
そ

う
に

な
り

手
で

支
え

な
が
ら
元
に
修
復
す
る

小
缶

取
る

際
、

周
り

の
安

定
も

見
て

か
ら
採
取
分
を
取
る

5
9
2
仮

想
未

回
答

激
突

さ
れ

男
不

明
未

回
答

1
2
月

未
回

答
朝

晴
れ

顧
客

先
で

狭
い

通
路

か
ら

入
場

す
る

際

バ
ッ

ク
し

な
が

ら
入

場
す

る
時

、
積

み
上

げ
て

い
る

製
品

に
ぶ

つ
か

り
そ

う
に

な
る

。

バ
ッ

ク
を

見
る

補
助

を
付

け
な

い
。

通
路
確
保
不
足
。

積
み

上
げ

て
い

る
製

品
に

ぶ
つ

か
り
、
車
体
・
人
に
接
触
。

顧
客

先
の

方
に

声
か

け
を

し
、

同
乗

者
が

い
れ

ば
バ

ッ
ク

を
見

て
も

ら
う
。

5
9
3
仮

想
未

回
答

交
通

災
害

（
道

路
）

男
不

明
3
年

未
満

1
月

水
曜

日
昼

晴
れ

顧
客

先
の

構
内

昼
休

み
等

比
較

的
静

か
な

時
間

帯
に

走
行

中
、

リ
フ

ト
な

ど
の

構
内

車
に

接
触

し
そ

う
に

な
る

。

静
か

な
時

間
だ

と
安

心
し

き
っ

て
走

行
し
た
た
め
。

構
内
車
又
は
人
に
接
触
。

構
内

制
限

速
度

厳
守

は
も

ち
ろ

ん
、

特
に

歩
道

近
く

は
速

度
を

落
と

し
な

が
ら
走
行
す
る
。

5
9
4
仮

想
未

回
答

交
通

災
害

（
道

路
）

男
不

明
1
0
年

以
上

1
月

月
曜
日

朝
曇

り
タ

ン
ク

解
体

現
場

で
現

場
確

認
時

に
タ

ン
ク

横
走

行
中

に
足
元
の
汚
泥
を
踏
ん
で
足
を
滑
ら
す

足
が
滑
り
捻
挫
し
そ
う
に
な
る

走
行

時
に

手
す

り
を

持
っ

て
移

動
す

る

5
9
5
仮

想
未

回
答

未
回

答
女

不
明

5
年

未
満

1
月

未
回

答
朝

晴
れ

従
業

員
駐

車
場

に
て

自
家

用
車

で
道

路
に

出
よ

う
と

し
た

際
ト
レ
ー
ラ
ー
の
置
き
場
所
に
問
題

ト
レ
ー
ラ
ー
の
死
角
に
よ
り
追
突

ト
レ
ー
ラ
ー
の
停
車
位
置
を
変
更
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

5
9
6
仮

想
そ

の
他

有
害

要
因

と
の

接
触

男
3
5

3
0
代

1
0
年

未
満

1
1
月

月
曜
日

朝
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

付
近

の
通

路
で

工
場

内
を

パ
ト

ロ
ー

ル
し

て
い

る
時

、

製
品

フ
ル

イ
機

の
会

所
の

フ
タ

が
開

い
た

ま
ま

に
な

っ
て

い
て

、
そ

こ
か

ら
拡

散
し

た
有

機
溶

剤
ガ

ス
が

風
で

滞
留
し
て
い
た
所
が
あ
っ
た
た
め

頭
が

ク
ラ

ク
ラ

し
、

足
が

も
つ

れ
転

倒
す
る
。

①
作

業
終

了
時

は
会

所
の

フ
タ

を
す

る
よ

う
製

造
の

朝
礼

で
周

知
徹

底
す

る
。

②
会

所
の

フ
タ

が
、

閉
め

に
く

い
構

造
に

な
っ

て
い

る
の

で
、

製
造

と
打

合
せ

の
上

、
閉

め
や

す
い

よ
う

改
善

す
る
。

5
9
7
仮

想
そ

の
他

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
男

3
6

3
0
代

5
年

未
満

1
月

木
曜
日

夜
晴

れ
工

場
周

辺
道

路
で

廃
油

回
収

車
両

の
漏

洩
事

故
対

応
で

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

に
付

着
し

た
油

水
を

除
去

す
る

た
め

に
デ

ッ
キ

ブ
ラ

シ
で

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

を
洗

浄
し

て
い

る
時

に

デ
ッ

キ
ブ

ラ
シ

の
ブ

ラ
シ

部
分

が
金

属
製

だ
っ

た
た

め
擦

っ
た

際
に

、
腰

へ
の
負
担
が
大
き
い

腰
を
痛
め
る
。

①
高

圧
洗

浄
機

を
使

用
し

て
洗

浄
す

る
。
（
修
理
が
必
要
）

②
現

状
は

金
属

性
の

デ
ッ

キ
ブ

ラ
シ

し
か

所
有

し
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

ナ
イ

ロ
ン

製
の

デ
ッ

キ
ブ

ラ
シ

を
緊

急
事
態
対
応
用
具
と
し
て
購
入

5
9
8
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
飛

来
・

落
下

男
2
7

2
0
代

3
年

未
満

4
月

月
曜
日

昼
晴

れ
日

勤
の

ホ
ッ

パ
ー

ス
テ

ー
ジ

で
医

療
系

廃
棄

物
受

け
入

れ
作

業
中

に
積
荷
が
崩
れ
て

下
の

作
業

員
に

当
た

り
そ

う
に

な
っ

た
。

積
荷
の
確
認
を
す
る
。

5
9
9
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

2
7

2
0
代

1
0
年

以
上

4
月

月
曜

日
昼

晴
れ

ば
い

じ
ん

コ
ン

ベ
ア

周
り

清
掃

中
に

足
が
滑
っ
て

転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た
。

足
元
に
注
意
す
る
。

6
0
0
仮

想
そ

の
他

転
倒

男
2
4

2
0
代

5
年

未
満

5
月

未
回
答

昼
晴

れ
二

次
ミ

キ
サ

ー
点

検
口

に
液

量
を

確
認

し
に

行
く

と
き

に
足
元
を
確
認
し
な
か
っ
た
た
め

階
段
か
ら
滑
り
落
ち
そ
う
に
な
っ
た

足
元
を
確
認
す
る

安
全

靴
の

裏
に

油
が

付
着

し
て

い
た

ら
拭
き
取
る

6
0
1
仮

想
そ

の
他

お
ぼ

れ
男

4
9

4
0
代

3
年

未
満

5
月

未
回
答

昼
晴

れ
取

引
先

で
船

の
ホ

ー
ス

を
岸

壁
の

フ
ラ

ン
ジ

に
接

続
し

よ
う

と
め

く
ら

を
外

し
た

際
に

ホ
ー

ス
の

中
に

Ｒ
Ｆ

が
残

っ
て

い
る

こ
と
を
認
知
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

ホ
ー

ス
内

の
Ｒ

Ｆ
が

こ
ぼ

れ
足

元
が

滑
り
海
に
落
下
す
る

め
く

ら
に

ド
レ

イ
ン

コ
ッ

ク
を

溶
接

し
液
抜
き
を
行
う

6
0
2
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
9

4
0
代

3
年

未
満

5
月

未
回
答

夕
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

に
あ

る
タ

ン
ク

前
で

フ
レ

コ
ン

処
理

の
た

め
に

リ
フ

ト
で

フ
レ

コ
ン

運
搬

中
チ
ル
ト
を
下
げ
す
ぎ
て
い
た
た
め

フ
レ

コ
ン

が
リ

フ
ト

の
フ

ォ
ー

ク
よ

り
滑

り
落

ち
て

作
業

員
の

上
に

落
下

す
る

フ
レ

コ
ン

を
吊

る
際

は
チ

ル
ト

を
上

げ
る

フ
レ

コ
ン

を
吊

り
や

す
く

す
る

た
め

グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

で
フ

ォ
ー

ク
の

一
部

を
う
す
く
削
る

6
0
3
仮

想
そ

の
他

激
突

さ
れ

男
2
4

2
0
代

5
年

未
満

5
月

未
回
答

昼
晴

れ
工

場
内

通
路

製
品

残
渣

を
ド

ラ
ム

ポ
ー

タ
ー

で
運

搬
中

前
方
不
注
意
だ
っ
た
た
め

作
業

員
を

接
触

し
て

転
倒

し
骨

折
す

る
前
方
に
注
意
し
運
搬
す
る

6
0
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

2
2

2
0
代

5
年

未
満

5
月

未
回
答

昼
雨

汚
泥

槽
一

斗
缶

処
理

中
足
元
が
雨
で
滑
り
や
す
か
っ
た
た
め

転
倒
し
足
を
骨
折
す
る

雨
天
時
は
足
元
に
注
意
し
作
業
す
る

6
0
5
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
薬

傷
男

2
9

2
0
代

1
0
年

未
満

5
月

未
回

答
昼

晴
れ

分
析

室
二

階
混

合
テ

ス
ト

中
強

酸
を

知
ら

ず
素

手
で
作

業
し

た
た

め
手
が
薬
傷
す
る

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
着
用
す
る

6
0
6
仮

想
そ

の
他

交
通

災
害

（
そ

の
他

）
男

4
0

4
0
代

1
0
年

以
上

5
月

未
回

答
昼

雨
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

で
ド

ラ
ム

運
搬

中
に

雨
で
床
が
滑
り
や
す
か
っ
た
た
め

リ
フ

ト
が

ス
リ

ッ
プ

し
作

業
員

に
接

触
し
死
亡
す
る

雨
天

時
は

制
動

距
離

も
伸

び
る

の
で
、
ス
ピ
ー
ド
は
出
さ
な
い

雨
天
時
は
特
に
徐
行
運
転
を
す
る

6
0
7
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

4
7

4
0
代

5
年

未
満

5
月

未
回
答

朝
晴

れ
汚

泥
槽

汚
泥

槽
付

近
の

汚
泥

を
か

き
落

と
し

て
い

る
時

に
足
元
に
注
意
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

足
を
滑
ら
し
転
倒
し
骨
折
す
る

足
元
に
は
常
に
注
意
す
る

6
0
8
仮

想
そ

の
他

お
ぼ

れ
男

3
7

3
0
代

5
年

未
満

5
月

未
回
答

朝
雨

バ
ー

ジ
船

で
バ

ー
ジ

船
に

乗
り

込
む

際
に

足
元
に
注
意
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

足
を
滑
ら
し
海
に
落
下
し
溺
れ
る

必
ず

タ
ラ

ッ
プ

を
使

用
し

足
元

に
注

意
す
る

6
0
9
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

4
5

4
0
代

3
年

未
満

5
月

未
回
答

昼
晴

れ
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

で
Ｏ

Ｐ
ド

ラ
ム

の
蓋

を
開

け
た

際
に

ガ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
た
た
め

蓋
が
飛
ん
だ

必
ず
エ
ア
ー
抜
き
を
す
る

6
1
0
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
5
年

未
満

7
月

土
曜

日
昼

晴
れ

工
場

現
場

で

破
砕

作
業

中
破

砕
機

が
目

詰
ま

り
起

こ
し

た
為

、
投

入
口

ヘ
上

が
り

詰
ま

っ
た

製
品

を
処

理
し

よ
う

と
し

た
時

高
台

に
上

が
っ

て
の

作
業

で
投

入
口

等
は
、

柵
が
な
い
の
で
、

注
意

を
促

さ
な

け
れ

ば
、

危
う

く
落

下
事
故
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

安
全

ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
と
着

用
さ

せ
、

フ
ッ

ク
を

か
け

る
手

す
り

を
破

砕
機

に
取

り
付

け
た
。

6
1
1
仮

想
収

集
運

搬
時

激
突

さ
れ

男
不

明
5
年

未
満

8
月

土
曜

日
夕

雨
工

場
現

場
で

ト
ラ

ッ
ク

か
ら

荷
物

を
降

ろ
し

て
い

る
時

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

後
方

に
、

荷
受

補
助

の
人

員
が

待
機

し
て

い
た

の
で
、

そ
の

ま
ま

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
が

バ
ッ

ク
し

て
来

る
と

、
接

触
事

故
に

な
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
。

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

が
後

方
確

認
す

る
事

は
も

ち
ろ

ん
だ

が
、

荷
受

補
助

の
人

員
は

「
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

の
稼

動
範

囲
」

に
は

絶
対

に
近
づ
か
な
い
事
を
徹
底
さ
せ
る
。

6
1
2
仮

想
そ

の
他

未
回

答
男

不
明

5
年

未
満

7
月

木
曜

日
朝

、
昼

曇
り

工
場

現
場

で
中

二
階

倉
庫

へ
荷

物
を

昇
降

し
て

い
る

時
、

荷
物

が
、

中
二

階
倉

庫
の

昇
降

口
に

接
触
す
る
危
険
性
が
見
受
け
ら
れ
、

荷
物

が
昇

降
口

に
接

触
し

、
荷

物
が

落
下
し
そ
う
に
な
っ
た
。

投
入

口
に

危
険

箇
所

で
あ

る
表

示
（

ト
ラ

テ
ー

プ
e
t
c
)
で

視
覚
的

に
目

立
つ

措
置

を
講

ず
る

と
良

い
と

思
わ

れ
る
。

6
1
3
仮

想
未

回
答

墜
落

・
転

落
男

不
明

5
年

未
満

7
月

土
曜

日
昼

未
回

答
破

砕
機

投
入

口
付

近
で

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

作
業

を
す

る
為

、
高

台
(
2
ｍ

以
上

)
へ

上
が

り
、

作
業

を
開

始
し

よ
う

と
し

た
時

安
全

帯
を

掛
け

る
べ

き
箇

所
(
フ

ッ
ク

掛
け

)
に

、
安

全
帯

を
掛

け
忘

れ
て
い
た
の
で

注
意

を
促

さ
な

け
れ

ば
、

危
う

く
落

下
事
故
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

安
全

帯
を

掛
け

る
べ

き
箇

所
(
フ

ッ
ク

掛
け

)
に

「
安

全
帯

装
着

確
認

！
」

と
明

示
し

、
併
せ

て
指

差
し

呼
称

の
徹

底
を

さ
せ

る
と

良
い

と
思

わ
れ
る
。

6
1
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
5
年

未
満

7
月

木
曜

日
朝

晴
れ

工
場

現
場

で
安

全
パ

ト
ロ

－
ル

現
場

中
2
階

事
務

所
で

地
震

時
に

ド
ア

が
潰

れ
開

閉
が

出
来
な

く
な

っ
た

時
に

出
入

口
以

外
に

緊
急

の
避

難
口

が
無

い

中
2
階

事
務

所
に

入
る

ド
ア

か
ら

事
務

所
ま

で
の

渡
り

廊
下
に

、
緊

急
避

難
時

使
用

の
梯

子
階

段
を

設
置

す
る

方
法

6
1
5
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
5
年

未
満

7
月

月
曜

日
昼

晴
れ

工
場

内
、

地
下

破
砕

機
室

で
投

光
機

の
照

明
で

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

投
光

機
の

照
明

で
は

採
光

が
弱

く
一

部
し

か
照

ら
さ

ず
、

且
つ

投
光

熱
で

熱
い

又
一

部
し

か
照

ら
さ
な

い
の

で
手
元
、
足
元
が
危
険

破
砕

機
モ

－
タ

－
熱

及
び

、
投

光
機

熱
で

熱
中

症
の

危
険

が
有
っ

た
そ

の
他

手
元

等
の

暗
さ

の
怪

我
の

危
険

性
も
有
っ
た

地
下

室
に

蛍
光

灯
を

設
置

し
て

照
明

熱
の

緩
和

と
、

全
体

を
照

ら
す

事
で

ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ
作
業
の
安
全
性
が
図
れ
た

75



属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

6
1
6
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
5
年

未
満

8
月

土
曜

日
夕

晴
れ

工
場

内
、

地
下

破
砕

機
室

で
破

砕
機

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
地

下
室

に
篭

っ
て

い
る
モ

－
タ

－
の

加
熱
温
度
（
約
4
0
～
4
5
℃
）
で
危
険

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

作
業

者
が

熱
中

症
や

ﾓ
-
ﾀ
-
に

触
れ
た

時
の

火
傷

の
危

険
性

が
あ
る

地
下

室
に

破
砕

機
モ

－
タ

－
冷

却
の

ク
ー

ラ
－

を
設

置
し

て
、

常
時

室
内

温
度
の
上
昇
を
妨
げ
る
装
置
と
す
る

6
1
7
仮

想
そ

の
他

未
回

答
男

不
明

5
年

未
満

7
月

木
曜

日
朝

、
昼

曇
り

工
場

中
2
階

ス
ペ

－
ス

で
中

2
階

へ
昇

り
降

り
し

て
い

る
時

昇
り

降
り

の
方

法
が

梯
子

又
は

、
脚

立
し
か
な
い

手
足

を
使

っ
て

垂
直

に
昇

ら
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
落

下
の

危
険

性
が

有
っ

た

手
す

り
付

き
の

歩
い

て
昇

れ
る

階
段

の
設
置
が
安
全
な
方
法

6
1
8
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
5

4
0
代

5
年

未
満

8
月

水
曜
日

朝
晴

れ
工

場
内

で
２

台
の

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
を

使
用

し
て

荷
物

の
運

搬
を

し
て

い
る

時
、

１
台

の
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

が
前

向
き

で
前

進
し

て
お

り
、

も
う

一
台

の
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

が
、
曲

が
り

角
か

ら
バ

ッ
ク

で
出

て
き

て
、

出
会

い
頭

に
接
触
し
か
け
た

接
触

す
る

手
間

で
、

停
止

し
た

の
で

接
触
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

移
動

は
、

バ
ッ

ク
で

運
転

す
る

こ
と

を
徹

底
さ

せ
、

曲
が

り
角

等
で

は
徐

行
し

、
目

視
･

指
差

し
呼

称
を

徹
底

す
る

。
（

リ
フ

ト
飛

び
出

し
注

意
！

の
掲

示
を

す
る

の
も
、
効
果
的
と
思
わ
れ
る
。
)

6
1
9
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
さ

れ
男

4
0

4
0
代

1
0
年

未
満

8
月

水
曜

日
朝

晴
れ

工
場

内
で

車
両

に
荷

物
を

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
で

積
み

込
み

し
て

い
る

時
、

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

後
方

に
、

別
の

作
業

を
行

っ
て

い
る

人
員

が
立

っ
て

い
た
の
で
、

そ
の

ま
ま

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
が

バ
ッ

ク
し

て
来

る
と

、
接

触
事

故
に

な
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
。

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

が
後

方
確

認
す

る
事

は
も

ち
ろ

ん
だ

が
、

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

稼
動

範
囲

で
別

作
業

は
行

わ
せ

な
い

為
に

、
エ

リ
ア

分
け

（
ゾ

ー
ニ

ン
グ

）
を

行
え

ば
除
去
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

6
2
0
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
4
0

4
0
代

1
0
年

未
満

8
月

水
曜

日
朝

曇
り

工
場

内
で

重
機

（
ユ

ン
ボ

）
で

金
属

ス
ク

ラ
ッ

プ
等

の
処

理
を

行
っ

て
い

る
時

、
重

機
の

ア
ー

ム
稼

動
範
囲

内
に

作
業

者
が
背
を
向
け
て
立
っ
て
い
た
の
で

接
触
す
る
危
険
が
あ
っ
た
。

重
機

の
稼

動
範

囲
内

か
ら

、
作

業
者

を
離

す
為

に
、

エ
リ

ア
分

け
(
ゾ

ー
ニ

ン
グ

)
を

行
え

ば
除

去
で

き
る

と
思

わ
れ

る
。

（
重

機
稼
動

範
囲

内
は

立
入

禁
止

！
等

の
掲

示
を

す
る

の
も
、
効
果
的
と
思
わ
れ
る
。
)

6
2
1
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
交

通
災

害
（

そ
の

他
）

男
3
5

3
0
代

5
年

未
満

6
月

木
曜
日

昼
雨

荷
降

ろ
し

先
バ

ッ
ク

し
て

い
る

時
誘

導
員

の
合

図
が

見
え
な

く
な

っ
た

の
で

止
ま

り
後

方
確

認
し

た
と

こ
ろ

転
倒

し
て
い
た
。

バ
ッ

ク
す

る
時

は
窓

を
開

け
ラ

ジ
オ

を
切

り
確

実
に

後
方

確
認

し
、

誘
導

員
が

い
る

場
合

は
確

実
に

指
示

に
従

う
。
　
　
(
基
本
運
転
の
順
守
）

6
2
2
仮

想
収

集
運

搬
時

火
災

男
3
8

3
0
代

3
年

未
満

4
月

火
曜
日

昼
晴

れ
道

路
上

積
載

物
（

コ
ン

テ
ナ

箱
）

運
搬

中
混

載
物

コ
ン

テ
ナ

中
に
引

火
物

の
混

入
よ
り

コ
ン
テ
ナ
箱
　
積
載
物
が
燃
え
た
。

顧
客

先
へ

引
火

物
の

混
入

を
さ

せ
な

い
為

の
、

意
識

付
け

の
徹

底
と

コ
ン

テ
ナ

箱
へ

混
入

禁
止

の
プ

ラ
カ

ー
ド

を
張

り
付

け
る

。
（

使
い

捨
て

ラ
イ

タ
ー
e
t
s
）

6
2
3
仮

想
そ

の
他

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

男
5
8

5
0
代

3
年

未
満

1
月

月
曜
日

朝
未

回
答

車
庫

で
乗

車
せ

ず
に

ド
ア

を
開

け
エ

ン
ジ

ン
を

か
け

よ
う

と
し

た
時

ギ
ヤ

が
入

っ
て

い
た

の
で

ト
ラ

ッ
ク

が
動
き
そ
う
に
り

サ
イ

ド
ブ

レ
ー

キ
・

輪
止

め
な

ど
の

が
し
て
あ
り
、
動
か
な
か
っ
た
。

乗
車

時
は

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
確

認
と

ク
ラ

ッ
チ

を
踏

み
駐

車
す
る

時
は

坂
道

以
外

は
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
に

す
る
。
(
基
本
運
転
の
実
施
）

6
2
4
仮

想
未

回
答

転
倒

男
不

明
1
0
年

以
上

7
月

木
曜
日

朝
曇

り
現

場
確

認
の

中
炎

天
下

で
の

現
場

説
明

休
憩

も
な

く
ず

っ
と

野
外

で
い

た
こ

と
に
よ
り

熱
中
症
に
よ
り
転
倒
し
頭
を
強
打

気
分

が
悪

く
な

っ
た

場
合

は
適

度
な

休
憩
と
水
分
補
給
を
行
う

6
2
5
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
交

通
災

害
（

道
路

）
男

不
明

1
0
年

以
上

7
月

未
回
答

夜
晴

れ
道

路
夜

間
作

業
中

リ
フ

ト
で

ド
ラ

ム
を

運
搬

中
速
度
超
過
、
確
認
を
怠
っ
た
た
め

リ
フ

ト
同

士
の

接
触

事
故

を
起

こ
す

危
険
性
が
あ
る

安
全

な
速

度
で

走
行

し
、

前
後

左
右

の
確
認
を
す
る

6
2
6
仮

想
そ

の
他

薬
傷

男
不

明
1
0
年

以
上

7
月

未
回
答

未
回

答
未

回
答

ド
ラ

ム
ヤ

ー
ド

ド
ラ

ム
サ

ン
プ

ル
摂

取
時

ド
ラ

ム
内

の
ガ

ス
抜

き
を

十
分

に
し

な
か
っ
た
た
め

中
の

液
が

吹
き

出
し

体
に

か
か

り
薬

傷
す
る

十
分

に
ガ

ス
抜

き
し

、
キ

ャ
ッ

プ
・

フ
タ
を
開
け
る

6
2
7
仮

想
そ

の
他

転
倒

男
不

明
1
0
年

未
満

7
月

未
回
答

未
回

答
未

回
答

製
品

篩
機

前
製

品
残

渣
を

回
収

し
て

い
る

と
き

に
足

元
に

ウ
エ

ス
を

放
置
し

て
い

た
た

め
ウ

エ
ス

で
足

を
滑

ら
せ
転

倒
し

骨
折

す
る

不
要
な
ウ
エ
ス
は
処
分
す
る

6
2
8
仮

想
そ

の
他

お
ぼ

れ
男

不
明

3
年

未
満

7
月

未
回

答
昼

晴
れ

バ
ー

ジ
船

で
船

積
込

み
中

船
上

を
移

動
し

て
い

て
足
を
滑
ら
せ

海
に
落
ち
る

落
ち

る
危

険
性

の
あ

る
場

所
で

は
安

全
帯
を
着
用
す
る

6
2
9
仮

想
そ

の
他

お
ぼ

れ
男

不
明

1
0
年

以
上

7
月

未
回
答

未
回

答
未

回
答

バ
ー

ジ
船

で
バ

ー
ジ

船
に

ホ
ー

ス
を

接
続

す
る

際
に

は
し
ご
の
上
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

海
に
落
ち
る

は
し
ご
で
な
く
通
路
を
制
作
す
る

6
3
0
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
薬

傷
男

不
明

5
年

未
満

7
月

未
回

答
未

回
答

未
回

答
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

で
ド

ラ
ム

転
倒

中
勢
い
よ
く
ド
ラ
ム
を
転
倒
し
た
た
め

液
が

飛
び

跳
ね

作
業

員
に

か
か

り
薬

傷
す
る

ド
ラ

ム
を

転
倒

す
る

と
き

は
ゆ

っ
く

り
転
倒
す
る

6
3
1
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
薬

傷
男

不
明

3
年

未
満

7
月

未
回

答
未

回
答

未
回

答
自

社
の

処
理

プ
ラ

ン
ト

で
ド

ラ
ム

転
倒

中
廃
液
に
臭
気
が
強
か
っ
た
た
め

目
な
ど
薬
傷
す
る
危
険
が
あ
る

臭
気

の
強

い
ド

ラ
ム

を
処

理
す

る
と

き
は
面
対
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

6
3
2
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

不
明

1
0
年

未
満

8
月

月
曜
日

昼
晴

れ
第

一
ピ

ッ
ト

受
付

作
業

重
機

の
死

角
に

選
別

作
業

員
が

立
ち

入
っ
た

作
業

員
が

気
付

き
作

業
半

径
か

ら
離

れ
た

合
図
又
は
、
無
線
連
絡
を
行
う

6
3
3
仮

想
そ

の
他

踏
み

抜
き

男
不

明
3
年

未
満

8
月

火
曜

日
昼

晴
れ

第
二

ピ
ッ

ト
選

別
作

業
ガ

ラ
の

中
に

釘
や

鋭
利

な
物

が
混

ざ
っ
て
い
た

手
選

別
中

に
釘

等
を

踏
み

そ
う

に
な
っ
た

足
元
に
十
分
注
意
し
て
作
業
を
行
う

6
3
4
仮

想
そ

の
他

飛
来

・
落

下
男

3
6

3
0
代

3
年

未
満

8
月

金
曜
日

未
回

答
未

回
答

第
一

ピ
ッ

ト
シ

ー
ト

め
く

り
シ

ー
ト

を
め

く
っ

た
際

、
引

っ
か

か
っ
た
廃
棄
物
が
落
下

事
前

に
積

載
状

況
を

確
認

し
て

い
た

為
、
当
た
る
事
は
な
か
っ
た

落
下

の
可

能
性

が
あ

る
場

合
は

、
荷

台
の

上
に

上
り

シ
ー

ト
を

め
く

る
よ

う
に
す
る

6
3
5
仮

想
未

回
答

未
回

答
男

不
明

3
年

未
満

8
月

水
曜

日
未

回
答

晴
れ

第
一

ピ
ッ

ト
リ

フ
ト

作
業

中
二

度
引

き
を

行
い

作
業
す

る
時

二
度

目
に

差
す

際
、

運
転

手
が

パ
レ

ッ
ト

の
裏
に
入
っ
て
い
っ
た

運
転

手
の

足
を

リ
フ

ト
の

爪
で

刺
し

そ
う
に
な
っ
た

パ
レ

ッ
ト

裏
に

入
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す
る

6
3
6
仮

想
未

回
答

転
倒

男
2
3

2
0
代

3
年

未
満

8
月

金
曜
日

朝
晴

れ
第

一
ピ

ッ
ト

重
機

作
業

重
機

か
ら

降
り

る
際

、
足

を
滑

ら
せ

た
足
を
怪
我
し
そ
う
に
な
っ
た

降
り

る
際

は
、

足
元

の
確

認
を

し
っ

か
り
行
う

6
3
7
仮

想
未

回
答

転
倒

男
不

明
3
年

未
満

8
月

月
曜

日
昼

晴
れ

第
二

ピ
ッ

ト
車

両
整

備
グ

リ
ス

ア
ッ

プ
時

に
、
グ

リ
ス

が
地

面
に
飛
び
散
る

グ
リ

ス
を

踏
ん

だ
の

を
気

付
か

ず
足

を
滑
ら
す

グ
リ

ス
が

こ
ぼ

れ
た

ら
放

置
せ

ず
ふ

き
取
る

76



属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

6
3
8
仮

想
未

回
答

未
回

答
未
回
答

不
明

3
年

未
満

8
月

金
曜

日
昼

未
回

答
第

一
ピ

ッ
ト

リ
フ

ト
作

業
パ

レ
ッ

ト
が

揺
れ

て
荷
崩

れ
し

そ
う

に
な
っ
た

片
過
重
に
よ
り
パ
レ
ッ
ト
が
傾
い
た

両
爪

に
過

重
が

均
等

に
掛

る
よ

う
に

確
認
し
作
業
を
行
う

6
3
9
仮

想
未

回
答

未
回

答
男

不
明

3
年

未
満

8
月

金
曜

日
未

回
答

未
回

答
第

二
ピ

ッ
ト

積
み

込
み

作
業

重
機

を
使

用
し

て
燃

え
殻

を
積

み
込

ん
で
い
た

重
機

の
タ

イ
ヤ

と
1
0
ｔ
ダ

ン
プ

車
体

が
接

触
し

ダ
ン

プ
の

車
体

が
破

損
し

た

重
機

作
業

時
は

徐
行

運
転

を
心

が
け

る

6
4
0
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
転

倒
男

5
8

5
0
代

1
0
年

以
上

7
月

木
曜

日
未

回
答

未
回

答
第

一
ピ

ッ
ト

コ
ン

テ
ナ

の
中

身
確

認
車

両
に

登
り

コ
ン

テ
ナ
の

中
身

を
確

認
を
行
っ
た
時

足
元
が
滑
り
転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た

足
元
に
注
意
し
安
全
を
確
認
す
る

6
4
1
仮

想
そ

の
他

激
突

さ
れ

男
不

明
3
年

未
満

7
月

金
曜

日
昼

曇
り

第
二

ピ
ッ

ト
車

両
誘

導
雨

天
時

、
誘

導
す

る
車
両

の
ミ

ラ
ー

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る

運
転

手
自

身
が

後
方

確
認

出
来

な
い

と
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
あ
る

ミ
ラ

ー
を

拭
く

な
ど

を
し

、
視

界
を

良
く
す
る
よ
う
対
策

6
4
2
仮

想
そ

の
他

未
回

答
男

不
明

3
年

未
満

7
月

月
曜

日
昼

晴
れ

第
二

ピ
ッ

ト
車

両
誘

導
バ

ッ
ク

で
の

誘
導

時
、
運

転
手

が
予

期
せ
ぬ
方
向
へ
動
く

接
触

事
故

等
を

起
こ

す
可

能
性

が
あ

る
車

両
運

転
手

に
し

っ
か
り

指
示

を
与

え
作
業
す
る

6
4
3
仮

想
未

回
答

未
回

答
男

3
5

3
0
代

3
年

未
満

7
月

月
曜
日

朝
未

回
答

第
一

ピ
ッ

ト
リ

フ
ト

作
業

中
バ

ッ
カ

ン
で

ダ
ン

ボ
ー
ル

を
運

ん
で

い
た
ら
突
風
で
飛
ん
だ

ダ
ン
ボ
ー
ル
が
2
～
3
ｍ
飛
ん
だ

積
み
す
ぎ
な
い
。

速
度
を
落
と
す

6
4
4
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
3
年

未
満

7
月

月
曜

日
昼

晴
れ

第
一

ピ
ッ

ト
リ

フ
ト

作
業

中
リ

フ
ト

に
て

フ
レ

コ
ン
を

降
ろ

し
て

い
る

時
、

か
か

り
が

悪
く

紐
が

1
本

外
れ
た

フ
レ
コ
ン
が
落
ち
そ
う
に
な
っ
た

パ
レ

ッ
ト

同
様

、
2
度

引
き

・
2
度
差

し
を
行
い
作
業
を
行
う

6
4
5
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
未

回
答

男
不

明
3
年

未
満

7
月

水
曜

日
朝

晴
れ

第
一

ピ
ッ

ト
リ

フ
ト

作
業

中
木

材
搬

送
中

、
高

く
積
み

す
ぎ

て
前

方
が
見
え
ず
走
行
し
た

前
方
の
人
に
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た

前
方

が
見

え
に

く
い

時
は

バ
ッ

ク
に

て
走
行
す
る

6
4
6
仮

想
そ

の
他

未
回

答
男

不
明

3
年

未
満

7
月

金
曜

日
昼

曇
り

第
二

ピ
ッ

ト
建

屋
リ

フ
ト

に
て

荷
卸

中
建

屋
内

の
地

面
が

滑
り
や

す
く

な
っ

て
お
り
横
滑
り
す
る

横
滑
り
し
て
事
故
の
恐
れ
あ
り

リ
フ
ト
運
転
時
は
徐
行
運
転
す
る

6
4
7
仮

想
処

分
時

（
工

場
内

）
墜

落
・

転
落

男
不

明
3
年

未
満

7
月

水
曜

日
夕

晴
れ

受
付

横
の

待
機

場
所

搬
入

車
両

の
計

量
廃

棄
物

確
認

荷
台

の
上

を
確

認
す

る
為

、
タ

ラ
ッ

プ
を
登
っ
て
い
る
時
足
を
滑
ら
せ
た

荷
台
か
ら
転
落
し
た

足
元
の
安
全
確
認
を
行
う

6
4
8

未
回

答
処

分
時

（
工

場
内

）
激

突
男

6
7

6
0
代

以
上

3
年

未
満

8
月

水
曜

日
昼

晴
れ

工
場

内
で

再
生

原
料

を
運

ん
で

い
た

リ
フ

ト
の

高
さ

を
考

慮
せ

ず
原

料
を

運
ん
で
い
た

シ
ャ

ッ
タ

ー
ボ

ッ
ク

ス
に

リ
フ

ト
が

当
り
そ
う
に
な
っ
た

保
管

庫
の

シ
ャ

ッ
タ

ー
ボ

ッ
ク

ス
の

高
さ

よ
り

低
く

し
な

が
ら

原
料

を
運

ぶ

6
4
9

未
回

答
処

分
時

（
工

場
内

）
切

れ
・

こ
す

れ
男

5
0

5
0
代

3
年

未
満

7
月

金
曜
日

朝
晴

れ
工

場
内

で
ア

ル
ミ

缶
プ

レ
ス

機
よ

り
プ

レ
ス

さ
れ

た
物

を
運

ぼ
う

と
し

た
時

運
ぼ

う
と

す
る

物
の

外
形

等
を

確
認

せ
ず
に
手
で
持
っ
た

プ
レ

ス
品

の
角

の
バ

リ
部

分
で

人
差

し
指
を
切
っ
た

プ
レ

ス
品

の
外

形
を

確
認

す
る

と
と

も
に

ア
ラ

ミ
ド

繊
維

の
軍

手
と

、
そ

の
上

か
ら

ゴ
ム

手
袋

を
装

着
し

て
作

業
す
る

6
5
0

未
回

答
未

回
答

未
回

答
男

4
6

4
0
代

1
0
年

以
上

8
月

月
曜

日
未

回
答

未
回

答
第

二
ピ

ッ
ト

重
機

選
別

作
業

ス
ク

ラ
ッ

プ
選

別
作

業
時

、
重

機
に

て
掴
ん
だ
時
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
跳
ね
た

作
業
員
に
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た

作
業

半
径

内
の

立
ち

入
り

禁
止

と
リ

フ
マ
グ
の
使
用

6
5
1

未
回

答
未

回
答

未
回

答
男

不
明

3
年

未
満

8
月

木
曜

日
未

回
答

晴
れ

第
一

ピ
ッ

ト
リ

フ
ト

作
業

中
重

量
物

荷
卸

中
、

爪
の
差

込
が

甘
い

ま
ま
作
業
し
た

パ
レ

ッ
ト

が
割

れ
荷

崩
れ

を
起

こ
し

た
パ

レ
ッ

ト
か

ら
爪

が
出
る

ま
で

差
し

込
む

6
5
2

未
回

答
未

回
答

未
回

答
男

不
明

3
年

未
満

8
月

火
曜

日
未

回
答

晴
れ

第
一

ピ
ッ

ト
選

別
作

業
重

量
の

あ
る

ス
ク

ラ
ッ
プ

を
一

人
で

取
ろ
う
と
し
た
時

手
を
挟
み
そ
う
に
な
っ
た

重
量

物
を

扱
う

時
は

、
複

数
名

に
て

作
業
す
る

6
5
3

未
回

答
未

回
答

未
回

答
男

4
6

4
0
代

1
0
年

以
上

7
月

月
曜

日
未

回
答

未
回

答
第

二
ピ

ッ
ト

重
機

作
業

ユ
ン

ボ
で

木
く

ず
破

砕
旋

回
し

た
時

リ
フ
ト
が
近
く
に
居
た

旋
回

し
よ

う
と

左
右

の
確

認
し

た
時

気
付
い
た

相
手

が
応

答
す

る
ま

で
無

線
機

に
て

連
絡
す
る

6
5
4

未
回

答
未

回
答

墜
落

・
転

落
男

3
4

3
0
代

3
年

未
満

7
月

月
曜
日

未
回

答
未

回
答

第
二

ピ
ッ

ト
建

屋
内

選
別

作
業

燃
え

殻
運

搬
車

両
が

汚
泥

貯
留

槽
の

マ
ン

ホ
ー

ル
蓋

を
開

け
て

い
た

所
に

は
ま
り
か
け
た

す
ぐ

横
を

通
過

し
何

事
も

あ
り

ま
せ

ん
で
し
た

マ
ン

ホ
ー

ル
蓋

を
開

け
る

際
は

、
カ

ラ
ー

コ
ー

ン
等

で
養

生
し

目
に

付
く

よ
う
に
す
る

6
5
5

未
回

答
未

回
答

未
回

答
男

不
明

未
回

答
7
月

火
曜
日

朝
曇

り
、

雨
第

一
ピ

ッ
ト

飛
散

物
除

去
指

示
第

一
ピ

ッ
ト

の
壁

が
低
く

壁
の

向
こ

う
側

か
ら

煙
草

等
を

投
入

さ
れ

れ
ば

火
災
と
な
る

保
管

量
が

多
く

な
れ

ば
風

に
よ

り
飛

散
物
の
発
生
と
な
る

壁
を

3
ｍ

高
く

す
れ

ば
火

災
や

飛
散

物
の
懸
念
が
払
拭
さ
れ
る

6
5
6

未
回

答
未

回
答

転
倒

男
不

明
未

回
答

7
月

未
回
答

未
回

答
晴

れ
第

二
ピ

ッ
ト

建
屋

内
廃

プ
ラ

破
砕

機
ベ

ル
ト

コ
ン

ベ
ア

上
へ

手
で

投
入

し
て

い
た

階
段

に
こ

ぼ
れ

落
ち

た
廃

プ
ラ

が
溜

ま
っ
て
い
て
足
に
絡
ま
っ
て
い
た

足
に

絡
ま

り
つ

ま
づ

く
恐

れ
が

あ
っ

た
が
大
丈
夫
だ
っ
た

階
段

に
こ

ぼ
れ

落
ち

た
廃

プ
ラ

は
こ

ま
め
に
清
掃
を
行
う

6
5
7

未
回

答
未

回
答

踏
み

抜
き

男
不

明
未

回
答

7
月

火
曜
日

昼
雨

第
一

ピ
ッ

ト
混

載
物

・
ス

ク
ラ

ッ
プ

選
別

作
業

を
し

て
い

ま
し

た
靴

の
裏

に
釘

が
さ

さ
っ
て

い
た

の
を

発
見
し
ま
し
た

釘
が

短
か

っ
た

為
、

足
に

は
届

か
な

か
っ
た

廃
棄

物
の

選
別

作
業

時
は

足
元

の
確

認
を
十
分
に
行
う

6
5
8

未
回

答
未

回
答

未
回

答
男

不
明

未
回

答
7
月

金
曜
日

未
回

答
未

回
答

第
一

ピ
ッ

ト
誘

導
1
0
ｔ

車
Ｕ

Ｐ
中

、
後

方
扉

の
横

に
立
っ
て
い
た

扉
ス

ト
ッ

パ
ー

が
外

れ
た

場
合

、
非

常
に
危
険

ト
ラ

ッ
ク

か
ら

十
分

に
距

離
を

取
り

確
認
す
る

6
5
9

未
回

答
未

回
答

未
回

答
男

不
明

未
回

答
7
月

土
曜
日

朝
晴

れ
第

一
ピ

ッ
ト

誘
導

ス
ク

ラ
ッ

プ
を

多
く

積
ん

だ
ト

ラ
ッ

ク
を

ダ
ン

プ
さ

せ
た

時
、

勢
い

よ
く

落
ち

て
選

別
作

業
中

の
人

に
当

た
り

そ
う
に
な
っ
た

作
業

員
に

ダ
ン

プ
す

る
事

を
知

ら
せ

て
い
た
為
被
害
は
無
か
っ
た

周
囲
に
注
意
し
安
全
確
保
に
努
め
る

6
6
0

未
回

答
未

回
答

飛
来

・
落

下
男

4
9

4
0
代

未
回

答
7
月

水
曜

日
未

回
答

未
回

答
第

一
ピ

ッ
ト

受
注

票
作

成
搬

入
車

両
が

ダ
ン

プ
終
了

後
、

廃
棄

物
が

残
っ

て
い

な
い

か
確

認
の

際
、

物
が
落
ち
て
く
る

残
っ

た
も

の
は

落
ち

た
が

怪
我

は
な

か
っ
た

車
両

の
後

方
へ

は
行

か
な

い
。

慎
重

に
確
認
作
業
を
行
う

6
6
1

未
回

答
未

回
答

転
倒

未
回
答

3
4

3
0
代

未
回

答
8
月

木
曜
日

未
回

答
未

回
答

東
門

計
量

器
上

ア
ン

モ
ニ

ア
測

定
中

燃
え

殻
の

中
に

足
が

埋
ま

っ
て

転
倒

し
そ
う
に
な
っ
た
。

バ
ラ

ン
ス

を
崩

し
た

だ
け

だ
転

倒
は

し
な
か
っ
た
。

ど
う

し
て

も
足

が
埋

ま
る

の
で

足
場

の
良

い
所

を
見

つ
け

て
ゆ

っ
く

り
歩

く
。

6
6
2

未
回

答
未

回
答

激
突

未
回
答

3
9

3
0
代

未
回

答
8
月

火
曜
日

未
回

答
未

回
答

プ
ラ

ン
ト

入
口

周
辺

リ
フ

ト
作

業
中

柱
の
影
か
ら
急
に
人
が
出
て
き
た
。

当
り
そ
う
に
な
っ
た
。

常
に

ス
ピ

ー
ド

を
落

と
し

て
い

つ
で

も
停
止
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

6
6
3

未
回

答
未

回
答

転
倒

未
回
答

4
2

4
0
代

未
回

答
8
月

水
曜
日

未
回

答
未

回
答

プ
ラ

ン
ト

前
誘

導
中

マ
ン

ホ
ー

ル
の

段
差

に
つ

ま
づ

き
ヒ

ヤ
リ
と
し
た
。

こ
け
そ
う
に
な
っ
た
。

足
元
を
よ
く
確
認
し
注
意
す
る
。

6
6
4

未
回

答
未

回
答

飛
来

・
落

下
未
回
答

4
1

4
0
代

未
回

答
7
月

月
曜
日

未
回

答
未

回
答

排
ガ

ス
施

設
室

内
排

ガ
ス

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
点

検
中

オ
イ

ル
補

充
時

に
残

圧
が

抜
け

き
っ

て
な
か
っ
た

オ
イ

ル
が

飛
散

・
圧

が
高

け
れ

ば
蓋

な
ど
飛
ば
す
恐
れ
も
あ
る

残
圧

確
認

を
し

っ
か

り
行

い
、

安
全

を
確
認
し
た
上
で
作
業
を
行
う

6
6
5

未
回

答
未

回
答

踏
み

抜
き

未
回
答

4
1

4
0
代

未
回

答
7
月

火
曜
日

未
回

答
未

回
答

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

バ
ル

ブ
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
調

整
中

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

配
線

を
交

換
時

に
シ
ョ
ー
ト
し
た

感
電

し
、

そ
れ

に
伴

い
転

倒
・

高
所

な
ら
転
落
の
恐
れ
が
あ
る

電
気

作
業

を
行

う
際

は
、

ブ
レ

ー
カ
ー
霧
の
確
認
を
行
う
。
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

6
6
6

未
回

答
未

回
答

飛
来

・
落

下
未
回
答

4
1

4
0
代

未
回

答
7
月

水
曜
日

未
回

答
未

回
答

反
応

塔
下

作
業

ス
ペ

ー
ス

灰
出

し
コ

ン
ベ

ア
ー

ス
ク

レ
バ

ー
溶

接
製

作
中

溶
接

ス
ラ

グ
を

除
去

し
て

い
た

と
こ

ろ
、
ス
ラ
グ
が
飛
ん
で
き
た
。

保
護

メ
ガ

ネ
を

し
て

い
た

が
眼

鏡
に

ス
ラ
グ
が
飛
ん
で
き
た
。

保
護

具
着

用
は

も
ち

ろ
ん

、
ス

ラ
グ

が
飛

ぶ
方

向
な

ど
注

意
し

作
業

を
行

う
。

6
6
7

未
回

答
未

回
答

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

未
回
答

4
3

4
0
代

未
回

答
7
月

月
曜
日

未
回

答
未

回
答

灰
出

し
装

置
部

灰
出

し
チ

ェ
ー

ン
点

検
灰

出
し

装
置

ス
イ

ッ
チ
の

ロ
ッ

ク
忘

れ
中

操
よ

り
ス

イ
ッ

チ
を
入

れ
れ

ば
手

足
巻
き
込
ま
れ
の
可
能
性
が
あ
る

二
人

作
業

で
の

確
認

と
再

度
確

認
の

徹
底

6
6
8

未
回

答
未

回
答

飛
来

・
落

下
未
回
答

3
7

3
0
代

未
回

答
7
月

日
曜
日

未
回

答
未

回
答

ポ
ン

プ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
ス

ト
レ

ー
ナ

清
掃

作
業

ガ
ス

冷
ポ

ン
プ

の
ス

ト
レ

ー
ナ

を
切

り
替

え
る

と
き

に
ポ

ン
プ

の
前

で
ふ

ら
つ
い
た
。

ス
ト

レ
ー

ナ
の

上
ブ

タ
を

足
元

に
お

と
し
て
し
ま
っ
た
。

作
業
場
所
の
充
分
な
確
保

6
6
9

未
回

答
未

回
答

そ
の

他
未
回
答

4
0

4
0
代

未
回

答
7
月

火
曜
日

未
回

答
未

回
答

後
燃

焼
ｽ
ﾄ
ｰ
ｶ
ｰ
横

後
燃

焼
ｽ
ﾄ
ｰ
ｶ
ｰ
下

燃
え

殻
清

掃
点

検
口

を
開

放
し

て
燃
え

殻
清

掃
中

回
転

ｽ
ﾄ
ｰ
ｶ
ｰ
か

ら
ク

リ
ン

カ
な

ど
の

落
下
に
よ
る
爆
風

爆
風

に
よ

る
火

傷
や

怪
我

を
す

る
可

能
性
が
高
い

清
掃

作
業

に
か

か
る

前
に

各
ｽ
ﾄ
ｰ
ｶ
ｰ

内
の

確
認

を
し

ゴ
ー

グ
ル

な
ど

の
安

全
保
護
具
の
着
用
を
徹
底
す
る

6
7
0

未
回

答
未

回
答

墜
落

・
転

落
未
回
答

4
0

4
0
代

未
回

答
7
月

水
曜
日

未
回

答
未

回
答

プ
ラ

ン
ト

内
各

通
路

、
グ

レ
ー

チ
ン

グ
、

手
摺

な
ど

プ
ラ

ン
ト

内
作

業
プ

ラ
ン

ト
の

老
朽

化
に
よ

る
グ

レ
ー

チ
ン
グ
や
手
摺
な
ど
の
腐
食
、
破
損

転
落
な
ど
の
大
き
な
事
故
に
繋
が
る

よ
く

点
検

を
し

て
不

具
合

箇
所

が
あ

れ
ば

報
告

、
連

絡
を

し
補

修
又

は
注

意
看

板
や

ロ
ー

プ
な

ど
で

立
ち

入
り

禁
止
に
す
る
な
ど
の
処
置
を
す
る

6
7
1

未
回

答
未

回
答

飛
来

・
落

下
未
回
答

3
9

3
0
代

未
回

答
7
月

日
曜
日

未
回

答
未

回
答

ば
い

じ
ん

装
置

ば
い

じ
ん

の
出

が
悪

か
っ

た
の

で
サ

ー
ク

ル
フ

ィ
ー

ダ
ー

の
点

検
口

を
開

け
確

認
中

ば
い
じ
ん
が
噴
出
し
ま
し
た

顔
に
か
か
り
そ
う
に
な
り
ま
し
た

噴
出
の
可
能
性
を
考
慮
し
作
業
す
る

6
7
2

未
回

答
未

回
答

激
突

未
回
答

4
8

4
0
代

未
回

答
7
月

月
曜
日

未
回

答
未

回
答

廃
棄

物
ク

レ
ー

ン
室

ク
レ

ー
ン

投
入

作
業

エ
ア

コ
ン

で
窓

ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ
の
結

露
に

よ
る

視
界
不
良

作
業

前
に

窓
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ
を

拭
き

作
業

し
ま

し
た

が
す

ぐ
に

結
露

が
付

き
側

壁
に

ﾊ
ﾞ
ｹ
ｯ
ﾄ
が

当
た

り
そ

う
に

成
り

ま
し

た
。

夜
間

作
業

は
エ

ア
コ

ン
の

温
度

を
高

い
目

に
設

定
し

結
露

を
防

止
し

た
い

と
思
い
ま
す
。

6
7
3

未
回

答
未

回
答

転
倒

未
回
答

4
2

4
0
代

未
回

答
7
月

木
曜
日

未
回

答
未

回
答

給
塵

室
金

網
清

掃
足
元
が
悪
い
為

転
倒
す
る
事
が
考
え
ら
れ
る

足
場

を
固

め
体

を
安

定
し

た
状

態
で

清
掃
す
る

6
7
4

未
回

答
未

回
答

そ
の

他
未
回
答

4
3

4
0
代

未
回

答
7
月

水
曜
日

未
回

答
未

回
答

着
火

バ
ー

ナ
ー

清
掃

差
込

口
か

ら
熱

風
が

吹
き

出
し

て
く

る
恐
れ
が
あ
る

火
傷
な
ど
す
る
恐
れ
が
あ
る

差
込

口
の

前
に

顔
な

ど
を

を
持

っ
て

い
か
な
い

6
7
5

未
回

答
未

回
答

転
倒

未
回
答

4
3

4
0
代

未
回

答
7
月

木
曜
日

未
回

答
未

回
答

遮
断

ｹ
ﾞ
ｰ
ﾄ

水
漏

れ
補

修
熱
湯
が
吹
き
出
て
く
る
恐
れ
が
あ
る

慌
て
て
転
倒
す
る
恐
れ
が
あ
る

補
修
す
る
手
順
を
間
違
え
な
い

6
7
6

未
回

答
未

回
答

そ
の

他
未
回
答

4
6

4
0
代

未
回

答
7
月

木
曜
日

未
回

答
未

回
答

回
転

ス
ト

ー
カ

覗
き

窓
カ

メ
ラ

の
覗

き
窓

の
清

掃
熱
風
が
吹
き
出
て
く
る
か
も

目
な

ど
に

粉
体

が
入

る
か

も
し

れ
な

い
覗

き
窓

の
正

面
に

顔
を
も

っ
て

い
か

な
い

6
7
7

未
回

答
未

回
答

転
倒

未
回
答

5
1

5
0
代

未
回

答
7
月

火
曜
日

未
回

答
未

回
答

給
塵

室
出

口
通

路
給

塵
室

内
に

て
、

オ
イ

ル
拭

き
取

り
清

掃
給

塵
室

か
ら

通
路

に
出
る

時
、

安
全

靴
に
オ
イ
ル
が
付
い
て
い
て
滑
る

転
倒
す
る
か
も
知
れ
な
い

安
全

靴
の

裏
側

に
オ

イ
ル

が
付

い
て

い
な
い
か
よ
く
確
認
す
る

6
7
8

未
回

答
未

回
答

転
倒

未
回
答

5
1

5
0
代

未
回

答
7
月

金
曜
日

未
回

答
未

回
答

中
央

操
作

室
出

口
ﾎ
ｯ
ﾊ
ﾟ
ｰ

蒸
気

ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
を

開
け

る
為

、
中

央
操

作
室

か
ら

ﾎ
ｯ
ﾊ
ﾟ
ｰ
に

出
よ

う
と

し
た

出
た

と
た

ん
に

粉
黛

で
足

元
が

す
べ
っ
た

転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た

別
の

環
境

の
場

所
に

出
る

時
は

特
に

廻
り

の
環

境
と

足
元

の
確

認
を

怠
ら

な
い

6
7
9

未
回

答
未

回
答

火
災

未
回
答

6
2

6
0
代

以
上

未
回

答
7
月

土
曜

日
未

回
答

未
回

答
ホ

ッ
パ

ー
ク

レ
ー

ン
室

で
ト

ナ
ー

類
を

投
入

の
際

粉
体
爆
発
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る

火
災
な
ど
危
険
性
を
生
じ
る

ﾎ
ｯ
ﾊ
ﾟ
ｰ
ゲ

ー
ト

を
開

け
る

時
は

中
操

と
連

絡
を

取
り

あ
っ

て
散

水
の

ス
イ

ッ
チ

な
ど

直
ぐ

に
押
せ

る
体

制
に

し
て

お
く

（
現

行
中

な
の

で
再

度
確

認
を
し
ま
す
）

6
8
0

未
回

答
未

回
答

転
倒

未
回
答

6
2

6
0
代

以
上

未
回

答
7
月

水
曜

日
未

回
答

未
回

答
1
号

炉
・

2
号

炉
後

燃
焼

ス
ト

ー
カ

後
部

。
後

燃
焼

ス
ト

ー
カ

天
井

水
洗

。
散
水
用
ホ
ー
ス
に
て
散
水
時
。

脚
立

の
上

で
高

所
の

散
水

に
よ

る
清

掃
時

、
ホ

ー
ス

の
高

圧
に

よ
り

転
倒

し
そ
う
に
な
っ
た
。

2
人

で
行

う
か

、
し

っ
か

り
と

し
た

足
場
を
設
置
し
て
作
業
を
行
な
う
。

6
8
1

未
回

答
未

回
答

飛
来

・
落

下
未
回
答

4
7

4
0
代

未
回

答
7
月

月
曜
日

未
回

答
未

回
答

破
砕

機
周

辺
場

内
巡

回
破

砕
機

ホ
ッ

パ
ー

か
ら
飛

び
出

し
て

き
た

エ
ン

ビ
パ

イ
プ

に
ヒ

ヤ
リ

と
し

た
。

１
０
ｍ
程
離
れ
た
所
に
落
下
し
た
。

破
砕

機
周

辺
を

通
行

中
は

飛
散

物
に

も
十
分
注
意
す
る
。

6
8
2

未
回

答
未

回
答

そ
の

他
未
回
答

4
3

4
0
代

未
回

答
7
月

水
曜
日

未
回

答
未

回
答

表
ピ

ッ
ト

処
理

困
難

物
の

処
理

中
針

金
状

の
物

を
ク

リ
ッ
パ

で
切

っ
た

時
針
金
状
の
物
が
跳
ね
上
が
っ
た
。

物
の

動
き

を
予

測
し

近
づ

き
す

ぎ
な

い
。

6
8
3

未
回

答
未

回
答

飛
来

・
落

下
未
回
答

3
9

3
0
代

未
回

答
7
月

金
曜
日

未
回

答
未

回
答

表
ピ

ッ
ト

誘
導

中
ダ

ン
プ

し
た

時
に

積
荷
の

ガ
ラ

ス
が

落
ち
て
き
た
。

ガ
ラ
ス
が
飛
び
散
り
当
り
か
け
た
。

車
輌
と
の
距
離
を
と
る
。

6
8
4

未
回

答
未

回
答

激
突

未
回
答

3
9

3
0
代

未
回

答
7
月

月
曜
日

未
回

答
未

回
答

東
門

側
計

量
器

燃
え

殻
積

込
中

燃
え

殻
が

重
く

バ
ケ

ッ
ト

が
上

が
り

き
ら
な
か
っ
た
。

積
込

車
輌

に
接

触
し

そ
う

に
な

っ
た
。

燃
え
殻
の
す
く
う
量
を
調
整
す
る
。

6
8
5

未
回

答
未

回
答

激
突

未
回
答

4
2

4
0
代

未
回

答
7
月

金
曜
日

未
回

答
未

回
答

プ
ラ

ン
ト

前
タ

イ
ヤ

シ
ョ

ベ
ル

走
行

中
タ

イ
ヤ

シ
ョ

ベ
ル

を
バ
ッ

ク
で

走
行

中
、

車
輌

に
横

切
ら

れ
ハ

ッ
ト

し
た
。

直
ち

に
停

止
し

安
全

を
確

認
し

走
行

を
再
開
し
た
。

速
度

に
注

意
し

別
の

通
路

か
ら

の
飛

び
出
し
に
も
注
意
す
る
。

6
8
6

未
回

答
未

回
答

そ
の

他
未
回
答

3
4

3
0
代

未
回

答
7
月

火
曜
日

未
回

答
未

回
答

破
砕

機
前

ド
ラ

ム
の

フ
タ

を
開

け
る

作
業

膨
ら

ん
で

い
る

ド
ラ

ム
が

あ
っ

た
の

で
ハ
ッ
ト
し
た
。

フ
タ

を
開

け
る

前
に

ド
ラ

ム
の

空
気

の
空
気
抜
き
を
慎
重
に
実
施
し
た
。

ド
ラ
ム
を
よ
く
確
認
し
作
業
す
る
。

6
8
7

未
回

答
未

回
答

激
突

未
回
答

3
1

3
0
代

未
回

答
7
月

火
曜
日

未
回

答
未

回
答

破
砕

機
周

辺
破

砕
機

投
入

中
塩

ビ
の

配
管

を
割

っ
た
ら

飛
び

散
っ

て
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
。

重
機
に
当
り
そ
う
に
な
っ
た
。

も
っ

と
上

か
ら

可
燃

物
を

被
せ

て
割

る
よ
う
に
す
る
。

6
8
8

未
回

答
未

回
答

切
れ

・
こ

す
れ

未
回
答

5
6

5
0
代

未
回

答
7
月

月
曜
日

未
回

答
未

回
答

表
ピ

ッ
ト

潰
れ

た
ド

ラ
ム

缶
を

シ
ョ

ベ
ル

に
積

込
中

シ
ョ

ベ
ル

に
入

れ
よ

う
と

し
た

時
に

作
業

服
に

引
っ

掛
け

破
れ

て
し

ま
い

ヒ
ヤ
リ
と
し
た
。

作
業

服
が

破
れ

た
が

身
体

に
は

傷
が

つ
か
な
か
っ
た
。

ド
ラ

ム
が

潰
れ

て
鋭

く
な

っ
て

い
る

事
に

気
が

付
か

な
か

っ
た

、
も

っ
と

注
意
を
す
る
べ
き
だ
っ
た
。

6
8
9

未
回

答
未

回
答

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

未
回
答

4
1

4
0
代

未
回

答
7
月

水
曜
日

未
回

答
未

回
答

燃
え

殻
ク

レ
ー

ン
上

部
走

行
用

モ
ー

タ
ー

整
備

中
ギ

ヤ
―

を
交

換
し

て
い
た

が
、

電
源

の
切

り
忘

れ
に

よ
り

交
換

時
に

モ
ー

タ
ー
が
稼
働
し
た

巻
き

込
み

や
部

品
の

飛
散

に
よ

る
、

怪
我
な
ど
起
る
事
が
あ
る

作
業

時
の

ブ
レ

ー
カ

ー
切

断
の

確
認

を
行
う
。

6
9
0

未
回

答
未

回
答

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

未
回
答

4
1

4
0
代

未
回

答
7
月

金
曜
日

未
回

答
未

回
答

燃
え

殻
ピ

ッ
ト

前
場

内
車

タ
イ

ヤ
整

備
中

タ
イ

ヤ
を

交
換

を
行

う
際

、
ボ

ル
ト

を
緩

め
る

為
に

力
を

入
れ

た
ら

車
体

が
大
き
く
揺
れ
た

車
体

が
動

く
こ

と
は

な
か

っ
た

が
、

動
け
ば
事
故
の
可
能
性
が
あ
る

サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
・
車
止
め
の
確
認
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

6
9
1

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未
回
答

6
2

6
0
代

以
上

未
回

答
7
月

火
曜

日
未

回
答

未
回

答
2
号

炉
後

燃
焼

ｽ
ﾄ
ｰ
ｶ
前

。
2
号

炉
後

燃
焼

ス
ト

ー
カ

内
部

火
床

板
点

検
準

備
。

１
０

０
Ｖ

投
光

器
の

準
備

中
、

雨
天

の
為
差
込
口
が
濡
れ
て
い
た
。

漏
電
が
起
こ
る
状
態
で
あ
っ
た
。

屋
根

の
あ

る
場

所
か

、
シ

ー
ト

類
を

か
け

て
行

う
か

。
雨

の
や

み
間

に
作

業
を
行
な
う
。

6
9
2

未
回

答
未

回
答

動
作

の
反

動
・

無
理

な
動

作
未
回
答

4
3

4
0
代

未
回

答
7
月

金
曜
日

未
回

答
未

回
答

燃
え

殻
ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾄ
前

場
内

車
ﾎ
ｲ
ｰ
ﾙ
交

換
ﾎ
ｲ
ｰ
ﾙ
の
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
を
外
し
て
い
ま
し
た

車
体
が
大
き
く
揺
れ
ま
し
た

ｷ
ﾞ
ｱ
ｰ
・

車
輪

止
め

・
ｻ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｷ
を

使
用

し
動

か
な

い
か

再
確

認
し

作
業

す
る

6
9
3

未
回

答
未

回
答

転
倒

未
回
答

5
4

5
0
代

未
回

答
7
月

木
曜
日

未
回

答
未

回
答

給
塵

室
１

号
側

清
掃

作
業

シ
リ

ン
ダ

ー
よ

り
油

漏
れ

の
為

床
が

汚
れ
て
い
た

滑
り
そ
う
に
な
っ
た

床
の

油
汚

れ
を

ふ
き

取
り

足
元

を
確

認
し

て
作

業
す

る
油

漏
れ

を
な

く
す

6
9
4

未
回

答
未

回
答

転
倒

未
回
答

4
8

4
0
代

未
回

答
7
月

水
曜
日

未
回

答
未

回
答

ﾎ
ｯ
ﾊ
ﾟ
ｰ
室

引
継

ぎ
前

、
夕

刻
の

清
掃

時
床
面
に
こ
ぼ
れ
た
汚
泥

清
掃

時
踏

ん
で

し
ま

い
滑

っ
て

転
倒

し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後

は
清

掃
時

に
身

の
回

り
、

足
元

に
注
意
を
払
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

6
9
5

未
回

答
未

回
答

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
未
回
答

3
4

3
0
代

未
回

答
7
月

木
曜
日

未
回

答
未

回
答

ｶ
ﾞ
ｽ
冷

却
室

下
ﾀ
ﾞ
ｽ
ﾄ
を

乾
燥

さ
せ

る
為

停
止

し
て

い
た

ｽ
ｸ
ﾚ
ﾊ
ﾟ
ｰ
を

運
転

し
ﾀ
ﾞ
ｽ
ﾄ
状

態
を

確
認

点
検

口
の

外
に

吹
き

出
す

恐
れ

が
あ

る
。

の
ぞ

い
て

い
る

顔
に

か
か

る
恐

れ
が

あ
る
。

炉
内

圧
を

マ
イ

ナ
ス

に
し

、
ゴ

ー
グ

ル
、
マ
ス
ク
等
を
着
用
す
る
。

6
9
6

未
回

答
未

回
答

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

未
回
答

4
3

4
0
代

未
回

答
7
月

土
曜
日

未
回

答
未

回
答

後
燃

焼
ｽ
ﾄ
ｰ
ｶ

制
御

異
常

の
点

検
ﾁ
ｪ
ｰ
ﾝ
ｶ
ﾊ
ﾞ
ｰ
の
上
に
手
を
置
い
た
と
き

ﾁ
ｪ
ｰ
ﾝ
に

手
を
巻

き
込

ま
れ

る
恐

れ
あ

り
何

も
考

え
ず

に
機

械
な
ど

の
上

に
手

を
置
か
な
い

6
9
7

未
回

答
未

回
答

転
倒

未
回
答

4
0

4
0
代

未
回

答
7
月

水
曜
日

未
回

答
未

回
答

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾔ
ｰ
ﾄ
ﾞ

ス
ト

レ
ー

ナ
清

掃
水
溜
り
に
足
を
入
れ
た
と
き

水
垢

な
ど

で
足

元
が

滑
り

や
す

く
、

こ
け
る
事
が
あ
り
え
る

デ
ッ

キ
ブ

ラ
シ

な
ど

で
清

掃
致

し
ま

す
。

6
9
8

未
回

答
未

回
答

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

未
回
答

4
5

4
0
代

未
回

答
7
月

土
曜
日

未
回

答
未

回
答

ｶ
ﾞ
ｽ
冷

却
室

下
搬

出
機

詰
ま

り
除

去
止

ま
っ

て
い

る
と

思
っ
て

い
た

搬
出

機
が
動
い
て
い
た

搬
出
機
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
あ
り

二
人

以
上

で
作

業
し

、
ﾓ
ｰ
ﾀ
ｰ
な

ど
が

停
止

し
て

い
る

か
を

目
で

確
認

し
た

上
で
作
業
を
行
う

6
9
9

未
回

答
未

回
答

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

未
回
答

4
0

4
0
代

未
回

答
7
月

金
曜
日

未
回

答
未

回
答

ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
ﾄ
内

機
器

及
び

ｺ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｱ
ｰ
周

辺
機

器
及

び
ｺ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｱ
ｰ
点

検
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
ﾄ
内
に
は
暗
い
場
所
が
あ
る

見
え

に
く

い
場

所
で

は
手

な
ど

巻
き

込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

暗
い

場
所

で
は

必
ず

明
か
り

に
な

る
物
を
用
意
し
作
業
を
す
る
。

7
0
0

未
回

答
未

回
答

交
通

災
害

（
そ

の
他

）
未
回
答

6
2

6
0
代

以
上

未
回

答
7
月

木
曜

日
未

回
答

未
回

答
後

燃
焼

ｽ
ﾄ
ｰ
ｶ
ｰ

清
掃

清
掃

時
に

中
蓋

を
外

し
て

外
に

置
く

が
、

置
き

場
所

に
よ

っ
て

は
､
下

が
通

路
に

な
っ

て
い

る
の
で

落
下

す
る

と
危
険
だ
と
思
わ
れ
る

鉄
で

作
ら

れ
た

蓋
な

の
で

大
き

な
怪

我
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

作
業

時
に

作
業

者
の

足
で

蹴
ら

な
い

か
、

な
ど

考
慮

し
て

絶
対

に
安

全
な

場
所
に
中
蓋
を
置
く
よ
う
に
す
る

7
0
1

未
回

答
未

回
答

飛
来

・
落

下
未
回
答

4
3

4
0
代

未
回

答
7
月

水
曜
日

未
回

答
未

回
答

プ
ラ

ン
ト

前
リ

フ
ト

作
業

中
運

搬
し

て
い

た
物

が
不
安

定
だ

っ
た

為
。

荷
崩
れ
し
そ
う
に
な
っ
た
。

荷
物

の
状

態
確

認
や

、
ゆ

っ
く

り
走

行
す
る
。

7
0
2

未
回

答
未

回
答

墜
落

・
転

落
未
回
答

3
9

3
0
代

未
回

答
7
月

火
曜
日

未
回

答
未

回
答

仕
分

け
室

周
り

タ
イ

ヤ
シ

ョ
ベ

ル
か

ら
降

り
る

時
雨

合
羽

が
ス

テ
ッ

プ
に
引

っ
か

か
っ

た
。

落
下
し
そ
う
に
な
っ
た
。

足
元

に
注

意
し

降
り

る
よ

う
に

す
る
。

7
0
3

未
回

答
未

回
答

飛
来

・
落

下
未
回
答

4
2

4
0
代

未
回

答
7
月

土
曜
日

未
回

答
未

回
答

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
リ

フ
ト

作
業

中
バ

ッ
ク

で
走

行
中

、
後
タ

イ
ヤ

の
一

部
分

で
廃

プ
ラ

を
ふ

み
そ

れ
が

飛
ん

で
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
。

高
さ

２
０

ｃ
ｎ

ぐ
ら

い
で

１
０

～
１

５
ｍ
飛
び
少
し
転
が
り
止
っ
た
。

作
業

場
を

清
掃

し
て

か
ら

作
業

を
行

い
よ
く
確
認
す
る
。

7
0
4

未
回

答
未

回
答

激
突

未
回
答

3
1

3
0
代

未
回

答
7
月

水
曜
日

未
回

答
未

回
答

表
ピ

ッ
ト

待
機

場
風

に
あ

お
ら

れ
て

シ
ー
ト

が
飛

び
そ

う
に
な
り
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
。

シ
ー

ト
を

押
さ

え
て

た
た

み
ま

し
た
。

強
風

の
日

は
風

向
き

に
注

意
し

な
が

ら
シ
ー
ト
を
外
す
よ
う
に
す
る
。

7
0
5

未
回

答
未

回
答

崩
壊

・
倒

壊
未
回
答

3
7

3
0
代

未
回

答
7
月

金
曜
日

未
回

答
未

回
答

表
ピ

ッ
ト

選
別

作
業

中
足

元
に

ガ
ラ

ス
片

が
あ
り

踏
み

そ
う

に
な
っ
た
。

気
が
つ
い
た
の
で
踏
ま
な
か
っ
た
。

安
全

靴
を

履
い

て
い

て
も

鋭
利

な
も

の
は

貫
通

す
る

の
で

注
意

し
て

歩
く
。

7
0
6

未
回

答
未

回
答

切
れ

・
こ

す
れ

未
回
答

4
3

4
0
代

未
回

答
7
月

木
曜
日

未
回

答
未

回
答

油
圧

室
に

て
ク

レ
ー

ン
ケ

ー
ブ

ル
切

断
作

業
サ

ン
ダ

ー
の

ス
イ

ッ
チ
が

Ｏ
ｎ

状
態

で
コ
ン
セ
ン
ト
を
差
し
込
ん
だ

身
体

に
サ

ン
ダ

ー
が

触
れ

て
い

る
と

怪
我
の
お
そ
れ
が
あ
る

使
用
前
の
ス
イ
ッ
チ
の
確
認

7
0
7

未
回

答
未

回
答

墜
落

・
転

落
未
回
答

4
3

4
0
代

未
回

答
7
月

月
曜
日

未
回

答
未

回
答

ﾀ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ﾝ
室

蛍
光

灯
交

換
蛍

光
灯

高
所

に
あ

る
為

、
脚

立
使

用
、
脚
立
が
少
し
ゆ
れ
た

足
が

震
え

ま
し

た
が

下
で

脚
立

を
押

さ
え

て
い

た
為

直
ぐ

ゆ
れ

が
治

ま
り

ま
し
た

足
場

の
悪

い
所

や
、

作
業

し
に

く
い

所
で

の
作

業
す

る
場

合
必

ず
二

人
一

組
で

行
い

安
全

確
保

し
作

業
し

て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

7
0
8

未
回

答
未

回
答

転
倒

未
回
答

5
2

5
0
代

未
回

答
7
月

月
曜
日

未
回

答
未

回
答

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ス

テ
－

シ
ョ

ﾝ
横

散
水

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
を

起
動

し
て

い
た

。
コ

ン
ク

リ
－

ト
に

苔
が
生

え
て

い
ま

し
た
。

滑
り
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

注
意

す
る

し
か

あ
り

ま
せ

ん
。

（
苔

の
部

分
を

デ
ツ

キ
ブ

ラ
シ

で
、

清
掃

し
ま

し
た

が
、

ま
だ

滑
り

ま
し

た
。
）

7
0
9

未
回

答
未

回
答

感
電

未
回
答

4
8

4
0
代

未
回

答
7
月

火
曜
日

未
回

答
未

回
答

1
号

給
塵

遮
断

ｹ
ﾞ
ｰ
ﾄ
上

部
冷

却
配

管
破

損
部

補
修

1
号

回
転

ス
ト

ー
カ

上
部

に
位

置
す

る
為
周
囲
は
高
温
で
し
た
。

多
量

の
汗

を
掻

き
作

業
服

及
び

作
業

手
袋

が
汗

ば
ん

だ
状

態
で

溶
接

作
業

を
行

い
、

少
し

右
手

に
感

電
し

た
感

覚
が
あ
り
ま
し
た
。

溶
接

作
業

の
際

は
乾

い
た

皮
手

袋
を

使
用
す
る
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

7
1
0

未
回

答
未

回
答

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
未
回
答

3
3

3
0
代

未
回

答
7
月

土
曜
日

未
回

答
未

回
答

後
燃

焼
ｽ
ﾄ
ｰ
ｶ
ｰ
下

シ
ュ

ー
タ

ー
後

燃
焼

ｽ
ﾄ
ｰ
ｶ
ｰ
下

燃
え

殻
清

掃
後

シ
ュ

ー
タ

ー
部

の
詰

ま
り

除
去

詰
ま

り
除

去
す

る
と

、
ま

だ
熱

い
燃

え
殻

が
い

っ
き

に
落

ち
て

来
て

シ
ュ
ー
タ
ー
外
に
も
あ
ふ
れ
た
為
。

ど
れ

位
詰

ま
っ

て
い

る
か

見
え

な
い

為
、

体
を

離
し

て
作

業
し

た
の

で
か

ぶ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
ま

め
に

点
検

し
詰

ま
り

の
量

を
少

な
く
す
る
。

7
1
1

未
回

答
未

回
答

そ
の

他
未
回
答

4
3

4
0
代

未
回

答
7
月

月
曜
日

未
回

答
未

回
答

燃
え

殻
ｸ
ﾚ
ｰ
ﾝ
予

備
ﾊ
ﾞ
ｹ
ｯ
ﾄ
内

部
ﾊ
ﾞ
ｹ
ｯ
ﾄ
開

閉
不

能
の

為
、

ソ
レ

ノ
イ

ド
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
を

分
解

時
ソ

レ
ノ

イ
ド

ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
内

に
圧

力
が

残
っ
て
い
ま
し
た

顔
に
少
量
の
ｵ
ｲ
ﾙ
が
付
着

保
護
具
を
着
用
す
る

7
1
2

未
回

答
未

回
答

は
さ

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

未
回
答

5
1

5
0
代

未
回

答
7
月

日
曜
日

未
回

答
未

回
答

廃
棄

物
ｸ
ﾚ
ｰ
ﾝ
上

部
廃

棄
物

ｸ
ﾚ
ｰ
ﾝ
走

行
時

異
音

の
為

点
検

走
行

ギ
ヤ

ー
部

点
検

時
ｸ
ﾚ
ｰ
ﾝ
が

動
く

か
も
知
れ
な
い

走
行
ギ
ヤ
ー
に
手
を
挟
む

電
源

の
入

り
切

り
の

確
認

と
手

元
ｽ

ｲ
ｯ
ﾁ
が

あ
る

場
合

は
、

手
元

で
も

切
り
に
す
る

7
1
3

未
回

答
未

回
答

高
温

・
低

温
の

物
と

の
接

触
未
回
答

6
2

6
0
代

以
上

未
回

答
7
月

日
曜

日
未

回
答

未
回

答
着

火
バ

ー
ナ

ー
着

火
バ

ー
ナ

ー
の

清
掃

差
込
口
よ
り
逆
風
を
あ
び
る

大
き
な
怪
我
に
な
る
と
思
わ
れ
る

清
掃

時
に

は
ト

ナ
ー

な
ど

爆
発

が
予

測
さ

れ
る

物
は

投
入

を
控

え
る

、
Ｉ

Ｄ
Ｆ

ダ
ン

パ
ー

操
作

で
炉

内
を

出
来

る
だ

け
マ

イ
ナ

ス
圧

に
す
る

。
再

度
現
行
を
確
認
す
る

7
1
4

未
回

答
未

回
答

激
突

未
回
答

5
2

5
0
代

未
回

答
7
月

木
曜
日

未
回

答
未

回
答

表
ピ

ッ
ト

シ
ョ

ベ
ル

で
可

燃
物

を
押

し
て

い
た

。
木
が
跳
ね
て
キ
ャ
ビ
ン
に
当
っ
た
。

直
ぐ

に
停

止
し

て
キ

ャ
ビ

ン
が

破
損

し
て
い
な
い
か
確
認
し
た
。

木
を

踏
ま

な
い

よ
う

に
注

意
す

れ
ば

よ
か
っ
た
。
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属
性

処
理

業
事

故
の

型
性

別
年

齢
年

代
勤

続
年

数
摘

出
月

曜
日

時
間

天
候

【
Ａ

】
W
h
e
r
e

（
ど

こ
で

）
【

Ｂ
】

W
h
a
t

（
作

業
／

行
為

／
何

を
し

て
い

て
）

【
Ｃ
】
W
h
y

（
原

因
／

な
ぜ

？
）

【
Ｄ
】
H
o
w

（
ど

の
よ

う
に

な
っ

た
？

／
ど

う
な

っ
た

）

N
o
.

【
Ｅ
】
低
減
措
置
案

（
今

後
ど

う
す

る
か

／
要

望
等

）

W
h
e
n
（

摘
出

日
）

W
h
o
（

主
体

）
類

型
災

害
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

（
危

険
性

又
は

有
害
性
と
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
災
害
の
内
容
）

7
1
5

未
回

答
未

回
答

踏
み

抜
き

未
回
答

3
4

3
0
代

未
回

答
7
月

金
曜
日

未
回

答
未

回
答

表
ピ

ッ
ト

展
開

検
査

手
選

別
時

上
向

き
に

釘
が

出
て

い
る

角
材

が
あ

り
踏

み
そ

う
に

な
り

ヒ
ヤ

リ
と

し
た
。

足
元

等
を

よ
く

確
認

し
て

作
業

し
た

の
で
特
に
問
題
な
し
。

足
元

に
注

意
、

何
か

わ
か

ら
な

い
物

は
踏
ま
な
い
、
触
ら
な
い
。

7
1
6

未
回

答
未

回
答

飛
来

・
落

下
未
回
答

3
9

3
0
代

未
回

答
7
月

月
曜
日

未
回

答
未

回
答

破
砕

機
可

燃
物

の
破

砕
機

投
入

エ
ン

ビ
パ

イ
プ

を
割

ら
ず

に
そ

の
ま

ま
破
砕
機
投
入
し
た
。

破
砕

機
の

中
で

エ
ン

ビ
パ

イ
プ

が
割

れ
て
外
に
飛
ん
で
き
た
。

投
入

前
に

パ
イ

プ
を

割
っ

て
か

ら
投

入
す
る
。

7
1
7

未
回

答
未

回
答

飛
来

・
落

下
未
回
答

3
7

3
0
代

未
回

答
7
月

月
曜
日

未
回

答
未

回
答

表
ピ

ッ
ト

検
収

中

パ
レ

ッ
ト

に
積

ま
れ

た
ダ

ン
ボ

ー
ル

の
形

が
バ

ラ
バ

ラ
だ

っ
た

為
、

荷
下

ろ
し

時
、

落
下

す
る

可
能

性
が

あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

リ
フ

ト
の

オ
ペ

の
方

に
そ

の
旨

を
伝

え
、

ゆ
っ

く
り

慎
重

に
作

業
を

行
っ

て
頂
く
よ
う
伝
え
ま
し
た
。

中
身

が
重

い
も

の
で

あ
れ

ば
荷

崩
れ

し
そ

う
な

物
は

全
て

手
で

下
ろ

せ
ば

い
い
と
思
い
ま
し
た
。

7
1
8

未
回

答
未

回
答

転
倒

未
回
答

5
6

5
0
代

未
回

答
7
月

木
曜
日

未
回

答
未

回
答

表
ピ

ッ
ト

選
別

作
業

中
水

溜
り

の
中

を
歩

行
中
、

丸
棒

が
あ

る
の

に
気

づ
か

ず
そ

の
上

に
足

を
乗

せ
滑
っ
て
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
。

転
倒

は
し

な
か

っ
た

が
少

し
危

険
を

感
じ

た
が

対
応

で
き

た
の

で
よ

か
っ

た
。

水
溜

り
の

中
は

見
え

な
い

の
で

何
が

あ
る

か
わ

か
ら

な
い

の
で

足
を

踏
み

入
れ
る
前
に
確
認
を
す
る
。
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